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メ ノ コ ユ カ ラ 
MENOKO ， YUKAR 女性叙事詩 
、 ンス タ ブカ ウン ポン マ ト カ チ 
SINUTAPKA@ UN@ PON@ MATKACI 
シスタブ カ の少女 
ワ テ ケ 
Wateke 語り手   鳴沢ふじの ( ワテケ ) 
録音日   1961 年 4 月 5 日 
録音場所   沙流郡門別町福浦 鍋沢 たけ 宅 
、 ンネポ " ノマ @ カチ、 
sineponmatkacl@ ュ シネポ シフト； 一人の小さい 女の子が 、 
ユカラオ ロタ   チ 二 
% 止 "" 。 " '"@ 2  ユカラオッタ 、 ユーカラ ( 叙事詩 ) の中で、 
ウェンノアレス ワ  
wenno@a=resu@wa, 3 ウェンノアレス 一 ひどいやり方で   育てられて、 
チシコロ 、 
％、 
CiS  ko 「 @ 4  チシ コロー、 泣きながら、 
ウェンノ アレス オルシペ 、 
wenno a 亡Ⅰ esuo 「 ulpee, 5 ウェンノアレス いじめられて 育てられた 話 
オ ルスペⅠ 
「 メ / コ ユカラ」 が 
。  '。 " 。 ' 。 " 打士 """ 6  「 メ / コ ユカル」 メノ コ ユカラ ( 女性叙事詩 ) 
セ コロアイス コロ 
sekor@a=ye@kor ァ セ コロアイエコロ と 言われて 
アイ ェオ ルンベ   
a 二ye o 「usSPe, 8  アイ ェオ ルスペ 、 語られた話を 、 
タネ、 
七 %ne, 9  タネ 二 いま、 
テ ワ / 
梶 wano J0  テワ / これから 
クイ ェ ク シネ ナ ! 
ku=ye@kus@ne@na   Ⅱ クイェクスネ 私は語りますからね。 
ナ ! 
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ア コロアチ ャ 
a 二ko で aca 
アコロ ウナラ ぺ 




7-71 Ⅰnepon matkaci,,.kusnena シネ ポシ マ @ カチ… クス ネ ナ 語りはじめる 
前に前置きの 言葉を言っている。 この言葉は日常語であ る。 相手は、 その場に いた 人々だ 
けでなく、 将来テープを 聴くであ ろう人をも俳頭においている。 
7 ponma Ⅰ tkaci ポシ マ @ ヵチ いさか・女の 刊。 この場合は (幼い 女の子 ) 。 赤ん坊 
から 5 一 6 歳の幼児、 場合によって 小学生ぐらいまでを いう 。 
2 y 丘lkarorta ュヵ ラ オッタ く ユーカラの中で ) 。 orta オロ タ はいつも ntta オッ 
タ と 発音される。 この話者の言葉で yfokar ユ カラは、 それだけで言うと okkayo-y 丘 lkar オ
ッカ ョ ユ カラく男性叙事詩 =英雄詞曲 ) を指すことが 多いが、 menoko,y 血 kar メノコ ユカラ 
( 女 ， 珪 叙事詩 二 婦女詞曲 ) をも含む。 ここでは mennkn.y 丘 kar メ / コユ カラを指している。 
なお、 「神謡」のことは、 ただ y丘 kar ユカラとは言わず、 kamuy.y 廿 kar カムイ ユ カラ ま 
たは kamuyukar カムユカラ という。 
6  menoko.y 丘 kar  メノコユか 。 メ / コ ユカラ とも発音される。 く 女性叙事詩、 婦女 詞 
曲 ) 。 この話者の方言では、 人間の女性が 主人公で、 女性が謡うという 種類の叙事詩を 指 
す。 同じ 沙 浦川筋でも、 中流の二周谷から 上の話者の多くは、 神謡を、 つまりこの話者の 
下流方言で kamuy-y 血 tkar/kamuyukar カムイユカラ /カムユカラと 呼ぶものを指して 
menoko-yfokar メノコ ユカラと言う。 そのため、 この資料のテープを 聴いた中流地域の 話者 
から「これ、 メ / コ ユカラかい ? 」という驚きの 反応が出た。 
7  a,ye kor  アイ ェ コ 。 直訳するとく 言われながら )。 
S  a,ye  アイ ェ ここでは ( この叙事詩が ) 謡われる / 語られることを 言っている。 (言う ) 
もく語る 7 8 同じ語で表し、 歌う / 謡うことにもこの 語が使われる。 
Ⅰ 0 te wano テ ヮ / [ ここ・から ] ( これから、 いまから )。 
7J  ku=ye  kus ne  na  クイ ェ クス ネ ナ ( 語りますからね ) 。 文末に na  ナ がつい 
ているのは、 (t¥v 語るから ) 聞いてください ) というニュアンスを 表している。 
  a-knr 乙 ca ア コロー アチャ ( コ アコロ アチャ ) 普通に話すときは ア コロ アチャ 
とか ア コラチャ とか言うが、 リズムをつけて 語るために、 r の部分を ロ ー  と 伸ばし 
ている。 aca アチャ はくおじさん )。 この話者 (W) の沙 浦川下流方言の 日常語では acapo 
アチャ ポ という。 中流の二 風谷 では日常語でも aca アチャ が使われる。 
2  a,korunarpe  アコ Ⅰ ウナルペ ( ニフコ ロ ウナラ ぺ @  kor コロ のⅠは 、 次に来る語 
の始まりの母音によって 、 いろいろな音色に 聞こえる。 この場合のように、 o と u にはさ 
まれた位置では、 rの発音で舌先が 歯茎に当たってはじかれた 後に聞こえる 母音は 、 い ] 
から「 u] に似た母音へ 移っていくため、 ロ に 似て聞こえる 場合もあ れば、 か は 似て聞 
こえる場合もあ る。 ここでは どちらとも決めか ぬ るので、 r と書いた。 また、 una 印 e ウ 
ナラ ぺゾ ウナ ルぺ のように、 a と p にはさまれた 位置では、 rの発音で舌先がはじかれた 後
に聞こえる母音は、 [a] から [u] に似た 昔へ 移っていくため、 う に近く聞こえる 場合も 
あ れば、 か は 近く聞こえる 場合もあ る。 ここでは か に近く聞こえるので、 ル と 書、 ・、 
た 。 
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イワシ バヒネ 
"  ， ""卸 " h" ," 。 
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3 イワシ ノぐヒネ 
4 オカアニク 
???ヮ ?????
















いった い 私はど う 
アカ @ コロキワ 
a 二katkoF  M wa 1.3  アカト コル キワ して 
モトコロ キワ  
motokor  Ⅲ wa, 14  モトコル キワ、 どんな素性で、 
3 1=respa  イレ・ ンパ [ 私を・育てる (複 )] 。 叙事詩なので、 一人でも根数形が 使われてい 
る 。 p の前の音節木 の s は 、 シ に 似て聞こえる 場合もあ れば ス または シュ に 似 
て 聞こえる場合もあ る。 ここでは、 シ に 似て聞こえるので、 シ と 書いた。 
5 iwan a-ko Ⅰ yupi イワナ コ Ⅰ ユピ ( コ イワン ア コロ ユピ ) イワン と次の ア     
が 続けて イワナ… のように発音され、 また アコロ と ユピ が続けて アコロ ユピ 
とも 7 コ リ ユピ ともつかない 発音になっている。 これは、 y の前の音節木のては  
舌先が歯茎に 一瞬触れてからはじかれた   後、 前の母音の音色を 伴 う 場合もあ るが、 それが 
ほとんどなくて、 すぐに y の音色が出て、 ほとんど り に似て聞こえる 場合もあ り、 こ 
こでも、 そのように発音されているのであ る。 a,ko 「 yupi アコ で ユピ は [ 雅語 ] W 私の  
兄 ] 。 叙事詩の言い 方であ る。 日常語では、 yupi ュピ は yup ュプ の 3 人称所属形に れ 
は 短 い形 、 長い形は yupih@ ュビヒ ) で、 ( 彼の兄 ) 。 日常語では通常 yup Ⅱrhi ュピ ( ヒ ) は 
a,kor アコロ のあ とには 来す 、 不定人称 形は a 。yup 臥h リ ア ユピ ( ヒ@  となる。 引用でな 
い 普通の 1 人称形では、 ku=yupi(hi) クュピ ( ヒ のほかに ku=yupo クユポ という、 親 
しい呼 び 方もあ る。 この叙事詩では、 兄たちのことをいうのに、 a,ko 「 yupi 7コで ユピ 
のほか、 a,yuputa Ⅱアユ プクリ ( 私の・ 兄 たち ) という言い方も、 何回も出てくる。 これ 
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は 日常語でも使われる 言い方であ る。 
6 neyakka  ネ ヤッカ [ であ る‥‥しても ]。 y が弱く、 neakka ネ アッ カ のように 
聞こえる。 neyakka ネ ヤッカ は直訳すると ( であ っても )だが、 ここの例のように、 
「 -0 」ぐらいの軽い 意味でもよく 使われる。 
l0 sIran  シラン [sir-an あ たり / 様子 / 状況 ( が ). あ る ] は、 ここでは単に「そういう 状
況であ った」ということを 言っている。 あ とからも、 この使い方で 何回もでてくる。 「時が 
すぎていく」ことや、 時間や日にちが「たつ」ことにもこの 語は使われる。 
ll ikikorkayki イキ コロカイキ [ 雅語 ] [( そう ) していた・けれども ] (( そう ) だった 
けれども ) 。 叙事詩など、 韻文の美文調の 言い方。 日常会話や、 日常語で語られる 昔話など 
では、 ne korka ネ コロカ という。 雅語では、 korka コロ カ ( けれども ) を korkayki 
コロ カイキ と 言うと同じように、 yakka ヤッカ ( …しても ) を yakkayki ヤッ カイ キ と 
もいう。 す 1582 
l2 n 壱 uun  ネ ウン ( どのように ) 。 この話者の方言の 日常語では、 これは (どのように 
か 、 どのようにも ) という意味の 不定疑問詞で、 この文脈のような、 本当の疑問には、 
makanak マカナク が使われる。 しかし、 叙事詩の中では、 makanak 7カ ナク はほとん 
ど使われず、 その代わりにこの neun ネゥン が使われる。 S7 でも、 ここと似た文脈で、 こ 
の語が使われている。 しかし、 542 では、 日常語と同じく、 makanak 7カ ナク が使われて 
いる。 叙事詩でも謡わずに 語っているためであ ろう。 あ との smno シ /  は ( まことに ) 。 
n 色 una@no ネゥン シ /  は ( いったいどのように )。 sino シ /  は 意味上はなくてもよい 
が 、 韻律上必要であ る。 これがないと、 この行は 2 音節で終わってしまう。 [ 補K : この 
slno は、 n- にはじまる疑問詞、 nekona げ金ユ集 3 」 (P.72)731) 、 nepka( 「 同巻 」 (P.l05) 
1416) 、 neppa ( く nepka) げ 回春」 (P.87)1058) 、 nep(tap) げ金ユ集 4 」 (p.77)963) 等に後 
置されて現れる、 という特色があ り、 かつ特定の作品に 集中的に見出される 傾向があ る。l 
l3  a,katkor  アカ @ コル [kat-kor 恰好 / あ り方 / やり方・を持つ ] (( そう ) であ る、 ば 
う ) する、 ( そのように ) 振る舞う ) 。 neun katkor ki wa ネ ウン カ @ コロ キ ワ は、 87 
の n6uniMwa ネウン イキ ワ や 542 の makanaki 同 wa マカテク ノキ ワ と 同 
じことを言っている。 前に a, ア をつけて a,katkor アカ トコ 。 ( 私はする ) と言ってい 
る。 katkor カトコ 。 は自動詞で、 日常語なら人称接頭辞 a- ア はつかず、 ， an アン が 
つくところだが、 叙事詩では、 自動詞に a, ア がついた例がしばしば 見られ、 とくに他動 
詞の前に目的語の 位置をうめる 名詞または接頭辞がついた 動詞には、 たとえ自動詞であ っ 
ても、 しばしばこの a, がつく。 ここでは、 15-6 の・・・ kumipa=ne … クニプ アネ に続 
いていく 句 だから、 a, ア のつかない 3 人称形でよいところだが、 語り手がこの 部分を 
言 う ときはまだ「私は…」という 意味を再って い て a, ア をつけて言ったのだろう。 次
の行の motok0r モトコロ や 、 その次の行の hetuku ヘトゥク を言 う ときには、 もう 15 
以下を言 う つもりになっているので、 つけていないのたろ う 。
12-7 n 毛 un  sIno ソ‥/nankora  ネ ウン シ ノ / …Ⅰナンコラ nankora ナンコラ は 
い nankorya だろう・ か ] だが、 いつも続けてこのように 発音される。 (KKi): 「どん 
なふ う になって成功してどういうふ う になるんだかわからない」「自分の 先祖わからないか 
ら 、 どういうふうに katkor するかわからない」。 (KI 、 UT) : 「どのように 育っていく 
のだろうか」。 しかし、 文脈から察すると、 自分はどのような 生まれ、 どのような素性のも 
のなのだろうか、 というふ う に解せる。 日常語では、 kuni は、 これからどうする、 どうな 
る、 という話に使われる 語だが、 ユーカラではしばしば、 これからのことかすんだことか 
に関係なく、 形式的に使われて、 韻律を整える 働きをする。 す87-91 












































16 アネ アフタ フ 
17 シランナンコラ。 
18 ヱアシリー 
19 々  ポ オンポン マト 
カチ 
20 アネヒワ / 、
21 ア ，イワ ッカ タ ン 
コ口 
22 ワッカク二才 キ 
23 ア アニーワ 、 
24 ( ア一 ) ワッカア二 
アン 
25  コ ロオロアノ 二 
26 アウトル サマハ 
( ア、 ) ウン 
27 アクタクタ フ
28 ネプ ネクス 
29 ア アルセ レケ 
30 アルフアくネ 
31 キ カネ コロ 、 
32  ワッ カア二 
33 アン 一 コロー 
34 ヱアシリーカ、 





















モ シマウタ ラ アナク 
mosma@ utar@ anak 35 モシマウタ て アナク ほかの人たちは 
ピリカアミ プ 
plr  "k  a  a ⅡⅡ " p 36 ピリカアミ プ きれいな着物を 
ミ ワ オカ イペ 
m  ・ wao k ay Ⅳ 37 3 ％ オカイペ 着ている 
ネシリ イキコロ ；  
ne@siri@iki@korka, 38 ネシリイキ コル 力 、 様子だけれど、 
アシスマアナク aS ニ n ⅡⅡⅠ aanakne ネ、 ク 39 アシスマアナク ネ、 私は 、
lg poonpon ポ オンポン ponpon ポンポン ( 小さい小さい 二とても小さい )の強調 形 。 
poon ポ オン は pon ボ ン の強調 形 。 
2l a 奇， w 乙kkata 「 e ア ，イワ ッカ クレ ア と イ との間に声門閉鎖 音 が入っている、 
つまり、 アイ と続けずに、 イ をはっきりした 芦立てで発音している。 これを 口 」で 表 
す 。 wakkatare ワッカ タ ン は 卜侶 kka.ta.re 水 ・を汲む・させる ]< 水汲みをさせる )  
水汲みをせよと 言いつけること。 a,- ア … は、 この場合、 受け身表現。 
22 nioki 二才 キ ㎡・ oki 木 ・ く桶 け本語 ] ㈹ ] n 色 ooki ネオ キ のようにも聞こえる 
が、 n@oki 二才 キ であ る。 (W) : 「木製の水桶、 水を汲んで運ぶのに 使った」。 (KK i)   
「わしら、 ㎡ atus ニアト ゥシ という。 カンビの皮でつくる」 ((W) の発音では、 これは 
niyatus  ニヤ トゥシ、 ㎞・ y-at.us 木 Ⅱ挿入首 @  つけ 紐 ( 弦 、 持つところ @  ついている ] 、 
『 萱 民具」 pp.134-135 には、 「 ヤラ ニヤ トゥシ 樹皮の手桶」が 紹介されており、 ニヤ トゥシ 
は 「 mi-at.ush Ⅰ 木 ・つる ( 編者 注 : 原文で釣るとあ るのは誤植 卜ついた・もの コと 、 語末 
に Ⅰのつけた語形が 出ている )。 
24 wakkaani=an ワッカ アニアン wakkaa ㎡ ワッカアニ と an アン の間に [,] が
聞こえず、 wakkaa ㎡ yan ワッカア ニャン のように聞こえる。 
25 orowano オロア / orowan0 オロヴ / でも orano オラ / でもなく、 or0an0 
オ ロ ブ / のように言っている。 
26 a-ut6r 鯛 maha アウトル サ マハ utorsam ウ トル サム [ 概 Ⅳ Autorsama(ha) ウ トル サマ 
( ハ) [ 所 ] [ut.or-sam 肋骨・のところ・の 側 ] (W 、 S) : 「体 ( 胴) の横櫛」。 (KM) : 「横 
腹 」。 (KK l)    「着物の横」。 
27 a=ku 七五 kuta ア ククク タ (KK i ) : 「 wakka a-koy 套 Lkkoyak 力くゆ れて」。 kuta ク 
タ は (( 水など ) をこぼす 、 入れ物から出して /流してしまう、 ( 方言「まかすⅡ )。 kutakuta 
ククククぐ - をこぼしこぼしする、 繰り返しこぼす )。 
30  arhuspene  アルフ シペネ [ar,huspe.ne  まったく・7% 死体・のようになる ]  すっかり 
グショグショにぬれたことを 言っている。 (KK i) : 「 huspene 着ているもの ( が ) ベ チ ャ 
ベ チヤになった。 ぬれてかたまるから。 huspe フ ・ ン べ というもの ( が ) あ るかどうか知らな 
いが。 寝てる人のことでも、 huspenewaan フ ・ ンベネ ワ アン と悪口を言う 、 ( これは ) 
wenpasrota ウェンパシ コタ ( ひどいののしり ) Ⅱまた ) てaycepnewaan ライチェ プ ネ ロ 
アン とも言う」 ( 「 aycep ライチェ プ は (S) によれ ば、 魚にかぎらず、 動物の死骸をい 
3) 。 「 萱 辞典 J . 「 huspe フシペ川へ 落ちて死んだ 鹿 、 溺死」。 (UT 、 Kl) : 「半分ぬれ 
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オヤラシ @ ネ
Oya ⅠSl ・ 士 ne 40 オヤラシトネ 
オベ t べ @ ケ
0 膵嬢 tke 41  オペ トペトケ 
フシ コ アミ プ 
husko@amip 42 フ シ コアミ プ 
フシコ ポンチカイリ 
h Ⅸ ko  pon  nakayn ニ 43  フ シコ ポンチ； 
ア ェオヤ ウナ クル 
イリ 
a=eoyawnaku 「 - 44  アエ才サウナクル 
テシケ カネ   
t ㏄ kekane, 
アンペア ネワオ ラノ、 
an  Pe  a"ne  wa  o"ano) 
アコロ ウナラ べ 
      ⅡⅡ ""P 。 
イ 二目 ナ レクシ 
Ⅰ uS"  "n Ⅰ nare  k
イエ ハウェコイ キ 。 
且 =ehawekoyk 廿 ・ 
キム kim  クアラ ta  バ rpa=an  アン ワ 、 wa@ 
ニナ アンプ 
nina=an@ wa 
イ ワカン コロ 
iwak Ⅰ a,n  kor 
オロワ /  
orowano, 
( へづ 「 ヘ マンタネクシ 
(he:)' 五 emantaneku ㎎ 
サト チク二 
簿 t  cⅢ 皿ニ 
エタルウェアン。 
e=ta ruwe an. 
ト イルル ンニ 
t  。 """""""'  
エ ク ワ 
e=ta  wa
エイ ワク ヒケ 


























古 い 着物 
吉ぃ 短 い つぎはぎの着物の 
垢 ( あ か ) じみて固くなって 


















た 、 uspe ウシぺ は、 はきものだから、 はきものもぬれた、 huspe フシ べ が水死体を意 
味することは 知らない、 鹿の水死体のことも 知らない」。 
40  oyarsItne  オヤラシ @ ネ [o-yar-sit.ne その 尻 ・ ( ほ ろになることを 表す語根 ). ( もつ 
れることを表す 語根 ) . になる ] (KM) : 「ボロボロに 破れた 上
4l opetpetke  オベ @ぺ @ ケ [o,pet.pet-ke その 尻 Ⅱ細長く切れることを 表す語根 ).( 重
複 ).( 自動詞形成 )l (KM) : 「裂けた、 ボロボロに破けた」。 40,41 の 2 話とも、 0- < その 
尻 ) は 、 ( その下のほうが… )とも解せるが、 それだけではなく、 悪く、 あ るいは卑しめて 
言うためにつけられているものと 思われる。 接頭辞 0- は 、 しばしば、 ( 尻 ) にもく下のほ 
う ) にも関係なく、 悪ロとしてつけられることがあ る。
43 nakayri ナ カィ 1; (W) :「nakay 「 ianak a=sit6ma perkeperke a ㎡ p ( ナカイリ 
は恐ろしいぽろぽろに 破れた昔物 ) 」。 (5) :「ぼろぼろに 破れて、 切れた布があ ちこちから 
ぶら下がっている、 ひど かぼるの着物」。 CKM) : 「間に綿 ( を ) ちょっと入れてさっとさし 
て着 る、 綿が離れたらすぐ 切れてしまうから。 バラバラ ( に) 切れたもの、 あ んまり ( よく ) 
わからない。 古 い 短 い ponnakayri ポン チカノリ ( を ) 着せられてる」。 (KK i) : 「木 
綿に 綿 ( を ) 入れてさした、 h丘ci プ チ あ と ( 二 おばあ さんたち パが ) 作ったの ( を ) 見たこと 
( が ) あ る、 着物と同じ 形 、 ボロとはかぎらず、 いい 反物でも作る」。 (Kl> AT) : 「破れ 
たところに布を 当ててつぎしてあ る、 破れたの ( に) つぎ ( を) 当てればあ ったか いから作る、 
綿 ( の) 切れたところに 綿 ( を ) 当てて縫 い つけたこともあ る」。 (Kr 、 AT 、 UT) : 「綿入 
れでなくても」。 (KS i) : 「布の上に別の 布を重ねて縫 い つけた着物、 刺し子に似ている、 
ボロとはかぎみない」。 (W) および (5) と他の話者との 間の解釈の違 いは 、 おそらく、 
同じ・砂流川流域の 方言の中での 地域差であ ろう。 
44-5 a,e6yawnakur./teskekane  アェ ，オヤウナクルノテン ケ カネ 長 い 1 語が 2 行に分 
けられている。 韻文ではよく 起こることであ る。 (KK i) : 「ボロボロに 切れているから 風
でも吹いたら ヒラ ヒラ反るから 言 う 」。 (HHa) : 「ボロボロになったやつがぶらさがって 
フランブランして 歩く。 ボロボロ ( を) 着てるから、 ここら (が ) ブランブランぶらさがって 
いること ( を ) い う 」。 (KS i) : 「 垢じみて硬くなっていて、 体の周囲で外側に 反り返って 
いる」。 ( 補 K: この語根 yaw は、 yam ( 冷たい ) と同根で、 韻文中の用例をⅠ 金ユ集 」
から拾ってみると、 物について「固まるづ 重々しい つよい意味で重厚さを 感じさせる J、 
心や感覚について「柔軟さを 急に失って気がたつ、 うっと う しさを感じる」のように 意味 
が展開しているように 考えられる。 ] 
48-9 i,ninare kus/ Ⅱ hawekoyki イ ニナレ クスノ 4 々 ェ ハウェコイキ (KM) : 「まき 
取れて @ まきを取れと 言って )どなられる 二 n@nare 二ナ ン は n@na エ ナ ( たきぎとりす 
る ) の使役 形 。 使役 形十 kus(u)ye は ( …しろと高 3 、 - するように命ずる )、 い わゆる間 
接命令。 ここでは ye ィェ ( 言 う ) の代わりに hawekoyk@ ハ ウヱ コ イキ ( どなりつける ) 
が使われているから、 (…しろとどなりつけた )。
50 arpa=san wa  アルパアン ヮ n ン は 、 ここでは英語の ne の発音になっている。 
この発音はここ 1 力所のみであ る。 
57 toyrurunni ト イルル ンニ [toy-rur-un.ni ひどく ( く土 ). 海水・ついている・ ホ ] 
(KK i) : 「ぬれたようなくさったような 木 」。 (KI) : 「 回 、 ただ teyne( ぬれている ) だ 
けではない」。 rur ルル は本来は海水を 指す 語 だから、 nunlnnni ハ ル ンニ は、 ( 海水がつ 
いた 木 ) が原義かもしれない。 そうだとすると、 以前は海の流木を 指していたのかもしれ 
ない。 
5g e-lwakhike エ イ ヮキケ ( 二 エイ ワク ヒケ ) i の前に [?] はない。 eywakike エ イ ワ 
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とって 釆 ても 
そのためにぶた ォし 
乾いた木を 
とって 来 ても 
そのために ぶ たれ 
コ ロネス ン 
kor ne 額 Ⅲ 80 コンネ スン ながら 
ケシ ト アンコ ロ 、 
ke5to  an  kor, 81 ケシ トアンコ ロ、 毎日毎日 
( ハヨゥサワッ カク 
(ha:)@usa@wakkata 82 ( ハⅡ ウ サワッ 7% 汲みや 
ウサニナ カタ 
℡ ぬ nIna 83  ウサ 一ニ ナ たきぎとりを 
アイ a二五二Ⅰ キレ 妊 カネ、 「ekane ク 84 , ア，イキレ カネ、 させられて 
アン アクニプ 
an  ak Ⅱ nip 85 アヌアク二プ い た 
キケ と 発音されている。 しかし、 語頭の eエ よりも次の y イ のほうが高く 発音さ 
れている。 この種の語形の 語は、 他の方言では、 「 e?伽ak] のように声門破裂音を 伴い、 
[?i] の部分から高くなる、 という発音が 多い。 
60 sekor hawean  セコロ ハウェアン 続けて言っており、 ほとんど skorawan スコラ 
ワン のように聞こえる。 
72-3 ina ㎡ pirka/hawekaisam  イナニ ピリカ ハウェ カ イサム く いずれがよい ( と
言っている ) のかわからない ) 。 (KK i)    「どっち い いんだかわからない 上
75 hikeka ヒケヵ ( …しても ) 。 ㎡ ヒは 、 日本語の ヒ とは違い、 まるで イ のよう 
に聞こえる昔であ る。 しかし、 次の行のイキッキ ク の イ [?i] とは異なり、 やわらか い
芦立てで、 半分有声になった hで始まっている。 つまり、 ややハスキーがかっている。 
76 kusu た kikk@ クス ィ キッキ ク kusu は <( その ) ために ) 。 おばさんはそのために 私
をぶった。 
79-80 kusui=kikkik kane/kor nesun クス ィ キッキ ク カネノコン ネ スン kor の て 
の後にすぐ n が続いているため、 kon コン と発音されている。 (KM) : 「それでぶった 
たかれながら」。 nesun ネスン は ト nes(i)-un W 強めの助詞 ).( 強め / 納得の助詞 )] ( きっ 
と…なんだ ) 。 nes ㈲ ネシ 7 ネ シ は強めの助詞の 一つで、 形は tas ㈹ クヅタシ 、 tos ㈹ トシ / ト
、 ン に 似ているが、 次の (W 民話 ) の例では、 結 ひの nek ネク がなく、 意味も「ほんと 
うにすっかり…した」と 訳された :「 weniyokunurep6kanesia,ki ウェ ニョク ヌ レ ポ； 
ネシアキ 私はすっかりあ きれはてた」 げ 音声 2% 。 しかし、 あ とに 曄ウン のつ いた 
nesun ネん ノ は、 これまでの用例では、 強めと同時に 推量の意味を 含み、 くきっと…なん 
だ、 - したんだな ) という感じで 使われている。 結ひの nek ネク は使われていない。 た
とえば CW) : 「 nep kaemawriewanesunkameasi atukoran ネプ カ ェ マウリ エ 
フ ネス ン カメアシ アト ゥ コラン なにか ( 悪い ) イチゴでも食べたんだろう、 あ いつ 
吐いている」。 r知者作 4. ( 語法概説 ) p.126 に、 neshi,nesun が「語勢助詞」と 呼ばれて 
taahi と一緒に扱われている。 用例はⅠ 幸神謡」から取られているが、 訳には手が加え ろ 
れており、 原文のほうが 正確であ る。 引用されている neshun( 注 : 原文の綴り ) .   
okaine は「 - だね」と訳されている。 r萱 辞典」にも : 「 ネスン - であ ろう」とあ り、 用 
例には 結ぴの 助詞はない。 本 資料のここでは、 推量の意味があ るかどうか不明。 
85 an a  アク ア ほとんどアナ。 
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87 り n6unikiwa ノ hetukuku ㎡ p/a,newat む pne  ネウヌ ィキ ヮ Ⅰ ヘトゥク クニプ ノア 
ネ ワ ク フネ (KM) : 「どうやって 育つもんだかわからない 止しかし、 文脈から察す 
ると、 くどのような 生まれ、 素姓のものであ るためににんなひど ぃ 扱い な 受けるのか… )) 
と 解せる。 ロ 12 ㍉， 542 円
g0 a,e,k6r  アェコル 直訳すると ( お前が持たれる ) 。 自分が思っていることを 言ってい 
るので、 独り言の言い 方と同じく、 自分を 2 人称に置いているの たろ う 。 しかし、 (KK i) : 
「 a,e,k6r というんだから、 だれかに言われているⅡ編者 注: (KK i) はこれをいぶかり 
ながら言っている )。 (UT) : 「 ayk6rsiriewen ア イコ 。 シリ エ ウェン は粗末にされる 
ことをいう」。 したがってここは、 (…こんなひどい 扱いを受ける… ) ということであ ろう 
か。 なお、 アイヌ語の e ヱ は 、 日本語の エ と イ との中間の音であ るので、 ここ 
の エ とも イ ともつかない 昔を編者は e エ と 取った。 しかし、 もしかすると、 
話者は引用 1 人称の i イ を 発音するつもりだったかもしれない。 iィ だとしても、 
解釈は同じであ る。 
gl nankora ナンコラ ロ 12-7 
93 uturuhu ta ウ トゥル フ タ hu フ は 、 日本語の フ とは違い、 ほとんど ウ 
のように聞こえる。 ひ75 の hi ヒ の 発音の説明 
94 a=i=ipeIe アイ， イ ペ ン a Ⅱ- アイ の部分は ay と、 二重母音に発音されている。 そ 
の後には声門破裂音があ る。 
95-7 nep ka plrka aep/a,e noyne/ ぬ riki hikeka ネプ カ ピリカ ア， エ フ ノア ，エ / イ 
ネ ノシリ キ ヒケカ noyne / イネ は ( …する / している / したらしく )o str@  シリキ 
は [sir-iki あ たり / 様子 / 状況 ( が @ ものごとをする ]<( 見える状況がそのようになってい 
る /7 う われている ) 。 (KK i ) : 100 までの部分、 「 い い食べ物みんな 食べるよ う になっても 
食べさせてくれない」。 [補K : 私も食べられるのかなと 尼、 うときも。 1
gg a 。i, を re  アイ， ェレ a,i 。 アイ の部分は二重母音 ayo 
10l rurkes ルル ケシ (KM) : 「おつゆの残り」。 す 101-5 の 注 
102 arawe  アラウェ (KM) : 「団子たのたっ ゆ ( 二を煮た 汁 ) 」。 (KK i) : 「 sitoa,supa 
、 ント アスパ した run@  ルリヒ ( 二 団子を煮た 汁 ) のこと」。 ロ 次の注   
10 ト 5 rurkesne 五pekor ソ ‥ /a,i, を re  ルル ケ シ ネ アペ コロー @ ア ペコ のⅠ…ノアイ ェ 
レ ナ聞き書きアイヌの 食事」 p.94 には、 浦河の浦川タレ 氏の談として、 「食べるときに 
具は残しても、 汁を残すことはない。 汁に栄養が溶けこんでおり、 具はだしがらでしかな 
いと考えているからで、 -食べ残した具は 犬の餌にする」という 記述があ る。 しかし 木資 
料 のここでは、 実のほうが、 おいしいところ、 おなかがいっぱいになるようなよいところ 
と見られ、 汁の部分だけしかくれないのは、 けじめと見られている。 126-1R5 の叙述を参 
  照。 「音声 2i (W 民話 )p.2 にも、 年取って目が 見えなくなった 老女が、 息子夫婦にいびら 
れる話の中で、 「 humneankorrurtakupa=i==k6rekornerurtakupa=euskekaan フム 
ネ アン コロ ルッ タクプ アイコン コ。 ネ ルッ タクフ ァェ ウ ・ ンケ カ アン ( ときに 
は実のな い汗 しかくれなくて、 その 汗 しか食べない ( 二飲まない ) ときもあ った ？ 」という 状 
況の叙述があ る。 なお、 沙 浦川中流以上では、 rur ルル ( 汁 ) が 、 実のはいった 汁 全体を表 
すのにも使われるが、 下流の (W) の言葉では、 それは ohaw オ ハウ と呼ばれ、 rur ルル 
[ 概]/rur Ⅱ lhi) ルリ ( ヒ ) [ 所 ] は、 海水やだし汁、 ( 食物としての 汁の ) 実でな い 汁の部分を 
指す。 
105 a,i, 旺 e 鯨 ni ア イィェ 八二アイエ い シり 直訳すると、 く 食べさせられる 様子は )。
a ゴキ re < 食べさせられる ) は、 ここでは ayy 色lre アイ イェレ と 発音され、 a, Ⅱyere アイ 
一 29  一 
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一 30  一 
クネタパク /
tane@ta@pakno 126 タネタノくク / いまのいままで 
ィェレく 言わされる ) と 同じ発音になっている。 同じ語が、 99 行目では、 はっきりと ay で re 
アイ，エレ と 発音されている。 あ とからも数回出てくるが、 両方の発音がされている。 
10g a,i,6ypere  ア，イコ イペ ン ( …を使って食べさせられた ) 。 0ypere オイ ペ ン は 
[o.ip キ re( そこ ) から，食べる・させる 1 ㏍その食器 ) を使って食べさせる )。 (KKi) : 
「そればかり 使わされた」。 a,iyoypere と発音されている。 
1l0 ipe 。 an k0r  イ心アン コロー ( 食べるときは ) とも取れる。 
1l5 a=omommomo  アオモ ノ モモ omommomo オ モ ノ モモ は ( …をくわしく、 こと細 
かに述べる ) 。 叙事詩で a,omommomo アオモ ノ モモ く 私はくわしく 述べる )という句 
は、 むしろその話題についてはもうこれ 以上述べないで、 次の話題に移ってしまうとか、 
終わってしまうとかのときに 多く使われる。 「 萱 辞典』には、 「さっという、 略していう」 
という逆の意味の 解釈がつけられている。 「 バ辞典 コ でも同様。 しかし編者はむしろこの 句 
を言葉どおりに 解しこう言ったあ と略してしまうのは「くわしく 述べるようなことがあ 
るのだ」ということを 知らせて、 それをこと細かに 述べたことにする、 という、 語り手と 
聞き手との間の、 習慣化された、 いわば約束事だと 見る。 『 金虎杖』ワカルパ 835 : 「われ 
じ ょ訴 す ( 前のごとし ) 」 ( 編者 注 : じょ は田漢字、 如の下に 糸 ) 、 同所脚注 (1 ド 「一々詳しく 
語る、 か どかどをはしよらずに 緩述す 、 丁寧に詳述すといふ 語 …然るに詞曲では 前述し 
たことを再 びじょ税 することを省く 時に a.omommomo ( 我じょ 税 す ) と云ってのけて 省 
略す。 - 」。 同じ事柄が繰り 返されるときに、 2回目以降、 詳述を省略するとき、 という説 
明でその例があ げられている。 r久辞典 稿 」にも、 同じことが引用されている。 しかし、 必 
ずしも 2 回目以降のくりかえしの 場合とは限らない。 しかも (5) の叙事詩では、 一つの 
叙事詩の冒頭の 部分にすでに 出ている 倒 さえあ る げ 音声 7J1I) Ⅱ 補K : 必ずしも詳しく 述 
べないときとは 限らない。 r金虎杖」では、 この句のあ とに、 84 行にわたって 詳述のつづ い
ている箇所 (3216-99) 、 27 行にわたって 続いている箇所 (5909-35) もあ る。 l 語形について 
言えば、 a,omAmmomo は語るときの 言い方。 「音声 7 、 8J (S ユ カラ ) で謡 う ときは an= 
omommomo と 言い、 r 音声 gJ (S ユ カラ語り ) では a,omommomo  と言っている。 民
話 (uwepeker ゥエ ペケ レ 物語 ) ではよく、 訪問者が来たときに 取り次ぎの女性が「これこ 
れこうい う ふうな人が来ています」と 告げる言葉を 問いた家の主が 、 「こまごまと 言わず 
に、 入りたくて来た 人は家に入れなさい」というような 意味の常套表現の 中で、 この語の 
入った iyomommomo [i-omommomo ものごと・をこまごまと 高 3] という語が使われ 
る 0 ロ 1061, 1084, 1229 
llf6 siran  シラ ニ (コ シラの まるで strani シラ ニ のように聞こえるが、 それでは意味 
が通じない。 あ とに h@e ヒケ とか h@ne ヒネ とか何かを言おうとしていたのかもし 
れない。 
1lg  a,korunarpe  アコ で ウナラ ぺ (- アコロ ウナラ ぺ @  r が聞こえず、 akouna 印 e ア コ 
ウナラ ぺ と 聞こえる。 
120 sito  シト 作り方から見れば、 粉から作るので 団子のようだが、 形から見れば、 扁平 
なので併に見える。 (S) は「 餅 」と訳し、 (KM) は「団子」と 訳した。 
123 0rowano  オロア /  oroano オ ロ ブ /  のように発音している。 25 行 目 と同じ。 
125  ene an ㎡ ェネ ア二 この句はいつも ene ami ェネ アニ と 発音される。 
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7 コ ロ ウナラ ぺ 
な =ko 「 UnanP 。 146  ア コルウナ ルペ おばさんは 
ハウェアンコ ロ 
hawean kor 菩 いながら 147 ハウェアンコロ 一 一 
シ Sloa "t トアイエ Ⅰ l"" レ 々eⅠ e 148 シ トアイ ヒ レ だんごを食べさせてくれた。 
タ ホホ タ フネ 
ね nepo Ⅰも， Pne 149  タ ホポ タ フネ 私はい き 初めて 
127 sjtokar,an  シ トカラス この不定人称 彩 は一般 称 :< 不定のだれでもが… )。
128  rモ kor  レ コル ( …という名を 持つ )。 その前に a と言ったのは、 a。 reko ア ンコ く    
と呼ばれる ) と 言いかけて言い 直したのであ ろう。 
133 sonapi ソ チピ (KM) : 「大盛り、 山盛り」。 「 itanki イクン キ ( 二 おわん ) さ ( 二に ) い
っぱいに団子入れてもらうこと、 おわんさ盛りいく (二 よく ) ご飯入れた、 もりもり入れる 
こと」。 (KK,n): 「いっぱいに 入れたこと、 porosonap ロ 。 (UT): 「いっぱいに tli 盛りに 
してもらった」、 (uwepeker ウ ウ エ ペケレ でも ?) 「 uwepeker ウゥエ ペケ レ でなくて 
も、 ゆうべのごちそうのことでも、 pirkas6napi a, Ⅱk6ypuni ビリカ ソ チ ピ アノコイ ブ 
ニ のように言う」。 
135 a=i-k6 皿 叶 npa アイコイ ブンパ ( 私に食物が供される )。 実際に持ってきてくれるの 
はおばさんのはずだが、 不定人称形で 言っている。 大 行も同様。 
136 a Ⅱ毛 re  アイ イェレ ( 二 アイエの ( 私は食べさせられる )。 ここでは ayyere アイ イヱ 
レ と 発音している。 これは、 a。i,y6re アイ イェレ W 私は言わされる ) と 同じ発音であ る。 
(S) は、 「食べさせられる」のほうは ayeere アイエ レ で、 「言わされる」とは 違うと言っ 
ていたが、 実際にはこの 語は両方に発音され、 この叙事詩にも 両方の発音が 出てくる。 
ォ 144, 148 
139 @ane=yuputari イワス エ ュ プクリ <6 人のお双の見たち ) 。
14l cepkoy Ⅵ orun  チェ プ コ イキ オル ソ ( 点 とりに ) 。 この場合、 主に 蛙とりであ ろう。 
しかし (UT 、 KI) : 「アキアジ (= 蛙) でなくても、 なにさかなでも」。 
144 a,i 毛 re ア イ，ェレ ay,6re ア イ，ェレと 発音している。 これは a,e-ere アェヱレ と 
a,i,ere ア イエレ の二つの可能性があ る。 ( お前に食べさせる )で、 おばさんの言葉の、 直
接話法に近 い 言い方で引用すると、 前者の形になる。 しかし、 おばさんが「お 前」と呼ん 
だのは、 この叙述者自身のことであ るから、 それを引用するときには、 しばしば 2 人称 形 
そのままでなく、 引用 1 人称の形 ( 不定人称 形 ) が使われて、 後者のような 形になる。 発音 
された形だけからは、 どちらとも判断できない。 
148 a,i, る re アイヒレ 144 行日の同音の 語と違って、 これは [不定の人が・ 私に‥‥を 
食べさせる ] ( 私は ( そ㈲を食べさせられた ) 。 
14g tanepo tapne  タネボ ク プネ ( いま初めて ) 。 tanepo タネポ は [tane-po いま・ 
( 指小辞、 この場合強め )]( 初めて ) 。 韻文では、 tanepo タ ネポ というときによく、 tanepo 
tapne タ ネポ タ フネ という一続きの 句にして言う。 韻律上、 この語を加えてこの 行を 5 
音節に整えている。 意味上も、 tapne タ フネ は 、 くこのように )という意味でよく 使われ 
る副詞だが、 原義にもどって Ltap-ne これこのとおり /いま・に ] と 解して、 tanepo タネ 
ボ を強めていると 見ることができよう。 頭韻を踏む (その上さらに p, ne も共通してい 
る ) 効果もあ るからだろう。 す202 
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アコロ ウナラ ぺ 
a=ko 「 una 「 pe 170  アコルナル ペ
ピリカスケ 
PI 「 ka  SUlk(e 171  ピ リーカスケ 
エヤ イケ ス フ ； 
eyaykesupka 172  エヤ イケ ス フ ； 
エワク カネ コ ロオロ ワ 
ewak  kanekororowa  l73  エフク カネコル 
オロワ 
おばさんは 
よいごちそ う を 
作るのにかいがいしく 
立ち働いてそれから 
150 aynuep アイヌ エ フ [ 人間 ( が ) . 食べる・もの ] 203, 262 でも同じ言い 方をして 
いるが、 274 では、 同じことを aynueaep アイヌ エ アエ フ [ 人間 ( が ) . 食べる・食べ 
捌と 表現している。 (KK i) : 149-151 「初めて人間の 食べ物食べたけ」。 
152-5 inerokpe kus ツーノ (h 丘 lmasl;i ka/a,er 五冊 skani イ ネロ クペ クシュⅠ…Ⅰ フマサ ； 
アエラミ シカリ 表記上、 クシュニクスニク シ 。 kus クス の語末の子音 s は、 現行の表記法 
では シ と 書かれるが、 ス または シユ に似た音色をもって 発音されることが 多い。 
ここでは シュ に似て発音されているので、 小文字の シュ で書いた。 ¥Ki 打目では 
ス に似て聞こえるので、 小文字の ス で書いた。 152-5 のこの句は、 すばらしさに 感心 
したことを言うのによく 使われる言い 方の一つ。 kus クスコ kusu クス。 inerokpe kus(u) 
イ ネロ クペ クス は ineapkus(u) ィネア ブ クス ( 単数 ) に対する複数形。 叙事詩では、 複
数のものごとでなくても 複数形が使われることもあ るのであ る。 1003 には、 単数形の後に 
un ウン を伴った ineapkusun イネアプ クスン の形が出ている。 複数形も、 inerrokpe 
kusu イ ネロ クペ クス、 inerokpe kusun ィ ネロ クペ クスン の形でも出ている。 
154  h丘 masaka  フマサ カ h 廿masyaka フマ シ ャ カ が続けて発音された 形．。 1005 
行目では h 丘masya ka フ％シ ャ カ と 発音している。 
164 saranpe tumpu  サランペ トゥン プ [ 絹 ・部屋 ( くつぽ [ 日本語 ])] 。 tumpu トゥン 
プ は、 昔の家では、 通常ござを上から 下げて間仕切りをしてつくった 場所 ( 夫婦の寝所 
等 ) だったが、 (W) (5) は、 現代の建築家屋の 部屋のこともこの 語で呼んでいた。 昔は子 
供部屋などは 作らず、 伝承中で子供が 育てられるトゥン プ とは、 神の子とか尊 い 姫君とか 
のための特別の 部屋だった。 金田一京助は 曹司と訳している。 (. 貴の部屋 )とは、 絹でしき 
られ、 囲まれた部屋であ ろう。 (KK i) : 昔は kina キナ でこしらって (= つくって ) 
tumpu トゥン プ こしらう ( 二つくる ) んだけど、 saranpe tumpu サランペ トゥン プ て 
どんなもんの 話 か 」。 (UT) : 「新しい へや 作って新しいもの 着て 、 かぶって ) 」。 CK l) : 
「着るもの いい ものかっぱ い あ った」。 この二人の解釈は、 saranpe サラン ぺ を絹の ( 主上 
等の八掛けて 寝る ) 着物と解したものであ ろう。 
165  cisireanu  チシ レアヌ [ci-sir-e.anu ( 中相 ) …された・ ヤ ・に‥‥を置く ]叙事詩の 
用語で、 ㏍寝台 /高床が ) 置かれている、 ( 城が ) 据えられている ) 。 (KM) : 「置いてあ る 上 
171-3 pirka suke/eyaykesupka/ewak kane  ピ リーカ スケ ノ エヤ イケ ス フ カ イ エ ワク ； 
ネ pirka ピリカ を強調して言うためにⅠ り が け一 と 伸ばされている。 r が伸 
ばされるときはいつもこのように、 その直前の母音をつけて 伸ばす。 この表現は、 よい料 
理を作るのにかいがいしく 歩き回って立ち 働く様子を表す 常套表現。 最後の部分は 話者に 
より、 また時により、 少しずつ違っている。 (KM) : 「 eyaykesupkaociwrewa ェヤ イケ 
ス フカ オ チウ レ ヮ と 言う、 一生懸命やることでないか」「 kesup ケ ス フ はかかとのこ 
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? 194 イル オイケ シネ こんどは 
二 サックアンコ 口 
n ㎏ tta  n  kor 
チエフ cePkoykl コイ キオロウ 。 '" ㎜ "ノ
アユプクリ 
a 二万ⅠⅡ DUtoa でⅠ 
195 ニ サッタ アンコ ロ 明日になったら 
196  チエ フコイ キ 点 とりに 
オル ソ 
197  アユプタ Ⅰ ) 兄さんたちが 
イトゥラ クニプ 
i, 杣rak 皿ip 198 イトウ ラクニプ 私を連れていく 
ネチ セコ口 
ne@ na@ sekor 199 ネチ セ コ口 のだと 
アイ・ aⅠⅠ イ 二ェコ ye "k ロ Or 200 アイ イェコ口 言われて 
ウサシトホ 
Ⅱ Sa  sitoho 201  ウサシトホ いろいろなんごとか 
と 言うんだから、 急ぎ足であ るくこと、 爪先は urepentok ウレ ペン トク 」。 (KK i) : 「かか 
とで一生懸命歩いて suke スケ している ( 二 料理している ) 、 eyaykesupka c@re kane 
ニ ャイケ ス フ カチ ウレ カネ という」。 (HHa) : 「 eyaykesupka ciwre kane エヤ イケ ス フ 
カ チ ウレ ヵネ とも いう 。 この足のかかとさわるながら (二 さわりながら ) 忙しく回って 
きれ 一 いにまてえに ( 二 ていねいに ) ごはん ( を) たいて % 強く歩く」。 r音声 2] (W 民話 )  
「 p 丘kasukeeyaykesupkaewakewak ピリカ スケ エヤ イケ ス フカ エワケ ワク 足軽くか 
けずりまわってよ い料理をつくる」。 『音声 8J (S ユ カラ ) : 「 pirkasuke/eyaykesupka/ 
ewak 什 ara ピリカ スケ / エヤ イケ ス フ カ イ エ ワ キタラ」。 r 音声 9] (S ユカラ語りⅠ : 「 p 廿ka 
suke/eyaykesupka/ciwrekane ピリカ スケ ノノ ノ エ マイケス フ カメインチ ウレ カネ」 0 
174-6 kaparpe itanki/kaparpe otcike/uwoeroski カ パラペ イタンキⅠカパル ペ オッチ 
ケ / ウウォ エロ シキ a と p の間にはさまれたⅠの 後に聞こえる 母音は 、 は ] から 山 ] 
に 近い母音へ移っていくので、 う に似た音色に 聞こえる場合もあ れば か に似た音色 
に 聞こえる場合もあ る。 ここでは、 上の行では う に似た音色、 下の行では か に 似 
た 音色になっているため、 ぅ と ル で書き分けてあ るが、 同じ語であ る。 kapa 四e は 直 
訳すると [kapa 「・ pe薄 い ・もの ] < 薄 づくりのおわん / 薄 づくりのお 膳 ) だが、 (S) :「 塗 
り 物のおわんやお 膳 」。 uwoeroski ウウォエ ロ シキ は ( 次々に重ねる / つなげる / 並べる ) 
( ヴ 『 田沙辞且 、 この常套句では (5) : 「たくさん並べた」。 
178 moyremaka モ イ ンマカ [moy 「 e.maka 遅く‥‥を開く ] (KM) : 「静か一にあ け
た 」。 
194 ト ・ oykesne イル オイケ シネ oykesne オイケ シネ は (W Ⅰ (S) の言葉では ( とうと 
つ 、 しまいに ) 。 Ⅱ イか は連なりを言うから、 直訳すると、 <( あ ることがずうつと 続いて 
いて ) そのあ と、 結局、 あ げくの果てに ) 。 『 萱 辞典 i . 「いまになって、 そのあ げく」。 ここ 
では、 (KK i ) : 「こんどは」。 1156 にも出てくる。 0ykesne オイケ シネ は す 838 
20l usa ⅠⅠ oho ウサシトホ ( いろいろなだんご、 だんごなどいろいろ )。 「音声 2 」 P.32 
(W 民話 ) 、 「音声 3 」 P.8 (S 民話 ) : 「usaaepi ウサアェピ ( いろいろな食べ 物 )Jo 
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202 tanepotapne タネポ タ フネ [ 初めて・このように ]。 す 149 
203 aynuep アイヌ エフ [ 人間 ( が ) . 食べる・もの ] の 150 ， 262,274 
210 0ra オラ 語末の母音 a ははっきり出ず、 or オ 。 のように聞こえる。 
211-2 ukomina hawk0/tesesatki kor ウ コミ ナ ハウ コ / テセサ @キ コル [uko. 而 na 
皆で一緒に・ 笑う ] 、 hawko ハウ コ の -ko コ は 、 haw ハウ ( 声 ) や hum フム ( 昔 ) の 
ような語に接 屈して叙述を ( しばしば擬音・ 擬態の叙述を @ く 小辞。 この接尾辞を 使う 代 
わりに、 次に k0nna コン ナ という語を置くこともあ り、 また、 次に続く擬音または 擬態 
の 語に ko- コ が 接頭することもあ る。 konna ko- ‥．コン ナ コ     となることもあ る。 
tesesatki テセサ @キ は 擬態語で、 このように笑う 声だけでなく、 痛くて、 あ るいは苦しく 
て悲鳴を上げる 声を表すこともあ る。 この部分、 (KK i) : 「笑いながら」。 
216-7  cipor/a,i,6mare  チ ポロノアイ ョ マレ ( コアイオマレ )  ( 舟に乗せられた ) 。 (KM) : 
「入れられた」。 大人が乗り物としての 舟に乗って行くことや 舟を漕ぐことは 0オ と言 
ぅが 、 ここでは、 小さい子どもが 舟に入れられた ( のせられた ) ので、 omare オ マレ が 使 
われている。 









パイ エ アン キコロ 、 
paye=;an  l 虹 kor, 
シラン ルウヱ 
S Ⅰ「 an 下 Uwe 
エ ネオ カ ヒ 、 
ene  Oka  hl, 
タンポロ ビタラ 
止 an  poⅠ <O  pi もga Ⅰ 
アンナンコラ。 
an@ nankora ， 
ピタラパケヘ 




p 辻ね r  kesehe 
廿卜 マリクラ、 
homa ⅠⅠ 士ara, 
ン ま ・ ポロ PO Ⅰ ピクラ<O  Plta Ⅰ 
アンルウェ ネ 
an  ruwe  ne 
ピクチ / シキク 
pi ぬr  nosH  ta 
チプヤプテ cip  yapte  ( 々) (i)Pa  バレ寸 (ha)
ルウェ ネ ヒ ネ 
で uwe  ne  h" lne 
オロワ / 
0 「 owano 
チプオロワ  
CIp  o「 wa, 
トマライトシ ； 
toma  「 aytoSka 
ヤプテヒ ネオラ / 
yapte  hmne  orano 
トマカシカ ラ 
tomak 俺 kar 
234  トオーシ ペニタ 
235 パイ エ アン キ コル 、 
236 シランルウェ 
237  エネオカイ 、 
238 タンポロ ピタラ 
239  アンナンコラ。 
240  ピタラパケヘ 
241  ホ マリ タラ 
242  ピタラケセヘ 
243  ホ マリタラ、 
244 シ ポロ ピタラ 
245  アンルウェ ネ 
246 ピ タン / シキタ 
247  チプヤプテ ( イ ) 
パ ( ハ) 
248 ルウェネイ ネ 
249 オロ ワ / 
250  チポルワ 、
2S1  トマライトシ ；
252  ヤプテヒ ネ 
オラ / 
253  トマカシカ ラ 






























ヒ ネオ ロワ 
nine  orowa 255  ヒ ネオロワ 
ネ トマカシオ ロク 
ne  tomakas  or  t も 256  キ トマ カソッタ 
レウ Ⅰ eWSloa シオカ ・ アン。 k 二an. 257  レウ シオカアヌ 。 
オロワ / 
orowano 258  オロワ / 一 
イワンア lwan  コロユビ=ko 「 ウクラyUPIuta 「 259  イワナコルユピ 
スケ ワ 
ウタ ル 
額 ⅡⅠ 0 wa 260 スケ ワ 
イイ ペ ン 。 
I"1I 』 e「 e. 261  々，イ ペ ン 。 食べさせてくれた。 
アイヌエ フ 
a 四 u e P 262  アイヌエ フ 私は人間の食べるものを 
アエコロアナン。 
a=e ko 「 姦 n=an. 263 ア ，エコロアナ ヌ 。 食べていた。 
アユ プタリ 
a, 尹 4Puta Ⅱ 264  ア ユプタリ 兄 たちは私に 
ワッ カク セコロ 
wak Ⅱれ ta  sekor 265  ワッ カ タスコ て 水汲みしろと 
234 too  sipeni ta  トオー シ ペニ タ too トオー は ( ずうつと 遠く、 はるかに )。 
[s@penita 本当の・川上・に ]。 (KM) : 「ずっと奥に、 ずっと山奥に」。 しかし、 長く続く 
川原があ るというし、 後にはさらにもっと 川上の村おさの 話も出てくるのだから、 ここが 
あ まり山奥とは 考えられない。 (K I) : 「どのあ たりかはわからない、 時間的に夜中にでも 
なったというんでな いべか ( 二い うのではないだろうか )。 夜中、 夜明けになったとか」。 
238 tanporopitar  タン ポロ ピクラ pitar ピクラ は ( 月 @( 川縁の石原 )> 。 tan タン 
は 強調。 poro ポロ ( 大きい ) は、 この場合、 ずうっと長く 川上から川下までの ぴ ているこ 
とを指している。 
246-7 pitarnoskita ノ cipyaptepa  ピクン / シ キ クノ チプヤプテ パ (KM) : 「川原 
の真ん中に 舟 上げて」。 nnski /シキ 真ん中とはこの 場合、 (UT 、 K I) : 「川に沿って 長
く続いている 川原の、 川上と川下の 中間に」。 
253 tomakaskar  トマカシカラ (KK i) : 「トマ ( 二 むしろ ) で三角小屋 ( を ) つくる  三 
方 ( に) トマ ( 二 むしろ パ を ) かぶせて、 入り ロ だけあ けて」。 ( 編者 注  この話者のいう 三角 
小屋とは、 下面は長方形、 長方形の屋根を 両側からもたれ 合わせた   合掌づくりのような 
形に作った小屋、 ホの 棒で骨組みを 作り、 それにトマをかぶせる。 




























?? k. Ⅰ no, 
イワンア コロユピ 














クネホ タ フネ 
tanep0  士 apne
アイヌ エアエ フ













オカ アン コ 口 
0ka 二an  ko Ⅰ
アユ フタリ 







cep  y乙wokuta 























267  スケセコ r 
268  イイェパカソモ 
キノ、 
269  イワナ コてユピ 
270  ウサワッ カタ 
271  ウサスケ 
272  キワ 、 
273  タネポ タ フネ 
274  アイヌ ヱア， エ フ 
275  ア，ニコル 
276  イョ ロタニネ 、 
277  オトゥケシトタ 
278  オカアンコ コ 
279  アユ プタリ 
280  ケシ トアンコ ソ 
281  チェ プ ヤウ ォクタ 
282  オロワ / 、
283  チエフミケカルワ 
284 クマオロオ ク 
タ一、 























干 し竿にたくさん 干した。 
一 42  一 
オトゥ クマハ 
o ぬ k Ⅱ皿 naha 285  オトウ クマ ハ 何本も何本もの 
オレ クマハ 
o Ⅰpe k ㎜ aha 286 オレクマ ハ 干し竿を 
ウチウ バレ パ 。 
uclwna Ⅰ ne pa. 287 ウチ ウ パンパ。 たくさん立てて 
エアシリ； 
easlrka 288  エアシリ； それこそ 
チエフサ @ ケ クマ 
cepsaLtkekulmrla 289  チエフサトケ クマ 魚 干し竿 
ネアプ アナク ネ 、 
neap  anakne, 290  ネ アプ アナク ネ 、 t; 
ポロン / 
PO 「 Onno 291 ポロン / たくさん 
チエフサ @ ケパコロ 
cep@satke@pa@kor 292  チエフサトケパ 魚を干しながら 
ケシト 
コル 
k ㏄ t0 293 ケシト 毎日 
274 aynueaep アイヌ ， ェ アエ フ は剛が ) . 食べる・食べ 捌 同じ事柄を 150 ， 262 
では aynuep アイヌ エフ は間が ， 食べる・もの ]と言っている。 r 音声 l0j (KM 民話 ) 
では、 第 1 話の第 3 節などに、 aynu aep アイヌ アエフ という、 上の二通りの 言い方の 
混じり合った 形が出ている。 
277 0tu kesto ta オトゥケシトタ kest0 ta ケシト ク は [kes-to ta 毎 ・ ロ ・に ] 。 
otu kest0 ta ore kesto ta オトゥケシト ク ( 毎日毎日 ) の後半部分が 省暗 された 形 。 
(KM) : 「何日もいた」。 日常語では kest0 ank0r ケシ ト アン コ。 という。 ロ 285 づ
280 kor コ Ⅱ二コ。 ) kor コロ のあ と切れ目なく 次の行へ続いているため、 語末の 
r 。 が次の行の c の前でつまる 昔になり、 kotcep コッチ エフ と 発音されている。 
28l cep y 乙wokuta チェ プヤウォクク (KM) : 「たくさん魚を 上げた」。 [ya.w.o.kuta 
陸 ・ ( 挿入首 ) に ，ザッと あ ける ] 、 cep ( 魚) にの場合は主として 鮭 ) をたくさん取って 岸
にドサッとぶちまけるように 上げたことをいっているのだろう。 yawokuta ヤウォクタ 
の w は、 ao という母音の 連続をきらって 入った挿入首。 
283 mikekar  ミケ カル 次に wa ワ を 言うために、 r ぅ が ル のような音色に 発 
音されている。 (KM) : Ⅱ魚を ) 開いて頭と骨を 取る。 尾はつけたまま」。 (KM) : 283-7 
「魚を開いて 頭と骨を取ってしっ ほつけて横にぼっこ 刺して、 干し竿何本も 何本も魚を下 
げた」。 r 知分 動 J p.48 
284 okuta  オクク い ・ kuta (そこ ) に‥‥を ザッと あ ける ] 
285-6 ntu kumaha/ore kumaha  オトゥ クマ ハ / オレ クマ ハ ㎞ maha クマ ハ は所 
属形で ( その 干 し竿 ) 。 otu. ‥ ore. ‥ オ トゥ・‥ オレ… は ( 二つの…姉つの… 二 二つも三つ 
もの… 二 たくさんの… ) 。 同じ意味で tu. ‥ re. ‥ トゥ・‥ レ  -  0 使われる。 ここでは 
kumaha クマ ハ が 3 音節なので、 2 音節の otu オトゥ 、 ore オレ が使われている。 
一 43 一 
オカ アンルウェ ネアプ 
Oka Ⅰan Ⅰ uweneap 
シネアンペタ  スイ 
sInean  ・ pe  仕a,Suy 
アユ プタリ 
a 目コⅡ lPUta 「 I
スケ ヒネ  




虹 pa  hine, 
タ ネイベアン 
ぬ new 膵 ，㎝ 
クス ネア プ 
kmuneap 
ラボ ッケタ   
rapokke  ぬ， 
アイヌ エク フム 
aynu@ek@hum 
( チ トゥナ シタ ) 
(citu Ⅱ公士 a) 
チ トゥナシカ。 
cit Ⅶ養 ka. 
マカンカ @ コロベ 
makan  katko で㎎ 
アフプワ ア ラ キ。 
ahup  wa  arldi. 
インカランルウェ 
inkar=an@ ruwe 
アエラミ a 二e Ⅰ イ尭 シカリフ m Ⅰskan 五 p 
イキヤッカ、 
Ⅱ b  ya Ⅱkka, 
チュテク ウッ シウ 
c 丘tek  Ⅰ sSIw 
ネ / イネ アン 
ne  no エ e  an 
オッカ イポ シネ プ 













































一 44  一 
ア フン ヒみ 、 
ahu Ⅱ nine@ 313 アフタイネ、 入ってきて、 
( イッ ) イク クハウェ 
(it)@itak@hawe 314 (イト ) イタク 次のように 
ハウェ 
エ ネオ カ ヒ  
ene@oka@hi, 315 ヱネオ カヒ、 一   九    
( ホ 一 ) 
く h0:) ( ホ一 ) 
「オッカ イポ ウクラ 
"okkaypo@utar 316「オッカ イポ ウタ ラ 「お若 い 方々を 
アタク クス 
a ヰ ak  kⅡ 汀 317 アタククス お 招きするために 
エカン  
"k e 目 an ク 318 エ カン、 私は来ました、 
アイ サテ クワ 
a 二i 二 % セek  wa 319 アイ ユテクワ 使いによこされて 
エカシ ルウェタバン。 
ek=an@ruwe@tapan ． 320 エカシ ルウェ タ パン。 来たのであ ります。 
クンベ @ 
tan@pet 321  タン ペト この川の 
ペ ニケ コ コニシ パ 
㌍ n Ⅲ e  korn 聴pa 322 ペ ニケコンニ シパ 川上の村おさが 
ウ イマム シ プンカ コロ 
u 打 Ⅰam 「 epunlkako 「 323  ウ イマム レ プンカコロ 舟で交易に行くときには 
クンピクラ 
tan@pitar 324  タンピタル この川原の 
ピクラケセヘ 
p;tar  k ㏄0he 325 ピタルケ セヘ 川下の端のところに 
298  aronuman  7 ロヌマン 仏 r.onuman 全く㈹・夕方 l(KM) : 「夕方、 晩方、 もううすう 
す暗くなってから」。 現代の古老にきくと、 onuman オ ヌマン よりも遅いということでもない 
らしい。 
323 uymamrepunka  ウイマム レ プンカ [uymam-repun.ka 交易・ 沖へ 行く・ ( 他動詞化 U 
直訳すると ( 交易が 沖へ 行かせる ) 、 しかし、 主語は行く人で、 意味は (交易をしに海外へ 
行く ) つまり ( 舟で海を越えて 交易に行く )。 アイヌ語によくあ る語 構成であ る。 (KK i) : 
repun レ プン 「海を越えてどっか 向こうへ行ってくること」。 「昔、 Iska 中utu イ シカルプ ト 
ゥ なら Iska 印utu イ シカルプ トゥ ( Ⅰ石狩川の川口 ) に町 ( が ) あ って、 そこに毛皮でも 持って 
行って売ること、 そこから酒でも 積んで未て iyaskeuk イヤシケウク する ( 二人を招待す 
る ) って言うんでないか」。 
325 pitar kesehe  ピクル ケセヘ (KK i) : 「 p@tar さ 入るところのいちばん 川下の方． 
川上の方は pitarpakehe ピタルパ ケヘ 」。 










neakusu@ 327  ネア タス、 
タント ネ 
士 aIl も (O  ne 328  タント一ネ 
ウイマム ガ ロ ワ 
uyInam  or wa 329  ウ イマム オ ロワ 
ホシビ オッカ イポ 
hosIpiokkayPo 330 ホシピ オッカ イ 
ポ一 
( サ) サケコ ロワ 
( 鯛 ) 苅 kekorwa 331  (サ ) サ ケコル フ 
エ ク ワク シ タ フ  
ek@wakus@tap ， 
オッカ イポ ウクラ 
okkaWo  u仮 r 
アイタクテ a 二五二七色 ktte ワ wa
エカ " ノ， 、 ウェ 
6k Ⅰian  hawe 
アン ナ 」 セコ ロ 、 
な n  na"sekor@ 
ソンココロオッカ イポ 
sonkokorokka 皿 。 
エクカトウフ 
ek  ka 価 u
ネロ クオカ 。 
ne rok.oka. 
イワンアコロ ユビ 
iwan  a幸 kor り Ⅲmi 
ウ ヌカラ ウ ヌカラカネ、 
ⅠⅡⅡⅩ ゐ ⅠⅡⅡⅠⅩ a Ⅰ kane, 
     ウェホ ヤク ン 
。 下 awe  neyaku Ⅲ
ソモ イベアン / 
somo@ipe=an@no 
パイ エ アンクスネナ   
paye=an@kusu@ne@na, 
イオ カ ケタ 
五二 okake ta 
332  エクワクスタブ、 
333  オッカ イポ ウタ ラ 
334  アイタクテ ワ 
335  二ニカンハウェ 
336  アンナ」 セコロ 、 
337  ソンココロスケッ ； 
イポ 
338  ヱクカトゥフ 
339  ネロ クオカ 。 
340  イワ ヌアコ Ⅰ ユピ 
341  ウヌか レウ タ か し 
カネ、 
342  「ハウ ニホ ヤク ン 
343 ソモ イベアン / 
344  パイ エ アンクス 
ネナ、 
345  々コ カケタ 







































lwana 二 ko Ⅰ y Ⅱpi 
イイェ コロ、 
㌔ yekor ク 
ソコ ン バワ 
S6yonpa wa 
イサムルウェ ネ 。 




0s ㎎ o Ⅱ n wa 
アペテ クサム タ 
aP0tekSilm ta 
・ンネンアネ ワ 
Slnen a 二ne wa 
ア アン ワ アナン。 


























士も n  Ⅰ akUDl 







349 イイ ェコロ、 
350  ソコンパワ 
3R1  イサムルウェ ネ 。 
352  オカ ケヘタ 
353 オシソウンワ 
354  アペテ クサム タ 
3SS  シネナネ ワ 




359 テシ ケポンチ； 
イリ 
360  タンタク ピ 
















327 akusu ア クス k と s の間で u が無声化している。 (W) と (S) の姉妹の発音で 
は、 末尾の u が落ちて akus アクス となることはよくあ るが、 真ん中のこの u が 虹声 
化するのはめずらしい。 
345 i=okake t  イ 3 カ ケ タ ( 私たちが行ってしまったあ とで )。
346 hokure ホクレ 直訳すると ( さあ 早く ) 。 うながす言葉。 
360-l tan taku Ⅲソ ‥ タン タク ピ / … takup タクプ [ 概 l/takupi タクピ [ 所 ] は 、 
patek パテ ク ( …だけ、 ばかり >とちがって 、 ( …しか…しない ) という   不足のニュアン 
ス を持つ。 この 2 行を直訳するとにれだけしか 着ないで )。
一 47 一 
オシソウンワ 
osisoun  wa 
a 二 an Wa an=an, 
ア アン ワ アナン 、 
イペアンカ ソモ キノ 
田 Pe ミ an  ka  somo イ廿 no 
アユ プタリ 
a 二y Ⅱpu  t  aⅠⅠ. 
アラキ パクノ 、 
ark  ipakno@ 
ソ モ 々 ペアン ノ 
somo@ipe=an@no 
アナンセ ココ 
乙 n よan  sekor 
マ イ ヌ アン ペ ネ クス 
yaynu Ⅰ<an  pe  ne  k㎎u 
ネ ノアアン ワ 
neno  a=an  wa 




( ケ リ パ イェ ヒォラ 
(ker)Paye  hiora 
ソモセタク 
somo  ㏄ tak 
シランコロス ィ 
siran  kor  suy 
アシリキン ネ 、 
aSIhkmnne 
ピ ラッカ ウシペ 
pirakka  us  pe 
エクフ ムコンテ 
ek@ h4 Ⅲ konna 
ケウシケウシ 
keus keus 
キ ロクアイ ネ 
klrok  ayne 








































食べないで   
いようと 








げたをは いた 者の 
やって来る昔が 

















クシ フ シコトイ ワ 
tan@huskotoy@wa 
ルトムン キ ； 
Ⅰ介士 omu Ⅰ l 廿 ka 
チョ エロ シキ 。 
c6e Ⅰ oSl(i. 
イ @ イコ 
l=toyko- 
エヌ チシシケ ワ 
enucisiske@ wa 
アン ペネ コ トム 
an  ㎎ nekotom 
ア エサン ニヨ 









タ ス シュコ ト イ ヴ 
ルトムン キ ； 
チョ エロ シキ 。 
イト イコ 
エヌ チシシケワ 








にち ろ つけて 
いるように 
把 、 われた。 
そうしていてから、 
362 0sisoun wa オシソウン ワ 直訳するとく 六座から、 右座の方へ行ってそこに… ) 。 
unwa の部分はここではウンマとならず、 ウン ワと 発音されている。 
374 s0m0 ㏄ tak ソモ セタク [( 否③・間もなく ] く % ざ いぶ長い間 ) 。 「音声 2 」 p.60 
(W 民話 ) : 「 0r0wasomosetakoka 。 an p オロ ワ ソ モ セ タク オカアン アプ その 
ときからだいぶ 長い間暮らしていたが」。 「音声 l 」 p.52(W 会話) : 「 setakk0nekorka セ 
タッ コ ネ コ ロカ ずいぶん長い 間だけれど」 o (KK i) : 「 som0 setak s@ran kor ソモ 
セクク シラン コ コ しばらくたってから 玉 
375 suy スイ [suy] 。 ス の後に イ を言うときにまだ 唇の丸めが残っているため、 スユ
のように聞こえる。 
384 tanhuskotoywa タ ス シュコ トイ ワ [tanhuskotoywa この ( 強調しずうつと 以 
前・から ] n の後で h が落ちて、 tanuskotoywa タヌシ，コトイワ と 発音されている。 
(KK i) : 「しばらくの 間」。 
385-6 n 丘 ltnmunkj ka ノ coarnski ルトムンキ ヵⅠ チョ エロ シキ [ 「 fotom.un-ki ka 玄関の
土間・にあ る・ カヤ の敷物・のⅡ敷物の 上だけでなく、 玄関を入ったところの 土間を指 
す。 [c-6.e.roski ( 中和 ). その尻 ・そこに‥‥を 立てる ] 。 この 2 行は 、 く 玄関を入ったとこ 
ろの土間に立っている )。 ヴ 1340 
387-8 i=toyko. ノ enllc ㌔㌔ keイトイコ / エ ヌ チシシケ [toyko-enucisiske ひどく‥‥をに
らむ ] 。 (KK i) : 「自分さにらんでいる」。 
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408  イユ ワンパレ 
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( l(ita)a キタ ) アキクィケパク 二 Ⅰ妊も乙 yke / 、 
pakno@ 
イ ヌカラワ 
i, 。 止 ar  wa 
ホピ タ ン 
hopi ね re 
コロアン ペ 
kor an  pe 
ネ、 コ @ ム 
ne kotom 
412  (キタ ) アキ タイ ケ 頭のてっぺんまで 
パクノ、 
413 イ ヌカラワ 私を見て 
414 ホピ タレー 眺めづくし 
415  コロアン ペ ている 
416  ネコ トム ように 
392-3  hark ね o sam/urekuste  ハル キソ サム / ウ レクシテ [harkiso-sam ure-kus-te 左
座 ・ ( く …の 側 / 方 ) . 足 ‥‥を通る・させる ]直訳すると ( 左 座の方を足を 通らせた )、 つ 
まり方度 ( いろりの南側、 訪問者の席の 側) を通って 来 た。 (KM) : 「全く言葉 (が ) ちがう、 
意味はわかるけど」。 r音声 9] (S ユカラ )572: 「 harkisosama,urekuste 私は ( 城の ) 南側 
を通って」 ( 編者 注 : そのテキストで「 - ふ みつけながら 通って」と訳したのは 誤り ) 。 
396 イ neyta/sukupwa  ネイ タ / スクプ ワ け eyta どこ・に / で ] 、 日常語では hunak 
ta と言うところを、 叙事詩で neyta と言う。 sukup は、 若年から壮年、 老年に向かって 
年を重ねていくことを 言い、 この場合は (育つ ) 。 ney ネイ は、 語源は [<ne.hi どの，と 
ころ ] であ ろうが、 この話者の言葉で、 ゆっくりていねいに 言うと、 neyi ネイ ィ のよう 
に発音されることもあ る。 普通に早く言うときは ney ネイ。 しかし、 通常、 ピッチが下が 
らず、 むしろ上昇 調で ( ネ よりも イ を高く ) 言う。 なお、 nehi ネ ヒ と 発音される 
句 ( そのとき ) はこれとは別にあ る。 
398 asurumope アスルモペ 叙事詩の言葉で、 ( 評判もされていない 人 ) 。 396 円は、 
(KK i) : 「どこに育って 評判もなく育ったもんだかわからない 玉 [。asu 田 ・ mo.pe その評 
判・静かであ る・もの ] と解せるが、 pe ( もの ) は、 子音のあ とに出る形で、 母音のあ とで 
は通常 p が出る。 だから、 この mo モ は 、 もとはその後に 子音があ ったはずであ る。r 金 
ュ集 g 」 p.294 には、 ここと似た文脈で、 「 inkik0tan/eshukupkusu/ashummokta/ 
okanankora どの 村 / に 育って / 評判も無かった / のであ ろうか」とあ る。r 八群 稿 J88: 
「 ashur-mokta 評判もなかったのか」、 その用例 : 「Inki mosh 丘甲 shukup kuni a甑 ur- 
m0kta? 」 ( 編者 注 : 訳 なし ) 。 両 文献とも、 本 貸料と同じ砂流方言話者の 伝承に基づいて 書
かれているものだから、 ここの asumm0pe フ ス ルモ べ は、 ト asum.mok-pe 評判・閉ざ 
された (P) . もの ] と解せられるだろう。 396 づに 似た表現が 1538 ㍉2 にあ る。 
406 %yarsoun  シ ャルソ ウ ン [si.y-ar.soun 自分・ ( 挿入首 ) . 反対側の・ 座 ・ へ ] ( 自
分 ( つまり、 ポ ナ 々 ヌポ ンクル自身 )の向かい側の 少女の方へ目を 向けて… ) 。 
407-8  huyhuyna  wa/i,uwampare  ブ イフ々 ナ ワ Ⅰ ィュ ワンパレ (KK i) : 
「 ihuymampa 4フイマンパ ていうことを ihuyhuy イ フィフ イ て 言ってる」 ( 二編者 
注 : この古老にはそのように 聞こえた )。 (KKi 、 HHa) : 「 @uymampa イ ブ イマンパ な 
らば、 よく確かめること」。 rバ辞典 ト 「 uwanbare  検査する。 畦 ． To  eXa ㎞ ne. To  l0ok 
atcarefullyJo  ' 大群 稿 」 :「 uwampare  目も放たず見守る。 uwante  調べる」。 (K  S  い   
「 イユ ワンパレ観察している、 よく見る」。 
414  hopitare  ホピ タレ 叶 o-pita  尻 ・をほどく ] は ( …を終わる ) 。 hop@tare  はその使役 
形で ( …を終わらせる ) 。 (KK i) : 「終わらした 九 
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しめてくれて 
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419-20 yaykokutkor./p 廿 ap@ Ⅰ a 















いるのを ) ほどいた ) 。 しかし、 kut ク @  の後の kor コ 。 ( …を持つ ) は、 意味上は余分な 
もので、 元は kur クル、 原義は影・ 姿 ・ 形 、 特別な意味なく 韻律を整えるために 添えられ 
る要素であ ったろうと思われる。 そうだとすれば． [ く yay-ko.kut-kur.pita-pita 自分・に・ 
帯 ・ ( く影 / 姿 / 形 ) , さほどく・ ( 重複 )] で ( 自分の帯をほどいた )。 
421 poknanomi ボ クナノ ミ リ ok-na,nomi 下 ・の方へ・ ( 副詞形成 ) ‥‥を着る ]0 下 
に着ている ) 。 日常語で pokna.a ㎡ pポクナ アミ プ は < 下着 ) 。 
423  yaykoanu  ヤイコアヌ [yay-ko.anu 自分・に…・を 置く ] この場合は <( 自分の着て 
いる着物 ) をぬいだ ) 。 (KM) : 「 Useanu ウセ アヌ という」。 丘 seanu ウセ アヌ は日 
常語。 
427 1-koanu  イ コア ヌ [ko-anu  . ‥に /から‥‥を置く ]く …の ( 着ている着物 ) をめがせ 
る ) 。 私、 つまりこの少女の 着ていたぼるの 昔物をめがせた。 ko-コ は 、 このようにく    
が持っている… ) を 表すこともよくあ る。 
431 I=kopitakar  イコピ タカル (KM) : 「帯してたやつほどいた」。 
435 1=ehorkakutkore  イイェホ ルカ ク @ コ ン [e.horka-kut.kor,e - で・さかさまに・ 帯 ・ 
をしめる・させる ] 直訳するとく 私に ( 着物を着せて ) さかさまに帯をしめてくれた ) 。 
horka ホ ル力の使い方は、 ehorka,apkas エホ 。 カアプ カシ ( 逆立ちして歩く ) のように、 上
下にさかさきのことも、 e,uspekaehorkae,us エウシ ペ カ エホ 。 カ エ ウシく あ なた 
はスカートも 後ろ前にはいている )のように、 前後反対のことも ehorka ヱホルカ と 言 
う。 裏 返しのことは、 通常 okus オクシ ( …を裏 返しにする )という他動詞を 使って言う 
が 、 r 萱 辞典」には裏 返しに着ることを 言うのに ehorka  エ木ロ ヵ を使った例があ る。 
(S) の 用例では、 後ろ向きに歩くことは horka 木ロ ヵ を使って horka.apkas 木ロ ヵアプ 
カシ と 言い、 後ずさりすることは ohorka オ ホロ 力 を使って ohorka.apkas オ 木ロ； 
アプカシ と 言う。 本 資料のここの 場合は 、 「さかさまに 帯をしめてくれた」とは、 どのよう 
にしたことを 言うのだろうか。 (KM Ⅰ : 「なんでさかさまに 着せるんだろうねえ」 ( 編者 注 : 
「昔物をさかさまに 着せた」と解している ) 。 く KK i) : 「 ( 着物のすそを ) まくつてそして 帯
さした ( 二 させた ) 」。 [KI) : 「わからない、 帯を前で結ばないで 後ろで結んだんだろうか   
春物が長 い からすそをまくったんだろうか」。 (UT) 「わからない 上 (KS i) : 「男が着る 
ときに女が着せて 帯をしてやるものだ、 この女の子は 自分で帯をするはずなのに、 反対に 
男が着せて帯をしめてくれた、 ということだろう。 着物が長いから 裾を上げることは ニキ 
ヒ ウク という。 ここでは ニキヒ ウク したわけではない」 ( 編者 注 :mik 二ク [ 概ソ 
mikihi 二キヒ [ 所 ] は ( ひだ ) 、 ni 困hink 二キヒ ゥク は く ひだをとる >) 。 これらの話者 
の 解釈の中で、 萱野 氏の「 ( 習慣とは ) 反対に男が帯をしめてくれた」という 解釈は、 異色 
であ る。 他の解釈の中では、 字義どおりに 解釈すれば、 さかさにしたのは 昔物ではなく 帯 
だから、 (KI) の「帯を後ろ 前に結んだⅠという 解釈は理屈に 合う。 (KK i) の「着物 
の裾をまくって… コは 、 着せられたのが 大人の男の小袖だから 自然であ る。 この話者 
(KKi) は、 アイヌ語を自由にあ やつって話すことのできる 話者であ ったので、 その解釈 
も尊重したい。 r道教 ユ 7J( 金成まつ筆録の メ / コ ユカりの p.69 に、 似た内容の叙述があ 
り 、 そこでは、 表現はこことは 違うが 、 (KS i) 訳で「 - 裾の方の / 長 い 部分を / 上へ折 
り曲げ / その上 ヘ / 毛皮を着せて / 帯をしめて / くれました」となっている。 話の続き方 
として無理がない。 r萱 辞典」の用例にあ るよ う に、 裏 返しに着せたとすれば、 おばさんに 
見つからないように、 目立たないように 着せたとして、 自然だと思われる。 が、 n180-7 
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455  オトゥサケ ハウ 

















" 。 。 。 機嫌。 
酔っぱもって 
サケ ハウを 
オレ サケノ、 ウ 
0 イe 田 kehaw 456  オレ サケ ハウ 次々に 
ウコケツケ 
ukokekke 457  ウコケッケ 歌い合い 
ウコウイナ コロ   
ukouyna@kor, 458 ウコ ，ウイナコル 、 歌いつぎしながら 
アラキハウェア シ 。 
arki@ hawe@ as ． 459 アルキハウェア シ 。 来る声がする。 
で、 ポ ナイスポンクルが 養い姉に話しているくだりで、 裏 返しに看せたのに 見つかってし 
まったというようなことを 全く言っていないのは 妙であ るし， 萱野 氏も、 ここでは「裏 返
し」とは解釈していない。 
443 hine ヒネ h は聞こえず、 @ne イネと 聞こえる。 すぐ上の 440 と 441 の hfne で
は、 h ははっきり発音され、 h@ne ヒネと 聞こえる。 
449 0honruy オ ホンルイ い hor.ruy 時間が長い・ 激しい ]直訳するとくとても 長い時間 
がたつ ) 。 (KK i) : 「 二 nhonno 」。 somoohonruy/oka=ankor ソモ オ ホンルイ ソオカ ア 
ン コ ロ は直訳すると ( あ まり長くない 時間 ( 私たちは ) いると ) 。 しかし (KK i) : 「しば 
らくたったら」。 
453-4 ukoyyoski,turpa ウ コイ コ シキトゥルパ 山 ko.iyosM,turp Ⅱ iyosM イョシキ は 
( 酔う 、 酔っはもう )uko.,,,.turpa ウコ …トゥル パ は ( 皆で一緒に…する ) 。 みんなで酔っ 
ぱもって声をあ げながら帰って 来た。 
455-6 otusakehaw/oresakehaw オトゥ サケ ハウ ソ オレ サケ ハウ otu. ‥ ore,.. オト
ゥーオレ… については ダ 285-6 。 sakehaw サケ ハウ [sake-ha Ⅵは 、 [ 酒 ・ 声 ] または 
[ 節 ( ふし ) . 声 ] 、 酒宴で酒が回っていい 気分になった 男が、 のどをふるわせてうなるよう 
な声で歌う、 歌詞のない 節( ふし ) だけの歌。 
457 ukokekke ウコケッケ kekke ケッケ は <( 細枝など ) を ポキポキ 折る ) 。 歌うこと 
に 関して使われた kekke ケッケ の例は『 幸 神謡」 pp.50-54 : 「 nitnepausepausenitkan 
chikekkekekke 重 い 調子で木片を ポ キリ ポ キリと折る様にパーウ  パーウ と 叫 び Ⅰという 
表現が繰り返し 出てくる。 r金ユ集 4J (P.168) 3178-80: 同様の文脈で kekke ではなく 
kaye <…を折る ) が 使われ、 「 nitnepause ノ paus .nitkan/akayekaye 重いうなり / うな 
りごえの末を ノ我折りまげて」、 3187-88: 「 pause,nitkan/akayekane 吟り声を発して /
我 屈折す五Ⅰ 金ュ集 5i(P.68)987-989: 「 honoishinotcha/tuokshinotcha/ashikaikire 
鼻唄の歌 飾る / 数々の悲しい 歌 ふしを / 我折りまげる」。 これらの例では、 声を急に上げ 下 
げしたり休止を 入れたりして 歌っていることを 言っているらしく 思 ・われる。 しかし、 ここ 
では、 (KS i) : 「終わらん う ちに途中で半分折るよ う にして後 ( を ) 続けて歌 う 」。 
458 ukouyna  ゥコ ，ウイナ uyna ウィナ は ( …を取る ) 。 日常語では二つ 以上のものを 
取ることをいい、 一つを取ることは uk ウク という。 kouk コウク、 kouyna コウ ィ ナ 
は 、 (( 人の持っているもの )を取り上げる、 奪う ) ことによく使われるが、 言葉や歌に関し 
ては、 他の人の言葉や 歌を途中で拾って 話を続ける、 または歌い継ぐことに 使われる。 ウ 
ポポで ukouk ウコウク すると言えば、 途中で先暗者の 歌の一部を後項者がなぞって 続 
け、 輪唱することを 言う。 「 金ユ集 4Jp.168 の、 本書 457 注に引用した 箇所の続き、 3195- 
7 には、 言葉を拾って 続ける例があ る : 「 shineitak/eupaemko./uinahawe ひとつ言葉 
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オラ / 
orano 482  オラ / それから 
イアラ ソケタ 
Ⅰ 二 arsoke 毛も 483  イヤル ソ ケタ 私の向かい側で 
イヨシキパ フ 
iyoskipa@p 484  イコ シ キ パフ 酔っている 
ネクシ 
ne km 485  ネクス ものだから 
トウハ カク イタク 
抽 hakak  itak 486  トウハ カク イタク 小さい 声 
トゥ ピヌ イタク 
tupinu  itak 487  トゥピヌ イタク ひそかな声を 
ウコ トゥル パカラ 
Ⅱ kotuurpaka ブ 488  ウコ トゥル パカル かわしていた 
コワ ； 
korka 489  コル； けれども 
イヨシキ プ ネクス 
iyoski@p@ne@kusu 490 イコ シ キプ ネクス 酔っているものだから 
ルイ イククネ 
my れ杣 (ne 491  ルイタク ネ 大きい声の言葉に 
アヌ ， 、 ウェ 
a=nu@ hawe 492  アヌ ハウェ 聞こえたのは 
を / 互に半ばから / 拾い合って」。 本資料のここでは、 一人が サケ ハウを歌っている 途中で 
もう一人が引き 取って歌い始め、 そのうちにまたもう 一人がそれを 引き取って歌い 始める  
というふ う にして、 歌いついでいっている 様子を言っている。 457-8 、 (KKi): 「サケハ 
ウ ( を ) 取りあ っこして」。 
465 a,korponmatkaci ア コルポシ マ @ カチ 直訳すると ( 私の / 私たちの小さい 女の 
子 ) 。 日本語と違って 、 呼びかけにもこのように 言う。 その場合 a,k0r ア コル ( 私の ) は慈 
しみや親愛の 情を表すのにつけられる。 引用ではなく 日常語で直接呼びかけるときは ku 
， k0r クコ ㍉この行の訳は (KS i) による。 
480  hawe0ka  ハウ才力 ( 二八ウェオカ @  母音 e がはっきり出ず、 hawoka ハウ ォカ の 
ように聞こえる。 早く話すときの 発音であ る。
49l ruy@takne ルイ ククネ ( 二ルイ イタク ネ ) [ruy-itakne 強い・言葉・に] ( 大きい 
声の話のように ) 。 ruy ルイ と itak イクク とが続けて一諾のように 発音されている。 
518 で同じことを turuyitakne トゥ ルイ イクク ネ ( 二つの強い言葉 ) と言っている 
ところでは、 ruy と itak の二 語は別々にルイ イタク と 発音されている。 す 518 
一 57  一 
ヱ ネオ カ ヒ 、 
ene okahi@ 
「ト エネアン 
Ⅱ to  ene an 
イスフ ケアシベ、 
mn ⅡⅡ 廿 keaspe, 
「ホクレク ナク 
'hoku で ne kunak 
( アス マ ) 
(  ニ ⅠS1 皿 Ⅱ" aⅠ
アスマ コ ンレ 
a Ⅰ額  na "k Ore Ⅰe 
アスマコト ウ ペトウペ 
a=sumIIl 尭 kotuPeetupe 
ワ オラ、 
wa  o 「a@ 
アス 7 コ ンレ ヤク 
a 二sIl1 Ⅱ 乙 kore 「 eyak 
ピリカ」 セコロ 、 
pIrka' sekor, 
ア ウェンコット ット 
a Ⅰwenkottotto 
イイ l 臣 yeko ヱコロ 、 「， 
アイトゥラ ン   
a ゴ Ⅰ古色 ど a で<e  wa 
アラキ アノ       コロ 力 、 






tapne  kane 
アユ プタリ 
a 二yPputanl 
イコ シ キプ ネ クス 
lyoskjp  ne  kusu 
493  エネオ カヒ、 
494  「トエネ アヌ 
495 イメス ケア スペ 
496  'ホクレク ナク 
( アス マ ) 
497 アスマ コ ンレ 
498  アス マコトウペ 
ト ウ ペ 
499  ％オラ、 
500  アスマ コ ンレ ヤク 
501  ピリカー」 セコロ、 
502 アウェンコット ッ
@ 
503  イイェコ ロ、 
504  アイトゥラ ンワ 
505  アルキアン ペネ 
コル カ、 
506  アライケ ；コル カ 、 ー 
507  エランポクウェ 
ン。 」 
508  タ フネ カネ 
509  アユ プタリ 
510  イヨシキ プ ネクス 
ー 58  - 
こ う だった 、 
「あ そこであ あ している 
かわいそうなやつ 





石と @ 緒に川に沈めるが 
よ いぞ 」と 
おれたちのおふくるめに 








イアラ ソケク   
ⅠⅠ arsoke  士 a, sll イヤル ソケタ、 私の向かい側で 
( ア ) トゥ ビヌ イタク 
(a)tu@pinu@itak 512  (ア )トゥ ピヌ ヒソヒソ 
ト ウ ソ 、 カク イクク 
イタク 
tuI hakkak jtak 513  ト ゥハ カキタク ささやき 
ウコ トゥル バ フ 2 
皿 otmpa  hu, ㎡ 514 ウコ トゥルパフ ミ 合っている 
ネペコロ 
ne@pekor 515  ネペ コル みたいな 
ヤ イヌノ ゃコロカ 、 
yaynu@pa@korka, 516 ヤ イヌパ コル カ、 つもりでいるけれど、 
イコ シ キプネ クス 
lyoSklP  nek Ⅸ U 517  イヨシキ プ ネクス 酔っぱもっているので、 
トゥルイ イククネ 
ぬ ruy  itak  ne 518  トゥルイイタク 大きい声の話のように 
アヌ ハウェ 
  
a=nu  hawe 519 アヌ ハウェ 聞こえた 
ェネ アン ヒ  
ene  an  h. l, 520 エ ネアニ、 ことには、 
r トアンマトカチ 
"toan@ matkaci 521  「 ト ，アン一％ ト ； 「あ の女の子を 
アトウ ラワ チ 
a, ぬ面 wa 522  アトゥラ ワ 連れて来て 
アスマ コ ンレ 
a 亡Sm ⅡⅡ 乙 ko 「 e 「e 523 アスマ コ ンレ 石 と一緒に沈め 
アス マコト ウ ペト ウ ペ ワ 、 
a 亡sumIl 姦 kotupetupe 524  アス マコトウペ 右 にしっかりしばりつけ 
wa, ト ウ ペ ワ、 て 
497 aL 邦umakorere アスマ コ ンレ 「 suma-ko.rere 石 ・と一緒に‥‥を 沈める ] < …を石を 
つけて沈める ) 。 
498 a,sum 五 lkotupetupe アス マコト ウ ペト ウ ペ [suma-ko.tupe,tupe 石 ・と一緒に‥‥を 
しばる・ ( 重複 )] < …を石にしばりつける )。 この 2 行、 (KM) : 「右 さしっかりしばって 川
の中さ置け」。 
507 ここでテープの A 面が終わった。 
508 このあ と 533 までは、 483 から言ってきたことをくり 返している。 
518 一 g tu ruy ;tak ne/a ニ nu hawe  トゥ ルイ イタク ネ ノア ヌ ハウェ tu. ‥ re. ‥ 
トゥ … レ … ( 二つも三つも 二 たくさんの ) の構文の前半だけが 発話されたもの、 ロ551- 
2 。 (KS i) Ⅰ二つ強く三つ 強く私の耳には 入ってくる」。 
一一 59  - 一
アライケヤク 
a Ⅰrayke  yak
ピリカ」 セコロ   
pirka" ㏄ kor, 
ア ウェンコット ット 
a Ⅰwenk0ttott0 
イイ ⅠⅠ yeko ェコロ Ⅰ
イトゥラレプ ト 
i%tuIa Ⅰ e p  to 
アトゥラルウェ 
a ヰ Ilr ゑ ruwe 
ネ コロ ；  
ne@korka, 
アライケ； 
a 二rayke  ka 
ヱ ランポクウェン ワ 
erampokwen@wa 
クス タエネ 
k ㎜ 士 a ene 
アコロ ワ 
a Ⅰ ko Ⅰ wa 
オカ アンルウェ 
oka=an  mwe 
エネ アン ヒ クシ 
ene an  hi t もお 
ア ン ネク 」 セ コロ   
an  nek"sekor, 
ウ コイ クク コロ 
Ukoytak  kor 
イベコロオカ 。 
テ %  ko Ⅰ oka. 
イヌ アン ヒケ 、 
inu=an  mⅡモ e ク 
マ カナクイキワ 
makanak  ℡ wa 
ヘトゥク クニ プ 
























541 イヌア ニケ、 
542 ％カナクイキワ 
543 ヘトゥククニプ 
544 アンク ニプ 



























アネワ タ フネ、 
a=ne wa t pne, 545  アネワ タ フネ、 であ るために 
enea ェネ アイライケルスイ 二五二で 乙 ykenlSuy  コロ 546  ヱ ネ アイライケ 
kor ルスイコロ 
アナンハウ ヱ 
ゑ n=an  hawe 547  アナ ヌアウェ 
オカヤセコロ 
Oka  ya ㏄ ko 「 548  オカヤ シコル 
ヤイヌ アン ヒケ 
yaynu=an  hlke 549  ヤ イヌア ニケ 
エアシリ； 







529-30 ト turarept 。 /a, Ⅰ ur 乙 ruwe  イトゥラレプ トⅠアトゥラ ルウェ i=turare イトゥ 
ラ ン は直訳すると (( 母親がその子を ) 私 / 私たちに伴わせた ( 三連れて行けと 言った )) 。 t0 
ト は幅帽司 ta ク 0 対語。 ta タ がすぐ近くのものごとを 指して「これ、 ほらここに」 
のように使われるのに 対して、 t0 ト は 遠くのものごとを 指して「あ れ、 ほらあ そこにⅠ 
のように用いられる。 (KS i ) 「あ れ、 あ そこにいるあ れ 上 
535-6  a-kor wa/oka 二 an  ア コル フ オカ アン (KK i) : 「持っている」。 (KM) : 「 一 
緒 に食べさして ( 二食べさせて ) いるんだ 上 
535-8  a,korwa/oka,anruwe/eneanhitasi/annek  ア コル ワイオ カ アン ルウヱ イエ 
ネ アニ タ シ ノアン ネ ク -  tasi -nek  … タシ … ネク は、 相手に強くⅠ勢いをつ 
けて言うのによく 使われる係り 結び。 ( …する / したのさ ! 、 - する / したんだよ ! ) 。 nek 
ネク の前ではしばしば、 ここの例のように、 デ アル動詞 ne ネ 0 代わりに an アン が 
使われる。 この 4 行は、 (( 殺すのはかわいそうだから )手元に置いてこうして 養っているん 
だよ / いるのさ !) 。 これに対し、 [ 補 K : 既刊資料にこの 構文が反語に 使われている 例が 
あ る。 「殺すのもかわいそうだ、 だからとて (kusuta) 我々が彼女を 扱っているさま、 このよ 
うにこそあ って」 二 「殺すのもかわいそうだからといって 彼女をあ のままにしておいてよ い 
か ( そ う もゆくま い ) 」という意味の 反語であ ると考えられる。 ] しかし、 (KS i) は反語 
という解釈には 不賛成で、 「 - 手元に置いて 育ててれるんだよ」Ⅰ連れて 来ていることを 兄 
たちは知っているはずだからそういうことを 高 3 のは不自然だという 意見に対して )「独り 
言のように言っているのだ」。 この方言で、 このような構文・ 文脈では、 これまで編者が 出 
会った例では、 反語ではなく、 (KS i) の解釈のように、 語勢の強めに 使われている。 反 
語になる構文の 例は ロ 535-8 
542-5 makanakikiwa/het 田 Ⅶ kunip/ankunip/a=newatapne 7 カ ナク ィキ ヮ / 
ヘトゥク クニ プ ノアン ク ニプ ノア ネ ヮ タ フネ (KK i) : 「なんとして (二 どのように 
して ) 育っていくもんだかわからない」。 (KM) : 「ど う やって生きてかくので (そ う やって 
殺されるって 高 3 んだべ ) 」。 しかし、 叙事詩での kuni クニ の用法によって、 この文脈を 
見ると、 r どのような素姓・ 生まれのものであ るために…」と 解せる。 an アン ( 存在する ) 
は、 hetuku ヘト ゥク と 同じく、 ( 生まれる ) こと @ 存在するようになること )を言 う にも 
使われる語であ る。 たとえば hekaci an na ヘカ チ アン ナ ( 男の子が生まれたよ )。
す 12-7, 87-9 








レ ペケ シスペ 
「 ePekennu Ⅳ 
ア サイ コランケ 
a 亡yaykoTanke 
キ カネ コロ 、 
M  kane  kor@ 
レウ シオカ アン。 
rewsioka=an ・ 








a 士yupu  t  a「 . I
ウェン 3 々ハウ 
wen.m 千 na  haw 
ウ コロシ キコロ   
皿 0, 。 鯨 dk 。 ，， 
チ エ フ コイ キノせ 
























km Ⅱn あ 。 Ⅰ
エソクテ コロ 

























































そうして い て 














毎日そうしている う ちに 
いまは 
ず い ぶん長 い間 
一 62  一 
ネメ チエ フ コイ キ，く 
n 壱no  cepkoy 拓 pa 57T  ネ ノチェ プ コイ キ 
ノぐ 
そのように 魚 とり 
チエフサ @ サトウ 
cepsatsatu 
コロナ カ アンアイ ネ 
k0roka 二 an  ayne 
エアシリ； 
e 朴 ・ lr  ka 
サ @ チエフ 












キ ルウェ ネ コロ 
Id@ ruwe@ ne@ kor 
オラ / 
O 「ano 
ア ユ プクリ 
a Ⅰyu iipUtganl Ⅱ 
572  チェア サト サトウ 
573  コロオカアヌ アイ 
不 
574  エアシリカー 
575  サトチェ ピ キリ 
576  ポロン /  才力。 
577  キ ルウェ ネコロ 
578  オラ ノー 
579  アユ プタリ 
角子しな 







551 Ⅱ tu pekennupe/re pekennupe/a 。 yaykoranke  ト ウ ペケ シ スペイン ペケ シスペ ノ 
ア ヤイ コランケ 直訳すると ( 私は二つの清い 涙 、 三つの清い涙を 自分に落とした )。 つら 
く悲しくて涙をポロポロ 流すことを表す 常套句。 pekennupe ペケ シ ス ぺ は [Peker-n0pe 
清 い ・ 涙 l 。 tu. ‥ re. ‥トゥー レ … ( 二つの…姉つの… ) は、 この場合 ( 二つも三つも 
の … = たくさんの… ) 。 後半の re. ‥ レ … は省略されることもあ る。 同じ意味で 0tu   
ore. ‥ オトゥ   ‥ オレ   -  6 使われる。 ここでは 1 音節の tu トゥ、 re レ を 使って、 1 行を 
5 音節に整えている。 残りの部分が 3音節で、 2 音節が必要な 場合は otu オトゥ 、 ore オレ が 
使われる。 
556 isimneike イ シムネイ ケ ロ  tsimne.hi-ke 翌日であ る・とき・ (所属 形 語尾 )] であ ろ 
う。 ( 翌日には、 翌日になると )。 isimne hike イ シム ネ ヒケ という発音もあ る。 単に 
is@np イ シム ネ ( 翌日 ) とも言う。 
560 uknrnski ウ コロシ キ uk0- ウ コ は [u.ko. 互い・と共に ]< 一緒に ) 。 [uko.roski 一 
結は ‥‥を立てる ]。 ( 皆で一緒に ( 笑い声を ) 立てる ) 。 
562 cepy 乙 w0kuta チェ プ ヤウォクタ で r281, 707 
564 cepa Ⅰ atkar pawa チェ パタ トカラパワ い ep.atat 魚 ・開いて 干 したもの 几
atatkar  アタ tヵぅ は、 (KM) : 「背割りして 幅広くして kuma クマ ( 二千 し竿 ) に引っ 
かけて干す」。 (KKi): 「開いて 干 す」。 r 知分 動 Jp.48 「 ;atat(( 木ロ ))nikeruy をつくっ
た真ん中をさ いて 乾すもの。 サケ J 、 「 atax [付句 身 干しⅡシラハマ )) 」、 「 chep.atat Ⅱク 
ッチャロ )) 蛙を三枚に身おろしして、 中骨をとって 乾したもの。 atat の語源は恐らく 
a-ta.ta 「 我 らが・切り・ 切りした」の 意で本来に作り 方の名であ ったろう」、 「 cep.atat 三 
枚に身おろしして 中骨をとって 乾したもの」。 関連語 而kekar ミケカヲ 。 す 283 
570 somo setakno  ソモ セタク /  (KM) : 「長い間」。 す 374 








アルカス イ ワ  
an Ⅰ 牡あ suy  wa, 
チエフム イ カラパ 
cepmuy  karpa 
チェ プウ コシナン パ 
cep  血osinanpa 
コロ オカ ルウェ 
kor  oka  ruwe 
ネ ヒタ ， 
ne  hita, 
ポロ アコロユビ 
po Ⅰ o  a ミko Ⅰ y Ⅱpl 
エネノ 、 ウエアン ヒ 、 
enehawean  h ㌦
「アコロフトカチ   
ィ a Ⅰkor  matkaci, 
タ，そ ン トゥル プネチエフ 
tapan  血比upne  cep 
( ア) シツ ナ トイネ 
(a)@sinnatoyne 
アウ コシ ナ クス 
a 迂 ⅠⅡ OSIrna  kUSU 
ネクス、 
ne  k Ⅰ・ sU ク 
チ プシケ； 
c 下 sik(eka 
アオ マレ  
a=oma で ne 
イカワ / 
皿 a wano 
チ プシケ； 
cipsike  ka 
アオ マレ  フ 
a=omare  wa 
サパンフ 
S 轟P 亡an  Wa 
ヤ パンフ ネチキ 
y 轟 p 自an  wa  ne  cil(i 

















































ホシキ hos / 憶ポ nopo@ 、 
クバン 
ね pan 
600  ホスキ /  ポ、 まず 
601  タ パン 一 この 
58l arukasuywa  アルカスイ ヴ [ar,u.kasuy 全く・互い ，を 手伝う ¥ (KM) : 「手伝 
い合って 上 
582 cepmuykarpa  チェ プム イ カラ パ muy[ 概] ;muye(he)[ 所 ¥ く束 ) 。 直訳すると 
( 魚の束を作った ) 二 ( 魚を束ねた ) 。 (KM) : 「 魚 ( を ) 開いたもんだから、 ち やんと重ねて 
muyehe ムイェヘ ( 束 ) きつくる、 プドウ ツルの 皮か nipes ニベシ ( コ シナの木の皮 ) ででも 
しはるんでないか、 cepmuye チェ プ ムイェ は魚の束」。 
583 uko 鯨 nanpa  ウ コシナンパ 肚 ko.sina.n.pa 一緒に・しばる・ (挿入首 ) , ( 複 )] たく 
さんの魚を一緒にまとめてしばる (束ねる ) ことを言っている。 二匹だけを一緒にしばるこ 
とは、 ukosina ウ コシ ナ と 、 単数形を使って 言っている (591, 616, 620, 640, 655, 701)o 
これは、 名詞に二、 三という小さい 数の数詞がついているときは 単数形を使うという 通則 
に合っている。 sina シナ と pa アパ との間の n は何か不明。 sikani シか@ < 丸い、 回 
る ) 、 sikaninpa シカリンパ ( 丸い、 グルグル回る )、 の 例もあ る。 kar@npa-ni か ) ンパニ ( 桜 
の木 ) の kaninpa か ) ンパ ( 桜の木の皮 ) については、 『知分 植 」 p.118 では、 「 kari まわ 
る、 karino よくまわる、 pa 複数」と解釈されている。 つまり、 この nン は no / <+ 
分によく ) から 来 ているという 解釈であ る。 ここの ukosinanpa ウ コシナン パ という語 
でも、 語源解釈はそのようにできるかもしれない。 しかし、 ほかの解釈も 可能であ る。 た 
とえば、 sina-na シ ナナ という重複 形 ( よくしばる ) から、 最も通常の複数形形成法によ 
って、 語末の a ア を 落として pa パ をつければこの sinanpa シ ナン パ という形が 
できる。 これはちょうど、 taタ に 終わる 語 、 たとえば pita ピタ ( …をほどく ) の ta タ 
0 部分が繰り返されて pita.ta ピクク がつくられ、 末尾の aを落として -pa をつけると 
いう通常の複数形形成法によって pitatpa ピ クトパ が形成されるのと 同じやり方であ る。 
す 827-9 
588 a=kor matkaci ア コル フ @ カチ 直訳すると ( 私の少女 ) 。 す 465 
58g tapan turupne cep  タ パン トゥ ル プネ チヱプ 直訳すると ( この二つの大きい 
魚 ) 。 tapan タ パン は強調ともとれる : にんなにすごく 大きな 魚) 。 (KM): 「特別大き 
い やつ二つ」。 この場合、 cep チェ プ ( 魚) は、 具体的には鮭を 指している。 0141 
593-4 cip 輔 ke ka/a,om ゑ re  チ プシケ カ ノア オ マレ ( 舟の積み荷の 上に載せる ) 。 
(KM) : 「舟にたくさん 積んであ る ぃ ちばん上に載せるから 玉 cipsikeka チ プシケ カ に関 
しては、 『 バ 辞典 j に「 shikeka 甲板． n.Thedeckofaship 」とあ るほか、 r金ュ集 1 」， 
r 知 地山 ] にも「舟の底 板 」「舟底」などとあ る。 しかし、 少なくともここでは、 文脈から 
見て、 (KM) の解釈と同じく、 舟の積み荷の 上を指していると 思われる。 び Ⅱ音声 10] 
103-1 の 注 。 
599-600 yap=anwanec@i/hos Ⅱ nopo  ヤパン フ ネ チ キノホ スキ / ポ ( 岸に上がっ 
たら最初に ) 。 (KM) Ⅰ おウ たらすぐ」。 hoskinopo ホスキ / ポ ニホ シキ / ボ 。 この語の ホ 
の次の音は ス と シ の中間の音で、 シ に 似た音色がよく 出るが、 ここでは ス に 
似た音色で発音されている。 ・ po ポ ( 指小辞 ) は、 この場合強調、 ( まず、 いちばん初め 
に 、) 。 
一 65  一 
アウコシ ナ トウ 
ニ二 u Ⅱo 鱗 n 廿 ?
????ェ??
エニ ンパニ ン / ぐ  
e=ninpaninpa@wa 
エアラ バ    
e,a 印 a  wa, 
ア ウニ タ 
a=uni ぬ 
エアフン ワ  
e 二ahu Ⅱ wa@ 
ァアコロ ウナラ ぺ 
' れ二 k0 ⅠⅡ n れ rpe 
アコロ ウナラ ぺ  
      ㎜ " 『膵 ， 
チエフサ @ サト ケアン ヒ 
ce 膵 枝毛 ke 二an  hi 
ア エイカ スイ ヒタ  
a Ⅰe アk 俺 uy  hita, 
タ パンチェ プ 
tapan@ cep 
ポヘネ 
po  ，hene 
ルプネチエフ 
Ⅰ UPne  cep 
ネワ クス、 
ne  wakusul, 
エネ ( へ円 
ene  (he:)   
アコロ ウナラ ぺ 
a=ko で u Ⅱa 「Pe 
カシアオ kaSi れ二セ0S6 
ルスイ クス   
℡Ⅱ [y  kⅦも 
アウ コシ ナ 
a 巨Ⅱ く6Smna 









































エカ ンペ  
色 k,an 卍 ， 
クバンチェ プ 
もれ ， pan  cep 
ルプネカシパ ルウェ 




wakusu  ene@ 
アコロ ワ ニ カン ヒ 
a 二k0 Ⅰ wa  毛 k 二an  hi 
ネナ Ⅰ セコロ 、 
nena' sekor, 
Ⅰ アコロ ウナラ べ  












ビ @ ヵクニプ 
P ト ka  kⅡⅡ up 
ネナ 」 セコロ カネ 
ne na" Seko Ⅰ kane 
f622  キワ、 
623 エヵンペー 、 
624  タ パンチェ プ 
?
??????
627 ％ ク スエ 不、 
628 ア コル フ エカ 二 
f629  ネナ 」 セコロ、 





634  ピリカ クニプ 















603 ％ 一 ( 爪) ㎝ ) は  息の音。 
609-l0 cepsatSatke= 廿 n ㎡ ノ a, ykasuy ㎡ ta チェ プサ @ サ @ ケア 二 ノア エ イ カスイ イ ク 
(KK i) : 「 cepsatsatu/a-eykasuyhita チェ プサ @ サトウノアエイカ スイ ヒ ク ( 吉魚 干 
し ( を序 伝ったときに ) というんだ」。 この メ / コ ユカ ル で、 魚を「干す」ことを 表すのに 
は、 satsatu サト サトウ と satsatke サ t サ @ ケ との両方 ( 共に他動詞 ) が使われている。 
612 pohene ポ ーヘネ ( 他よりももっと ) 。 よく、 <( それよりも ) なおいっそう ) と 訳せる 
ような文脈で 出てくるが、 ここでは (KM) : 「特別」。 つまり、 <( ふつうのよりも ) もっ 
と ) 。 しばしば、 このように第一音節を 伸ばして、 ポ ー ヘネ のように発音される。 po ポ 一 
だけでも使われる。 
633-4  e,ahun yak/pirka. ‥ エアフンヤクⅠピリカ… ・‥ yak pirka - ヤクピリカ は命 
令表現の一種で、 (W) (5) のこれまでの 用例では、 上の人から下の 人への言いつけ・ 勧 
告に使われている。 (…するがよい …しなさい ) 。 
一 67  - 一
アコロユピ 
      尹 'D' 






ウ コシ ナ トゥイ カタ 
UkoSina れ lykata 
エみ ハウェアンコ ロ 、 
ene haweanko 「 , 
オラ / 
O 「ano 
( チプ ) チエフシ ナンバ パ 
く cIp " )  ce 膵" lnanpapa 
ロ クアイ ネ 
「 Okayne 
チプオロエシクテ 
clporesik(te   
エアシリ； 
e お ・ l Ⅰ k a 
チェ ブ イキリ 
cep  Ⅱ 廿r 
エシクテバ 、 
eSlktepa ク 
チ フ ァ ク / 
clp  sikCno 
レチプシク recipsikno / 
チェ ブ イキリカラパ ヒネ 
cep  Ⅱ むⅠ karpa  hine 
イカワ / 
Ⅱ よ a  wano 
ネ ア ト ゥチエフ 
nea  廿ユ cep 
アウ も 二 コシ u Ⅱ 6%n テフ も p
636  アコてユピ 
637  ハウェアンコ ロ、 
638  シ、 ツ ナ トイネ 
639 シルプー ネチエフ 
640  ウ コシ ナ トゥイ； 
タ 
641  エネハウェアン 
コル 、 
642 オ ラノ 一 
643  (チプ ) チェ プシナ 
"// で / く 
644 @a クアイー ネ 
645  チプオ Ⅱ エ ミノク テ 
646 ネ アンチプ オロ 
647  ヱアシリ； 
648  チエフイ キリ 
f649  エシクテパ 、 
650  チプシク / 
651 レチプシク / 、
652 チエフイ キリカル 
パヒネ、 
653  々カワ / 
654  ネ アトゥチ ヱプ 
655  アウコシ ナプ 


























アイア a 亡 Ⅰ二色 タヒネ nuⅠ 、 ine) 








べ @ ペシ / ポ 











ベシ / ポ 
P 。 S。 。 。 。 ??
??
? ?











ア コロルウエサンオ ロタ   
a 二ko で mw ㏄も n  o Ⅰ 士 a) 
チプマフテパ Clp  yapte  pa 
ルウェ ネ ヒネ 、 
ruwe nehine) 
アユプクリ 














見 たちは舟をこいで 行った。 
そうしてまた 
川を下って 








657 kas ta  カシ タ kasi カシ の語末の i が s とたの間にはさまれて、 皿声 化の結 
果脱落して、 kasta カシク と 発音されている。 
666  ruwesan  ルウェサ メ @ ルウェサリ (KK i) ノ舟( を) 上げるとこ、 舟 ( に) のると 
こ、 そこから 舟 ( に) のったり ( 岸に ) あがつたりするとこ 上 ヰ知地山 J : 「ru.e-san, Ⅰ ルえ サ 
ン 家から 浜 または川岸へ 出る 路。 ( 由樹…大抵の 家では漁労上の 必要と相 侯 つて舟を持 
つていた。 その発着する 汀に降りて行く 路が ル エサンであ る。 「 ru-e.san Ⅰ ( 路が・そこか 
ら ・ 浜へ 出て行く・ 所 )] 。 「中子持 J : 「ル エサン 海や川の船着き 場への下り道 ;。m 道 、 
鉄 一く 場所 ノ で、 san 下がる」。 幌 利方言では、 「 金ユ集 8J (P.53) 685-6: 「 akoiki rnk
mwesan/ruwe 田 n paro/aiyeyanke 戦争った道の 口 / 道の口の入り ロヘ / 我 寄せあ げ 
られる」。 ( 編者 注 : 「道の口」と 訳されているが、 文脈を見ると、 浜へおりる ( あ るいは、 浜 
からあ がる )道の浜への出口 ( 入り ロ ) を指しているらしい。 ) 












億 uykas  士 a 
ネ アルプ ネチエフ 
nea  「 upne  ceP 
アウ コシ ナプ 
a 二Uk6Sina  P
トウ ラノ 
億 '""" 。 
アイ・ヤン a=l Ⅰ yan  ケ e."。 k
ルウェ ネ ヒネ 
ruwe ne ⅡⅠ ne 
  フ 
O Ⅰa 
「 ヘタ クホク レ  
"hetak@hokure ， 
アニンパワ  
a 二nInpa  wa@ 
アコロ ウナラ ペヱウン 
a=korunarpe  eun 
アラバアンヤク 




P() Ⅰ oa 二 ko 比 WP Ⅰ 
イイエフ ネクス、 





7 も コロチャシ 二korc 丘 asSl オロウン 。 でⅡⅡ 
アラパ アン 
ama=an 
670  ホシ キチ プオル 
  
671 イヤンケー 
672  トゥイ カシタ 
673  ネ アルプ ネチエフ 
674. アウコシ ナプ 
675  トゥラ / 
676 アイヤン ケ 。 
677 ルウェ ネヒネ、 
678  オラ 一 
679 「 ヘタコクレ、 
680  アニ ンパワ 、 
681 7 コⅠウナ ルペ 
エウヌ 
682 ア / レく アンヤク 
683  ピリカ」 セコロ 
684 ポロ アコ Ⅰ ユピ 
685 イイ エフ ネクス、 
686  ネアチェフ。 
687  アニ ンパニ ンパ 
ヒネ、 
688  アコッチャシ ヒネ 、 
オル ソ 
689  ア @ レく アン 一 































ア フナン ヒネ 、 










ア コロアチ ャ 
a ニko Ⅰ 尭 Ca 
アコロ ウナラ ぺ 







































691  チャシオッタ 
692 ア フナニネ 、 
693  シイェトクサマ 
694  ク クイルケ、 
695 オシ ソウ一％ 
696 アコてア チ ャ 
697  アコて ウナラ ぺ 
698  nクワオ ； 
699 ネ ヒオ ロタ 、 
700  ネアト ゥ チェア 
701 アウコシ ナプ 















671 @,yanke  イヤン ケ ( 私を陸に上げた ) 。 
693-4 打 yetoksama/sikuyruke  シィェトクサマ / シクイルケ [si.y.etok.sam.a  si , 
uymke 自分・ ( 挿入首 ). の先 ・ ( く側 / そば ). (所属 形 語尾 ). ロ ・を置く ] 。 直訳すると  
( 自分の前方に 目をやった )。 (KM): 「見ながら入った」。 (KKi): 「自分の入る 先におば 
さんの 顔 うかがったんだろう 上 899 り 00 に似た表現があ るが、 そこでは siyet0ksamun ノ 
inkar,an シイェト クサムン インカラアン と、 人称形を使って 言っている。 これが日常語の 
平易な形であ る。 しかし、 ここでは、 siyetoksama シイェトクサマ を目的語とする 他動詞 
は、 人称 形 a=sik ニ yruke ・ アシクイ ルケ ではなく、 人称接頭辞のつかない sikuyruke シク 
イ ルケ の形が使われている。 (KS i) : 「 シ …といっているから ア はいらない 上
69g ne hi oro ta ネ ヒ オロ ク ( そのときに、 その際に )というような 意味で使わ 
れる接続語であ る。 
一 71  一 
「アコ ロ ウナラ べ 
" も二 k0 イ una Ⅰ P 。
アコロ ウナラ ぺ  
a 二ko ⅠⅡⅡ arPe ク 
ア ユプタリ 
a 二) 『Ⅱ p Ⅱたあ ri 
チェア ヤウォクク ヒ タ 
cep  y乙wokuta  hita 
イョッ タルプ ネチエフ 
iyotta  rupne  cep 
ボ ア エ ラマス 





アサ t ケワオラ 
a=s  atke  wa  o でa 
タ フ エネ、 
も れ iPene, 
7 コ ロ ウナラ ぺ 
      ⅡⅡ a"P 。 
カシアオ セ クス 
k 俺 i a=ose k ㎎u 
、 ン、 ツ ナチ ヱプネ 




a 二ko で wa  ek 二zan 
ホシキ / 
hosklno 
アコロ ウナ ヲペ 
ゐ二 k0r ⅡⅡ あ rp 。 
ア コ ン ルスイ クス 
a 二kore Ⅱ㎎ my  k㎎Ⅱ 
ヤ ナンシリ 
yan=an Ⅰ SlnI ・・ 
ネナネナ 」 セココ 
ne na  ne na" Sekor 











































































aPe  "  k 。Ⅰ 
イコシクライパ Ⅰ =kosikrayDa フ ?
エアシリカ、 































726  ネ プウエスイタク 
727  アイ エ ア ペ コル 
728 イコシクライパ フ 
729 エアシリカ、 
く甘 ) 
730 イルシカ イ ポロ 
731 エイ ポ ルクル カシ 
732 タ イクシカネ、 
733  トゥ アラカイタク 
入ると 
私が何か悪 い 言葉でも 







707 cep yawokuta hi ta チェ プヤウォクタ ヒ タ (KK i) : 「たくさん 魚( を ) 上げ 
たときに」。 す281 
728 1=kosikraypa イコシクライパ Ⅸ o-sik.raypa - に向かって， 目 ・を行かせる ]直訳 
すると ( …に目をやる ) 。 (KM) : 「にらんだ」。 
73l eyporkurkasi エイ ポ ルクル カシ eypurkokkasi エイプルコ ッカシ のように聞こえ 
るのは、 舌がもつれたのであ ろう。 
730-2 iruska ipor/eyporkurkasl-/nuy-kus kane  イルシカ イ ポロイェイ ポ ルクル カシ イヌ 
イクシ カ ネ [iruska ipore.ipor.kurkasi-nuy-kuskane 怒った・顔色・で・ 顔色，の 
上一面・ 炎 ( が ) ‥‥を通る‥ ， ・して ] く 顔の上を炎が 走るみたいなすごい 怒りの形相で ) 。 
(KKi): 「頭人いついた (= 顔に人がついた )みたいな 顔 ( を) して」。 (KM): 「 e 舵 ㏄出血 血a/ 
sinnakane エイ ポットゥン マ / シンナ カネ と 言う、 特別怒った顔色変えて」。 同じこと 
がらが、 r 音声 3 」 p.3 (S 民話 ) で、 「 iporotanuyreyepekorik@ kor イ ポロ タ ヌイ 
レイ エ ペ コ 。 イキ コロ ( 顔色に ( 主顔に ) 炎がはうみたいにしながら )」と表現されてい 
る。 一方、 (KM) の言う eypottumma/sinna kane エイポットゥン マ シンナ カネ 
は、 r 音声 8J (S ユカラ ) に 、 怒った顔色ではなく「 kamuy ne kusu/kamuy @por/ 
eypottumma/sinna kane カムイ ネ クス / カムイ イポ 。 ノエ イ ポットゥンマイシンナ 
カネ 神 だから / 神の顔つきが / 人間の顔つきとは / 違っている」のように 使われた例が 
あ る。 
733 一 .R5 tuarkaitak/ Ⅰ earkai Ⅰ aak/i ご Kosu 打 Ila トウ アラカイタク アイ レアルカ イクク イ イ 
ー 73 - 一
レアラカイタク 
re arka Itak 7.34  レアルカイタク 
イコスイパ ハウ ヱ 
五 Ⅰ kosuWa  hawe 
エ ネオ；    
ene@oka@hi, 
「 クノマ ン 
。 。 taPan 
ウェア ペサニ 
wenI 鵜鱗 Ⅰnl 
トイペサ二 










ネフエ カラ クス  
nep@e=kar@kus Ⅰ  
エネ アンチェ プ 




























































叩 ㎎Ⅰ， 。 t 
アエシクヌ レクス 
a 二e 二軋 nu エ e kuSu 
735 々コスイバツヘ ウ ニ 
736  ヱ ネオ カイ、 
737  「 タ パ ス一 
738 ウェン ペサ二 
739  トイペサ二 
740  ヱネ ワ タ フネ 
741 ネペ カラークス、 
742  エネアンチェ プ 
743  ポオ 
744 アエ ルスイ ヘキ 
ヒネ、 
745 ヒナク 一％ エク 
アミ プ 
746  エミルウェ 
747  トポクナ 
748  エミ アミ プ 
749 アオヤモクテ 
ルウェアン、 
750  フナ クワ エク 
アミ プ 
751 エミルウェアン、 
752  エ ー ポタ シ 
753  アエシクヌ レクス 






















ネネ ク 」セコ p 
ne nek" sekor 754  ネネ ク 」 セコロ おくものか」と 
    ウニアン コ ロ  
hawean@kor, 755 ハウェアンコル 、   吾 いながら 
エソイネ ワ 
㏄ 0yne  wa 756 エソイネワ 外へ 
イルウェ Ⅰ 二 Ⅱ ruwenlnpa ニンノ @ く 757  イルウェ ニンパ 私をひきずり 出した。 
コスィパ 直訳すると、 ( 二つの痛い言葉、 三つの痛い言葉を 私に向けて振り 回した ) 。 
tu. ‥ re-  トゥー レ …の構文については ロ 551 イ。 (KM) : 「どなりつけた」。 (KK i)   
「痛い口で何回も 自分さ (自分に向かって )どなった」。 arka アラカ ( 痛い ) は、 このように、 
い じわるなきつい、 ひどい言葉のことにも 使われる 0 「 金ユ集 2J(p.l00)746: 「 kurka 甑 @e/ 
tan  arka  ita んハ rushka  itak/anebarsere  そ う しながら /荒々しいことば / 憤怒のこ 
とばを / とばして七ア 金ュ集 2J (P.221)3047 : 「 tanarkaitak/anebarsere 大声に罵る 
ことばを / われとばして」。 本 資料の 1908 には arkano アラカ / という副詞の 形で出て 
くる。 arka アラカ の a と k とに挟まれたⅠで 舌先がはじかれた 後に聞こえる 母音 
は、 [a] から [u] に似た 昔 へと移っていくため、 うに似て聞こえる 場合もあ れば、 ル 
に 似て聞こえる 場合もあ る。 733 では、 どちらかといえばうに 似て、 734 では、 どちら 
かといえば ん に似て聞こえるので、 アラカ、 アルカ と 書き分けたが、 同じ語であ る。 
す 174-5 
744 8=e r ㎎ uy heki アエ ルスイ ヘ キ 反語。 ( 私が食べたがりなんぞするものか )。 
752-4 色 Do Ⅰ a 蘇/ase-s 欣 nure kusu/ne nek エ ー ポ タ シ ノア エシクヌ レ クスノネ ネ ク 
a-e, アヱ は、 ほとんど ay アイ に近く発音されている。 しかし、 語り手自身が a-e= 
s@knure アエシクヌレ だと言った。 epo エーポ (6:po とのばして言う )は 間投詞、 語源は 
[e.po エー ・ ( 強調 )] であ ろう。 指小辞 Do ポ は 、 しばしば強調に 使われる。 tasi タシ は 
強めの係り助詞で、 この方言では nek ネク (% ぴの 終助詞 ) との組み合わせで ( … 2 ! 、 - さ !) 
のような感情 (勢いをつけて 相手に主張をぶつける ) を表す係り箱 ぴ となる。 頭に色 Do ェ 一ポ が 
置かれた、 6:po tasi...nek ! エーポ クシ … ネク @  は、 ( …などするもんか !> ( 絶対し 
ないぞという 強い意志を相手にぶつける 反語表現 )。 (KK i) : 「 え一い 、 生かしておくも 
んか」。 r 音声 2JP.14(W 民話 ) : 「 6potasie ヰ ura ゑ n,annek! エ ー ポ タ シ エ トゥラ ア 
ナン ネク ! < え一 い、 お前と一緒になんかいるもんか !> 」。 色 DO ヱ一ポ の他の用例はい 
まのところ出ていない。 なお、 「 エ 一イ」に似た 発音の ye.y イェー イ は 、 さげすみを込め 
たののしりの 表現で「やあ い」に相当する。 
757 Ⅱ ruweninpa イルウェ ニンパ [ru.w.e-ninpa  すじ ㈹・ ( 挿入首 ) ‥‥で‥‥をズルズ 
ル引きずる ] (KM) : 「足で引きずって」。 (KK  i) : 「はだしになって 自分さ (自分を几 l き
ずつ た 」。 この二人の説明では、 m  か は ( 足 ) ということになる。 ruwe ルウェ が ure 
ウレ ( 足 ) と音形が似ていることからの 連想であ ろうか。 もし本当にもとの 意味がそうだっ 
たとすれば、 この ruweninpa ルウェ ニンパ という語のもとの 形は ureeninpa  ウレ エニ ン
パ だったということになろうか。 あ るいは、 m  か か ( 通った跡、 足跡 ) を指すと解釈 
し、 く 足跡 ( つまり引きずった 跡 ) をつけて引きずった ？ ということか。 ( 補 K : この m  ル 
は 髪の毛を指し、 「髪の毛をつかんで 引きずった」と 解釈できる。 l 
一 75  一 
オロワ / 
0 「OWano 
イ エシリキッキ ク 
i, ㏄丘 Ⅱ kMk 
イエト イキッキ ク 
i,etoy Ⅱ k Ⅱ k
イ エニ キツキク 
ミ Ⅰ en Ⅱ 且 kl けk 
トゥイ カ ・ ンケ 
tl 守k ㏄ ke 




wenpe 田 nI 
ウェンクル サニ 
wen k  lⅡ 田 nI .
ネ ロ クベクス 
nerok  膵 k ㎎ u 
マクイキヒネ  
mak@iki@hine, 
エネ アンアミ プ   
ene@ an@ amip 
フナ ク ワ 
hunak@ wa 
エネ アンコソ ンテ 
ene an  kosonte 
   ルウェ 
e" ⅡⅠⅠ uwe 





毛 Do 休テ 
アエ シクヌ レクス 
a 二e 二S れ (nu Ⅰe  kuSu 
ネネ ク 」セコ 0 
ne nek り sekor 
ハウェ オカ コロ 、 

























































?????? ???? awa, 
ト ウンフ オロク 
t ㎜ pu  o 「 ta 
ァレ シ メ  クニフ 









アエラミ シカリ コロ 












ウヱニ ンカラ ボ 
weninka で po 
アキヒ a 亡ld ??
??
?
ト ウンプ ガ ロワ 
































トゥン プ オルフ 
マカンカ ト コル ペ 
ピトコ サンパ 












パッとと び 出して 
759-61 i=esirkikkik/ Ⅱ etoykikkik/ Ⅱ en@ikkik イイヱシリ キッキクノ 4 々 ェト イキッキクノ 
イイ ェニ キッキク 初めの 2 行は同じことを 言っている。 (私を土 ( 二地面 ) にぶつけた ) 。 
i,em@@k@ イイ ェニキッキ ク は ( 私を木にぶつけた ) 。 3 行ともⅡ e. ‥ k@k@ イ イェーキ 
ッキ ク [ 私 ・で‥‥を繰り 返し打つ ]W 私を…にポカボカ ( バンパン ) ぶつける ) という同じ 語 
構成で、 「 - 」のところに、 sir シリ ( 地面 ) 、 toy トイ ( 土地 ) 、 mi 二 ( 木 ) が入っている。 
77R a 臣 te=siknure アエシクヌレ の 753 
787-8 Ⅴ eninkarp0/a,ki ウェニ ンカルポノア キ Ⅳ en Ⅰ nkar,po おお さ っぱ な ( く 悪 
い ) . 見ること ( 動詞句 ) . ( 指小辞 )] (KM) : 「ちらっと見た 玉 
790 makan katkor pe  マカン カ @ コル ペ [ どのように・かっこうを 持つ・もの ]
(KM) : 「どんなかっこう (を) したもんだか J。 叙事詩の中で 未知のものけ 机が出現すると 
きの常套句。 
791 pitkosanpa  ピトコ サンパ 血 t-k0sanpa ( 擬態 ) .急に…する ( 動詞形成 )] (KM): 
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neapon  menoko@ 
イトイコ エクイ パ 
l=toyko-etaypa 
r アウェントッ トホ 
"a Ⅰ wentottoho 
SU4 ネアポン メ ノコ、 その若い娘が 
815  イートイコ エタ 私を ギユーッと 引っぱって 、 
イーパ 
816 「アウェントッ トホ 「性悪のかあ さん 
「飛び出して 来た」。 
792 soyoterke ソョ テレ ケ [soy.o.terke 外 ・に・跳ぶ](KM) : 「すぐ覚へ出た」。 
794-6 n 毛 ia a=kor unarpe/tekehe un/l- taypa ネア アコて ウナルペ ( 二 アコ。 ウナラ 
ぺ )/ テケヘ ウン / イィ エ タ イパ (KM) : 「けじめてるおばさんの 手から取り返す (二 
奪い取る ) のに自分の手 ( を ) ひっぱった」。 (KK i) : 「おばさんの 手さ ( 二手から ) 自分を取 
り返す ( ニ 奪い取る ) 」。 
803-5 ikor kusu/kotpar ka 鯨 /mike kane iki ィ コル クスノ コ @ パラ カシノミ ケ カ ネ 
イキ 直訳すると ( 宝物のために 胸元が輝いている )。 (KM) : 「 sitokinrpek シ トキ ニ 
ペク ( し とき ( 玉を連ねた首飾りの 南中央から下げる 円盤 形のぺンダント ) の光 > で 胸 ( が 胱 
ってる」。 (KK i) : 「 くぴわ ( 二 tamasay ク マサイ、 玉を連ねた首飾り ) のきれいなの ( を ) 
下げている、 tamasay ク マサイ で、 胸のところ ( が ) 光っている」。 kotpar コ @ パラはここ 
では胸を指している。 ロ993 
813 rok.oka  ロ コカ @ ロ クオ利 rok,oka ロクオカ という発音も 出てくる。 単数形は 
aan ア アン。 叙事詩なので 複数でなくても 複数形が使われている。 単数形も出ている。 
815 @ 。 toyko.etaypa  イトイコエ タイパ toyko. トイコ は 、 強く 、 思いっきり、 ひどく   
など、 行為が普通の 程度ではなく 徹底的に行われることを 表す接頭辞、 それ自身もアクセ 
ント単位となり、 これが接頭した 語は 2語のようなアクセントで 発音されることが 多い。 
ここでは、 キューッ と 引っ張った。 強調して言うのに、 それぞれの部分を 長く伸ばして 言 
っている。 etaye エクイ ェ [ 単 ]/etayPa エタイパ[ 複 ] は 、 ( …を引っ張る ) だが、 ただ 引っ 
張るだけでなく、 引き抜くことをも 含めて言う。 ここでは、 その娘がこの 少女を引っ張っ 
ておばさんの 手から引き抜いた (9l き 離した ) 。 
816 a=wentottoho ア ウェントッ トホ totto トット は、 この方言の日常語では (おっぱい ) 
と ( おかあ ちやんⅠママ ) の両方に使われる。 普通に「おかあ さん」というのには、 この方 
  
言では h ゑDo ハポ が使われる。 「・‥のおっぱ い Ⅰは tottoho トットホ と 、 所属形で言う 
が、 「 - のおかあ ちやん /ママ」は、 kor コ 。 ( …を持つ ) を使って、 kortotto コット ット 
というのが普通であ る。 「引用文中の 私」の totto トット ( 私のおかあ ちやん )は、 a,kor 
totto アコッ ト ット ( Ⅰ アコロ トット ) 、 ののしりの wen- ウェン を枝頭させた 場合は、 
a,wenkottotto ア ウェンコット ット卜 =wen-kor.totto ( 引m 文中の ) 私 ・とんでもない‥  
の・ か あ ちやん ] となる。 その例が 502,527 に出ている。 ここでは、 「おっぱい」を 言うの 
と同じ言い方で、 totto トット の所属 形 tottoho トットホ の形を使っている。 す 502, 
527 
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つきと は した。 
ラ ボキケ 、 
r 乙poklk(e, 837 ラポキケ 、 そうする 3 ちに 
817 sirunike シルニケ [ く sir.un-hike 地 ・にあ る・や っ ] とんでもなく 悪かやつと言 う 
ののしり表現の 一つ。 ここの場合は、 娘が母親に面と 向かってののしっているが、 「音声 2」
p.30 (W 民話 ) では、 自分を殺そうとしている 夫のことを妻が 第三者として 言う表現とし 
て出てくる。 そこでは、 otuyke オ トゥイ ケ [o-tuy-hike その 尻 ( 尾). 切れた・や っ] との 
対句になっており、 (W) は sirunikeotuyke シルニケ オトウ ィ ケ を「あ の野郎、 あん畜 
生」と訳した。 
820-l Ⅱ amawkere/okay pe ノ ラマウ ケ レイオ カイ ペ iramawkere ノ ラマウ ケレ は 
[ く @.ram,hawke-re 人の・ 心・弱い・させる ]、 直訳すると ( 人の心を弱くさせる ) だが、 
( かわいそうに ) 。 ra 吠 u) hawkere ぅけ ラム ハウ ケレ という 連 他動詞が接頭辞 i. イ
を 取って 一 語の自動詞になった 形で、 iram-hawkere ノ ラムハウ ケレ が続けて発音されて 
h が落ちた。 ここではこの 語は副詞として 使われ、 okay オカイ ( 二 oka オカ、 pe ぺ の前 
で okay オカイ の形をとっている )< あ る ) があ とに置かれて、 ( かわいそうな ) 。 (KM) : 
「まだこんなこま い ( Ⅰ小さい ) もの」。 (KK i ) : 「かなし い こと」。 前の行の inunukeaski 
ィメス ケア シキ も ( かわいそうに ) で、 似たような用法を 持っ。 iramawkere イ ラマ ゥケレ 
( 二 iramhawkere ノ ラムハ ウケレ ) は、 おそらく、 かわいそうで 心がつらく泣けてしまうよ 
うな気持ちを 言う のであ ろう。 この語のように、 頭に i- イ がつき、 末尾に使役または 他 
動詞 7% の接尾辞 (-re/.e ノー te/lka けェ/ テ材など ) がついてできている 語には、 形は自動詞で 
も、 普通の自動詞として 使われるほかに (または使われずに )、 副詞として使われたり、 む
しろ主に間投詞的に 使わたりする 語がかなりあ る。 たとえば、 iyaykipte ィ ヤィ キプテ ( 危 
険 であ る、 あ ぶない !> 。 廿 ampotarare イランポクラレ ( やかましい、 やかましいな 
あ !> 。 iranakka ノ ラ ナッカ ( いやなことで、 いやだねえ !)n iyayiraykere イヤ イライケ 
レ ( あ りがとう !> 。 
827-9 otu weysipa/ore weys@a/ ま rotatpa kor オトゥ ウェイ シパ / オレ ウ ヱイシパ /
、 ンロタトパ コル (KM): 「 kopasrota コパシロク と 言わなければわからない」。 
(KK i) : 「悪口言いながら」。 otu.,, ore. ‥ オ トゥーオレ… についてはⅠ 285-6 。 
weysipa ウエイ シ バ は け en-si.pa 悪い・大きい (?). ロ ] く ひどい言葉、 悪口、 ののしり 
  ぎ葉 ) 、 sirotatpa シロク @パ は [sir.o.ta-tpa 地 ・のところで‥‥をたたく・ 激しく / 何回 
もする ] で、 全体の意味は ( バンバンののしり 言葉を言った ) 。 pasrota パ シロタ [<pa.sir. 
ota ロ ・ 地 ・のところで…・をたたく ] は ( ののしる ) 、 pasrotatpa パシロク @ パト pasirota. 
tpa] は ( 激しくののしる ) 。 語源的には、 ・ tpa }@ パ は ta ク に 終わる動詞について、 激
しく何回もしつづけることを 表す。 …ta  . ‥ タ に ta ク がついて tata. ‥ クタ という 
重複 形 ( …しつづける ) ができ、 その末尾の母昔を 落として複数形語尾・ pa パ がついて 
… tatpa  . ‥ タトパ ができているのだと   再  われる。 しかし、 ・ pa パ のつかない、 … tata 
… タタ に終わる形は、 めったにないし、 taタ に 終わらない語にも atpa ア @ パ のつく 
例もあ る :esisuye エ シス イェ ( …を振る ) 、 esisuyatpa エ シス ヤ @ パ ( …を腕を大きく 動か 
して急激に振る )。 そして、 atpa ア @ パ に 終わる語の多くは 共通して ( 急激に… ) という 
意味を含む。 したがって 、 ，tpa/.atpa @ パ ノア t パ は、 単に「 ( 重複 ) . ( 複数 )] を表すだ 
けではなく、 「激しく…する」ことを 表す語尾として、 固まったものと 見るべきであ る。 こ 
れは、 複数形語尾の 一種と見てよいと 8 、 う 。 なお、 似た語尾に -npa/.anpa ンパノ アンパ が 
あ る。 す 583 
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859 イヌアヌミ 聞こえてきた 
860  エネオ カヒ、 のは、 
861 ネイ ワネヤ どこからか 
862 カムイ エク フ 4 神 がやって来る 昔が 
839 s@tomeroski シトメロシキ [si.tom-e-r0ski 自分 ( の@ 胴中・に‥‥を 立てる ]。 マキ 
リ ( 二 小刀 / ナイフ ) ( を自分の身につけている ) 。 (KM) : 「腰にさしている、 situypeste 
makiri シ トゥイ ペシテ マキリ といってもいい、 女は体の横に 縦にまっすぐさす、 男は横 
( に) 向けてさす」。 (KK i) : 「 sitomusi シ トムシ という、 腰にさしている、 帯につけて 
持つ、 縫いつけしたさや さ ( 二 さやに ) マキⅡを ) つけて女でも 腰にさして歩く J。 sitomusi 
、 ントムシ は [si.tom.usi 自分 (の 卜 胴中・につける ] 。 situypeste シトウ ィ ペシテ は 
同 ， tuy.pes-te 目引 の ). 楓 ?)/ 体㈹・に縦に沿う・させる ]0 
841-2 Ⅱrawneya 釦a/ Ⅱ kasreya や ノ ラウネ ヤシパ / イ カノンヤシ バ rawne ラ ウネ は 
( 深い ) 、 kasre カシ ワ は ( 浅い ) 。 [ 「 awne.yaspa 深く‥‥を裂く (複 )] [kasre-yaspa 浅 
く‥‥を裂く ( 複 )] ( 私を深く切ったり 浅く切ったりした )。 めっためたに 切りつけたこと 
を、 対句にして言っている。 
843 た es Ⅱkikkjk イイ ヱシリ キッキ ク す 7R9-(61 
844-,i7 a=tum 丘 lmkasta/tukemmPinayso/rekempinayso/carsekane アト ゥマ ム カシ 
タ ノトウ ケム ピナ イソ ノン ケム ピナ イソ ソ チ ャルセ カネ 直訳すると ( 私の胴 ( 件、 
頭と手足以外の 部分 ) の上に / 二つの血の谷沢の 滝 / 三つの血の谷沢の 滝が / とうとうと 
流れた ) 。 (KM) : 「体の上に血が 流れる、 沢になって流れた」。 pInayso ピナ イソ は 
[prnay.s0 谷沢・ 滝] 、 pInay ピナイ は、 (W) (S) によれば ( 山にはさまれたせまい 
谷 、 谷沢 ) 。 rarse チャラ セ は、 (S) によれば、 carase チ ャラセ <( ただ ) すべる ) と 違っ 
て、 スキ一で杖を 使って速くすべるように、 スピードをつけてすべること、 沢 ならば速く 
流れることを 言う。 
851 づ a,ek6nramu/ 寸 tne kane/t&nak kane  アニコンラム ノシ @ ネ カネ / タナク カネ 
意識がもうろうとしている 状態を表す常套句。 (KK i) Ⅰ聞いたり問かなかったり、 間
( 二 その間ときによって )忘れたりおぼえたり ( ニがほ えていたり り 。 sitne はⅠ 萱 辞典 ] : 
「 シッネ 煩わしい、 もつれる」。 『大群 稿 」 : 「 shitne もつれる よれよれになる 心がもつ 
れる aek0nramu, 一 kane 我が心もつれてしま ふ shit shitne, ya 印 e.shi 社襖 のよれ 
よれになってゐるもの、 物のもつれてむ すぼれて玉になってゐるもの」 (編者 注 : shi は誤 
記であ ろう。 shit の項には「 ya 印 eshit ボロ 屑 」とあ る ) 。 tanak タナク はⅠ大群 稿 」 : 
「気が遠くなる うつらうつらとなる むさくるしい chiekonramu ノ tanak kane . ‥の 
為に我が心気も 遠くなり」。 a 弍k6nramu,sitne アエコンラムシト ネ だけで 1 話と見たいと 
ころだが、 sitne kane シトネ カネ と tanak kane クナク カネ が対句になっているの 
で、 sitne シ @ ネ の 前も離して書いておく。 [補 K :853 までで意識を 失い、 854 からは回復 
一 83  一 
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mawkuru で . 882 マウクルル。 風がピューピュー 鳴る。 
キロクアイ ネ 
㎡ r0k  a)Ⅲe 883  キロクアイ ネ そうして 
イ ネ フナクク 
ine hぐⅡⅠ ak  士a 884  4  ネ フナ クタ どこかに 
過程。 854-7 は 、 「そうして今度はほのかな 意識が回復しかかったちょうどそのとき」。 ] 
863-4  kewro 士 OOtkeノyasrototke  ケウロト t ケ/ ヤ シロト @ ケ 神が歩くときの 物音を表す 
常套句。 kewrototke ケウロト @ ケ は 、 天地か大きなものでも 崩れるような 轟音を  
yas 「 ototke ヤ ・ ンロト @ ケ はものが裂けるような 物音を表す。 yas ヤシ は裂ける / 裂くこ 
とを表す語根 (yasa  ヤサ [ 単 Ⅱ @yaspa  ヤシパ [ 複 ] は [ 他動 ]  <…を裂く ) 、 yaske  ヤシケ は 
頂動 ] く 裂ける ))o -rotot-ke ロト @ ケは、 昔や感覚がたてつづけに 起こっていることを 表
し 、 自動詞を形成する。 他動詞を形成するのは 了 otot-o ロトト [ 単 ] 。 (KM) : 「すごい 昔 
( が ) して、 富 みたいな音 ( が ) して」。 す 1234 ㎡
870-l nep kamuy 巳 /nep p 廿uoho ネプ カムイェ イネプ ピトホ kamuy カムイ や 
pito ピト は通常は所属形にならず、 「 - の神」を表すのに、 たとえば kant0-korkamuy 
カントコ。 カムイ ( 天の神 ( 天を領有する 神 )>> kakkokkamuy かソコク カムイ ( ヵツコ 
ウ の神 ) のように言 う 。 しかし雅語的表現で「 何神 」というときにはこのように nep ネプ 
のあ とに所属 形 kamuye カムイ ヱ 、 pitoho ピトホ が置かれる ( 同じことは他の 名詞でも 
起こる ) 。 pito ピト は、 語源的には い ( 日本古語 ) フィ ト ] であ り、 訳文でも適訳が 見当 
たらなくてやむをえず「何人」と 書いたが、 人間ではなく 神を指す。 たいてい kamuy ； 
ム々 との対で使われ、 kamuy カムイ を先に pito ピト を後に置いた 同義並列的対句 
が、 神の美称として 使われる。 
872 a Ⅰ nne プ Nkehuyke ア ネイ ケ フィケ neykehuyke ネイ ケブ イ ケ は、 ここでは ( どこか 
わからないがどこか )。 872-3 は、 ( 私の ( 体の ) どこかをつかまえた )。 (KK i) : 「自分の 
どこだかわからない」。 (KM) : 「自分の体をつかまえて 引っぱり取った、 i,esikani Ⅰ 
s@oetaye イイ ェ シカリ イシコ エタイ ェ という」 o neykehuyke ネイ ケブ イ ケ は 、 ( どこも 
かしこも ) というときにも 使われる。 r音声 10 」 p.l0(KM 民話 ) Ⅰ neykehuykeitakkus 
ruweisam  ネイ ケブ イケ イタク クス ルウ ヱ イサム ( どこもかしこも 申し分のない (美し 
い 婦人 )> 上ィ 金ユ集 2. Ⅱカムイオイナ )(P.431)115: 逆の櫃で「 hu@ene@e どこもかしこ 
@ 」 ヰ 
876-7 たe 軒vyarpok./anpa kane イイェ シ ャ ルポ ク ノアンパ カネ ㎏・ 引 ・ ya 印 ok-anpa    
で ・自分の・脇の 下…・を持って 運ぶ ]( …を自分の脇の 下に抱える (抱えて通ぶ )) 。 (KM)   
「脇の下に抱えて J、 「 油 esiya 印 okami イイ ェ シ ャ ルポ カニ という」 . (KK i) : 「脇の下さ 
( 二に ) 手入れてたないで ( 二持って ) 飛んだ」。 語 構成から見て、 (KM) の 言 3 23 に解釈 
できる。 
879 i 亡 eekira イイェ キラ 発音は iyekira イイェキラ 。 [e,kira     と一緒に・逃げる ] 
く を連れて逃げる )。 (KK j) : 「持って走ったこと、 飛んだことん 
881 一 22 a=ek 魚 iarsutu./mawkururu アイ キ サルストゥ / マウ クルル 神などが風を 切って 
すごいスピードで 走ったり飛んだりすることを 言 う 常套句、 風を切る大きな 音が耳元で ピ 
ユー ピューと響くという。 (KM) : 「すごい 昔 ( が ) して」。 
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oka  nankora 905  オカナンコラ なのだろう。 
オシソウンワ 
osIsoun w" 906 オシソウンワ 古庄 に 
ホ ン メ / コ 
Wn  menoko 907 ポン メ / コ 若い女の人が 
オカイ ペ  
okay@pe ， 908 オカイペ二 い たのだが、 
ロクワオカイ ペ  
rok@wa@okay@pe, 909 ロ クワオカイペ、 座っていたのだが 
886-8 a, 鯨 k 面 ipo anak/weninkarpo/ki hike アシ キヒボ アナク / ウェニ ンカルポ / キ ヒ 
ケ 直訳すると ( 私の小さな目はちょっとだけ 見えたのだが )。 (KK i) : 「目はなんぽか 
( 二 いくらか ) 見える 上 
896-7 casitIlyor/o ㎡ k Ⅱ u チャシ トゥョ D Ⅰオシキル cfaSi は、 ( 柵 ) や ( とりで ) も 指 
すが、 (( 神や大長者の ) 大きな 館 ) を 指すこともあ る。 その場合、 「 城 」と訳されることも 
あ るが、 話者らはしばしば「 家」と訳していた。 (KK i) : 「casionnay チャシ オンナイ 
( 二家の中 ) のこと 丑 0s@im  オシキか は№・ ゴ ・ kim  (そこ ) に・自分・を 向ける 几 (KM)  
「 caasiupsorosikiru チャシ ウプソ 。 オシ キル ( 二家の中に入った )」。 家や城や館の 中が 
立派で美しい 話とか、 家や 城または館の中で 大切に育てられた 話のときに、 onnay オンナ 
ィ のほかに、 叙事詩や伝承文学の 中ではしばしば、 (KM) が言うよ う に、 upsor ゥプソ 。 
( ふところ、 衣服につつまれた 中 ) が使われる。 この叙事詩でも、 1453,1967,1982 に出て 
いる。 caaSituyo 「チャシ トゥ 3 ロ は、 それとは違ったニュアンスで 言っているはずであ 
る 。 しかし、 tuyor トゥ ョロ の例は、 まだ少なくて、 ニュアンスまで 明らかにすることは 
できない。 
899-900 劫 yetoksammn/inkar シイェト クサム ン ツインカラ [ 引 ・ y.etok-samuninkar 自 
分 ・ ( 挿入首 ). の 元， の方・ へ ・見る ] 。 日常語では siyetokuninkar  シイェト クサム ン イ 
ンカラ ( 自分の進んで 行く双方を見る )。 sam サム は、 雅語でしばしば 特定の意味なく 使わ 
れる 語 構成要素の一 つ で、 語源は ト …の 側 / 方 ] 。 (KM) : 「 先 さ見たけ ( 二 先の方を見たと 
ころ ) 」。 693-4 では別の言い 方をしている。 
901 osisounwa  オシソウン ワ ここでは n はけ ] ではなく「 ン」のように発音されて 
いる。 906 でも同様。 この話者の場合は 、 w の前の n は、 ときにより [n] ヌ とも「 ン 」 
とも発音される。 
903 iyaynumare イマ イ ヌ マレ イ萱 辞典」 : 「なんとまあ 、 それはそれは」。 r金ユ集 1 」 
(p.417)6648: 「 iyainumare! 驚いた 」、 同法 : 「 numa  r 起き上る ， 驚き起つ」 、 ㌃ ya Ⅶ umare 
す われ自身を驚き 起たす」 、 "Iyainumare!" 「あ あ お ど ち いた @ 」。 r 金ユ集 5 Ⅱ p.214)4504   
iyo 舘 erker  ( 編者注 :iy0 ㏄ erkere  の誤植か 、 本文中では iyoshserkere ト iyainumare 
「大したことだ」 (S) 。 「 金ュ集 6]  (p.107)  1944-6: Ⅱ yainumare/pon  menok0/0kai 
nanko ド za  驚くべし ! / 年若 い 乙女が / 居たのだったろ うか ! 」司法 : 「 俺 嘆の語気で、 そ
の 意は『まあ こんな乙女が 世にあ ったのか」」。 『大群 稿 」 : Ⅱyainumare 驚いた物だ、 たま 
げたものだ 驚くべし 我 自身を起たしむ -  ㍉ pon  ainu  pon  kur. an  nan  kor,a.,, 二 
lyos ㏄ rekere? 」 (編者 注 : 「．」は原文のまま )。 
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エネ アシク ニプ 
ene あ Sk Ⅱnip 930  エネアシク ニプ わからなく 
アアッタライ ェ 
a 圭atta Ⅰ ye 931 アアッタライ ェ なった。 
オロ ワ / 
orowano 932 オロワ / それから 
ライ ヘネヤ 
ray@he@ne@ya 933ライ ヘホ ヤ 死んだのか 
9l0 temn@oroun テ ムニ コ ロ ウ ン tem ㎡ koro テム ニコ ロ は [tem- ㎡ kor-o 手・くる 
まれる 中 ・ ( 所属 形 語尾 )] 、 た きかかえられるような 腕の中を言 うが、 子どもをだくような 
「ひざの上」もこの 語で言う。 n@kor 二コ n [ 概 Ⅳ An@koro 二 コロ M 所 ] の語源は ト nik.nr ひ 
だ ・の中 ¥ (nik 二ク [ 概]/nik Ⅱ Ihi) 二キヒ [ 所 ] は ( ひだ )) だが、 この語は必ずしも 折り日の 
あ るようなひだの 中ではなく、 ふろしきの中、 前掛けの中、 包み紙の中などに、 ものを く 
る むことを言うときにも 使われる語であ る。 otanikor オク ニコ ロ № ta-nikor 砂浜・の中 ] 
といえば、 (S) : 「海岸の砂浜で、 まあ るく陸がひっこんで か るところの 陸側 」。 
912 1=osura ィョスラ ( 私を投げおろした ) 。 (KK i) : 「ふだんなら i-anu kor イヤヌ 
コロ というんだけど、 i,osura kor イョスラコロと 言うからやっぱり 投げたんだな」。 
920 %emnikoro un テムニコロ ウエア す 910 
926 makosma マ コシマ ㎞ ak.osma 後ろ・に突進する ]投げ落とされるのをよ けてパッ 
と 後ろへ下がった。 そのため少女は 床の上に落ちる。 
928-9 a臣 eekonramu-/mukkosanpa アニコンラム /ムッコ サンパ 気が遠くなるほどこ 
わかったりひっくりしたりすることを 表す。 (KM) : 「ひっくりした J 。 (KK i )  
mukkosanpa ムッコ サンパ「よけい 痛かった」。 
930-l  ene  as kuni pノ a 二 a 七七 ;araye  こ Ⅱ ネ アシ ク ニ二 プノアアッタライ ェ Ⅰ 金 虎杖Ⅰ ワかレ 
パ 406 社99: よく似た文脈で「 eneashkunipaattaraye あ と如何にしたりけむ /われ おぽ 
え なし」。 同法Ⅰ a ( 我) ar( 金 )ta (そこに ) 「aye( 死なす ) 」。 r 金ュ集 l 」 p.134: 「 nekon 
ne  ya  nattaraye. どうしたのか / わたしは気を 失ってしまう」、 次には、 表現は違うが   
本 資料のここと 同じく、 「眠っていたのか 死んでいたのか」という 意味の句が続く。 r 大祥
稿 」 : 「 anattaraye  更にわからず」。 r知分 大 」 245: 「 atta 「 ye  [<a ㎡全く )+ta  (うつつの 
状態、 意識 パ ( を J+raye( 押しやる )]  (( 木 ロベツ，サルー ュ研 1I,  p.466))( 編者 注 : この 
出典は上掲の ィ金 虎杖」ワカルパ 4068-9 である ) 。 「 金 虎杖」金成まつ 伝承 5554-5 : 少し 
違 うが 類似、 「 ene ashpe ka akoetaraye 如何にせしものかも / われ覚えずなりき」。 『 金
ュ集 lJ (p.245) 3522-3: 「 nekon e ya/anattaraye どうしたのか / あ とわからなくな 
り 」。 「 同割 (P.157)1913-4: 「 eneashbeka/ko@ataraye ど う こ う あ ることも / ぅわ の 
空で過ごすことを」、 同法 : 「ko. 「それに対して」 ika.ta 「それの上・に J「 aye 「やる」」。 
この表現は、 近年の話者には 知られておらず、 つぎのように、 日常語に引きつけて 解釈し 
ている。 (KM) :eneasku ㎡ p エネ アシ ク ニプ は「 eneanku ㎡ p と言う 、 - よく 死 
んだもの持ってきて 助ける、 そういうくせのあ る人だ」。 (KK i) : 「そうなると  巴 ったこ 
と eneankunip エネ アン ク ニプ という、 そういうようになると   再 ってまた投げられ 
て …」。 (HHa) : 「そういうことになるなと   思った 上 
933-7 rayheneya ソ‥/tanakkane ライ ヘネ ヤノ … / タナク カネ 気絶している 
ときや、 死にかかって 意識不明のときや、 死んでから他界のものとしてよみがえるまでの 
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936 シ ト キ カネ 
937  タナク カネ 
938 キールウェ 、 
939  セタク /  ホ ヤ 
940 オホ、 ノ / ネヤ、 
941 モコ r ヘ タ フ 
942  ライ ヘ タ フ 
943  アキカトゥフ 
944  ネロクアイ ネ 
945 フナ クパキタ 
946  ネプフミヒ 
947  ネ プハウェ ヘ 
948  オロサ ムコンナ 
949  コヤイモソソ 
950  アキ アイネ 
( インカラン ル 
ウェア ) 
951  インカランルウェ 
952  エネオ カヒ 、 





















tan  poro  casi 953 タンポロチャシ こんな大きな 館( やかた ) が 
オ カナンコラ 
Oka  nanko 「 a 954 オ カナンコラ あ ろうか 
アペエトクタ 、 
a ㎎ etokta, 955  アペエトクタ、 横座 @ 
エアシリ； 
e 養 Irka 956  エアシリ； それこそ 
カムイ ネ クス 
kamuy  ne  kusu 957  カムイネクス まるで 神 
コラチアンクル 
koraci@ an@ kur 958 コラチアンクン のような人の 
ナノ ロカシ 
nano Ⅰ㎎Ⅰ k . 959 ナノルカ シ 顔が 
( アコシクマ ク ) 
(a=kosikmak) ( アコンクマ ク ) 
ア コシクマ カ ； 
a Ⅰkos 無makaka 960 々コシクマ カ ； 見えた 
キ ヤクアラム 
ki  yak  a 二で am 丘 961 キ ヤクアラム と 思った 
ホント モクスイ 
hontomo@ta@say 962  ホント モ タス イ その途中でまた 
モコンルスイ ペ 
mokonrusuy@pe 963 モコンルスイ ペ 眠くなった人の 
間 のときなどに、 まだ意識がすっかりもどらず、 なかばもうろうとしている 状態を描写す 
る常套表現。 (KM) : 「眠ったんだか 死んだんだか、 わからない、 ときになればまた 思いつ 
いて ( 二気がついて ) 」。 0851 円 
945 hunakpaktta フナ ク パキク hunak フナ ク くどこらは、 ここでは時を 表している。 
pakita パキク は ( ちょうど…のときに )。 (KK @ : 「いつなんだかわからない」。 r 幸 神
謡 j p.52: 「やっと J 、 p.54: 「あ るとき J 、 p.142: 「とうとうあ る時間に」、 p.58, 60 ， 12， 
130: 「ふと」。 [ 補 K : 気を失ったものが 正気にもどるときの 描写によく使われる 常套句。 ] 
946 づ nep humihiZ ‥ /koyaym0s0s0  ネプ フ 3 ヒ / … / コヤイモソソ (KKi): 「何の 
音なんだか、 何の声 ( が ) したんだか、 そこ さ ( ニ そこへ / に) また 目 ( が ) さめた」。 (KM) : 
「 neptahawtum/a,e0swa/ 巨 n 。 npekor/yaynu,an ネプ ク ハウトゥム / アェウシヮ ノ 
アナン ペ コロイヤ ィヌ アン という、 人声が聞こえたように 居、 って気いついた ( 二気がつい 
た ) 」。 orosamkonna オロサ ム コンテ は ( そこ ) ( 二 oro オロ ) 。 「大神聖」神謡 33(7) 注 :
「 or-sam-konnaor ( 強勢接辞「そこ」 )sam  (例 ) konna ( 語尾に添える 修飾 辞 ) ; 側に、 
四辺に」。 
959-60 nanorkasi/a,kosikmakaka  ナノルカ シ ノアコシクマカオ 直訳すると <( 彼の ) 顔 
の上に向かって 私は目をあ けた )つまり、 ( 目をあ けると彼の顔が 見えた )。 (KM): 「顔が 
一 9 Ⅰ 一 
ャィヌ フ 3 
ダ aynU  hUm Ⅱ  
コラチ ホ / 
koraci@ neno 
モコンルスイ 
mokon Ⅰ㎜ y 
ユプケ モコンルスイ 
四 pkem0konMy 
アキベ a=ld  コロ pekor
ヤイヌ アン フ  
yaynu 二an  wa@ 





y む ynU 二 anko Ⅰ 




ネプ タ フ ミ 
nep  ta  h㎜  
アエコンラム 
a"e  k"on Ⅰ amu 
、 ン @ ネ カネ 
sitne@ kane 
タナク カネ、 
t 姦nak  kane 
キロクアイネ、 
klrok  ayne, 
エアシリ 
e 於 Ⅰ r 
ボン ノ 
ponno 
シクヌ アンカ トウ 
siknu=;an  ka 抽









































キコ トム / 
kikotomno 984  キコ トム ノ ように 
アヱ み二 サン eS ゑ ニョ ⅡⅡIy0 985 アエ サン ニョ   再，つ八 ㍉ 
キカトゥフ 、 
堵 ka 廿uhlu, 986  キカトゥフ、 それは 
ネアポン // コ 
n 毎 pon  menoko 987 ネアポンプ / コ あ の若 い女 ，性が 
オトゥ ククサ 
0 れ l セ akus も 988  ヵ トウ タ クサ 何回も乍 刊回 ら 
オレ ククサ 
o Ⅰe  セakus も 989  オレタ クサ きよめ草を 
ア ウナライ ェ 
awnaraye 990 アウナライ ェ   運び入れて 
イカキク 。 
Ⅱ ka  ⅡⅡ (. 991 イカキクり 私をたた いて おはらいして 
ウ トゥルアンコ ロ くれた。 
U 抽 m  an  ko 「 992  ウ トゥルアンコロ その合間に 
見えた」。 (KK i) : 「顔さにらんで 目 ( が ) さめた」。 
974 neptahawe/neptahumi ネプ タ ハウェ / ネプ タ フ ミ (KM): 「男が祈って 
でもいるのに 様でたた い てその昔もし、 声もしているんだろう」 ( 編者 注 : ta タ を ( たた 
く ) の意味にとったらしい )。 ta タ は 強めの助詞で、 ( 何かの声 / 何かの音 ) 、 ( いった い 
何の声だか / 何の音だか知らないが )であ ろう。 946 Ⅰでは、 nep hawehe ノnep hu ㎡ hi 
ネ プ ハウェ ヘ / ネプ フミヒ と 言っている。 
981 Ⅱ p0nno/ Ⅰ knu,an katu/yayeramu0ka ボン // シクヌ アン カ トゥ / ヤ イスラム オ ； 
(KM) : 「生きるにいい (二 生きることができる )なあ 、 正気づいてきたなあ 」。 (KK i) : 
「ちょっともの (が ) わかるようになった 上
988-9 0tu takusa/ore takusa オトウ タクサノオレ タ クサ otu   ore- オトゥ     
オレ… については、 す 285 冊。 takusa タクサ は [ く手草 ( 日本語 )] で、 病気などを 祓 
う ために 使 3 3 モギ や細枝の束。 (KM) : 「病気によって 使う takusa タクサ の種類もあ 
る、 普通なら両手に 木の枝でも ョモギ でも持ってきて、 助ける人に何回も takusakar クク 
サヵラ (= 手草でたた いて祓ぅ ) する」。 (KK i ) : 「草で放っている、 それでたた い てお 祓 か 
する、 ョモギ ででも コ シなんかでも 木でも」。 (KS i) : takusa タクサ 「きよめ 草 、 一般に 
は ョ モギ、 この場合は特別病気の 神がつかたわけではないから、 ョモギ 。 病気がついたと 
かのときは、 アカイチゴのとげのあ るやつ，キイチゴの エタを使 う 、 アイヌ語は知らない、 
立ってるのは、 とげはあ るが、 そんなにかたくない、 ささんない、 ェ マウリ は地にはって 
いる、 亜の上 
9g0 awnaraye  ア ウナライ ェ [aw-na.raye 家の中・の方へ・ 行かせる ] (KM) : 「家の中 
に持って入った」。 (KK i)    「 家 ( の) 申 さ入れた」。 1894 では複数形が 出ている。 
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アコ @ パラカシ 







レ ピヌ ブ ッセ 
re@pinu huSSsae 

























piw 血 watki 
アコ @ パラカシ 
a 二kotpark あ㎡ 






アヱ a二 サン esanpes ペシ トゥリ 辻 Ⅱ ワ n Ⅰ wa 
994  トゥピヌブ ッセ 
995 レピスフ ッセ 









1000  アコトパ ルカ シ 
1001 エフ ッセ エチ ウ 
1002  キ コル 、 













993 a 、lkotpar k si アコ @ ハ ル カシ kotpar コ @ パラ は [kot.par くぽみ(m)/ 胸 (?). 
ロ ] 、 ( のどもと、 えりもと、 むなもと ) 。 (W) :「左右の鎖骨の 間のく ぽ んだ部分、 着物の 
孔から上のふところをふさぐ 部分、 獣の場合は両双足の 間の急所の部分」。 (KK i) : 「の 
どの下の方、 胸の上のところ」。 (KS i) : 「胸のところ」。 r 知分 大 Ⅱ p.396)s727 : [kot(巨 
kotor 胸板 )+pa ㎡ 口 ) 、 みぞおち」。 (W) と (KK i) の説明ではみ ぞ おちよりも上で、 
のどと胸の間あ たりか、 せいぜぃ 胸の上の方を 指す。 r 音声 2Jp.60(W 民話) に、 死者の 
kotpar0h0 コ @ハ ロホ に魂の玉をこすりつけて 生き返らせる 話があ り、 そこでも (W) は
のどの付け根のく ぽ みの部分と説明している。 そこが胸の ロと 考えられたのであ ろう。 し 
かし、 この叙事詩の 804 や 1014 を見ると、 もっと広く胸の 部分全体を言っているよ う に 
思われる。 叙事詩の用語 か 。 0804, 1000 ， 14, 1067 
994 づ tupinuhu ㏄ e/repinuhu ㏄ e/es;tayki  トゥ ピス フ ッセ ノン ピス フ ッセ / ェシ 
タ イキ tu. ‥ re-  トゥー レ … は ( 二つも三つもの 二 たくさんの ) ダ 55 Ⅱ 3 。 pInu 
ピヌ は ( 小声の ) 。 hu 睡e ブッセ ( 二 husSa フッサ ) は、 病気を治すため、 死にかかってい 
る人を生かすために、 胸元に フッフッと 息を吹きかけることをいう。 hu ㏄e ブッセ の形 
一 94 一 
はこの数行間にだけ 出ており、 1068-9 では hu ㏄a フッサ と 言っている。 日常会話でも 
hu おa フッサ と 言っていた。 esitay 円ェシタイ キ は い ・ sitayM  …で‥‥をたたく ]直 
訳すると ( …でたたく、 - に    をぶつける ) 、 強く吹きかけたことを 言う のであ ろう。 r金 
ユ集 lJ (P.277)4096-9: 「 tubinuhussa/rebinuhussa/aponreraru/aeshitaiki あ ま 
たのひそひそいぶき / たくさんのひそひそいぶき /わたしの小さな 胸に ノつ よく掛ける 
と」。 aeshitai Ⅵの 注 : 「 e. そこ、 shitai ㎞打つ、 つ よく吹きかける , a. は所相か、 ( 無く 
てもいいような 気がする ) 」。 (KM) : 「 tu puyne hu ㏄a re puyne hu おa という 上 
(KK @ : 「hu ㏄ akar フッサ ヵヲ すること、 hu ㏄a! hu ㏄a! フ ッ サ ブッサ と 言って」。 
997 hu ㏄ enemanup ブッセ ネ マヌプ [ ブ ッセ・であ る・という・も 列 ブッセ ( 息の吹 
きかけ ) なるもの。 
998 esancar k0nna エサンチャル コンナ 頭の e. エ は ( …で ) 、 前の行の hu ㊥e ne 
manup ブッセ ネ マス フ を受ける。 sancar サンチャⅡⅠサンチャ カ は [san-car 前の・ 
可で、 唇のあ たりを指すらしい。 ロは砂流方言では par パラ と言い、 car チャラ は 東 
都方言の形だが、 叙事詩などの 中で語構成要素として、 carチャラ が出ることがあ る。 同 
様に、 pa パ ( 日) の代わりに ca チャ が出ることもあ る。 r 金 虎杖」 ワ か しパ 1773-5: 
「 tapanruihu ㏄。/esanchar-ka 甑 i./kopi ㎡ watki 強き息吹もて / その香の上を / ひ ゆ 
う ひ ゆうと鳴らせば」、 6926-8 : す999 の 注 。 r 知分 大 』 p.140 「くちびる」の 項には、 sanpar 
と sanchar との両方の形が 出ている。 出典はいずれも ィ金ユ研 1 Ⅱ 巨金 虎杖Ⅱで、 金成ま 
つの伝承 ( ホロ ベツ ) 。 konna コンテ は、 叙述を ( しばしば擬音擬態の 叙述を )導く小辞。 
(KK i) : 「 sancharkor サンチャラ コロ しゃべること、 静内のほうの言葉、 ここでは (二秒 
流 地域では ) 言わない」。 (KS i) : 「サンチヤロ とも サンパ ロ ともいう、 見えている 
口 、 esanpar kasi/kop@natara エサンパラ カシ ( または エサンチ ャ ラカシ )/ コピ ウナ 
タさ とも言う上 
999 p@piwa す k Ⅱ ピウピワ @ キ め @ ㎡ w.at 円 ( 擬音の語根の 重複 ).( 自動詞形成 )] < ピュ 
ーピュー鳴っている )。 (KK i) : 「シューシューと 胸の上のとこさ く二 ところで @ 音がす 
6) 」。 r 金 虎杖」ワカルパ 1773: ロ 998 の 注 、 6926 Ⅱ: 「 tanmihu ㏄ e 乃 sanchar.kashi/ 
kopiwiwatki 強き息吹 /彼女の唇の上 / ひ ゆう ひ ゆう鳴り」。 この資料のここでは piw- 
p@ ・ atki と、 焼 昔の語根 piw が操り返されているが、 『 金 虎杖Ⅰの例では、 2 ヵ所とも 
piw-iw.atki と、 語根の頭子音を 除いた iw の部分だけが 繰り返されている。 その結果、 
通常は起こらない㎡という 音節が生じているらしい。 
1000 a 。kotparkasi アコトパ ル カ シ 0993 
100l ehu ㏄eeciw エフ ッセエチ ウ [e-hu ㏄ e.ec@ ( そこ ) に・ 息 、 の吹きかけ…・の 先を刺す ] 
( …に息を吹きかけた ( フッサ ブッサ した )>o (KM) : 「 hu 舖akar フッ サカラ する ( 二 息を 
吹きかける ) こと 玉 
1003 ineapkusun  イネアプ クスン すばらしくよい ( それはそれは 美しい、 上手であ る、 よ 
く働く、 よく言うことを 聞く、 などの ) ことを述べる 感嘆表現の一つ 、 ( なんとまあ … ) 。 あ 
とに ，．． yakaa=er8a ㎡ skari …ヤ カ アェラミ シカリ < …かどうかもわからない (二 聞い 
たことⅠ見たことがない )> が来ることが 多い。 叙事詩では、 複数形 inerokpe イ ネロ クペ
が 使われることが 多いが、 ここでは単数形が 使われている。 語っているからであ ろう。 
す 152, 1312, 1353, 14 0 ， 1494, 1577, 19 9 
1004 %esanpesitu Ⅱ アエ サン ペシ トゥリ esanpesituri は ( …で気持ちがよくなる ) 。 si 
、 ンは虹声 化して，まるで シ のように聞こえる。 
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フ％シ ャ ； 
h 丘Ⅰ la5ya  ka 
アエラミ シカリ 
a 亡er 尭Ⅱ UjSka ⅠⅠ 
キ カネ コロ   
ki@kane@kor, 
( ハ ) アペエトクク 
(ha)@apeetok@ta 
オカ ウクラ バ 
okau ぬ印 a 
ポ ナイスポンクル 
P0naWu.Ponkur 
( イシキ の 
(i=sikir) 
イシキサケウ ； 
i%sil(i Ⅰ kewka. 
エオ マレ ワ  
eomare@ wa, 
ラマツ クキ コロ 
ramattakikor 
アコ @ パラ カソ 
a,ko ゆ ar  k 盤ニ 
エオ マレ。 
eoma で e. 
@) オロワ / 
(e)@ orowano 
トゥ ヵムィシンリ @ 
ぬ kamuy  sinrit 
レカムイ シ 、 ノリト 
re@kamuy@sinrit 
オペンクリ。 
oPent 荻 i. 
アルカス イ ワ 
ar ⅡⅩ aSuy  wa
ポンプ / コ 
pon  menoko 
エアシリ 
eas ⅠⅠ 
カムイ ネ アンクル 
kamuy  ne an  k ℡ 
1005  フマ シ ャ ； 
1006  アニ ラ ミ シカリ 
1007  キカ ネコロ 、
1008  (ハ)  アペ エトク 
タ 
1009  オカ ウタルパ 
1010  ポナイスポンクル 
( イシキル ) 
1011  イ シキリ ケウ ； 
1012  エオ マレ ワ 、 
1013  ラマック キコ口 
1014 アコトパ ルカ シ 
1015 エオ マレ。 
1016 ( エ) ガ ロワ / 
1017 トウ カムイシン 
l Ⅰ @ 
1018 レ カムイシンリト 
1019 オペンタリ。 
1020 アルカス イワ 
1021 ポンプ / コ 
1022 エアシリ 




















若 い 女の人と 
それから 
神のような人と 
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1011-2 i=sjklrkewka./eomare  イ シキリ ケウ カ イ エ オ マレ [si.kirkew ka e-omare 自
分の・座っているひ ざ ( 両足の上 ) . の上・に㈹・に…を 置く ] W 私を自分の ( Ⅰ彼自身の ) ひ
ざの上にのせた )。 omare オ マレ ( …を…に入れる / 置く ) には、 対象 物 と入れる ノ 置く場所 
とを目的語にとることができるので、 ( …に ) を表す接頭辞はそれ 以上必要ないのだが、 叙 
事詩では、 このようなときによく、 不必要かとも 見える e-ヱ が 使われる。 単なるリズム 
合わせ ( 音節 数 を一つふやすため )か 、 あ るいは、 「その上体を」のせたとか、 ひざの「その 
上に」のせたとかいうことを 表すのか。 01015, 1039 
1013 ramattak@or ラマッタ キコロ [ 「 amat-tak-ikor 魂 ・を呼ぶ /ォ8 く ・宝物 ] 「 amattak 
ラマッタ ク と ik0r ィコ 。 が続けて ramattakik0r ラマッタ キコロ と 発音されている。 
「賞辞典」 : 「ラマッタ クイ コロ魂を呼ぶ 宝刀」 ( イラストあ り ) 。 「 萱 民具Ⅰにはくわしい 説明 
と図があ る。 r 久辞稿パ 「 ramattakikor(l) 死霊の後を追って 呼 び もどす、 といふ。 tamasai 
ならん。 (2) 宝刀のこと -rama(t)tak ik0 「 (0), asanasanke, ak0tturesh, kotparkash, 
aeomare. ‥」。 (KM) : 「魂を呼ぶ イコロ を胸の上にのせておいた」、 ikor ィコ 。 は「なん 
ぽかの小さい 立派な神様にたとえられている イ コロ」。 (KK i ) : 「魂を引きもどす イコロ 
( が ) 昔からあ る、 どんな イコロ かわからない」。 (KS iX( 「 amattak タ マック ク と ikor ィ 
コ 。 を区切って、 ラマッタ ク 4 コ ロ と 発音している ) : 「魂を呼ぶ宝刀、 形は刀の形、 
中は竹光、 3 一 5 センチぐらい、 さやが抜けるものではない。 さやは金ぴか、 日本風、 長 
さ 6 寸 ぐらい、 20 センチぐらい、 鉛筆ぐらいの 長さ、 病人の枕の下に 置く。 見える場所に 
は 置かない。 特別ウエ ポタラ ( 巨 まじない ) でもするときは、 右手に持って、 それで体の上 
をなでることもあ る。 やっているのを 見たことはない。 貝沢まめさんが 父か母のもってい 
たのを私にゆずってくれた。 二風香アイヌ文化博物館に 展示してあ る。 国松さんのほうか 
ら伝わってきた 上
1014-5 a=kotpar  ka ま /eomare  アコ @ パ ル カ シ / ェオ マレ ( 私の胸の上にのせた ) 。 
kotpar コ @ パラ についてはす 993 。 omare オ マレ は ( …を…に置く / のせる / 入れ 
8) 。 その前についている 巴ヱ は 、 理論上は余分の 23 に見えるが、 「上に」のせたこと 
を表すのたろ うか ( Ⅰ 1011-2) 。 研究会員熊田は、 「刀の先のほう」ではないか、 と、 魂戻し 
の宝刀の置き 方を気にしたが、 (KS i) の説明によれば、 「人には見せないもので、 通常 
は枕の下に置く、 体の上をなでることはあ ったが、 体の上にただのせるということはな い 」 
とのこと。 ここで a.kotparkasieomare アコ @ ハ ルカ シ エオ マレ と言っているのは、 た
だのせたのではなく、 それで体の上をなでたのであ ろうか。 
1017 り tukamuy 鯨 nrit ソ‥ /openta Ⅱ トウ カムイ シンリトⅠ…Ⅰオペンタリ (KM) : 
「死んだ仏にも 神にもこの matkaci マ @ カチ @ 少女 ) を生かしてくれと kamuy  0r 
oytak カムイ オロイタク 言っている ( 二 祈願している 卜 。 (KK i) : 「神さん頼んでい 
る」。 (UT) : 「神さんにお 願いしている」。 しかし、 r 萱辞典 J : 「オペンタリ 素姓を言う   
ド カムイ シン リツ レ カムイ シンリツ アオペンタリ ふたつの神の 先祖、 三つ 
の神の先祖、 その素姓を私は 言う 、 * 困って神々に 頼みごとをする 時」。 『 金 虎杖 ] ワカル 
パ 278 ㌻3 ㌻「 tukamui.sh@n 「 ht/anopentani 数々の神のもとを / われ 起 こし祈る」。 
1023 kamuyneankur  カムイ ネ アン クル 直訳すると ( 神のようであ る 八 ) 、 ( 神と 
して存在する 人 ) 、 ( 神になる人 ) など。 r 音声 7 、 8 、 9] で (5) は「神になる 人コ と 訳し 
た。 ここでは ( 神のようであ る 八 ) 。 (AT) : 「 神 みたいにいい 感じの 人 曳この句は 1427 に 
も出てくる。 
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1025-6 usa@ar/ki rok ayne ウサ イカラⅠキ ロク アイネ @ar イカラ は [i-kar 
( 八@ の手当てをする ] 、 kar ヵぅ は、 この場合は ( …の手当てをする )o (KM) : 「いろ 
いろめんどうみてもらって」。 (KK i) : 「いろいろにされてやっと 生きることになった 上 
1056 には i=kokarkar イ コカラカラ ( 私の (G) の手当をしてくれた )の形で出てくる。 r 萱 
辞典」 : 「 ピリヒ カラカラ傷の 手当をする」。 
1031-3 めknu Ⅰ an katu ソ ‥ ノ鯨 neatki シクヌ アン カ トゥ Ⅰ…Ⅰシネ ア @ キ s@eatki シネ
アトキ はく決まる ) 、 この場合は ( 確実になる ) 。 (KM) : 「生きることにはつきりした 上 
1035 oharkisounwa  オ ハルキソウ ン ワ 直訳すると ( 左 座の方から、 左 座の方へ行って 
そこに… ) 。 -unwa ウシフ の部分は短く 発音され、 nンは 聞こえず、 uwa ウワ のよう 
に聞こえる。 
1036 cininuype  チニヌイペ ト ci,e.ninuy-pe ( 中相 ) …されるⅡそれ ) で・枕する・も 
刈 。 「 - を枕にする」は eninuy エニ ヌイ だが、 ci- チ が 接頭するときに e- エ が落 
ちている。 (KM) : 「立ち 枕 」。 (KK i) : 「大きな 枕 」。 (W, S) : 「一般の枕は aen@nuype 
アェ ニ スイペ ( 「私の枕」は k,eeninuype ケニ スイペ ) 。 (S) : 「ユーカラでは mukru ムク 
ル J 。 ( 補 K : ユーカラの用例では、 mukru も cininuipe も両方出てくる。 r金 虎杖 J( ワカ 
ルパ ) 126 :mukru kurka ノ tapanetoro. ‥枕の上に / 大い ひ き…」、 4225 :ri 
chininuipe 乃 yeanukar 高枕を / 我にあ てがひたり」、 4345 :「 ri chininuipe/aeanukar 
高枕を ノ かはせたり 目 
1037 1=eari イイエ ア リ [e.ari ( そこ ) に‥‥を置く ] ( 高枕を私にあ てがった )。 
1039 a Ⅱま omare  アイ イェオ マレ [e.omare ( そこ ) に・位置せしめる ]「そこ」とは、 前
の行の高枕の 上。 ( 高枕の上に私を 置いた )、 すぐ前の 1036-7 と同じ内容を 少しだけ違っ 
た言い方で表現している。 色エ は ついてはす 1011-2 
104l kusurio poysu  クスリ オ ポイス [ 薬い 日本語 ) . ( そこに ) 入っている・ 小鍋 ] 、
poysu ポイ ス は [Pon-su 小さい・ 鍋 ] 。 薬草を小さい 鍋で煎じている。 叙事詩でよく 出て 
くる 句 。 
1042 づ hoka tuyka/eterkere ホカ トゥイ カ / ェ テル ケレ 肚 oka tuyka e.terke-re 焚 
いている 人 ‥‥の上・に・ 跳ねる・させる ]雌 ] (( 鍋を欣にかける ) 。 日常語では h0ka 
0 ホカ オ 。 跳ねさせるというのは、 鍋を空中に掛けるからだろうか。 1461 りには、 酒 こ 
しざるをやりとりすることを、 ukoicari.terkere ウ コ イ チャリテレ ケレ と 言っている。 
1045-6 a 亡 parorka Ⅰ /0ttepa アハ ロルカ シ イオ ソテ パ o と k にはさまれたては、 初 
めに前の母音 0 の音色が出、 それから次の 子音 kのために u に似た音色を 伴うのが 普
通 で、 そのために、 ロに 似た音色になるときもあ れば、 かは 似た音色になるときもあ る。 
ここでは、 ロ と か との中間のような 音色に聞こえる。 [Par-or,kasiottepa ロ ・のとこ 
ろ・の上・につける・ (複数 )] ( …を口に入れてやる ) 。 (KM) : 「口さ ( 二に ) 入れてくれ 
た」。 (KK i ) : 「自分の口 さ (= ロに ) その薬 ( を ) 入れたこと」、 「入れられたていうこと 
( が ) わかった」。 r音声 loJ P.124 (KM 民話 ) :panfoSeypoa=karwaparoa 巨 (Ottekor パ 
ン ゥセィポ ア ； ル ヮ パロ ァオッテ コロ < 鰍は ) ぬるま湯をわかして ( おじ い さんの ) 
口 にふくませながら >。 「 萱 辞典」 : 「パロホウセイオソテ 二ロ に 湯を含ませた」。 r知分 人 Ⅰ 
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1061 アオモ ノ モモ。 私はつぶさに 述べる。 
1062  アオモ ノ モモ 私はつぶさに 述べる。 
1063  タフ オロ ワ / このときから 
1064 クシ ネ ヘネ 夜 ら 
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p.137: 「 (樺太 )paroxte 口の中 え 入れる 旧 ar( 日 )+oxte(<okte ひっかける )] (( 遺緒け
p.129 」と、 oxte オホテ を okte オクテ ( ひっかける ) から来ていると 解釈している。 砂
流方言では、 otte オッテ と okte オクテ は 別語 であ る。 なお、 r 金 虎杖 ] ワカルパ 4348- 
9 には、 「 panuseipo/attekane ぬるま湯を /かけて」の例が 出ているが、 これは傷にぬ 
るま湯をかけて 洗う話であ り、 口に入れる話とは 別であ る。 
1049-50  a,esinpeko./ 軒 tuh Ⅱ アイサン ペ コノシトゥリ リ ( 二ア ヱ サン ペ コシトゥリ リ )  [e- 
sanpe,ko.situri.ri ( それ ) て‥心臓 ( 気持ち ) . が・伸びる・ ( 重複 ) ずうっと ] (( それ ) で気 
持ちがよくなる ) 。 日常語で esanpesituri エ サン ペシ トゥリ という。 ・ ko コは 、 雅語でよ 
く使われる、 叙述を導く小辞で、 ( …が / は) と訳せる。 ロ 1004 
1054-6 a ㍉ irkese/a,pirpake ハ ， kokarkar ア ピル ケセ ノアピル パケノイ コカラカル 直訳する 
と、 ( 私の傷の下端、 私の傷の上端を 私に手当てしてくれた ) 、 傷の手当てをしてくれたこ 
とをいう。 (KM) : 「傷を毎日お 湯で洗って治療した」。 pirkese,pi 珪 ake の戸は 、 け と か 
との中間に発音されている。 
1057 kor  コ 。 r は 、 0 と次の行の k とにはさまれて、 ロ と か との中間のような 音 
色に聞こえる。 ヶ 1045-6 
1061  a-om6mmomo  アオモ ノ モモ ロ 115,1084 。 ここでは、 このあ と休憩する。 休憩のあ 
とは、 もう一度 a=om6mmomo アオモ ノ モモ と言って始めている。 
1063  も aporo 冊 ano  タフオロ ワ /  tap クプ と orowano オロ ワ /  は 続けて発音 
され、 ほとんど taporowano  タ ポロ ワノ に近く聞こえる。 
106 ㌃cg  hu ㏄ a  フッサ 994,995,997  では hu 鍵e  ブッセ と 言った。 同じことであ る。 
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1074 iki yakka イキ ヤッカ このような文脈で @ イキ を使うのは雅語表現。 日常語 
では ne yakka ネ ヤッカ という。 この資料では、 叙事詩を謡わずに 語っているためで 
あ ろう、 日常語の形 yakka ヤッカ を使っているが、 謡うときは ikiyakkayki イキ ヤ 
ッカイキ という形がよく 出てくる。 す6, 12, 1582 
1075 tusawapaye トゥ サ ワ パイ ェ 直訳すると < 治って行った ？ 。 だんだん治ってき 
たことをいう。 
1076 piri tuk ピリ トゥ ク [ その 傷 ・突き出る ] 傷がいえて肉が 盛り上がってきた。 
(KM) : 「傷が治ってきた」。 (KK i) Ⅱ肉が出てきた」。 
1077 この前の 3 行は 、 言い間違い。 ( 大きい傷はかさぶたがとれ )と言ってしまってから、 気
がついてすぐに 言い直した。 
1077 a=rupnepini アルプ ネピリ [rupne-p@ 大きい・ タ ・ ( 所属 形 語尾 )] ダ 1079 
1078 cimakampa チ マカンパ [c@a.kampa かさぶた ( が ). かぶさる J < かさぶたがかぶ 
さっている 吉 かさぶたをかぶっている )。 よくあ る 語 構成の自動詞で、 三話 はa=rupnepiri 
アルプ ネ ピリ。 (KM) は「傷口が開いている」と 説明したが、 これは、 [ci.maka.n.pa ( 中和 ) …さ 
れる‥‥を開く・ ( 挿入首 ) . ( 複数Ⅱ ( みんな開いた )と解釈したものにちがいない。 その場合、     
npa ンパ は、 前出の ukosinanpa ウ コシナン パ の -.npa シバ と 同じ解釈であ る。 
1079  a=nokinp@ri ア /カンピ リ 市 0kan.p Ⅱ・ i 小さい・ 傷 Ⅱ所属 形 語尾 )] 、 mpne ルプネ 
と nokan / カン は対語で、 たくさんのものが 一様に大きいとか 小さい ( 細かい ) とかの 
ときによく使われ、 しばしば、 それぞれ く 大粒であ る、 粒があ らい、 そろって大きい ) 、 ( 小 
粒 であ る、 細かい、 そろって小さい )ことを表す。 人の場合は．充分大人であ ることが wpne 
ルプネ、 子どもであ ることが nokan / カン と 言われる。 
1080 cimakutatpa チマクタトパ [cima.kuta-atpa かさぶた・をぶちまける (パッと捨て 
る ). たくさんどんどん…する ]( かさぶたがみんなどんどんとれていく ) 。 2 行上で言った 
ことに対する 対句。 (KM) は「傷口がくっついているⅠと 説明したが、 これは、 2 行上 
を、 「傷口が開いている」と 解釈したために、 それとの対比でこう 解釈したのだろう。 a,
Ⅳ pnep ㎡アルプ ネ ピり からここまでの 4 行、 (KK i) : 「だんだん治っていること (を ) 
いう んだね」。 『 金虎梼 ワカルパ 3424-7: 似た文脈で、 「 nokanp@/ch@akutapa/rupne 
p ㎡ ノ ch@akampa 」 (編者 注 :kutatpa でなく kutapa となっている ) 。 その 注 : 「 kutapa 
落ちる (kuta の複数 ) 」。 しかし、 この方言で kuta は他動詞で、 その意味は、 そこに引か 
れているⅠ バ辞典」の「 sp Ⅲ， to ぬ rowaway 」のほうが当たっている。 kutapa と kutatpa 
とはほぼ同義だが、 kutapa よりも kutatpa のほうが、 「かたっ ぱ しからどんどん」のよ 
うなニュアンスが 加わっているように 思われる。 
1084 an=omommomo  ア ノモンモモ omommomo オ モ ノ モモ ( …をくわしく 述べる )が母 
音で始まっているため、 歌われる韻文の 中では、 人称接頭辞 a=ア 0 代わりに an- アン 
がつき、 この形になるのが 普通であ る。語られる昔話や 日常の会話の 中では、 a 二ア がつい 
て、 a,omommomo アオモ ノ モモ という。 韻文でも語られるときは an- アン ではなく 
a, ア がつくことが 多く、 この叙事詩でも 115, 1061, 1062, 1229 では a, ア がついて 
a,omommomo アオモ ノ モモ と言っている。 しかしここでは、 謡われているときのよう 
に 、 an, ア ン がついている。 アクセントは、 日常語では第三音節の mo モ から高くな 
るのだが、 ここでは第二音節の no /  から高くなっている。 
1089 一 [)9l Ⅰ usa-an katu ソ ‥ /8%neatki トゥサアン カ トゥ / …Ⅰシネ ア @ キ (KK i) : 「? 台 
ることに決まった」。 つまり、 (治ることが確実になった )。 の 1031 づ
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大切。 
大事に育て 
一 Ⅰ 04  一 
1095 @tak ne manup イタク ネ マス フ ( 言葉というもの、 言葉なるもの )。 す 997 
1096-7 ekutcam konna/uwetunuyse エクッチャム コンナノ ウ ウェト ゥヌイセ [ 雅語 ] 
「 e,kutcamkonna …で・のどのところ・が ]山 -w.e-tunuy( く， @unun).se 互い・ (挿入首 ). 
と共にⅡ擬音の 重複 )ウンウン・という ]つまり、 ( ものをいう声が ( 金物をたたいたとき 
の響きのように ) ウン ウンウンと ( 美しく 腰く ) 。 立派な神や立派な 神のような人がものを 
言うことを表現する 常套句。 uwetunuyse ウ ウェト ゥヌイセ の前に kanemayne カネマイ 
ネ ( 金物の響きのように )という語が入ることもあ る。 しかし、 ここでは、 (KM) : は 、 単 
に「しゃべっている」とだけ 説明している。 
109g inkarkusu  インカル クス 直訳すると ( 見るために ) だが、 叙事詩の中で、 これか 
らものを言お う としている人が 、 聞き手に注意をうながすときの 常套句。 (聞いてくれ、 か
いかい、 ねえ )。 (S) も 、 語っているときはこう 言っているが、 謡っているときは koninkar 
kusu コニ ンカル クスと言っている げ 音声 7,8,9 ヵ。[ 補K : kusu は 、 - するために で 
はなく、 強め、 inkar kusu は 見よ@] 
1102 uw0nnere yan  ウ ウォン ネレ ヤヌ ( ニャン @  「にねから言うことを )よく聞け、 よく 
聞いて理解せよ」というときによく 出てくる。 (KK i) : 「しゃべっていることよく 聞いて 
くれ上丁 萱 辞典 パ 「ウオン ネレ 知っておく、 覚えておく。 クイェ イタク ウオン ネレ = 
私の言う言葉を 覚えておけ」。 語 構成は仙 -w-onne-re 互いⅡ挿入首 卜 年取っている・さ 
せる ] 、 u.--re は (2 人以上が ) 一緒に…する、 複数の表現の 一種。 直訳 ( 年寄りのように 
振る舞 う ) であ ろうか。 si.p0npe.ne.re 伯分 ( を ). 幼児・のようになる・させる ] (幼児の 
ように振る舞う 二甘える )や 、 yay-si.poro 辛 e [ 自分・自身 (を ). 大きい・させる ]( 大きい 
もののように 振る舞う =がまんする ) などを連想させる。 (KM) は、 uwonnure ウ ウォン 
ヌレ だと言って 、 「うまく聞け」と 訳した。 nu ヌ ( 聞く ) への連想であ る。 r 大神聖」 : 「 p.695 
の注 2 : 「 u ( 互いに ) w ( 挿入首 ) on ( く lor, そのことを、 それについて )nure ( 聞かしめる ) 
yan ( 柔らかい命令 ) 、 互いに聞かせ 合いなさい、 よく聴いて了解せよ、 よく聴いて呉れ、 
uwonnure の計 り、 uwonnere そのままならば 顔を洗え ということで、 意味がとれな 
い 」。 しかし、 「顔を・洗え」は ewonne ェ ウォン ネ であ って、 uwonnere ウ ウォン ヌレ は 
顔を洗えの意味にはならないし、 or オ 。 は ( そのことを、 それについて )ではない。 
1106 tapanakne クプ アナクネ コ語が続けて 発音され、 ほとんど tゑ panakne ク パナク ネ 
に近く聞こえる。 
1108-10 c@ Ⅰ OOnl Ⅰ eeresu/ci 由 iararesu/a 自 ek 乙 rrkar チ トムテレスノ チア ラレスⅠアイカラカル 
身分の高い人の 子どもを大切によく 育てることを 表す常套表現。 cl=,,.ekarkar チ …ェカラ 
カラ の構文で、 他動詞が接頭辞 ci 。 チ を 伴って動名詞化され、 あ とに代動詞 ekarkar 
ユ カラカラ ( …をする ) が置かれて、 これが人称形になる。 直訳すると (立派な育て、 すば 
らしい育てをされた )。 ㏄ su レス は ( …を育てる ) 、 tomte トム テ は ( …を飾る ) 、 ara 
アラ も ( …を飾る、 美しくする ) 。 前の行と同義並列の 対句になっている。 「 久辞稿 」 : 「ara 
飾る、 綺鹿 にす chi-ara.suop 」。 用例の訳はついてないが、 (きれいに飾った 箱 ) であ ろ 
う。 近くに tomte があ るのか、 単独なのか、 不明。 「 金ユ集 3J(P.232)4187-8 : 「 Chitomte 
resup/chiararesup/nepnekusu 飾って育てたもの / 美しく育てたもの / であ るから 上
[ 金ユ集 8J (P.64)935: 「 chiarasuop/chinoresuop きれいな 箱 / かざりつけた 箱 ルァバ 
辞典 J . 「 Ara 綺麗なる、 美しき． adl. Pretty, Beautiful. As 二 Ara chis 田 ， "abeautif Ⅲ 
house" 」「 Ara 装飾する． vt.Tobeautify.Toornament.As コ Chiseiara,"toornament 
ahou ㏄。 」。 17f60-1 では、 c 卜tomteresu/ci,pirkaresu チ トムテレスノ チ ピリカレス と言っ 
ている。 
一 Ⅰ 05  一 
アエ カラカラワ 
















1110  ア イ カラカル ワ 
l111  ア イ コレス ワ 
l112  オ マ マルペ 
1113  ェム コサマ 
I114  ア イョ レス 
けマ ヤル ペ 
エ ムコ サマ 
アイ ョ レス ) 
l115  ア オマ マルペ 
1116  ェム コサマ 
l117  ア オレス 
l118  ブ イ コ トゥイ エ フ 
l119  アブイコトウイ ェ 
1120  アブイ コ トウイ エフ 
1121  ブ イ コ トゥイェ 
1122  セム コ   チ 
112S  アイ  コレスク ニ 、
1124  シン リ ドイタク ネ 
1125  チホ ツ パイタク 
ネ 
1126  7不ヌワシラン 









私が 清 てられる ) 
私のおもつの 
半分。 











1llI a, Ⅱk6resu  アイコレス 直訳すると (私に向けて育てられた )、 つまり、 ( 私のいいな 
ずけとして育てられた )。 (KM) : 「 p0nmatkaci ホ ン マ @ カチ ( 二 小さい少女Ⅱが ) 大きく 
なるのと自分が 結婚するぐらいになるのと 一緒で、 大きくなったら 一緒にさせるという 
sinrit itak シン リ @ イタク、 おじいさんの 通言があ った」。 (KK i) : 「自分も matkaci 
マ @ カチ ( 二 少女 ) も一緒に大人になったときに 結婚させる約束で 育てた」。 
l112 Ⅱ oma yarpe/emk0sama/ ㌃@ ヰ resu ソ‥ オマ マルベノエ ム コサマ ノアイ ョ レスⅠ‥   
直訳すると <( 彼女が ) 入っているおもつの 半分に私は育てられた )。 [ 雅語 ] 赤ん坊のとき 
から親同士によっていいなずけに 決められて育てられたことを 表す常套表現。 男の側と女 
の側とを対句にして 言う。 9次の注。 CUT 、 K I) : 「聞いたこと (が ) な い 」。 r 道教 ュ 2J 
p.13-4 に、 本書の 1112-21 とほぼ同じ語句が 出ており、 その (KS i) の 訳 : 「お双と結 
婚させるべくノ 一枚のおむつを 半分に分け、 / それぞれのおむつで 育てたのです。 /一双の 
耳輪 / 片方 づつ / 許嫁の印に / 分けて持たせて / あ るのです」。 (KS i) : ( おむつそのも 
のも分けて使ったのだろうかとの 質問に対して )「そういうふ う に言っている ( 二 そういう 
表現であ る ) 」。 
l115-7  a,om ゑ yarpe ソ‥ アオマ ヤルペ / … 間違って前の 3 行と同じことを 言ってしま 
ったことに気づかず、 言い直してないが、 本テキストでは、 言 う はずだったにちがいない 
ことを補って 書いた。 ただし、 この 3 行と 1112-4 とは、 逆の順序で言 う こともあ り得 
る。 『 金ュ集 8J (p.60) 853-9: 「 Ne menoko/eoma yarpe/emkosama/aoresukar,/ 
lyochiunmat/omayaroe/emkosama/aeoresu その女 ノ おん身をくるむむつき /の半 
分に / 育てられ、 ノ余市姫 / む くるむむつき / の 半分に / おん身が育てられた」。 
1118-2l puykotuye  p/a,puykotuye ソ ‥ ブ イ コ トゥイ エフ ノア ブ イ コ トゥイェ イ … 
puykotuye は [Puy-ko.tuye T し ・に ( ニ …の持っている… ). …を切る ] 。 直訳すると ( …
の孔を切る ) だが、 赤ん坊のときから 結婚の約束がされていたことを 表す、 もう一つの常 
套表現。 (KM) : 「小さいときからの 親からの約束だから、 破ることができなくて、 男も女 
もかたく守っていて、 もし間違って 男でも約束を 破って浮気することあ ったら切ってもい 
い というまでの 固い約束」。 この話者は tuye を ( 切り殺す ) ことに解している。 (KK i) : 
「 縁っな ぎする 23 にしてあ る、 両方でお互いに」。 「大群 稿 」 : 「 pui.kotuye  耳に人る 、 
pui.kotuyep/pu@otuye 検 條の中よりの 婚約 (735) 眼 、 鼻 、 ロ 、 耳 」。 r 金ュ集 8,1(P.61) 
869-74 : 「 epuikotuyep/Iyochiunmat/puikotuye,/Iyochiunmat/puikotuyep/ 
epu@otuye お 身の口を横ぎるもの / 余市姫の / ロを 横 ぎり、 / 余市姫の / ロを 横 ぎるも 
のは / お身の口をよぎらせる」、 その 注: 「pui 「 孔 」は 目 ・ ロ ・ 耳 等々。 即ちな身にたべさ 
せるものを ば 彼女にも食べさせ、 お身の目に見せるものは 彼女にも見せ、 お身の耳に入れ 
ることは彼女にも 聞かせる上ィ 道教 ユ2J : ロ 1112-4 の 注。 (KS i) : 「同じ耳輪をつけた」 
( 編者 注 : 赤ん坊のときからいいなずけになっている 二人が同じ耳環をつけるという 話は、 
伝承文学でよく 知られている。 だから、 そのことだとすると、 話はわかりやすい ) Ⅱ 補K : 
金田一のテキストでは、 puy ブ イ を ロと 解しているところもあ るが、 耳であ る。 「耳をよ 
ぎるもの」と 言っているのであ る。 耳環ではない。 耳環のことなら tuye とは言わないは 
ず。 l 
1124 sinritj も aakne 、 ズノリド イタク ネ sinrit の語末の億は 有声音 ド になり、 しかも 
閉鎖が弱く摩擦音になっている。 そのため、 シンリディタ クネ にも シンリ ジタク ネ に 
も似て聞こえる。 
1126-7 anwaBlran ノ sekoranku ㎡ p ア ヌ ワ シラン / セ コラン ク ニプ 2 行の間で切 
れず、 声は続いている。 (…なっていたということだったのだが… ) 。 










4 キ ロク アワ 
iki@ rok@ awa 
ウェンクルウナラ べ 
wenkI Ⅱ℡Ⅰ una ⅠⅠ 祀
ウヱ ンクル ウ ムンク 
wenkur@ murek 
( エー ) ポコロカトウ 
(e:)@pokor@katu 




イワンポ lWan  ， POコロ k Or 
シネマ トネ ポコ 口 
sine@matnepo@kor 
ネマ t ネポ 
ne@matnepo 
クアンマ @ カチ 
taan@ matkaci 
( シ ) カワリ ネ 









チ Cl"p ピリカレス け rkみ Ⅰ esu 
ウェンクル サニ 
wen  k  Ⅱr s もn Ⅰ" 
ウェンクルタイペ 
wenk ℡Ⅰ taype 
。 齢 ウ ‥ y シウサニ 'w 巴。' 
























1143  チピリカレス 
1144  ウェンクル サ二 
1145  ウェン クッ タイペ 
1146  サッシ ウ サニ 





















ウッシウ Ⅱ ss Ⅰ w '" クイ Ⅶペ " 1147  ウ ソシウ ( サ)  タ 使用人の末を 
???ゥ ????。???
オレ シパワ 
oreSpa  wa 
オカワオラ 
oka  wa  ora 
クアン マ @ ヵチ 
t れ an  matkaci 
チ  ウェンレス 
cl"wen Ⅰ esu 
アユ カラカラ   
a 二ek 乙Ⅱ kar, 
ア ン シ バネヤッ ； 
a 二丁 e5pa  ne  yakka 
ウェンノア キ 





















1148 ( エ一 ) トウ ムフ 。 
オロ 
1149  オレ シパワ 
1150  オカワオラ 
1151  タ アンマトカチ 





1156  イルオイケスネ 
1157  シネアンペタ 
特別の部屋の 中で 
育てて 
い て、 そして 
この子は 
ひど か 育て方を 
されて、 
育てられるのも 
ひど い やり方でされ 
あ げくのはてに 
あ るとき 
112g unarpe ウナⅠ ぺ ( 二 ウナラ ぺ ) r ははっきり出ていない。 うに似た音色は 聞こえない。 
1132-5 kera ダ wenpe/nepnekusu ソ ‥ ケライ ウェン ペ / ネプ ネ クスノ… keray ケ 
ライ は、 ( そういうものはいつもそうであ るのが常だが、 そのとおりに ) というときに 使 
われる副詞で、 よいことならば (さすが… ) と訳せる場合もあ る。 ここでは、 ( 貧乏人だか 
らやっぱり… )。 (KM) : 「貧乏だから 子どもがたくさんできた」。 (KK i) : 「昔から小使 
い ( Ⅰ使用人 ) にされるもん @ 者 ) 子ども ( が ) いっぱいできる、 そうすると、 そういうもの 
( は) 精神 ( が ) 悪いもんだと ( 幸ものだそうだ ) 」。 
1138  kawarine  カワリ ネ [kawari.ne 代わり ( く 日本語 ). として ] < …の代わりに、 -0 
代理で ) というときに 使われる後置副詞であ る。 妹の (5) は、 この語は日本語だと 言っ 
てさけ、 okani オ カリ を使っていた。 okari オ カリ は本来 ( …の回りに、 - をめぐって / 
取り囲んで ) のような意味に 使われる後置副詞であ る。 一方この話者 (W) は、 日常語で 
もよく、 en=kawanine ェシ カ ヮリネ ( 私の代わりに ) のように kawarine カワリ ネ を 便 
っていた。 
1143 ci=pirkaresu チ ピリカレス 後に ekarkar が置かれるところだが、 それを言わずに  
次の行から、 もっと具体的な 叙述に言い換えた。 あ とで、 シスクプ カ姫の育てられ 方を言う 
ときに初めて ekarkar が出てくる。 
1156 Ⅱ・ oykesne イ ルオ イケスネ oykesne の s は、 ときによって シ に似た音色にも、 
ス に 似た音色にも 発音されている。 ロ 194, 838 












チ ニ フ コイ キオ ロウ ン 
cepkoykior ⅡⅡ 1159 チエ フコイ キ オル 
ソ 
アトゥラ ワ 、 
a 二血 r 乙 wa ク 1160 アトゥラ フ 、 
ヤ ニホンコ 
y 尭 n テhonko 1161 ヤ ニホンコ 
アライケ ク二 
a 二丁 aykekun テ 1162 アライケ クニ 
エウ コラムコロバ ワ 
ewkoramkor@pa@wa 
トウラワ パイ ェ 





タ パン ペ クス 
tapan  pek㎎ u 
アロカム キン / 
a 「okamklnno 
チファ オ ワ  
c 「 O  a=o  wa@ 
ウササケヘ 
Ⅸも s 捷kehe 
ウサオカイ ペ 
恩 Okay  pe
a"clPe  アチペクサワ "k uSa w
プラハアンルウェ 
arpa=an  ruwe 
ネ ヒ ネオロワ、 




lyUPne  h manta 
カメ アシ オッカヨ ウタ ラ 
kamea5iokkayo  utar 
1163  エウ コラムコル パ 
  
1164  トゥラ ワ パイ エ 
1165  /イネ カネ 
1166  ノ ラムアン 
1167  クパン ペ クス 
1168  アロカム キン / 
1169  チファ オ ワ 、 
1170  ウササケヘ 
1171  ウサオカイペ 
1172  アテペクサワ 
1173  アルパアンルウェ 
1174  ネヒネオロワ、 
1175  ネ一 
1176  イュプネヘ マンタ 
1177  カメウタラ アシオッカ ョ 
ウタ ラ 




あ や うく 
殺されそうなことを 
相言 き足 して 
連れて行く 
らしく 













a 二Ⅲ 丘ど ehem  l 且 Wa,  l178 アイクレヘム キ 酒を飲ませたりして 
オロワウ ン 
ワ、 
。 ' 。 w"M 1179  オロワウ ン それから 
ア コロコソ ンテ 
a 二ko 「 kosonte 1180 ア コロコソ ンテ 私の小袖を 
アミ ノワ 
a Ⅰnu Ⅰ e  wa 1181  アミ レフ 女の子に着せて 
エカ ンアワ、 
る k=an  awa@ 1182  エカ メ アワ、 来 たが 
ネ アミンコソ ンテ 
nea 二 ⅡⅠ rekosonte 1183 ネ アミンコソ ン 着せたその小袖に 
ウヱ ンクルウナラ ぺ 
ア 
wenku ど lm Ⅱ れ rPe 1184  ウェンクルウナ ル 貧乏人のおばが 
ペ 
ヌカラワ 
nUka 「 Wa 1185  スカル ワ 目をとめて 
ネヮ アン ベ 
ne wa  n  Pe 1186  ネワ アン ペ そのことに 
ル シカクス、 
Ⅱ お ka  kl トu, 1187  ルシカクス、 腹 を立て 
タン マ @ カチ 
ぬ n  matkaci 1188  タン マ トカチ この子を 
ク ルカ シ 
k 町 K ㎎ ニ 1189  ク ルカ シ そのせいで 
ヤニオライケ カトゥ 、 
y 乙nioraykekatu@ 1190 ヤ ニ オライケ； も う 少しで殺しそうなの 
トウ、 が 
1161 ダ在 mihonko ヤ ニホンコ けき Ini-honko もう少しで…Ⅱ ?)] y右Ini ヤニ ( 強調すると 
ya 乙Ini ヤ アニ、 もっと強調すると ya 在 Imipo ヤア ニポ ) は 、 死にそうになるなどして 助かっ 
た 場合に 、 ( あや うく / もう少しで…するところだった ) というときに 使われる副詞。 
honko ホンコ は不明。 r 萱 辞典」 : 「 ヤ ニホンコ危なく」。 r 金 虎杖」ワカルパ 4322  
「 yaanihonko 仝すこしのところにて 上
1166 iramu,zan ノ ラムアン iramu イ ラムは [i.ramu ものごと・を  吾う ] < 居、 う > ( 自動 
き 司 ) 。 (KK i) : 「そう思ったい 申が) 」。 
1170 ㎎ asakehe ウササケヘ [usa ウサ 十所属 彩 名刹 は ( いろいろな… ) または (.   
などいろいろなもの >0201 
1177 kamea 鯨 カメ アシ この語り手 (W) の発音。 砂 流方言の他の 話者は ka ㎡ asi 力ミ 
アシ または ka 而 yasi 力 ミヤ シ と 言っていた。 語源は『知分八パ は amuy.oyasi 神 ・ 
ばけもの ] 。 
1183 ne ネ ne と na の中間の発音になっている。 
1189-g0 kurkasi/y 五 ㎡ orayke クルカシ / ヤニオライケ y ゑni ヤニ は ( あやうく、 もう 
一 111 一 
7 コ ホサリ 
a 目koh6S も ri 1191  アコホサリ 見えた。 
ルウェ ネ ワクス 


















アユ カラカラ クス 
a 臣ek 乙Ⅰ ka 「 kUsu 
ikaopas=an@ wa ， 





























アコロ フ エカシワ 
a=kor@ wa@ ek=an@ wa 
ア ェカ レカトゥ 、 




























タネアヲパ アン ワ 、 
tane  a 「pa Ⅰ jan  wa, 1203  タネ 一アノレく アン 
ネロク ウェンクルウタ ラ 
マ、 
n 毛rokWenk ⅠⅡ U もa Ⅰ 1204 ネロクウェンクル 
シ メ タ フカ ク 
  ウタ ラ 














シスタブ ヵ の 
カムイ カラチャシ オロク 
kamUy  ka Ⅰ CaSIor  亡れ 1206  ヵ ムイか ソチャ 中中力 町乍 った立派な家に 
  シ オッタ 
オカ ワ 、 
oka  wa, 1207  オカーフ、 住んでい・ て、 
エネ アンウェンプリ 
ene@an@wen@puri 1208  エ 不アンウェン あ のような悪い 行状 
プリ 
少しで、 すんでのところで )、 す 1161 。 orayke オライケ はい -rayke ( そこ) で‥‥を我 
引、 この 0. オ は 前の kurkasi クルカシ を指す。 kurkasi クル カシ ( その上 X には、 く そ 
一 ⅠⅠ 2- 一 
のため / せ い ) という使 い 方があ るようで、 r金ュ集 7 」 (p.66) 856 Ⅰ : 「 kurkashike ノ 
ieomapkar そのために / 私を可愛がってくれる」。 本 資料のこの場合は、 3 行上の newa 
anpe ( そのこと ) を受けて、 ( そのこと ( 二 小袖を着ていること )のせ い で ) であ ろう。 
11gl a-koh6sa Ⅱ アコホサリ 直訳すると ( 私は ( そっちを ) 向いた ) Ⅰ ( 振り返ってみたら 
それが見えた ) 。 (KK @ : 119 叶1 「もう少しで 殺したとこ向いた」。 
1193 ka ま c Ⅱtunaska ヵシ チ トゥナシカ [kasici=t0nas-ka ( その ) 上 ・ ( 動名詞 7% . 早 
い ・ ( 他動詞化 )] 。 ci=,.. チ … は動名詞、 次の行の代動詞 ekarkar ユ カラカラ < …をする ) 
で受けて、 ( …する ) 。 ㏄ naska トゥナシカ は ( 急がせる ) 。 kasit 丘 rnaska カシ トゥナ シ ； 
は、 直訳すると ( その上を急がせる )だが、 どういう意味だろうか。 1195 に出てくる kasi 
opas ヵシ オパシ [ 連 他動 ]< …のところにかけつける )への連想でいうと、 kasiotunas ； 
シ オ トゥナ ン <( そこ ) に急行する > であ ればわかりやすい。 また、 それに他動詞 ィヒ 接尾辞 
と他動詞を中相仕・ 動名詞 ィヒ する接頭辞 ci, チ がつけたもの、 であ ってもよくわかる。 
中和 化 接頭辞 ci. チ と 、 動名詞化接頭辞。 ロ とは、 いずれかがついてそれぞれの 機能を 
持つ場合だけでなく、 一つがついて 両方の機能を 持つ場合もあ る。 しかし、 ここでは ci, チ 
のあ とに期待される 0- オ <( そこ ) に) はついてれない。 (UT 、 K I) : 「急いでかけつけ 
た」。 [ 補K : kasi ci,tunaska a,ekarkar は、 連 他動詞 as(i) etunaska に c Ⅰを付す 
ことによって 名詞化し、 ekarkar の目的語としたものと 解される。 ci.e- >ci. の変化はし 
ばしば見られ、 本書の 1036 の cmninuype く ci-e.ninuype もその一例であ る。 本来の意味 
は「 ( 何かの目的をもって )… へ 急行させる」と 推定され、 kasi ci=tunaskaa=ekarkar と 
吹竹 の ikaopas=an は tautology ( 編者注 : 類語反復 ) 関係にあ ると   巳 えるのだが、 ここ 
では knsu を介して理由とそれに 起因する行為の 関係で用いられている。 ] 
1195 ikaopas=an  イカオ バス アヌ ka(si) opas力 (, ン ) オバ ・ ンは [ 連 他動 ] < …のところにか 
けつける ) 。 この種の語は、 接頭辞 i-, Ⅲ， yay. がつくときは、 このような形の 1語の自動 
詞になる。 
1197 ray huIkapu  ライ フルカプ (S):hurkap フルカプ [ 概J/hurkapu フルカプ [ 所 ] 
「カラスにつつかれて 骨と皮ばかりになった 魚や鳥の死骸」。 「 萱 辞典」 : 「フルカプ ノ フル； 
ピ ( ヒ ) 死骸、 屍 、 死体，抜殻」。 r知分 人 」 p.l20: 「 hurkap(-@, .u) 肪 ur (ur= 鳥皮 、 魚 
皮 ) 、 kap( 皮 )] Ⅱ 木 ロベツ、 クッシャコ り 。 注 1. 一内がくされ 落ちてべとべとになった 皮 
を云う。 注 2. 一 クッシャロで わ 『けだものの 皮」の 意 だとゆう。 [ 金 虎杖Ⅰワカルパ 5001 :
「 chep.ur-kapne 魚の皮ばかりのやうになり 上その 注 : 「- urkap とい へば、 肉は取れ又 
は粉々になって、 くちゃくちゃになった 皮のことであ る」。 (KK i) :hurkap フルカプ は 
「 isepo イセポ ( 二兎 ) 、 ceppo チェッ ポ ( 二 小魚 ) 、 clronnup チロンヌプ ( ニ キツネ ) 、 なんでも 
死んだもの」。 (編者 注 :(S) によれば、 動物の「死骸」は 、 点 とかぎらず raycep ライチ 
ェ プ という。 )(KM) :rayhurkap ライフルカプ「すっかり 死んだようなものⅡ 
1200 a,e,k 丘 re  ア エカ レ ( 私はお前 ( 養い 姉 ) に ( あの少女を ) 手当てさせた ) 。 (KK i ) : 
「 a,siknure アシク ヌレ ( 幸 私は彼女のいのちを 助けた )というんだ」。 
1202 nesir@neyakun  ネ シリ ホ ヤク ン yakun ヤク ン は、 条件文を作る 接続詞の 
一つだが、 必ずしも仮定条件とは 限らず、 あ る状況を設定するだけで、 この場合のように、 
( …だ / する / したから ) と訳される場合も 多い。 61274-5, 1773 
1203 士 anearpa-anwa タネ アルパアン マ anwa の部分は 、 n が ウ の鼻母音のよ 
うになって、 アンマ と アウマ の中間の音に 聞こえる。 アン ワと 言いかけて途中からア 
ンマの発音に 切り替えたのだろう。 
1208 一 9g eneanwenpun/eneanwenka Ⅰ cC m エネ アン ウェン フリ / こ % ネ アン ウェ 
一 ・ⅠⅠ 3 - 一
エネ アンウェンカッチ ャム
ene an  wen  katcam 
( コ ロい コロココ 
(kor,)korko Ⅰ 
オカ イ ベ ネ クス 
okay  pe  nek ㎎u 
タホ ブラパ アン ワ 
士 ane  a印 a 二an  wa 
ネロク ウェンクル、 







アロン ヌ ワ 
a=ronnu  wa 
エ カン ク ニプ 
ek 圭 an  ku ⅡiD 
ア ネル ウヱ 
a 二ne  ruwe 
タバンナ」 
七む pan  na" 
セコ ロオカイ ベ 
sekor  kaype 
( ボナイスポロ ク 、 ポン‥． ) 
(Ponaynu-porku, 
pon  .. カ 
ポナイスポンクル、 
Ponay Ⅱ u,Ponkur) 
( ン、 オ 一 ) ポンプ / コ 
(n,o: Ⅰ pon  menoko 
エ コイソ イクク カネ 
ekoysoytgak  kane 
エヱパキク 
eepak 妊士 a
キマ @ コ サンパ 
kima Ⅰ lkos も lnpa 
ノヘヨク ・ ンリ 
































































? 1228  シユクンリ 身 じたくをした ォ 美子を 
アオモ ノ モモ 
a=om6mmomo 




オ シライ ソ    
oslraypa. 
オロ ワ / 
0 「owano 
1229 アオモ ノ モモ 私はこまごま 述べる。 
1230  パレ /  ネ コル そうして 
1231  ソイワ サンマ 彼は外に 
1232  オ シライパ。 出た。 
1233 オロワ / 一 それから 
ンカッチャム  (UT> Kl Ⅰ : 「wenpun ウェンプリ はくせ悪い、 wenkatcam ウ 
ェン か ・ y チ ャム は精神悪い」。 
12l0 kor kor  コロ コ。 初めの kor のⅠは ロ と か の中間の音色に 聞こえる。 後の 
kor のでは、 ロ の音色を持つ。 
1212 arpa 臣 aan wa アルパアン ワ ， an wa アン ワ の部分は 、 n ン の 鼻音が弱くて、 
awwa アウワ のように聞こえる。 
1225 eepa ㎡ ta エェパキ タ ( 引き続いて ) 。 eepakketa ェエ パッケ タ 、 eepakiun ヱ 
エパキ ウン ともいう。 す 181, 1245 
1226 kImatknaa Ⅱ Ipa キマトコ サンパ matkosanpa マトコ サンパ ( パッと立ち上がる ) の前 
にあ る種の強調を 表す ki. キ がつけられている。 (KM) : ( 前の行からここまでの 2 行 ) 
「 oarnanimatk0sanu  オアう ナ ニ ％ @ コ サンパ という」 ( 編者 注 :  (KM)  は -k0sanu 
コ サ メ [ 単 ] と・ k0sanpa  コ サンパ[ 複 ] の両方の形をもつているが、 (w) と (s) は 、 ・ kosanu 
コ サ メ は使わず、 ・ kosanpa  コ サンパ を単複の区別なく 使う ) 。 (K  K  i) : 「matk0sanpa 
マトコ サンパ ていうこと (を )kImatkosanpa キマ @コ サンパ てゆ つている、 matk0sanpa 
マトコ サンパ ていうの (が ) あ たりまえだ ( Ⅰ正しい、 適切であ る几 。 
1227 hayok  ハョ ク (W) (S) によれば、 ( よろいかぶとを 身につける、 武装する )。 
(KM) : 「 刀 やら、 いろいろなもの (を ) 体につける 丑 
1228  siyuk  シュク (KM): 「いくさに行くまかない (三身支度 ) 」。 (KKi): 「よろいやか 
ぶとやら着ること」。 
1229 a=om6mmomo アオモ ノ モモ す 115, 1084 
1230 pakno ekor パク / ネ コル [ そこまで・であ る      して / すると ] ひと区切り 
ついて、 次の事柄や次の 話題にうつるときに 使われる。 ( そうして、 そうすると、 それか 
ら 、 こんどは、 さて ) 。 『 金 虎杖」 ヮ か しパ 36: 「 Pakno-nekor 折 ふし」。 その 注 : 「双を承 
けて次を起す 接続 辞 。 そこまであ ると、 そこまでになって、 など Jor 大群 稿パ 「 pakno-nekor 
かくして。 折 ふし 、 前を承けて後を 起す接続詞、 そこまであ ると、 そこまでになって 、    
paknonekor そうすると 九
1231-2  ㏄ywas も rmma/osiraypa  ソイワザノマ /オ シライパ 外 へ出ることを 表現する 韻 
文 ロ調の備用句。 単数形 osiraye オ シライ ェ も使われる。 す 1849-50 
一 ⅠⅠ 5  一 
アラ パフ 4 コ






㎡ rok  ayne 
イルカ ネ コロ 
im Ⅱka  ne  ko Ⅰ 
( ネア 捌 
(nea  Si) 
アイエ D ククニ 
a=ye  Ⅰok  kⅡ 且 テ 
アコロシスタブ カ、 
a Ⅰkor  SilnUt む aiPka, 
( で ア一 れ:)a )7 二 コロチャシオロ kor 。 乙鯨 。 タ Ⅰ 士 a 
、 ンレバコ トム 
Slrepa  kotom 
アエ サン ニョ   
"" 。 """"'" 。 
ノくク / ネ コ 百 
pakno@ne@kor 
エエ バキ ウン 
eep あikd ⅡⅡ 
エアシリカ、 easlrk も ク 
( ア一 ) トウ カムイ ( ラム イ ) ライフ ム 
(a:)tulkamuy 
( Ⅰ あ m Ⅱ y) r あyh ⅡⅢ 
レ カムイ ライ フ ム 
rek み m Ⅱ yr み yhumIn 
ウフ ムトゥラ ン 
uh ⅡⅡ lt Ⅱエ も re 
ネロ クペ 
nero ， k膵 
オ ピック 
opit ぬ 
アロン ヌア / イネ   
a=ronnu@ a@ noyne, 





































コ 。 @  コ，一 と 
鳴り響いていて 
まもなく 
( あの シ ) 
あ の 


























Ⅱ t Ⅱ ど"tu"" 
オ ピッタ コン ヌ ワ 
opltta  ronnu  wa 
イサム コ トム 
㎎ あml ko Ⅰlom 
1255  ウ トゥラトゥラ している、 
1256  オピッ 一タ ロシス みんな殺して 
  
1257  イサム コ トム しまったように 
1234-6  .‥ humko ノkotunimimse/kokewrototke  . ‥フムコノコトゥリ 3 ム セ / コケ ウロ ト @ ケ
神や神のように 強い英堆や死霊などが、 ものすごい昔を 立てて飛んで 行ったりかけめぐっ 
たりすることを 表す常套表現。 いろいろな叙事詩によく 出てくる。 -ko,ko- コ は 、 叙述 
をにの場合は 研昔の叙述を ) 導く小辞。 (KM) : 「すごい 昔 ( が ) して (= 昔を立てて ) 行 
く J 。 tunini@se トゥリ ミムセ は (S) : 「飛行機の爆音のような 音を表す」。 r大神聖」ゃ中 謡 
4 の注 6 : 「 く tu 「i ( 延ばす ) 「@r@ ㏄ ( ズシンズシン と 物音を立てる ) ならんか。 ずっと 長
く 続いてズシンズシンとか、 ゴロゴロというような 音を立てる」 (編者 注 : この tuni を
「延ばす」とする 解釈は あ りえない ) 。 (KS i) : 「響きわたる J。 「音声 7 、 8 、 9] では、 「プ 
ルンブルン と …」と訳した。 kewrototke ケウロト t ケ は 、 『大神聖Ⅰ神謡 4 の注 5 : 「 keu 
( あ々となりとどろく 昔) 」、 この語の解釈は「轟々となり 響く、 鳴動 し 鳴動する」。 (KS i) : 
「ゴロゴロ響きわたる、 富 みたいに。 tun@@se トゥリ ミムセ よりもこのほうが 大きい」。 r 音 
声 7 、 8 、 9J では「ガラガラ」、 「バリッバリッ」、 「ゴーゴー」などと 訳した。 す 863-4 
kewrotntke/yasrototke 
1239 a 亡 vyerokkuni アイス ロク ク二 (KM) : 「言ったとおりに」。 しかし、 叙事詩の言 
い方からみると nemanu ネ マヌ ( 世に言う、 いわゆる )と同じようなことであ ろう。 文
脈からもそのように 取れる。 
1245 eepaki un エ エ バキ ウン < く そ㈲に引き続いて /<, eepaki ta エエパキ ク 、 
eepakketa エエ パッケ タ ともいう。 す 181, 1225 
1247-8 %ukamuyrayhum/rekamuyrayhum トゥ カムイ ライ フムイン カムイ ラ 
イ ブム tu. ‥ re-  トゥー レ … の構文、 0551 づ 。 kamuy カムイ ( 神 ) は、 この場 
合、 神のことを言ってはいない。 実際に殺されたのは 使用人一族の 人間であ る。 (KM) : 
「殺された者が 死んでいった 音が聞こえる」。 (KK i) : 「二人死に、 三人死に」。 
124g uhumturare  ウフ ムトゥラ ン け ・ hum-tura-re 互い・ラ ・を伴う・させる ]直訳する 
と ( みんな一緒に 昔を伴う )。 (KM) : 「親子兄弟みんな 一緒に殺されるからだろう」。 
(KK i) : 「昔が一つになっている」。 
1253-55 keray wenkur ne kusu ソ‥ ケライ ウヱ ンクン ネ クスⅠ… keraV ケライ 
については a.1132 。 直訳すると ( 貧乏人だけあ って 、 掻い昔が相伴って 行っている )。
(KM) : 「 wenkur ウェンクル ( 二 貧乏人 ) だから昔が軽くいく」。 (KK i) : 「 wenkur ウェ 
ンクル だから軽く行く 昔がする、 二人姉人連れになって 行く」。 ダ 1132 
1256 opittaronnuwa オ ピッタ ロシメ ワ ( 皆殺して ) 。 主語は 3 人称で、 ポ ナイスポ 
ンクル。 すぐ前の 1252 では、 a,ronnu アロン ヌ と、 a 。 ア をつけて ( 殺された ) という 
意味の受け身の 言い方にして 言っている。 










イルカ ネ コロ 
Inik あ ne ko で
ヘト ポ木ロ； 
het<opo  horka 
エクフム コソ チ 
ek@ hum@ konna 
コトウり 3 々 セ @ へ) 
ko 血 Ⅱ mim ㏄ (he) 
キ ロクアイ ネ 
ⅢⅠ ok  ayne 
( イ ) イルカトム ク ( ハ ) 
(i)lr Ⅱ ka 士om 士 み (ha) 
7 フ プワ アラキ。 
ahup@wa@arki ・ 
@ ゴ ヤ ョ パラ セ 
(e 力 yayoparaSe   
エチウ カネ 
eciw  kane 
「ウェンクルウタ ラ 
"WenkU Ⅱ lltaa Ⅰ 
オ ピック 
opltta 
ウッシウ 。 ""'w  ""  ウタ  士もラ
ウココ 。 パワ 
皿 okoma  wa 
オビック 
opitta 
アウ コロン ヌ    
a 二Ⅱ く6 「Onnuwa) 
エカシ ルウエ 
ek Ⅰian  で uwe 
エネ enean  アン ヒホ hineyakm ヤク ノ 
ォロ ヮ / 
orowano 
クパ、 ノテ ヮ / 
ぬ pan 士 e wano 
1258  アイサン ニヨ 
1259  イルカ ネコ r 
1260  ヘトポ 木ロ ヵ 、 
1261  エ ーク ムコンナ 
12f62  コトゥリ 3 ム セ 
くへ ) 
1263  キロクアイ (へ ) ネ 
1264  け )  イルカトム 
タ一 ( ハ) 
1265 アフプワ アルキ。 
1266  (エ一 ) ヤヨ パラ セ 
1267  エチ ウ カネ 
1268  「ウェン 一 クル ウ 
ク フ - 
1269  オ ピッタ 
1270  ウ ソシウ ウタル 
1271  ウココ ) レぐワ 
1272  オ ピッタ 
1273  アウコロン ヌワ 、 
1274  エカ シ ルウェ 
1275  エネ アニ ホ ヤク 
  
1276 オロ ワ / 
1277  タ パンテワ /  一 
一 118  一 




















タバン フ @ カチ 
ぬ pan  ma 士 Ⅱ k ci 1278  タパンマトカチ この子を 
チピ げ二 リカレス Pl 「 ka 「eSU 1279  チ ピリカレス 大 "。 
イレスサ ボ 
Ⅰ r ㏄Ⅱ S ゐp0 1280  イレスサ ポ 養い 姉よ 
エエカラカラ ワ  
e 二ekapkar wa, 1281 エヱ カル 力ルワ、 育ててくれ 
@ づ オカアンク ニプ 
(ha:)  oka Ⅰgan  kulnlip  l282  (ハ一 )  オカ アン 暮らしていく 
クニプ 
125g iruka ne kor イルカ ネ コ r ( 二 コロ ) kor コ 。 のⅠは、 はつきり聞こえない。 
126l ekhum エ ー ク（ ( Ⅰ エク フム )   語が続いて e:kum と発音されている。 
1 ㏄ 4 lrukatnmta  イルカトム タ [iruka.tom.ta  短い間‥‥の 間・に ]  (ちよつとの間 
に ) 。 r 萱 辞典」 : 「イルカ ドムタ [iruka tumm ta] ちょっとの間 ム この語り手の 言葉では 
tum ドム ( 圭 トゥム ) ではなく tom トム。 (KK i) : 「ちょっとの 間に ( もどって来た ) 」。 
1265 ahup wa  アフプ ワ 千歳の白沢ナベ 氏は ahuppa アフッパと 発音していたが、 こ0秒流 方言では ahupwa アフプワ とい つ 、
1266-7 yayoparase./ec;w ka Ⅱ fe ヤョ パラ セ / ェ チゥ ヵネ Vayoparase.ec@ Ⅳ ヤョバラ 
セェ チ タ という長い語が 2 行に分かれている。 r命 虎杖」ワカルパ 1552-3: 「 yaioparse./ 
chiurekane , 快哉の叫び る / あ げつつ」。 その 注 : 「parse アア よ い 気味だと叫ぶ 、 悪いも 
のが悪い最後をしたときに、 いい心持ちだと 発表すること。 "parse-kor ㍗Ⅰあ あ いい気味 
だ !J など。 em@ はさう いふ 声を発する 意 。 yai-oparse-ch@re は自身をして 快哉の声を 
発せさすといふ 言い方。 自分であ あ よい気味だと 呼んだ」 ( 編者 注 : 「呼んだ」は「叫んだ」 
の 誤植 か ) 。 「 金ュ集 9 Ⅱ p.156)3242-3 にも同じ句があ り、 その 訳 : 「 出 かした出かしたと / 
ほ のつ つ」。 その 注 : 「万歳と呼んで 降りて来たこと」。 この叙事詩の 語り手 (W) の言葉で 
は、 「あ あ いい気味な」は parse-kor , ヰセコロ とは言わず、 para:sekor パラーセコロと 
一  目" - @" つ 。 Ⅰ 萱 辞典 ] でも同様。 また、 (W) の言葉では、 自動詞 parase パラ セ は《 雪 やぬか 
や火の粉などが ) パーツ と 飛ぶ ) であ り、 parse ハ ル セ は (( 人が ) ボーッ と 燃え上がる ) 
で、 別語 であ る。 para:sekor パラーセコ ロ や yayoparaseec@ ヤョ パラ セヱ チウ の 
para ㏄パラ セ が parase パラ セ ( パーツ と 飛ぶ ) と関係があ るかどうかは 不明。 どちら 
もめ ara- ㏄ ( 擬態 ) …・という / となる ] であ ろうが、 別々の擬態語であ ろうとも考えられ 
る 。 parse パラ セ とは関係がないと 思われる。 rバ 辞典 ] には、 yayopara ㏄-ec@  は戟 っ 
てい いが、 「 parasekor0 喜 びの 叫 び 、 eXcl. Hu 血 ah 」は出ている。 (KM 、 KK し 
HHa) ら 、 現代の話者は、 yayoparaseec@  ヤョ パラ セェチウ という言葉を 知らない。 
(KM) : 「親から子ども 全部、 ㎎ま w ウッシウ ( 二 使用人 ) あ と ( 二 たち ) までみんなぶった 
ぎって殺してしま つた 」。 (HHa) : 「yayoterkeeciw ヤョ テレ ケ ェチ ウ だら ( 二 なら ) 怒 
ってとんで入ってみんな 殺した、 yayopa 「 aSe ヤョ パラ セ だったら飛んで 行ってしまうこ 
とだからおかしいん (KS i) : 「居丈高に九 
1274% .‥ ruwe ノ eneanhineyakun . ‥ ハウヱ / ェネ ア ニネ ヤクン 直訳すると (    
したことは / このようであ るならば )。 01202,1773, 1795 
1276 0rowano  ガ ロ ワノ < それから ) 。 次のことを言う 前に置くただのつなぎ 言葉。 














オロワ / スイ、 






クネ アナク ネ 






iwanke ku ⅡI ?
アネプネ クス 
a 二nep  nek ㎜ 
アコロ サ ボ、 












ウサ サランベウ ィベ 










「 メ / コ アナク 












1284  オカイ ペタ フネ 
128S  ポ ナイスポンクル 
1286  ウタイ ェ カ ネ 
l2R7 アフプワ アルキ 
1288  オロワ /  スイ、 
1289  (へⅡ オカ アン ル 
ウ ニ 
1290  タネ アナク ネ 
1291  トゥサーク ニプ 
1292  イワン ケクニプ 
1293  アネプ ネクス 
1294  アココ サポ、 
1295  (エ一 )  ケムネ 
ヤッ ； 
1296  ウサ サランペ ウ 
イペ 
1297  サウォクタ 
1298  イサム・オクタ ( ン) 。 
1299  「 メ /   アナク 
1300  ケメイキプネナ 
1301  ホクレケ メイキ」 
、 ンコル 
一 120  一
のだからな」と 
いうことを 


















宜 Ⅰ ye  p  ne  k ⅠS Ⅱ 1302  イイエフ ネクス 言うので 
ネ サランペ 
ne  saranpe 1303 ネ サランペ 私はその絹の 布地を 
1286 utayekane ウクイェ カネ ( 言いながら、 言って )。 utaye ウクイェ は叙事詩の言 
葉 ( 雅語 ) で、 意味は C 言う ( 二 ye イェ )> 。 その語源は ト u-ta.ye ( 謡うときにリズムを 整え 
るために加えられる 昔@ ほらこのと お Ⅱ語勢を添える 片言う ] だと思われる。 これまで 
の文献を見ると、 久保寺、 金田一、 菅野 は 、 u ウ をつけず、 taye または taye タイ ェと 
書いている。 [ 補 K : 金成まつの筆録に utaye の例があ る。 ] r 大神聖Ⅱ p.607) 神 3 「taye 
kane 言ったので」の 注4 : 「 yekane 言い、 つつ ( て) と同じであ る。 ta は中称指示代名 
詞 「そこ」なれど、 ye( 言 う ) という動詞の 先に立って、 語勢を強める 修飾助辞の働きをす 
るのみであ るから、 省略してもいいが、 謡 いづらくなり、 散文的になろうかと 思 、 ぅ 」。 r 司
書 ] 神 8 「 taye Ⅵ na い いたりけり」の 注 5 、 および 神 20 「 tayepekor いったよ う に」 
の注 6 にも、 同様の記述があ る。 r 久辞稿 」 154,909 にも似た用例が 出ている。 r萱 辞典」 : 
「タイ ェ カネ しゃべる、 言 い 並べる、 まくしたてる (ュ ) 」。 しかし、 この語り手 (W) や
その 妹 (S) は、 叙事詩を謡 う ときだけでなく、 節をつけずに 語るときにも、 u. ゥ をつ 
けて utaye ゥクィェ と 言 う から、 この話者たちの 場合は、 この語の語頭の u ウ は 、 他 
の いろいろな語の 前に、 叙事詩を謡うときにリズム 合わせのために 加える母音とは 違う。 
そうではなく、 彼らは utaye ウタイ ェ ( 言う ) という語形を 持っているのだと 見なければ 
ならない。 ただし、 (W) が、 この叙事詩の 中で l 回 taye タイ ェ という形を使っている 
( ロ 1824) 。 つまり、 (W) は、 utaye ウクイェ と taye タイ ェ との両方の形を 持ってい 
ることがわかる。 (S) も両方の形を 持っているかもしれない。 もともとは、 動詞 ye イェ 
( 言う ) の前に、 語勢を添える 副詞 ta ク ( ほらここに、 ほらこのとおり )が置かれ、 さら 
に、 歌うときには、 リズム合わせの u- ウ が 加えられたものであ ったろう。 つまり、 ye 
kane イェ カネでは 3 音節のところに、 ta タ を 添えて 4 音節にし、 謡う場合にはさらに 
行の頭に母音 u ウ を 置いて utayekane ウタイ ェ カネとすれば 5 音節になる。 そのよ 
うにして歌われていたのであ ろう。 しかし、 (W) (5) の時代には、 そういう語源は 忘れ 
られて、 utaye ウタイ ェ 全体が、 taye クイ ェ と 同じく、 日常語 ye イヱ に対する雅語 
の 1 語 として使われるようになったものであ ろう。 す1316, 1824 
1296 saranpeuWe  サランペ ウィ ペ [ 絹 ，切れはⅡ。 
1297 sawokuta  サゥォクタ [sa-w-o.kuta 前 Ⅱ挿入首 卜に ・ザッ と 出すⅠぶちまける ]
( たくさん出してきた )。
1298 @am okuta  イ サム オクク 直訳すると ( 私のそばにドサッとたくさん 出した )。
(KK i) : 「 i,sam esikte イ サム ェシクテ (= 私のそばをそれでいっぱいにした 巨 私のそ 
ばに ( それを ) いっぱいに置いた )とも いう上 
1302 i=ye pne kusu  イイ ヱプ ネ クス (M 姉が ) 私に言ったので ) 。 言う相手が自分の 場 
合 ( ときには相手であ る場合も )、 その人を ye イェ の目的語として、 目的格人称接辞をつ 
けることは、 叙事詩だけでなく 日常会話でもよくあ る。 第三者の場合は 多く eun エ ウン 
( …に / ヘ ) を使って、 h 巨poeun k.u=ye ハポ エウ ン クイ ヱ ( かあ さんに言う )のように 
言う。 [ 補 K: 「 金ユ集 3J 6649 には、 … otta ye の例が出ている : 「 akoruna 印 eotta/ 
yewa ikoreyan 」。 ]








wa   
a=hankeyompa 
アトゥイマヨン パ 
あ "tUy ⅠⅡ "y0mp" 
ア コロサボ 
a,kor 蕊 po 
ア コロン く レコ 口 





、 ンバルイ ナ 
siparuyna 
「 イ ネロ クベ クスン 
' ㌔ne Ⅰ IOk Ⅰ 把 ku ㎎Ⅰユ Ⅱ
エアシカイルウェ 
e=%kaymwe 
オ カヤ」 セコ口 
0ka  ya"  ㏄kor 
オカ メ ペタ フネ 
okay  W taPne 
ウク イスカ ネ
utaye@kane 
アナク キコロ ； 
anak  u ko Ⅰ ka 
ウ トゥル フ タ 
u ね ⅡⅡⅠ u  t も
シセ ンビル ン   
sISemplr ⅠⅡ l wa 
シキリバ キコロ 
s ℡お rpa  kikor 
エビト ウントウ ンケ 
epitu Ⅱ mke 
ェビタッタラケ 
ep れももも れ Ⅰ ke 
キ コロアン ペ 
kiko で an  I獲 

























1320  シキリ パキココ 
1321  エピ トゥントゥン ケ
1322  エ ピタッタルケ 
1323  キ コランペ 






















ne  k0tom 1324  ネコ トム ように 
ア エサン ニヨ 。 
"" ㏄ """'y0" 1325  アイサン ニョ 。 思われた。 
キ カネコロ 
Id@kane@kor 1326  キ カネ コロ そのようにして 
オカ アンアイ ネ 
oka=an@ayne 1327 オカ アクアイ ネ 暮らしていて 
クネ アナク ネ 
ぬ ne anakne 1328 タネ アナク ネ いまは 
セモ ホンルイ / 
㏄ mohonmyno 1329 セモホンルイ / しばらく 
1304 a=uyna ki wa ア ウイナ キ ワ a=eUyna アェ ウイナ のように聞こえるが、 
(KS i ) に聴いてもらったところ、 a-uyna ア ウイナ だとのこと。 
1305-6 a 自ハ hankeyompa/a 吋 uymayompa アハンケコンパノアト ウ ィ マ コンパ yomo ョモ 
[ 朝 /Ayompa コンパ [ 複 ] は [ 他動 ]< …を縮める ) 。 直訳すると ( 私は近くちぢめ 、 遠くち 
ぢ めた ) 、 伝承中の少女が 、 少し大きくなると、 この物語のように 針仕事をさせられる。 
(W 、 S) : 「うまく刺せないので、 布があ ちこちつれて 縮んでしまうことを いう 」。 ここか 
ら 20 行ほどの部分は 、 細かい言い方に 違いはあ るものの、 そうした状況で 出てくる、 ほぼ 
決まった表現であ る。 (KM) : 「大きいものも 小さくしてしまう」。 (KK i) : 「近く刺した 
り 速く刺したりしてちぢめてしまう」。 (KS i) : 「針目 ( が ) 遠かったり近かったり」。 
(KM) と (KK i) の二人の女性話者は、 ひと昔前の (W) や (S) と、 ほぼ同じ解釈を 
している。 [補 K : 運針すると 指元 にしわがよってくる。 それをし ごいてしわを遠くへ 押し 
やり平らにしながら、 さらに針を進める 動作を指しているのではないか。 ] 
1309 orowano  オロワ /  ( それから ) 。 とくに積極的な 意味のないつなぎ 言葉であ る。 
す 1276 
1310-l Ⅰ yettmuyna/siparuyna シイェトゥ ウイナノシ バルイ ナ [ 弘-y,etu.uyna 引 -pa て  
uyna 自分 ( の ) . ( 挿入首 ) . あ ・を取る 自分 ( の ). ロを・取る ]両手を鼻と ロ の前に当て 
てふさぐ。 ひっくりしたことを 表す仕草であ る。 起源は 、 魂が抜け出すのを 防いだものだ 
っ たと言われている。 菅野茂氏の仕草を 見ると、 右手で口をふさぎ、 その上に左手を 重ね 
て 鼻をふさぐ。 uyna ウ ィ ナ は、 独立の他動詞としては、 二つ 以上のものを 取ることを 表
す話だが、 車や ロ は一つであ っても、 これらの語は、 この形に決まっており、 一つを取る 
ことを意味する uk ウク は使われない。 
1313 e,askay エアシカ イ easkay エアシカ イ [ 他動 ] < …が上手 ( じようず ) であ る / でき 
87 と 同じ発音だが、 この e- は人称接頭辞 ( あなた ) 、 askay アシカ イ は [ 自動 ] < 上手 
であ る ) 、 (W) によれば、 主に針仕事 (縫 い物や刺繍など ) が達者なことを 言 う 。 
1316 u Ⅰ ayekane ウタイ エ ク サネ Ⅰ 1286 
131 ㌻222  %sempI で lunwa ソ ‥ シセン ピル ンワ Ⅰ    ロ では大げさにほめたが、 後ろを向 い
て クスクス笑っている。 いつもこの場面で 出てくる表現。 (KKi): 「後ろさ ( 三に ) 向けば 
鼻 笑いしている」。 「 ep 珪 muntunke エピ トゥントゥン ケ と ep 廿 zattarke エ ピタッタルケ と 
は 同じ、 鼻 笑いして 腹 なかさ ( 吉 おなかの中で ) クスクス笑っていること 上 
1329  semohonruyno  セ モれ シ ルイ / [sem-ohor. 甜 y.no (否定 ). 長時間であ る・激しい  
一 123  一 
オカ アン コ ロ 
oka Ⅰ :an  ko 「 1330 オカ アンコ 口 たって 
オロワ / 
orowano 1331 オロワ / それから 
ネシ ナック ス 
n ㏄ inakk ㎎は 1332 ネシ ナック ス なんとも実に 
ア エアイ カプ クニ プ 
a 二e 乙ykap  k下 ⅡⅠ ip 1333 ア エアイ カプ 私のへたな 
ケメィキネアワ  クニプ 
kemeyki@ne@awa ， 1334  ケ メイキ ネ アワ、 針仕事であ ったのだが、 
ア カラワアン ベ 
a 二kar  wa  an  P 。 1335  ア カラワアン ペ 私の作った着物の 
トゥルウトウ @レ 
血 m u 抽 ru 1336 トゥルウトウ ソレ ヲ巨 U しゆうしたう 宰モの 
レルウ トゥル 
" 。 m "t""" m337  レルウ トゥル 間 あ いだから 
トウペケ レチユプキ 
抽 Ⅳ ker cWM 1338  トウペケッチ ュプ 何本もの 
レベケレチュプキ 
キ 
re@peker@cupki 1339  レ ペケッチ ュプ " 線" 
チヱオ エロ シキ 
キ 
ceoeroski 1340  チェオ エロ シキ さしている 
( 副詞形成Ⅱ直訳すると く あ まり長くたたないうちに )。 (KK i) : 「しばらく ( いた ) 」。 sem  
セム については、 『知者作 4」 ( 語法概説 )p.140 :「 DP パ U0ti ひ e setakno 暫時、 sem  
setakno  久しく ;ohonno  久しく、 sem.ohonno  暫時 ;田P のlo 用tive (或は e ゆ Ifti ひめ 
sem-iporkan  t0ine  kane  面色土色になってげ幸 神謡」 p.86);kanantan0-kane  a.sem  
sh@ksama chikurure ㏄ユーカラの 研究」 p.875; 前者は「顔色ったらまるで 無い」の 只
持 、 後者は「見るともなく 見ないともなく」の 気持ち )」。
1331-4 orowano/nesinakkusu/a-e ゑ 3yk pku ㎡p/kemey ㎡neawa オロワ / ノネシナッ 
クスノアエアイ カプ クニブイケ メイキ ネ アワ く KK i) : 「できないと 居、 つていた 
kemeyki ケ メイキ ( 針仕事 ) ができるようになった」。 nesinakkusu ネシ ナック ス は初出   
意味は不明。 (KS i) : 「なんとまあ 、 私の針仕事、 へたなもの針仕事であ ったけれども   
いまになると J 。 「 金ュ集 9 」 ヮヵルパ 3734-8:rap0k@e ta/neshinak kusu/apa 0 
ktini/aerampeutekpe/ch@ene awa そのときに / どういうわけでか /戸口がついて ぃ
るか / 我にはわからぬ / 家であ ったが」。 一方、 久保寺は、 r大神聖 j(P.464) 神謡105 、 62 
打 日前後、 本資料のここと 似た文脈で、 次のように解釈している : 「 oWano/neshnak 
kusu@ 6)/a ・ e ， aikap@ kusu@ he/iki ・ an@ rokpe/a ， kar@ wa@ anpe/ru@ tur/o ， tu@ chupki   
r ㎡otuchupki(y)a り， / ひ rechupki-ru (orechupki.(y)ai)/chi-o-e-roshki それより / あ れ 
ほどまで / 下手にてあ る 故か / わが拙くなせる / わが刺繍なりしを ノ 針目の間に / 二重の 
明光 ( 二重の光線 )/ 三重の明光 ( 三重の光線 )/ さし映えて」、 その 注 (P.703 の注6)   
一 Ⅰ 24  一 
「 neshnak kusu  く nesh (推辞 ) ne ( であ る ) yak ( 助言 可 ) < …ならば > ; あ れほどまでに、 二 
ene hetapn 句 。 これは、 (KS i) の 訳と 合う。 nesinakkusu ネシ ナック ス の 語 構成が 
け ㏄ (,n ㏄蹉 ㎞ ak (,¥hinak).kusu ( いぶかり @ どこ・のために ]だとすれば、 原義は ( い
つたいどうしてだかわからないが ) ということになり、 『 金ユ集 9 」の金田一のような 解釈 
ができる。 しかし、 このような 話 構成は考えにくい。 久保寺の分析のようにⅡ nesi.ne,yak- 
kusu 強め・であ る・ならば・こそ ] が語源だとすると、 久保寺、 菅野のような 解釈のほか 
に 、 全く違った、 次の補注のような 解釈もできる。 [ 補K  :nesinakkusu  について 「 金ュ 
集 2J  (P.447) 30 と「司書 J  (P.455) 93 には、 Orowa  neshi 、 つまり orowano  を後置 
された語勢助詞でつよめた 語句が見られる。 ここの nesinakkusu  もそれと同じく、 
orowano+nesi にさらに先行する 語句をきわだたせたり、 とり立てて云うときの 助詞 
anak  を加え、 さらに副詞 (句) をつよめる kusu  を付したものと 考えられる。 副き引句 ) 十
anak 、 高 Ⅱ 詞 ( 句)+kusu  は常用の語法であ るⅠ 金ュ集 g Ⅱ p.176)3734-8  の rapok@eta/ 
neshinakkusu. ‥も同様に、 「 ( 今はさておき ) そのときには、 家に入口があ るとは知らなか 
っ たので」の意であ って 、 「その当時」を 強調したものにすぎず、 金田一の「どういうわけ 
でか」は語句の 訳ではない。 久保寺も折角語形分析をしながら、 それとは 虹 関係な語義を 
結論しており、 「あ れほどまでに、 。 enehetapne 」はもとより neshnakkusu の語義ではな 
い。 1331-4 は 、 「それからもずっと (それからもやはり )針仕事は下手だったのでⅠの 意。] 
( 編・ 者注 .awa アヮ は「ので」ではなく、 ここでは ( …が ) 。 ) 
1336-7 tu ru uturu/re uuturu  トゥ ル ウ トゥルイン ル ウ トゥル tu. ‥ re,,.  ト は 、 ( 二つも三つもの、 たくさんの )、 び 551-3 。 ruuturu  ルウトゥル [ 通っ 
た 跡 ・の 間コは 、 この場合、 針 ・糸の通った 跡( 縫い目、 縫った / 刺しゅうした 糸のところ )
の間を指す。 あ ちこちの縫い 目の間。 
1338-40  tu peker cupki/re p ker cupki ソー トウ ペケッ チ ュプ キノン ペケッ チ ュプ 
キ / … tu.,. re.,. トゥー レ … ほ ついてはす 551-3o peker ベケレ は ( 明るい ) 、 
cupki チュ プキ は [ 日 7 月・ 光 ] で、 この場合は明るい 日の光。 非常に美しいことを 表現す 
るのによく、 日の光がさすほどであ るという。 (5) は、 そういうことを 日本語で言うと 
き、 「後光がさす」と 表現していた。 ここでは、 へただった針仕事がじようずになって、 で 
きあ がった着物から 光がさし出るほどに 美しくできるようになったと 言っている。 
(KS i) : 「二つの明るい 日の光、 三つの明るい 日の光がさす、 日の光がさすほどにきれい 
たんこの常套表現について、 (KM) Ⅱ cupkiyay チュ プキ ヤイ という」。 (KK i) : 「 turu 
uturu/re uuturu/hetuku cup ne/cupkiyay ne/situ ㎡トゥ ル ウ トゥルイン ル 
ウ トゥル / ヘトゥ ク チュ プ ネ / チュプキヤイ ネ / シ トゥリ という、 その意味は、 作った 
cikarka 珪 eチカラカラ ぺ が日の元のように 美しく光る 、 月がさしてきれいだ」 (編者 注 : 
( たくさんの刺しゆうした 糸の間あ いだが、 さしのぼる朝日のように 明るい光になって 伸び 
て (= 光がさして ) いる ) 、 cupkiyay チュ プキマ イ は [cupki.y-ay 日光Ⅰ月光Ⅱ挿入 首@ 
矢 ] であ ろう ) 。 『大神聖」 神 105 の上掲箇所にもこの 語が出ている。 す1331-4 の 注 。 
1340 ceoeros ㎡ チェオ エロ シキ はっきり聞き 取れない。 c色 woeroski チェ ウク エロ シキ か 
もしれない。 そうならば [c(i)-e.w(=u)-o.e.roski ( 中和 )  ( そこ ) に・互い・の 尻・のとこ 
ろ ・を立てる ]で、 <( 縫い目のところに ) 次々に連なって / 並んで / 続いている ) 、 つまり、 
縫った、 刺しゅうした 糸のそこらじゅうから 日光のような 明るい光がさし 出て輝いている   
という意味になる。 u.o.e-roski は、 uwoeroski ウウォエ ロ シキ という形で、 叙事詩の中の 
常套句 kapa 印e itank@kapa 印 eotcike ノ uwoeroski カ パラペ イタンキ / カ パ ラペ オッ 
チケイ ウウォ ェロ シキ ( め りものの ( 直訳すると、 薄ものの )お椀 、 め りもののお膳をたくさん 
一 - 125 一 
セムコラチ 
Sem  aclk  o Ⅰ .
ア カラ ワ アン ペ 
a 左kar waanPe 
ピリカルウェ 
pirka@ruwe 




クシ ネ ヘネ 
kmne h0ne 
トカプ ヘネ 
tokap  hene 
ケ メイキパテ ク 
kemeykipatek 
ア コシネ アニボ 
a=kosineanipo- 
エニトモム   
enitomom@ wa 
オカ アン カトウ 
oka=an  katu 
アオモ ノ モモ。 
a"omommomo, 
アコロサポ、 
a"  k  orS も " po@ 
イ ネロ クペクス 
inerokPe  ujSu 
モナク ピリ ； 
monak  pirka 
ルウェ アン ペ 
ruwe@ an@ pe 
クシ ネイ ワ アンコ ロ
ku Ⅱney Ⅴraank0r 
テクス @ ナワ 
も ek 偲u もna  wa 
ヤ ・ンケアヤシ ケ ワ 
y 俺 ke  a y 俺 ke  wa
ピ @ カ スケ 
PI 「 ka  S ℡u Ⅱ C 



















1357 クン 不イワ アン 
コ ロ 
1358 テクストナ ワ
1359 ヤシ ケアヤシ ケ 
ワ 
1360 ピリカスケ 



















ごし ごじ 洗って 
ごちそうを作るのに 
エヤ イケ ス フ ； 
eyaykesupka 1361 エヤ イケ ス フ ； かいがいしく 
エ ワク力 み 、 
ewak  kane, 
( 々 づパ ロチョ スケ 
(m り p""0     " Ⅰ㏄ 
イユ カラカラ 
Ⅰ 二 ekarlkar 
キカ ネ コロ 
klkane ko で 
1362 エワク カネ、 立ち働いて 
1363  (ンⅡ パ ロチョ 私の食事のしたくを 
スケ 
1364  イイ ェ カラカラ してくれて 
1365  キカ ネコ 口 いて 
並べて… > C 「音声 8J (5 ユ カラ ) など ) のように使われて、 ( たくさん並べる ) ことを表 
す、 す 174-6o ci.oerosM チオエロ シキ の例は、 『金ユ集 」 やド 入神聖」にも 出ているし、 
1331-4 の注に引用した 神謡にも出ている。 この資料の 386 にも、 同じ語が、 違った文脈 
で c6erosM チョ ェロ シキ という形で出ている。 (KS i) : 「チェ オ エロシキ」。 
1349-50 a=ko あ hea ㎡ po./enitomom wa ア コシネ ア ニ %/ ヱニ トモ ン マ ( わき目もふ 
らずにそればかりに 集中して ) 。 kosineanipo コシネ ア ニポ は 仏 0.sineani.po ( そこ )
に ・一つのところ・ け旨小 辞、 強調 )] 、 この ko. コ は 前の行の kemeykipatek ケ メイキ 
パテ ク ( 針仕事ばかり ) を受ける。 enitomom ェニト モム は、 r 知分 人 」 p.26: 「見つめて 
いる、 く enitomomo く enutomomo く eそこに於て、 nu 目を、 tomomo 集中させる上そこ 
にⅠ 金 聖典， lP.l00 の m 例が引かれ、 解釈がつけられている : 「 tomi-ka  nuye/sirka 
nuye/ko-sineani/a-enitomom  宝刀の表を刻み / 宝刀の鞘を彫り / そのために一つの 
所を / 払 わみつめていた、 宝刀の輔の彫刻に 私わ 没頭していた」。 (KK i) : 「ひととこ ば 
かり見て kemeyki ケ メイキ ( ニ 針仕事 @ を ) やっている、 刺しゆうしたとこ (ニ ところを ) 
見ながら刺しゆう ( を ) やっている」。 
1358  Ⅰ eksu 毛 hhna  wa  テクストナ ワ [tek.sut,na  wa 手 ・のⅠ 十け根 ・のほう へ ・ か司 
1358-9 は 、 (KM) : 「手首から ( ちゃんと 手 ( を バ光 って ) 」。 く KS i) : 「手のうらもがもて 
もきれいに洗う」。 (S日常語Ⅰに ku 亡 ttemsutnawaku,yaskeaku-yaskea クテ ムストナ 
ワ クヤ ンケ ア ク ヤシ ケ ア ( 私は袖を肩までまくり 上げてよくよく 手を @った ) があ 
る。 これも、 ここと同様、 料理をするときに、 特別に清潔によく 手を洗うことを 言って お 
り 、 語 構成も [tem.sut-na 腕 ，の付け根・の 方へ ] で、 本 資料のこの場面と 似ている。 し
かし、 tem テム ( 腕 ) に対して、 tek テク は、 手 全体を言うときにも 使うが、 狭義には手 
首から先の部分をさし teksutnawa テクス @ ナ ワ は ( 手首から ) 。 
135g yaske a yaske wa  ヤシ ケ ア ヤシ ケ ワ ー a -a  - ア … ア ( …してしてし 続 
ける ) の構文で、 yaskea yaske awa ヤシ ケアヤシケア ワ が期待されるところだが、 
後の a アは 聞こえず、 yaskeayaskewa ヤシ ケアヤシ ケワと 言っている。 (KS i) : 
「あ との ア はつかないこともあ る」。 
1361-2 eyaykesupka/ewakkane  エ ヤイ ケ ス フカイ エ ワク カネ す 17L3 
1363 paro  c=6suke  パ ロ チョ スケ par(o) 0suke パロ オス ケ は [ 連 他動 ] 卜 aro-0. 
suke 口は斤属形 ). のところに・ 料理を作る ] ( …の食事を作る ) 。 枝頭している c 。 チ 
は 、 他動詞を動名詞化する 接頭辞で、 ci, チの i が 母音の前で落ちた 形 。 す 1108-10 
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カムイ ネ アンクル 
kamuy@ne@an@kur 
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(a:)@itak@hawe 
エ ネオ；  
ene oka hi 
「イレスサ ボ 
' Ⅰr ㏄ u  s 俺iPo 
ィ タカンチキ 
れれ k 二an  cⅡ 廿 
ウ ウォン ネ レヤン。 
uwonnere  yan. 
クアウニ ク 
  a  a ⅠⅡⅡ 1 ぬ 
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そうして い て 
私も今はもう 









私が 濤ぅ ことを 
よくお聞きなさい。 
このわれわれの 家で 




アネ ワク フネ 
a=ne  wa  tapne 1386  アネワ タ フネ 私はあ る 
アナンルウェ 
乙 n 二 an Ⅰ uwe 
??
??コ ロカ イキ 
korkayk け 
アコロユピ 
       皿 'p' 
イレス ユピ 
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1387  アナンルウェ 
1388  々 キ コルカイ キ、 
1389 アコ Ⅰ ユピ 
1390 イレス ユピ 
1391  ネヤッカニ 
1392  アッチェタアン 
ルウェ 
1393  ネヒネヤッ ； 
( ン) 、 









1369 tanenekusu  タネ ネ クス kusu がついているが、 原因・理由や 目的の意味は 特 
になく、 全体で ( い まは、 い まとなっては、 いまはもう )。 
1370-7l sinotnumatpo/a,erik 廿 aye  シ / @ ヌマ@ ポ / アヱリキ ラ イェ sinotnumatp0 
erikiraye シ /@ ヌマ @ ボェリキ ラ イヱ [sinot-numat-poe-rik@aye 遊 び ・胸のと めひ も・ 
( 指」、 辞 ) . その 頭 ( を ) . 上の方 ( へ ) . 行かせる ] は、 直訳すると ( 遊 び の胸のと め ひもを 
高く上げる ) 。 女の子が少し 大人になり、 下着 @our モウ心の胸のところがはだけを い よ 
うに結ぶためにつけてあ る止め紐を結ぶようになったことを 表す、 韻文の常套句。 神謡に 
も出てくる。 enikiraye エリ キライ ヱ という単数形の 代わりに erikiraypa エレキライバ 
という枝数形も 使われる。 (KM) : 「昔の人は髪伸ばしだから、 髪も伸びるだけ 大きくなっ 
た、 ということじやないか」 ( 編者 注 : 古い韻文の常套句は 次第に知られなくなってきてい 
る ) 。 CKK i) : 「もう自分は 一人双になった」。 numatpo ヌマトポ ( 胸のと めひ も ) の前 
についている sinot シ /t ( 直訳するとく 遊ぶ )) の意味について、 (W) は、 「男の人が胸に 
手を入れておっぱいをちょうしたがる @いじりたがる ) から」と説明した。 なお、 これを 
Ⅱその 下 昔を着ている 少女自身がそのと めひもを ) もてあ そぶ」の意味と 考える萩中美枝 
の解釈もあ る。 
1380 uwonnereyan  ウ ウォン ネ レ ヤン ロ 1102 。 1597 にも同じ句が 出てくる。 
1382 1yoci イコ チ [ 地名 ] 余市 ( よいち ) 。 
1383 a,kor  アコ r( コ アコリ ル と 何 との中間の ( あ るいは両方の ) 音色が出ている。 
1389 a,kor  アコ r( ニフコの 1383 と同じ。 
1392 atce 垣 アッチェ ク ( 他家に ) 。 日常語でも、 たとえば、 止 Waki イル ワキ は実の兄 
弟姉妹もいとこ ( 従兄弟姉妹 ) も含む 語 だが、 いとこを自家の 兄弟姉妹と区別して 言うのに   
atcetaku 亡 irwaki アッチェ ク クイ ルワキ ( 他家の私の兄弟姉妹 )のように言う。 1389- 
93 は (KK i) : 「自分を育てた 兄さん、 よそにいるんだけんど ( いるのだけれど ) 」。 
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キクニプ 
kl k ⅠⅡ テ ?
ネクス   
neK ㎜  
ネエ ト コ ク 
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サケ カランワ 
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l4f0 「， カムイカッチャ 
ン 
140f アオア / レくワ 、 
1407 ( エ 一 ) カムイ 
か ソチャシ 
1408 ア エ フンキネ 
1409 キクニプ 
1410 ネクス ( ン ) 、 
1411  ネエトコタ 
1412  サケ カラス ワ 
1413  アイヤ イ カムイ 
1414  ノミカネ 





















ァニ aⅠ ャ ey ィシンリ 乙 S ニnrit. @ 1415 アイヤイシンリト それで自分の 先祖を 
ノミカネ n6mikane 
キワガ ロワ  
ki@wa@orowa ， 
タ アンプ / コポ 
佃 an  menokopo 
アトゥラワク フネ
a 二せⅡ r 乳 wa  七れ ipne 
シ ス タ フ ； 
Sinut れ iPka 
1416  ノミカネ まつって 
1417  キロオロワ、 それから 
1418  タアン 一メ /  コポ この女の子を 
1419  アトゥラ ワ タ フ 連れて 
不 
1420  シスタブ； シスタブ カ の 
カムイ カラチャシ 
kamuy  ka Ⅰ c 乙s テ 1421  カムイカッチ ャ 神のつくった 城に 
アオアラバ クニプ 
ン 
a,oa 叩 a  k ℡ ip 1422  アオアルパ クニプ ft< 
ネルウェ ネナ 
ne ruwe  ne  na 1423  ネルウェ ネナ から、 
ホクレ 
hokure 1424 ホ、 クレ さあ 早く 
1398 tapanakne  タフ アナク ネ ( これは ) 。 anakne だけでよいところだが、 tap タ フ は 
韻律上の必要で 入っているものだろう。 なお、 この文脈では、 日本語ならば「は」ではな 
く、 「が」と言いたいところだが、 アイヌ語では anakne アナク ネ を使っている。 anak ア 
ナク 、 anakne アナク ネ は「は」と訳せる 場合が多いが、 このように、 違う場合もときどき 
あ る。 
140l nankor  ナンコル ( だろう ) 。 日本語の「だろう」のように 推量にも使われるが、 こ 
こではむしろ 予言であ ろう。 
1405 kamuykarcasi カムイ カッ チャシ [ 神( が卜 つくった・ 城 ] 。 一話のように 続け 
て発音され、 c ゑsi チャシ のアクセントも 隠れてしまう。 他の箇所でも 同様。 
1408 a 。ep 丘In Ⅵne  アエフン キネ 語頭の a,e アェ の部分、 二重母音 ay アイ になって 
いない。 はっきり ae アェ と 発音されている。 
1413 一 t6  a,ey 乙iykamuy./n66Inj kane ノ a=ey 五iysmnni し /nomi kane  アイヤ イ カムイ / ノミ 
カネノアイヤイシン リ @/ ノミ カネ ( ニアエ ヤ イ     @  語頭の e. ェ ( イ と 発音されてい 
る ) は 、 前の行で sakekar=an サケヵ ラアン と言っているのを 受けて、 「その作った 酒で」
のこと。 直訳すると ( 私はそれで自分の 神をまつり、 私はそれで自分の 先祖をまつった ) 。 
(KM) : 「 kamuyn Ⅳ㎡カムイノミ ( 二神まつり、 つまり 祈禧の儀式 ) して sinnurappa シン 
ヌ ラッパ (= 先祖供養 ) してから行く 上 (KK @  : 「自分の神さんあ と ( 二 たち ) n6 ㎡ノミ 
して ( 二 まつって、 つまり、 祈霞の儀式をして ) 、 自分の掻きものあ と ( 目たち ) でも、 自分 
の先祖も n6 冊ノミ して」。 
1422  a,0色rpa  アオアルパ [o.a 曄  ( そこ ) に・行く ] 0 ・は 、 前の行の kamuy kar casi 
カムイカッチャシを 受ける。 














若 い 女性 
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?
1426  ネア 
カムイ ネ アンクル 
kam Ⅱ Vyneank ⅡⅠ 1427  ヵ ムイネ アン 
クル 
1428  ハウェアンルウェクル 
ネ 
1429  タ フコホピ 
ハウェアン ル ウヱ ネ 
haw ㏄ n  mwe ne 
クプコホピ 
榛 p  kohopi 
イ ネロ クペ クス 
inerokpe@kusu 1430 イ ネロ クペクス 
ウ イタク ヌ   
uitaknu@ wa U4.nl ウ ，イタク ヌワ 
シリ キナンコラ 
sirl(i nankora 1432  シリキナンコラ 
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ウ ウ ニ カラパ ン 
uwekamare 1436  ウウユ カラパ ン 
オロワ / 
OroWano 1437 オロワ / 
???? ?????
to 1438  々 ネヘ ンパクト 
????????
? ェ?
1439  サケエト コイ キ 
サケ カラパ 
囲 keka Ⅰ pa 1440  サケ カラパ 
キロクアイ ネ  
ぱ Ⅰ okay Ⅰe ク 1441 キロクアイネ、 
トウト コ レレコ 
杣セ ko  てeⅠ ko 1442 トウトコレ ルコ 
・ンラン コ ロ     
S 五 Ⅱ an ko 「，・．  1443 シランコ ロ、      
??
）????? ?（（?
1444  (  ?  )
一 Ⅰ 32  一一 
サケ ヘム ク 
鯛 ke hemta 1445  サケ ヘム タ 酒などを 
1427 kamuyrteankur  カムイ ネ アン クル す 1023 。 1812 にも同じ句が 出ている。 
142g tapkohopi タ フ コホピ kohopi コポピ は い o.hopi …に / から・分かれる ]と同 
じ形だが、 ここでは (すぐ、 - と 同時に ) 。 (KM) : 「 い ま言ったことすぐ ( 話 ( を ) 聞いても 
らえる ) 」。 (KK i) : 「 す Ⅱ起きてみんなよく 気いついて ( 二気がついて ) やる ) 」。 
(KS i) : 「それと同時に 、 言ったと同時に、 ここで言ったらもう 目の前で動いている」。 
この語に e- ェ の接 頭した ekohopi エコホ ピ の例が、 r 音声 10 」 (KM 民話 ) にあ る : 
「 ekohopiray ェコホピ ライ ( すぐに死んだ >( 第 1 話 14 め、 ekohopia,rayke ェコホ ピ ア 
ラ イケ ( すぐに殺された > ( 第 2 話 52) 」。 
1430 inerokpe k ㎎ u  イ ネロ クペ クス 感嘆表現の作り 方の一つ 、 ( なんとまあ … ) 。 感嘆 
の内容のあ とによく、 a,era 而 skani アェラミシか @( 私は見たことも 聞いたこともない )が 
続く。 び 152-5 
1431 nitaknu  ウ ，イタクズ リー itak.nu 互い( の卜 言葉・を聞く ] < 言いつけられた 人が言い 
つけた人の言ったことを 忠実に行う )。 
1434 ponmenoko/us 鯨 wmen0koutar/uwekarpare  ポン プノコノ ウッシ ウ メノコ ウ 
クラ / ウウ ェ カラパ ン pon menoko ポン プ / コ ( 若い女性 ) は、 養 い姉 (iresu sapo イ 
レス サ ポ ) を指すとも、 使m 人の女性たちを 指すとも取れる。 これを主語、 次の行の u ㏄iw 
menokoutar ウッシ ウ メノコ ウタ ラ を目的語と取れば、 (若い女性 ( つまり養い 姉 ) は使 
われている女たちを 集めて… ) となる。 一方、 主語が省略され、 この 2 行が同じ「若い 使 
用人の女性たち」を 指すとも取れる。 この部分を (KK i) は「使われている ponmenoko 
ポンプ / コ あ と ( 二苦 い 女性たちを 牒 めて」と解釈した。 しかし研究会では、 ponmenoko 
ポン プ / コ を 主語と解し、 (養 い 姉が使われている 女性たちを集めた )とする強 い 意見が 
あ った。 なお、 養い 姉のことは、 初め、 この少女が来たばかりのときは ponmenoko ポシ 
メ / コ ( 若 い 女性 ) と言っていた (902, 907,987, 1021, 053, 1066, 1223) が、 すっかりその 
家族になってからは、 akorsapo と呼んで かる (1294, 1307, 1353, 520 1543) 。 しかも、 
1458 で ponmenokoutar ポン プ / コ ウクラ ( 若 い 女性たち ) と言っているのは、 使用 
人の女性たちのことであ る。 したがって、 ここの p0nmenoko ポンプ / コ も 、 使用人の 
女性たちのことではなかろうかと 編者は考える。 
1438 inehempakto ィネ ヘ ンパク ト hempak ヘンパク は くい くつの ) 、 inehempak 
ィネ ヘ ンパク は ( い くつも い くつもの ) 。 ここの部分は、 (KK i) : 「何日も何日もかか 
って ( 酒のしたく ( を ) した ) 」。 884 では、 ine ィネ が hunak フナ ク ( どこ、 どこか ) の 
前に置かれて、 inehunakta ィネ フナ ク タ ( どこだか全然わからないがどこかに ) の例 
が 出ている。 (KI) は頭高に Inehempak と発音する。 (UT) (AT) は、 頭の i ィを 
低く inehempak と 言 う 。 
1444 ㈹ この前に 2 秒余り、 だまって考えている 時間があ る。 そのあ と、 ここから 3 行 
を、 韻文の語り調子ではなく、 卜書きのように、 会話口調で言っている。 その中でもこの 
部分は聞き取れず、 不明。 cepruy チヱフ ル イ に似て聞こえるが、 そういう言葉はない。 話 
者数人にも聴いてもらったが、 だれにも聞き 取れず、 意味もわからない。 (KK i) : 「さっ 
ばりわからんな」。 (HHa) : 「ittosake イット サケ ( 一日にわく 酒 ) でないか」。 (KS i)   
「聞き取れない、 わからない」。 
1445 sakehemta  サケ ヘムク 山 em-ta もⅡ強め )] は初出。 (KS i): 「酒など」、 「 ロ 
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1446  カルパハウニ ネ 。 
1447  トゥ トコレ ルコ 
1448  、 ンランコ ロ 、 
1449  ピリカ サケ 
1450  アンコトム / 
1451  サケブ ラ 
1452  ピ トフラ 
1453  チャシ ウフ ソロ 
1454  ヱトゥス ナ トキ。 
1455  パク /  ネ コロ 
1456 オロワ / スイ 
1457 イタ ン ノくクニプ 
1458  ポンプ /  コウタ ル 
1459  サッシ ウ ポンプ 
/ コウタ ル 
1460 ウウ ェカ l ノくワ 
1461  ウ コイチャリ 
1462 テレ ケレ、 
1463  イコンパ ( 力 )  ；
ネ 
1464  エエ パッケ タ 
1465  ウ ソシ ウオッカ イ 
ポ ウタ ル 
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常語では言わない、 日常語で言うときは へメム 」。 類義語の ka 力 ( …も X( 予想覚を表す ) 
や ne yakka ネ ヤッカ ( …でも > ( しばしば譲歩を 表す ) なども、 ときにより例示に 用い 
られ、 ( たとえば…でも、 -など ) と訳せる場合があ る。 そういうことからみても、 このく     
など ) という解釈が 当たっているように 思われる。 r 金ユ集 ] には、 数 箇所に henta[ く lhene 
ta] (編者 注 '.hene ヘネ は (( たとえば ) …でも ) 、 例示を表す副助詞 ) の例があ り、 「 - で 
も」と訳されているが、 これらはすべて「 - でもしたら…」という 文脈で出ており、 それは 
この資料のこの 文脈とは違 う 。 r 幸 神謡」 p.128 : 「 Eyukarinemwe?esakehaweneruwe? 
na hentachinu それはお前の 謡かえ ? お前の喜びの 歌かえ ? もっとききたいね」。 こ 
の henta は「 ( もっと ) でも…」の 意 かもしれない。 砂 流 の hemta ヘム タ が 幌別の 
henta ヘン ク に相当するのかもしれない。 
1452 pito h 丘ra ピ ト フラ pito ピト は、 よく kamuy カムイとの同義並列の 対句の 
中で使われる 語であ る (087 叶1) 。 kamuyh0ra カムイ フラ ( 神の ( ような ) 香り ) つまり 
( すばらしい香り ) の言 い 替えで、 前の行の sakehf6ra サケ フラ ( 酒の香り > を、 どんな 
香りかを表す 句に言い換えて 対句にしている。 (KS @) : 「酒の神に対する 敬称」。 一方、 
編者の筆記ノートには、 あ とで語り手 (W) かまたは (KM) に聞いた結果の 訂正として  
pito ピト を sito シト に直してあ る。 sito hfora シ ト フラ であ れば、 (だんご / 餅の 
香り ) で、 飲み物の酒と 食べ物のだんごとを 並列させた対句になる。 しかし、 ここでは、 
酒の話ばかりが 出てきているので、 pitohoora ピ ト フラ のほうが自然であ るよ う に思わ 
れる。 
1453 cfasi upsor チャシ ウプソ 。 ( 館 ( やかた ) のふところ ) 。 upsor ウブ ソロ は者ている 
衣服の中を言い、 家や 城や トゥンプ ( 間仕切り部屋 ) の「 中 」を美しく言うのに onnay オン 
ナイ ( …の中 ) の代わりによく 使われる。 す896-7 
1454 etllsnatki エ トゥス ナ @ キ (KM) : 「いっぱいに 立ちこめた」。 (KK i) : 「こう グッ 
とうちの中においた ( 編者 注 : 「におった」の 誤記かⅡ。 (KS i) : 「たなびくことをい 
う J 。 F 金ユ集 2J (P.404)413-5: 「 pekerurar/ch@  upsoro/etushnatki 白いもやが / 
家 のふところ / いっぱいだⅠ 
1457 inunpa イコンパ Ⅱ -nunpa ものを・ しぼ るⅠ ( 酒をこす ) 。 
1461-2 ukoicari./ も erkere ウ コ イ チャリⅠテレ ケレ iea ㎡イチャリ は ( ざる ) 、 酒をこ 
すのに使う。 [u.ko-icari-terkere 互い・に・ さ る・を跳ねさせる ]< 互いにざるをやったり 
取ったりする ) 。 (KKi):r.ica ㎡ ィ チャリ ( 二 ざる @ を ) 取りあ っ こ ( ニ 取り合いっこⅠや 
りとり ) する」。 1481-2 では、 同じことを ukoicarikur./terkere ウ コイチャリクルノテレ ケ 
レ と 言っている。 このほうがいっそう 雅語らしい。 terkere < 跳ねさせる ) というのは   
下に置かずに 空中で受け渡しするからが るぅか 。 す 1042-3 
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1481  ウ コイチャリクル 
1482  テレ ケレ カネ 
1483  イキパ コロー 
1484  イヌン パロ カイネ 
1485  イヌンパ オケル 
パ一 
1486  ワシランパー キ 
1487  パク /  ネ コル、 
1488  イコチウンクル 
1489  ネマ ヌ 
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Iyocl 、 Ⅱ nkur 1490  イコ チウンクル 余市の人であ る 
1470,72 sasunitara  サ スニ タラ [sas.un.itara ( 擬音の語根) , ( 音が続いて繰り 返される 
ことを表す接尾辞 ). ずうっと続いている ]擬音の自動詞、 ( サーッサーッ と / サーッサーッ 
と 昔がする ) 。 ィ ナ ウ ( 木の御幣 ) を削る昔、 酒をざるで漉に ) す昔を言っている。 歩いて ぃ
るときの 衣擦 ( きめず ) れの音にも使われる 語であ る。 しかし、 帯をしめるときの 音は 、 同 
じ語根 sas サシ を使っても sa ㎝ atara サ ソナタ さ という 別語 で言う ((S))0 1469 では、 
この擬音の語根 sas サシ が イ ナウを削る意味の 動詞に使われている。 r金ユ集 4] 2565 
には、 鎧 ( と ろい ) がすれる昔に、 またⅠ 金ュ集 2J(P.442) 338 には雨の音にも 使われてい 
る。 -natara も・ itara も、 擬音 / 擬態の語基について、 昔や状態が続いていることを 表す 
接尾辞だが、 (W) (S) の用例では、 -natara チ タ ラ にはたくさんの 例があ り、 いずれも 
子音十母音 十 子音 の形の 1 音節の語幹についている。 Ⅰ tara イ クラ の例は少なく、 これ 
までに出ているのは、 子音十母音七子音十母音七子音 の形の 2音節の語基にⅠ いている 
ものだけであ る。 ・ hitara の例はまだ出ていない。 『知者作 3J ( 語法研究 ) p.502(6) に 
は、 ・ natara と・hitara(,itara を含む ) の区別についてくわしく 書かれており、 同じこと 
が、 r 知分 大 」 p.453 にも載っている。 
1474-5 anramasu/a,uwesuye  アンラマスノア ウ ウェス イェ [an( く zan)-ramasu 全く・好 
ましく 尼 ・ 3 コ   @ 音声 7 」で an=ramasu と解したのは 誤り ) 、 [a,u.@).e.suye ( 人称接頭辞 ) 
私は ， 互い・ ( 挿入首 ) ‥‥で・揺らす ]直訳すると ( 全く好ましいと 思うことを私は 一緒 
に揺らす ) 二人本当におもしろい、 特別おもしろく 仙楽しい )。 見たり問いたりしているこ 
とをおもしろがり 楽しんでいることを 表す叙事詩の 常套句。 語るときの言い 方で、 謡うと 
きは後半部は anuwesuye  アヌ ウェス イェ となる。 r 金ユ集 3 」 (P.l15@  163Ⅱ2  の 注 : 
「 ar.ramasu  全く・好ましい (と ) 」「 a-u-(w)e,suye  われ・互いに・それについて 揺る、 われ 
感動する」。 r幸 神謡 ]P.l20: 「 anramasu ノchiuwesuye  私はあ あ美しいと思った」。 r知者 
作 4 」 ( 語法概説 )p.65: 「 anramasu  e-uwesuye  好いなあ と思ふことを 没する 上 
1481 イ ukoicaHkur./terkere  ウ コイチャリクルノテレ ケ  (K  K  @  : 「 icari イチャリ 
( を) 取りあ っこする、 ukoicari.terkere  ウ コイチャリ テ 。ケレ と 同じ」。 び 1461 づ。 kur 
クか は、 本来の語義は ( 杉形 ( かげかたち ) 、 姿 ) だが、 雅語的な語や 慣用句の中などで   
特にはっきりと 何を指すということもなく、 ほとんどリズムを 整えるだけに 使われること 
があ る。 そのため「虚辞」とも 呼ばれるが、 それでも、 形のあ るものに関して 使われる傾 
向が強く、 同じく「虚辞」と 呼ばれる sam/sama サリサ マ などとは違う。 歌うときにリ 
ズムを整える ( 音節を一つふやす ) ために発音する 母音 ( 多くの場合 u ウ ) も同じく「虚辞」 
と呼ばれることがあ るが、 これと kur クル や sam/sama サノサマ などとは性格の 違 
うものであ る。 
1484 inunpa  ィ コンパ ロ 1463 。 (KK i) : 「酒は ヒェ で作った 、 セ分 づきぐらいにして。 
米など昔はなれ、 こしたかすは、 昔の人はお湯 (を ) 入れておつりにして 食べる。 kamtaci 
カムタ チ ( ニ こ うじ ) は麦でつくった。 ひらけてきてから 岩見沢で買ってきた。 小さいとき素 
焼きしたの ( を ) 見たこと ( が ) あ る。 ヒゲ ( 二のぎ ) を焼く。 家の前には いて ( 二人って ) 麦の 
穂を焼く。 tuytuy トゥ ノ トウィ して ( 二葉でごみ や のぎを 払 いとばして ) 、 水 ( を ) かけて 
消す。 干す。 臼に入れてから 皮 ( を ) 取ってから 水 ( を) 入れて 塙 @ つ) く 。 癌い たら メ カ ( が ) 
取れて 白 ( はく ) になる。 わしの ( 二私の ) 親のとこに (= ところで ) やったの ( を ) 見たこと 
( が ) あ る。 四つか五つのとき」。 
1489 nemanu  ネ マ ス ( …という / いわれている… 、 い わゆる… ) という感じでよく 出て 
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くる語句。 す 997,1095 。 1488-90 は、 ( 「余市人」と 言われている 余市の人であ るボナイス 
ポンクル )であ ろうか、 あ るいは、 1488 で 1yoci-unkur イコ チウンクル ( 余市の人 ) と言 
ってからこれを nemanuIyoci.unkur ネ マ ス イ コ チ ウ ンクル ( いわゆる ( 人のいう ) 余市 
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八 ) と 言い直したのであ ろうか。 または nemanu ネ マ ス のあ と Ponaynu- 「 onkur ポ 
ナイスポンクル と 言うつもりでまちがっても う 一度 Iyoci-unkur ィコ チ ゥ ンクル と 言っ 
てしまったのだろうか。 manu マ ス は、 機能から見れば 助動詞。 基本的な意味は ( …と 
いう ) だろう。 nemanu ネ マ ス は (KS i) : 「 - というところの、 ひわ りる …」。 これ 
は編者の解釈と 同じであ る。 manu マ ス は、 沙 浦方言で編者がこれまでに 聞いた範囲で 
は、 nemanu ネ マ ス の形でばかり 使われ、 そのほかは口承の 歌謡の中で決まった 表現 
が 出てくるのみだが、 カラフトライチシカ 出身の藤山ハルさんは、 吉言 刮ucaskuma ウチャシ 
クマ ) を 語るとき、 一つ一つの事柄を 言 うたぴ に ( 文 ごとに ) 、 終わりに manu マヌ をつけてい 
た。 それは ( …したとさ、 - したんだって )と解せるものであ った。 村崎 Ⅰカラフトアイ 
ヌ語 文法 編 Ⅰ p.58 の記述にも、 そのように書かれている。 次の知里の記述も 同様であ る : 
  r 知者作 4 」 ( 語法概説 ) p.130: 「 り …と ( 間接叙法 ) anmanua.yeawanupetne あ ると 
我 云ったら 彼 よろこんだ、 田とゆ た zivea.ye.manuPoropet.kotan ( 名にし 負ふ … )」。 とこ 
ろが、 これと別に、 カラフト方言には ( 目 ヒ海道にもり、 完了かなにかを 表す manu マ ス が 
あ るらしい。 r 知者作 3] ( 語法研究 )p.566: 「 二 … た 」 ( 編者 注 : この論文は主にカラフト 
方言を扱っている ) 。 [ 補 K : 「 バ 辞典」 : 「 Thesignofthepasttense 」。 蜘 著作3J ( 語法 
研究 )p.567 に引用されている ピウス ツキ一の資料、 t 金ユ集 2i (P.149) 1652 と 1661 、 
『 同 Ai 2268 、 本書の 1489 と 1564 のような m 法を参考にして 読むと、 ( この時まで余 
市の人として 世間で通ってきた、 余市人なる ポ ナイスポンクル ) と解すれば、 1.381-1401 で 
述べたことをふまえて 1488-91 があ ることが分かる。 ] 
1493 sonkoanpa ソンコアンパ [ 自助 [sonko.anpa 伝言・を通目 < 伝言 / ロ上を持つて 
行く ) 。 ここでは、 ( 使者を立てて 招待の口上を 持って行った ) 。 (KK i) : 「 iyaskeuk イ 
ヤシケウク ( 二人を招待する ) のこと」。 持つていつたのは 使者だが、 ここの 王 語は持って行か 
せた ポ ナイスポンクル。 r 幸 神謡」 p.32 :「 ch@osonkoanpa c ㎡ tak wa - に使者をたて 
て招待し」。 
1495-6 utarkomnne/apako@ne ウタ ル コイン ネ Ⅰ アパ コインキ utar ウタ ラ ( 同族 ) と 
apa アパ ( 親族 ) とで、 同義並列の対句を 作っている。 (KM) : 「親戚 ( が ) 多い」。 
(KK i) Ⅱ前の行から ) 「親戚多いこともたまげた (二 ひっくりした ) 」。 
150l hotuWakar  ホ トゥイ パか 。 日常語では、 単数形を使って、 hotuyekar ホ トゥイ ェ 
カラ [ 他動 ]< …を呼ぶ ) 。 ここでは、 hotuypakar ホ トゥイ パカラ は、 招待することを 言っ 
ている。 形の上では hotuye は ホ トゥイ ェ は単数形、 hotuypa ホ トゥイ パ は複数形。 
(W) (S) の日常語で、 -kar ヵぅ のつかない hotuye ホ トゥイ ェ 、 hotuypa ホ トゥイ パ 
は [ 自動 ] ( 呼び声をあ げる )で、 単数形は ( 短い呼び声をあ げる )、 複数形は ( 長い呼び声 
をあ げる )。
1502-3  ussiwsonko./atte  ウッシ ウ ソンコⅠアッテ sonkoatte は [伝言Ⅰロ上・を 掛け 
る ノ つける ] 。 使用人に口上を 持って行かせた。 (KM) : 「 sonkokor ソンコ コ 。 して ( 二ロ 
上をたずさえて ) 使われて行く」。 
1505 %ne 椅 tori シネト トリ [1 日・逗留して ] その晩寝て次の 日 1 日過ごして三日目 
までのことを 言う。 (KK i) : 「 1 日おいて」。 そのあ との hetap ヘ クプ は、 he へ ( 疑
間の助詞 ) ( か) 、 tap クプ ( 強めの助言 司 ) とすると、 (1 日 ぐらいおいてだろうか )というこ 
とになる。 
1508  n 聴paaske  ニシパ アシケ aske アシ ケ は，原義は (手 ) であ ろうが、 ここでは aske 
uk アシ ケ ウク [ 単 Ⅱ askeuyna アシ ケ ウイナ [ 複 Ⅱ く手 ・を取る ] ( …を招待する ) の aske 
プ シケ にちがいない。 そうすると、 直訳すると、 「長者の手」となるが、 意味は ( 招待され 
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た長者 ( が入ってきた )> であ ろ 、つ 
150g  cawnara プ ee  チャウナライ ェ [c ㈹・ aw 、 na.raye  (中相 ) . 家の中・の方へ・ 行かせる ]
(KM) : 「入ってきた 上 
15I2  tures  トゥ ワ シ turesi トゥ レシ ともいう。 言葉どおりには㏍ 兄に対する ) 妹) だ 
が、 実際には、 ときによって、 恋人、 いいなずけ、 妻をも指す。 
1514  inneutar  インキ ウタ ッ ( こ ウタラ )  イン ネ ウタ ラ だが、 c で始まる次の 行と続け 
て 発音されているため、 utatcawna,.. ウクッチャウナ… と発音されている。 す 1745 
@  140 一 
1515 cawnaraypa チャウナライバ 1509 では、 cawnaraye チャウナライ ヱ という、 単数 
形で出ている。 ダ 1509 。 
1517 円 t む panmaratto/sisakmaratto クパン マラット / シサ ク マラット maratto マ 
ラット は、 熊の頭のことも 言うが、 ここでは ( 酒宴 ) 。 (KK @ : 「飲んだ 話 ( を ) maratt0 
マラット ていうんだね、 なんか取ってきて・ maratt0k0r マラット コ 。 するならいいけ 
ど」 ( 編者 注 : 熊 狩りに行って、 の意 ) 、 「特別めでたい maratt0 マラット ( ニ 酒宴 ) 」。 r 萱 
辞典」には「マラプト marapto 」の形で載っている。 (W 、 S 、 KM 、 KK i) らは、 皆 
maratto マラット と言っていた。 
151g  a=uk6maktekka  アウ コマ ク テッカ [uko.mak.tek.ka 皆で一緒に・ ( 開くことを表 
す語根 ) . ちょっと…する㈹・ (他動詞ィり ] <( 酒宴を ) 皆で一緒に開く ) 、 不定人称形で 受け 
身表現になり、 (大宴会が開かれた ) 。 (KK i ) : 「ごちそう ( を ) たくさん 皆 して ( 二 皆で ) も
らって食べたり 飲んだりすること」。 r 久辞稿 」 : 「 shisaktonotoaukomaktekka 洋々たる 
酒宴がうち開けたり」。 
1521 づ anipun Ⅰ ari/esimokkokur./anpa  kane  アニ フ ンタリ / エシモッコ クルノアンバ ； 
ろ は ni.pun 七 ari  ‥・を手に持つ・ 銚子の一種 ( く 日本語「 ほ だり」 )]  くKM Ⅰ : 「 etunup 
エトゥヌプ のことか」 (編者 注 :etunup  エトゥヌプ は 、 酒を小出しにして 杯に注ぐのに 使
う片口の容器 )o  (K  K  i Ⅰ : 「 (anipunta ㎡ /es@0kkokur/anpa  アニ フ ンタリ / ヱシモッコ 
クルノアンパ は ) 、 etunup  エトウタ フ を an@  kane  アニ カネ して ( 二手に持って ) 
iy0mare  イコ マレ する ( 二 おしやくする ) こと」。 (K  S  i Ⅰ : 「 (anipuntah  アニ フ ンタリ 
は ) 、 etunup エトゥヌプ、 胸の前で小脇にかかえて」 (編者 注 : 仕草を見ると、 右手にのせて 
左手を下から 添えて、 胸の前でやや 左に寄せて ) 。 1522 の esimokkoktlr エシモッコクル 
の第三音節 mok モク は、 既刊の他の資料では、 muk ムク の形で出てくる。 「入神聖 4 
(p.183) 神 36, 90-.92 行 目 '@ani.puntari/a.e..Shimukru (aeshimonko)/ampa kane/ 
iku.so utur/a-e-rututke 両口のもた ひ ( 編者注 : 原文では缶偏に 尊 ) を / 我が胸元に / 抱 
き捧げつ / 宴席の間を / 我 斡旋 し 」、 その前半部の 注 : rpuntari 邦語 は だり ( 編者 注 : 原 
又 では秀のあ と缶偏に 尊、 以下、 この注は省略する )。 手のついた諸口の 銚子、 或いは長柄 
の銚子、 これを 酌する 女 iyomaremenoko は 、 斜めに抱えて、 酒 間を斡旋する。 a.e.shi, 
mukru 。 a 我 e それを muk 胸 m 追跡 ; 我が胸元に ;a.e.shi-muk, koampa kane と 
いってもいいお『 金 虎杖 ] ワカルパ 1731-5: 「 anipuntan@/esmimukko./anihitara,/ 
chikupsho.utur/erututke もろくちの銚子を /脇にかかへて / 手にとりもち ( 編者 注 : 原 
文では乗りもち )/ 酒符 のあ ひだを / 斡旋 し 」。 その前半部の 注 : 「古老の言によれば、 
puntan は etunup (片口の銚子、 または提子 )に似て ロ が二つ附き、 右へ たへ 酌をとるこ 
との出来るものと 云ふ 、 今あ まり見かけず、 puntani は邦語 は だりの伝はれるもの J。 次の 
部分の注 : 「なみなみと 酒を移し盛りたる 提子を両手にかかへ 胸元やや左の 方へよせて持 
って立ち酒間を 周旋 す 、 そのもち方のことをしか いへど 語義あ きらかならず、 或は shi. は 
自身の shi で、 muk は 胸 と かふ 語があ る。 ko は kor W 持つ ) であ らうか」。 r 金ュ集 2] 
(p.428)59-63: 「 anipuntari/aeshimukko./anikane/ikusouturu/aerututke 手に執 
るほだり / わたしが横抱きにかかえて / 持ち / 酒 笹の間を / わたしが周旋 し 」。 その 注 : 
「 ami 手に執 ( と)8 、 puntani 「 ほだり」という 上代講 が アイヌに入って、 酒宴に酌を執る 人
のてに持つ容器を いう 。 日本ではどういう 容器だったか 詳らかでないが、 アイヌの古老 ( 故 
人モ ナシ / ウク ) は、 これをもろくちの 餅子のように 口が左右についていたものだったと 説 
く。 aesh@llkko. 少しわきの方へ た きかかえて持つ 上Ⅰ知分 人J p.406 : 「胸 muk ((H.)) 
注 ． 一 合成語の中に 用いる J( 用例は 、 上に引いたⅠ 金 虎杖」の一例しか 載 っていない ) 。 
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私の姉の 
一 142  一 
ピリカルウェ Pl ・ Ⅰ ka  ⅠⅡ we, 1544 ピリカルウェ 、 美しいことに 
アコニ ラサ ブ 
a Ⅰkoe 「 ayaP 1545  7 コエラヤプ 私桝轍喫 して 
キ カネ コロ 
ki@ kane@ kor 1546  キ カネコル いるとき 
イヨ マレ 
lyoma 「e 1547  イコ マレ 姉 はお 前 するのに 
コア リキキ 
。 。 """" Ⅲ 1548  コア リキキ 精を出して 
イクソウ トゥル 
ⅡⅢ lSo  ut ⅡⅠ 1549  々 クソウ トゥル 酒席の間を 
エルトゥ @ ケ
em 伍 tke 1550  エルトゥ トケ 動き 
キ カネ コロ 
ki@ kane@ kor 1551  キ カネコロ 回って 
オカ アンルウェ 
oka 二 zan ruwe 1552 オカ アンルウェ い たが 
1524-5 @usoutur/erututke  イクソ ウ トゥルⅠエルトゥ トケ [iku.s0 酒を飲む・ 座 / 席 ] 
く 酒席、 酒宴のために 敷くご ざ ) 、 utur ウ トゥル ぐ ‥の 間 ) 、 [e,rututke ( そこ ) で・ずって 
動く (rutke の重複形 )]> (KK i) : 「ikuso イクソ ( 酒席のござ ) をたくさん敷くから、 そ 
の間を通って 晒を ) ついでまわる」。 (KM) : 一人一人 iyomare イコ マレ する ( 巨お 酌を 
する ) のに、 etunup エトゥスフ を待って iyomare 45 マレ して歩く 、 重たいもの持って 
いるから静かあ に人 ( を ) よ けてついで歩く」。 1521 からここまで、 叙事詩の中での 常套表 
現の一つ。 口前の注 
1526 iyomare  イコ マレ [i-y.omare ものを イ挿入 首 ) ‥‥に入れる ]< 酒を注ぐ、 お 前 す 
る ) 。 (KM) : 「 iyomare イコ マレ はお酒をつぐ、 ごはんやおつ め は itankioriyo イタ 
ンキ オ口 々ョ という 上 
1528 i №Ⅲ osm 井山 イク コシュク [iku-ko-siyuk 酒を飲む‥‥に向けて・服装を 整える ]酒 
宴 ( パーティ ヨ のために晴れ 着を着ていることを いう 。 上等の衣服を 着、 玉の首飾りや 耳 
環などの装身具もつけて 正装する。 ここからの数行、 (KM) : 「あ っちこっちから 人 ( が ) 
集まってくるから、 特別かれ着物 (を ) 着るからなおさ 列きれいだ ) 」。 (KKi) :「溜飲む 
のに tamasay クマサイ ( 二玉の連なった 首飾り )、 rekutunpe レクトゥン ペ ( 巨 首飾り布、 
チョーカ一 ) 、 ninkani ニンか 八二耳環 )( を @ つけてまかな い ( 三身支度、 衣服を着て身なり 
を 整えること ) するからなおなお ( きれいだ ) 」。 
1538-42 ney ta kotan ta ソ‥ ソ ‥ ne nankora ネイ タ コ クレ タ / …Ⅰ… ネ ナンコラ 
(KK i) : 「どこの kotan コクン に育ったもの ( が ) 自分さ ( 二を ) 育てあ げてくれたかわ 
からん、 こう いう女 ( が ) いる て ( Ⅰいると ) い う 評判がなかった」。 396-9 によく似た表現が 
出ている。 発音についても す 396 
1540 asurumope アス ルモ ペ 6398 
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オシ ゾウ ノ ア ヒ 
ワ 
osisou Ⅱ a  hi 1569  オシソウ ヌアー 
クイ ヱ オイラ。 
ヒ 
ku 二yeoyra. 1570  クイェ オイラ ! 
ルウェ ネ コロ ； 
ruwe ne ko でlka 1571  ルウェ ネココ ； 
オシソウシフ 
osIsoun  wa 1572  オシソ ウンマ一 

















右 座 に座ったことを 









Hya Ⅱ ne Ⅱ 穂 Da 1575  キャンネニ シパ 見者の君が 
アルウ ヱネ 
a 「 Uwe ne 1576  アールウヱネ 座った 0
イ ネロ クペ クス、 
Ine 「 okpek Ⅰ ulsu, 1577 々 ネロ クペ クス、 なんとまあ 
( フン一 ) イ ヤク ネクル ； 
(hn:)iyaknekurka  l578  (フン一) イ ヤク ネ 弟君も 
ピ @ カアクナク クル； 
p け ka  a kunak 1579  ピリカ アクナク 美しいと 
アラムアヤ ッ ； 
a 目 Ⅰ am 丘 a  yakka 1580  アラム アヤッ ； 居 、 っていたが 
ィュプ ネニ シパ 
I Ⅳ pnenI 叩 a 1581  イユプネニシパ " 君。 
1564-70 a=yerokkun@ ‥ アイス ロク ク二 Ⅰ… この 7 行は 、 語り手が、 このことを 言 
い 忘れたという 話をしていいる。 これからその 内容を言うわけであ る。 a,yerokkuni ア 
イ エ ロ ク クニ は、 古老の中にも、 「言うはずだった ] と、 日常語の語法で 解釈した人もお 
り、 そうすると、 言い忘れたという 語(1570) に関連するが、 叙事詩の語として 見ると、 ( 言
われた、 言われていた )、 つまり、 ( 世に言う… ) ということになる。 ロ1489 
1565 1yoci.unkur  イコ チウンクル ( 余市の人、 余市人 )。 こう呼ばれる 人が二人いる。 一人 
は先から登場している ポ ナイスボンクル、 もう一人はその 兄で、 いま登場する 人であ る。 
だから、 kiyanne nispa キャン ネ ニ シ バ ( 年上のほうのお 方 ) と言っている。 1578 で
iyaknekur イ ヤク ネ クル ( 弟のほうの方 ) というのが ポ ナイスポンクル であ る。 
1566-7 kiyannekur/neaankurneyakka キャン ネ クンノネ ア アン クン ネ ヤ ッ ； 
2 行とも、 行末の kur は クか だが、 次の行の ne ネ と 続けて発音されているため 
に、 r が n ン になって kunne,,. クシ ネ… と発音されている。 く見 者であ るということ 
があ とからわかったその 人も >。 
1567 neyakka ネヤッカ y か 弱く、 neakka ネ アッ カ に近く聞こえる。 
157l ruwenekorka  ルウェ ネ コロカ ( そうだけれども )、 言い忘れたけれども。 その 
あ と、 物語にもどり、 言い忘れた部分を 語る。 これは 1515 の次に入るはずの 部分であ ろ 
う。 ただ、 1554 あ たりからの、 大半の客は帰ってしまったというくだりは、 うまく続かな 
い。 そしてここからは、 兄弟二人だけの 話になり、 客の存在が感じられない。 しかし、 世
継ぎの儀式のための 大酒宴なのに、 客が帰ってから 身内だけでひっそりとやるだろうか ?
憶 72 0sisounwa  オシソ ウン マ ・ unwa ウン ワ の部分、 ここでは umma ウンマ と 
発音している。 
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1583  コルシ レトク 
1584  アエイウナラ 
1585  セムコラチ、 
1586  ラメ トク オッタ 
1587  シレトク オッタ 
1588  オカアクニプ 
1589  ウイルワッコルタ 
  
1590  ネロ クオ ； 
15g1  Kイニ一 @  ネ アイ 
ヤク ネ クル、 
1592  ユプニシパケ 
1593 コイタクハウェ 
1594 エ ネオ カヒ 
1595 「アコル ュピ 
1596 々 タカンチキ 
1597 ウウォン ネ レヤン 
1598 タパ、 ノペネ / 














き 一白 う 
には、 
「 " 上










1602  カムイカッチ ャ 神のつくった 城で 
  
1603  アオレスカ トゥ 育てられ方も 
1604 ピリカ チ レス よく大切に 
1605 チ トムテレス 大事に育て 
1606 アイカラか しクニプ られるべきもので 
1582 ;kiyakkayki ィキ ヤッカ イキ 日常語では neyakka ホ ヤ ッカ 。 す 11 
1583-4 kor ㎡ retok/a,eiwnara コル シフトクノア エイ ウナラ [a=e.i-hunara される (受け 
身 ) ‥‥で・もの /ひと ・をさがす ](KK i) : 「 a 憶 hunara アエイ フナ さ さがして歩いて 
もこういうきれいな 瓜は ) いない 上 Ⅰ 金 虎杖 ] ワカルパ 1365 Ⅰ : @0sh 什 ・ ka ta/ 
aeihuna ト ap/ne ruwe ne awa この世の中に / こよなき者とせられている 者ノ にてあ り 
しが」。 r 金 虎杖Ⅰワカルパ 574-8: 「 什 esu yupi/patek tapne/kor sh 廿etok ノ eyunar- 
ap/ane  a korka  まま 兄 /  その人のみの / 有する容貌を /  こよなきものとせる / われな 
りしに」。 その 注 : 「詳しく 云へば e Ⅰ ， hunarap;hunar  は探す、 求める、 尋ねる。 一層くは 
しくい へば @osh ㎡-ka ta  にの世上に ) eihunar  といふ。 この世で一等のものに 思って 
る 意 。 探しても及ぶものなしと 憩ふ」 ( 編者 注 : 金田一は hunar  と書くが、 この方言でこ 
の語は hunara  である。 eyunar.ap  とあ るのも eyunara.P)o 
1586-90  rametok  otta/ Ⅰ retok  otta, ソ ‥ /ne  rok.oka  ラメ トク オック /  シレトク オッ 
ク / … / ネ ロ ク オカ ー otta .‥otta  . ‥オッタ… オ ‥ y ク は 、 ( …も…も ) を表す言い 
方の一つ。 ここでは、 二人の勇者が、 二人ともそろって、 勇猛さも美貌さもそなえている 
ことを言っている。 
1588  okaakunip  オカ ア クニプ a ア と kuni クニ は、 日常語とは違う 叙事詩の 
言い方で、 韻律を整える (1 行を 5 音節にする ) のに役立っている。 それ以上の詳細は 不明。 
1589 ㎡rwakkor utar  ウイルワッコルク ン ( 二 … コ 。 ウタカ 日常語で u- ウ と -k0r 
コル との間に入るのは 所属形で、 uirwakikor ウイル ワキ コル というのが規則的な 形であ 
る 。 山 ・ irwaki.k0r 互い ( を 卜 兄弟 ( として ) ‥‥を持つ ]( 兄弟同士であ る) 。 u ねWak@0r 
utar ウイルフ キ コル ウタ フ は ( 互いに兄弟同士であ る人たち )Ⅰ ( 兄弟 ) 。 ほかにもたとえ 
ば umata ㎞ korutar ウマタキ コル ウタ さ く姉妹 ) 、 uunukorutar ウウ ヌ コル ウタ ラく 母子 ) 
のように言う。 [ 補 K : 叙事詩でも、 所属 形 が入っているのが 通常。 ]
1588-90 oka a kuni p/ ㎡ rwakkor utar/ne rok-oka オカ ア クニプ / ウイルワッコルタ 
ン / ネ ロ クオカ 直訳すると ( いたのは兄弟であ った )、 意味は (( いまわかったのだが )
兄弟がいたのだつた ( 二 兄弟だつたのだ )>0 よくあ る語順転換であ る。 
1597 uwonnereyan ウウオン ネ レ ヤン す 1102 。 1380 にも同じ句が 出ている。 
1604 pirka ci=resu ピリカ チ レス ほかのところでは cl=pirkaresu チ ピリカレス の形 
で出ている。 1760-1 では、 ここと同じことを 言うのに、 r,l=tomteresu/ci,plrkaresu チ トム 
テレスノ チ ピリカレス と言い、 この 1604-5 よりもきれいに 整った対句になっている。 
一 - 147 . 一
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シスタブ カ の 
マ @ ネルウェ ネ 
mat ne 「 uwe ne 1627  ％ ト ネルウェ ネ 姫 であ る 
ヤク イェノ + コ百 
yak@ye@pa@kor 1628  ヤク イェパ コル と 一 言いつつ 
ヴィカク コロ 
yaykata@kor 1629  ヤ 4  カ タ コン 自分の 
ウニンクル サ二 
wen k  uⅠ 紐 nl . 1630 ウェンクル サ二 貧乏人の子 
ウェンクル / / コ 
wenkU 「 menoko 1631 ウェンクル メ / コ 卑しい女を 
ト ウンプオロオレ シパ 7 
旗 u ⅡPU  Or  Or<eSPa  Wa  1632  トゥン プ オロオ 特別の部屋の 中で育てて 
レ ガくワ 
オカラ ポッケ ク 
oka Ⅰ 乙 pokke 毛 a 1633  オカラ ポッケ タ い た間に 
タ パンマ t カチ 
tapan@matkaci 1634  タパン一マトカチ この女の子 
タバツメ / コポ ・ 
tapan@menokopo ， 1635  タ パン メ / コポ 、 この娘は 
エアシリ 
e ㎎Ⅰで 1636  エアシリー それこそ 
1610 Poyyaunpe  ポイ ヤウンペ ユーカラ ( 男性叙事詩、 英 ぁ締司曲 ) の主人公としていつも 
出てくる人。 この物語の主人公であ るシスタブ ヵ 姫は、 ポイ ヤウンぺ の娘であ る。 
16ll ruwokakeheta ルウォ カケヘ ク [ 「 u-w-okake(he) 跡 ・ ( 挿入首 ) ‥‥の後 ] ( …の 
いなくなった 後、 死後 ) 。 日常語でも使われ、 次のような会話の 例もあ る : (W 会話 ) : 
「 0nne,anyakka,i,mwokaketaa,yer0kitaktukanpisokarekanpisokaa=en 丘 ypa 
wa oka yakun オン ネ アン ヤッカ 、 イルウォ カケタ アイ エ ロ ク イク ク トゥ カンピ ソ
カ ン カンピ ソ カ ア エヌ イ パ フ オカ ヤク ン … ( 私たちが年を 取って死んでも、 死
後に 、 私たちの言った 言葉が 2 ぺ ー ジ か 3 ぺ ー ジにでも書いてあ れば… )。 ここでは、 ポイ 
ヤウンぺ の死後、 城を守る役目を 継ぐことを言っている。 [ 補 K : 城主の死後、 城を守る役 
目を継いでいくという 文脈でよく使われる 語であ る。] 
1613-4 oka kusu/ne rok pe  オカ クスノネ ロ ク ペ 《城を守って ) いるべきはずになっ 
ていたが ) 。 rok ロク は a ア に 対する複数形。 
1625-E8 n 毛 aソ ‥ /yakyepakor  ネア / … ノ ヤク イェパ コル 1621-4 で言ったことを 
よりくわしく 言い直している。 
1629-30 yaykata kor/wenkur sani ヤ 4カク コン ( 亡コの / ウェンクル サニ 1629 の
行末の kor コ 。 が kon コンと発音されている。 rが n になるのは、 r( ラ行者 ) の前 か 
n( ナ行 昔 ) の前であ る。 ここでは、 w( ワ行 昔 ) の前だから、 nン になる理由はない。 なに 
か、 r( ラ行者 ) または n( ナ行者 ) で始まる語を 言いそうにでもなっていたのであ ろう。 
一 ・ 149  一
チ cl"wen  "  ウェンクンレス k Ⅱn てeSu 1637  チ ウェンクンレス 
アエ カラカラ、 
a 圭ek 乙Ⅱ kar, 
シリキ ラプチレス 
si ⅠⅡ二で ap  ci 二 Ⅰ esu 
アエ カラカラルウェ   
a 目ek 乙rkar ruwc ㌧
ネカトゥフ ( ウ )   
neka 億Ⅱmu  (u), 
スクプホントム ワ / 
s 皿 up  hontom  wano 
ア ヌカラ コロ 
a 士n Ⅱuk ゑ r kor 
アナン ワ 
an=an  wa 
カ シチョ ピウキ 
k も Si c 二6piwM 
アユ カラカラアイ ネ  
a Ⅰek 尭rkarayne, 
アウンチセ a ⅠⅡ 皿 CBeta タ 
アトウ ラワ エカシワ   
a 二れⅡ 乙 wa  6k 二an  wa, 
アン 
an 
アソクヌレワ a 二s Ⅱく n Ⅱ ure wa 
オカ アンカ トゥ 
oka Ⅰgan  ka 抽 
ネルウェ ネヤッカ 、 
neruwe  ne  yakka, 
エアシリ； 
e ㎎Ⅰ ・ r k a 
ポイサウン ペ 
Poyya Ⅱ npe 
ウ ムンクニシ バ 
℡ⅡⅡ rekn 暉p 廿 
クプカ ユ ノ  
tap  ka 刑 ， 
1638 アイカラカラ 二
lf6m9  シリ キ ラプチレス 
lB40  アイカルカン ル 
ウェ、 
1641  ネカトゥフ ( ウ ) 、 
1642 スクプホントム マ 
ノ 
1643 アスカルコ 口 
1644  アナヌワ 
1645 カシチョ ピウキ 
1646 アイカルカラアイ 
ネ、 
lf647  アウンチセ タ 
1648  アトゥラワ ニ ； 
ンマ、 
1649  アン 一 
1650  アシク ヌ レワ 
1651  オカアンカ トゥ 
1652  ネルウェ ホ ヤ ッ 
力、 
1653 エアシリ； 
1654  ポイ ヤウンペ 
1655  ウ ムンクニシ パ 
1656  タフカユノ 、 

























1657 エアシ り、 実は 、
ウィマムシ フン ； 
Ⅱ 打 Ⅱも mr@ePimnk も 
クパン ベ クス、 
Ⅰ れ pan  pe  kus℡@ 
レ プンカラプト 
Repun ， Karapto 
1658 ウ イマムシ フン ； 交易に出かけて 
1659  タパン ペ クス、 このために 
1660 レプンカラプト レ プンカラブ ト の 
1637  ㎡，wenkunresu  チ ウェンクンレス wenkunreau  ウヱ ンクンレス は け enkur-r ㏄ u 
貧乏人・育てる ]  <貧乏人のように 育てる )。 接頭辞 ci,  チ と ekarkar  エ カラカラ との 
組み合わせで、 ( …をする >  (0  1108-10) 。 ( 貧乏人の ( 二 卑しい者の ) 育て方で育てる ) 。 
wenkurc@,resu  ウェンクッチレスの 形でも出ている。 ヶ1937, 1996,2025 
1647  a,uncise  アゥ ンチセ [ 雅語 ]  V 私の家 > 。 日常語で a,unI(hi) ア ウニ ヒ という。 
(KM): 「 a,unciseta  アウンチセ タ 自分の家に」。 (K  K  i): 「 a,unfta  ア ウニ タ  の 
こと、 自分の家 さ ( 二に ) 連れて来た」。 r音声 8J (S ユカラ ) : 「unciae ta/hosipi ki kor 
ゥ ンチセ タ / ホシピ キ コ 。 ( 自分の家に / 帰ると ) 」、 r 音声 9 Ⅱ S ユ カラ語り ) : 「 uncisf 
ta/ekwaorann ゥ ンチセ ク / ェク ヮ オラ / ( 自分の家に帰ってきて )」。 r 大神聖」 
p.51 :「 a.unchiseta ノ a-hoppa w  ( 私の ) 家に / 置いて」。 その 注 : 「 a ( 我が ) un( 格助 
詞「の」 ) chise (家、 宅 ) ta ( 格助詞「に り ; 私の家に」。 このように久保寺は、 unゥン を 
格助詞と解釈している。 語源はおそらく「格助詞」の l]nゥン と 同じだろうが、 この un 
ゥン は、 動詞 ( …にあ る / いる ) にちがいない。 日常語の uni(hi) ウニ ヒ の語幹 un ウ 
ン も、 語源は同じ動詞だろう。 un Ⅱ Ih け ウニ ヒ は直訳すると ( …が ( そこに ) いる ( 二 住 
む ) 所 ) 、 uncise ウンチセ は直訳すると ( …が ( そこに ) いる ( 二 住む ) 家 ) 。 [ 大群 稿 ] に 
は、 77 と 301 に unchisehe の用例が、 解釈なしで出ている。 
1654-5  Poyyaunpe/umurek nispa  ポイ ヤゥン ペイ ウ ムンク ニシ パ nispa 二 シ バ だけ 
だと通常は男性だが、 umurek ウ ムンク は夫婦、 したがって、 くポイヤウ ンペ 様 ご夫妻 ) 。 
この娘の父母であ る。 
1656 tapka 尹皿 タフヵユノ kayun カュ田 kay.un . ‥も / は ( 予想覚 / 予想以上を表す 、 
ニ ka).( 納 7号 7 強めの助詞 )] は、 日常語では ( …はといえば ) 、 anakne アナク ネ ( …は > ( 話 
題を示す 副 助言 司 ) と似た文脈で 使われるが、 もっと、 他と区別して取り 立てて言う言い 方の 
ようであ る。 頻度は低い。 
1658 uymamrepunka ウイマム レ プンカ ひ 323 
1660 Repun.Karapto レ プンカラプト [ 「 ep-un.karapto 沖 ・にあ る・カラフト ] 1666 の
Yanke-Karapto ヤンケヵラプト との対で使われている。 yanke ヤンケ は ( …を ( 岸に ) 
上げる ) 、 さらに <( もの ) を何かの上に 載せる )の意味の他動詞としても 使われる 語 だ 
が、 repun レ フン との対比では、 沖のほうに二カ 所あ るぅちの遠 い ほ う ( 「 epun. ‥レフ 
ン … ) と 近 い ほ う (yanke. ‥ ヤンケ … ) の村にちがいない。 したがって、 ( 沖のカラフト ) 、 ( 睦 
のカラフト ) とは、 つまり < 遠 い ほ う のカラフト ) と ( 近 い ほ う のカラフト ) 。 (UT 、 KI) 
もそのように 言っている。 他にもたとえば (W):makunamunin フ クシアムニン ( 奥の 
腕 、 上町 ) と sankeamunin が ノ ケ ア ム ニン ( 前の腕、 下町 ) のような対もあ る。 
一 151 - 
レ フケ クシノく   
Ⅰ epke  k㎎ pa  wa 
チ  ホワ 
CIpo  wa 
ウ ムンクウタ ラ 
Ⅰ mIlul ユ 「 ek  u 接弗 r 
ウウェチポワ 
uwecipo@ wa 
パイ payehita エヒタ 、 ク 
サ ン ケカ ラプト ク 
Yanke ・ Karapto@ta 
イ ナウア二 % 
InaW anI 
アメ ス イパヒケ ； 
a 二nu5 色 ypa  hIkeka 
ヤプソ モキ 
yaP  SOmo  ki 
エエ パッケ タ 
eepakke  ta 
レ プンカラプト 
Repun ・ Karapto 
レ フケクシノせヒク 
repke  I お pa  hit も 
サ ケア 二 
s もk  eanI ,
ィ ナウア二姉 
lnaW anl 
ア メ ス イパ 。 
a"nu ㎝ Wa. 
ネヒ nehior0ta オロ タ 
レ プンカラプト 
Rep Ⅰ五-Ka で naPpto 
オヤ プルウェ ネ 
oy 叩 ruwe ne 
キロク アヮ 
は rok  awa 
オロ ヤチ キ  






















































上陸 " 。 。 
すると 
なんと 
一 152  一 
シスタブカウンクル 
S Ⅰnu 士で apka.unlku Ⅱ 1681 シスタブカウン ・ンスタブカ 太 
カムイ ネ アンクル 
クル 
kamuy@ne@an@kur 1682  カムイ ネ アン 神のような人は 
スルク サケ 
クル 
SIl エ ku  Sあke 1683  スルク サケ を 
アクレ   
a ニkure@ 1684 アクレ 、 飲まされて 
スルク イクク テ フ 
mk ㎡ takte  p 1685 スルクイタクテ フ 毒 によってしゃべらされ 
た 
ネプ ネ クス   
nep  nekmu, 1686  ホブネクス 二 ものだから 
1666 Yanke,Karapto ヤンケカ ラプト 01660 の 注 
1668 a-nus ⅠⅠ ypa アメ スイ ソく nusuye メ ス イェ [ 単 Ⅱ /nusuypa メ スイ ソマ [ 複 ] [ く nu.suye/ 
suypa 顔 / 目 ・を揺らす (単 / 複 )] であ ろうか。 1667-9 の 3 行、 (KM) : 「寄って行けと 々 
ナウ ( 二木の御幣 ) で合図されても 寄らないで」。 (KK i) : 「イナウ ( を ) 持って、 nusuye 
メ ス イェ といつたら kikecinoye キケチ / イェ ( 二 削り掛けのねじれた イ ナウ ) とか 
kikepa 「㏄ キケ パラ セ ( 二 削り掛けのフワッ と 広がって下がった 々 ナウ ) とか ( を ) 振って 体 
まされても休まない ( 二 寄って行くよ う に言われても 寄らない ) 」。 r 金ユ集 3 」 (P.143) 
2220: 「 repunKarapto/repkeakushita/inushuipaan/korokakama 沖の カ ラプト / 
の 沖をわれが通ると / 岸から手招きされた / けれども通り 過ぎ」。 その 注 : 「 nusuye ( 複数 
形 nusuipa) 手招きする、 ン @an われ招かれる」。 本資料のここでは、 上に引用した 古老の 
説明によれば、 手招きではなく、 イ ナウを振って 、 寄るように、 つまり上陸するようにと 
合図したことを 言っている。 
1675 a=nusfGypa アメ ス イパ す 1668 。 Yanke.Karapto ヤンケカ ラプト ( 近いほうの カラ 
フト ) では 々 ナウ ( 御幣 ) だけで合図されたが、 こんど、 Repun-Karapto レ プンカラ フ   
( 遠 いはぅ のカラフト ) では、 酒とイ ナウの両方で 合図された。 それで上陸する。 
1680 0royaciki オロヤチキ そのときにはわからなかったが、 あ とから…だったのだとわ 
かった、 という文脈・ 状況で使われる 語 、 日常語でもよく 使う。 また、 oyaciki オヤ チキ と 
もいう っ 
1683 surkusake スルク サケ [ 毒 ・ 酒 ] < 毒の酒 ) 。 (KK i) : 「それで 態 とったり 鹿 と っ 
たりする 毒 ( を ) 入れて 酒 ( を ) 飲まされたんでな い の ? 」 ( 編者 注 : この話者は、 毒 入りの 酒 
解した。 熊や鹿をとるのには、 昔はトリカ フト の根の猛毒を 使ったという )。 しか し 
こでは、 ( 悪酔いさせる 酒 ) を指していると 思われる。 r金ュ集 4J (P.85)1139 以降にも、 
同様の意味でこの 語が数回使われており、 そこでは「 shumku sake または sumku sake 
毒酒」がⅡ atci tonot0 おだやかな 酒 」の対語として 使われている。 r金ュ集 gJ (P.343) 
1683: 「 shurkusake 毒酒」、 その 注 : 「その酒が基で 争乱になり命を 墜すので、 毒酒という 
呪う意味の語で 表記する」。 『 食全集 7J P.28 「峡中 記 」にバチ ラ 一の説の引用があ る。 
1685 surku れ ;ak 仕 e スルクイタクテ [surku- Ⅱ ;ak.te 毒 (が卜しゃべる・させる ]直訳すると 
( 毒がしゃべらせる ) 、 しかし意味は ( 毒によってしゃべらされる )で、 この場合の王 詰 は 
SInutapka.unkur  シスクプカウンクル。 よくあ る 語 構成法であ る。 Ⅰ 1658 
一 Ⅰ 53  一 
カ ラプト コクン 
Karapto  kotan 
コクンイッケウヱ 
kotan  Ⅲ kewe 
ウクラ トゥラ / 
U 屯a 「 廿ユ Ⅰ ano 
ホク イタク キ 
hok  itak  ki
オトゥミ ネ ロ 
。 """i" 。"" 
ク ロル ンペネ 。 
o Ⅰ now ⅡⅡ pene. 
ネ ヒ エペ； 
ne@hi@epeka 
トウミ ユプケ 
億 ⅡⅡ iyupke 
キ ルウェ ネコロ ； 




surku  田 ke
アクレ フ ネクス   
a=kurep  ne kusu) 
ネア 、   
カムイ ネ アンクル   
kamuy@ne@an@kur, 
トウ ミ ホントム 血 "' 。 。 ' 。 " 
( オ) オマルウェ ネ 
(o)@oma@ruwe@ne 
ネ ヒオロク 
ne hi oro  ta 
クパンマトカチ 
士ゐ pan  matkac 二 
才 ァ ラテン ネプネワ 、 
oa Ⅰ セ ennep  ne  wa,
カイ ワ、 
ka ア wa ク 
1687 カラプトコタン 
1688  コタ ヌイッ ケウェ 
1689  ウタッ トゥラ / 
1690  ホク イタク キ 
1691  オトゥミネワ 
1692  オ ロル ンペネ 。 
1693  ネヒ エペ； 
1694  トゥミユプケ 
1695  キコル； ルウェ ネ 
コル； 
1696  エ ポソ カネ、 
1697  スルク サケ 
1698  アクレ フ ネクス、 
1699  ネ ア一、 
1700  カムイ ネ アン 
ク ) レ、 
1701  トゥ ミホントム 
1702  (オ ) オマルウェ 
ネ 
1703  ネヒオロタ 
1704  タパ 、 ソフトカチ 
1705  オ アラーテン ネプ 
ネワ、 
1706  カイワー、 


























力 @ ケマ @ カムイ 
katkemat@kamuy 1707  カ トケマト カムイ 奥方が 
  く ツカイ   
Pa 牡 ay  wa 1708 パッカイワ 子をがぶって 
イトゥラルウェ 
れ Ⅰ 工" Ⅰ uwe 1709  イトゥラルウェ 同ィ テ して 
ネア コロ； 
ne@ a@ korka 1710  ネア コル； い たのだが 
チプ オロオマレ 
cip@ or@ omare 17n1 チ ポロ オ マレ この子を舟にのせて 
チプコ cipkoeaciw エア チウ 1712 チプコ エアチウ。 沖の方へ押し 出した。 
1688  kotanikkewe  コク ヌ イッ ケウェ W 村・の背骨 ] (KK i) : 「 (毒酒 ( を ) 飲まされた 
から Repun-Karapto レフンカラプト ( Ⅰ沖の 、 遠いほうのカラフト @ を ) カラフトまま ( 二
まるごと ) 買うと言った 曳
1690  hokitakki  ホク イタク キ [ 買う・しゃべり ( 動 名言 司 ) . をする ] < 買 うということ 
を 言った ？ 。 
1691 otumine  オトゥミネ [o.t Ⅲ㎡ -ne ( そこ ) から・いくさ・になる ]< それがもとで 戦争 
になった ？ 。 
1692 ororunpene オ ロル ンペネ [o.rorunpe.ne ( そこ ) から・戦争・になる ]1691 行目と 
同義並列の対句になっている。 rorunpe コ ル ンペ [ 「 or.un-pe 上座・の・もの / こと ] より 
も tll ㎡ トゥミ のほうが一般的にいくさ 、 戦いを表し、 toPattUmi ト パット ゥミ ( 集団 夜 
% 強盗 ) のようなことにも 使われる。 rorunpe ロル ンぺ は 、 神が伝染病で 襲撃してくるよ 
う な変事を言 う のにも使われる ( す Ⅰ音声 6JP.68) 。 「 萱 辞典」 : 「 ロ ルンベ①戦争。 ②重大 
な行事、 悲しみの儀式。 」 
1693 ne Ⅱ epeka ネ ヒ エ ペ カ [ その・こと・ちょうど…に 対して ](Kl) : 「そのち 
よう どそれを、 そのことに対して、 これのために」。 ここでは ( そのために ) 、 だろうか、 
それとも、 ( それはまさに ) というようなことだろうか。 す1770 
1701-2 tumihontom/oma トゥミ ホントム / オマ [ いくさ・の途中・に 入る](KK i)   
「戦争 ( が ) 始まって途中でたおれた」。 ( いくさの途中でたおれる (二 死ぬ )> という慣用句 と
  思われるが、 既刊の用例が 見当たらない。 1733 では oma オ 7  の代わりにその 使役 形 
に a ゴ， のついた a,i,omare という受け身の 形が使われており、 ( いくさの途中で 殺され 
た ) と 解せる。 (KS @  : 「いくさのさなかに 殺された」。 び 1733 Ⅱ
1705 oar tennep オ アラー テン ネプ ( 二才アラ テン ネプ ) 続けて言うときは 0attennep 
オ アッテン ネプと 発音されるが、 ここでは oar オアフ を強調して oara: オ アラー と 言 っ 
ている。 
1706  kaァ ウィ [ 他動 ] < …をおぶ う ) 。 その赤ん坊をおんぶして。 だれがおんぶしたのか 
を 言ってな い ので、 まるで POyyaunpe ポィヤゥ ンペ 本人ががぶったかのように 聞こえ 
るが、 すぐ次に補って「奥方が」と 言い直している。 
1708 pakkay パッカイ 伯動 ] ( 子をおぶう ) 。 日常語では ponpakkay ポ ンバッカ イ [ 自
動 J < 赤 ちやんをおんぶする )ともいう。 kay ヵイ は [ 他動 ] < …をおぶう ) 。 
1712 cipkoeac@w チプコ エア チウ [ 他動 ][cip.ko-eaciw 舟 ・と一緒に‥‥を 遠くへ投げる ] 
一 Ⅰ 55  一一 
ォィタッコテ 
oy ぬ kkote 
Ⅰタバンチプカムイ 。 tapan  cIp  kamuy 
クプ アナク ネ 
tap@anakne 
ア コロ シスタブ； 
a 二ko 「 SinutaPka 
オヤンワホ ヤク 
oyan@wa@ne@yak 
イオ， ぃンリケタ   
五 Ⅱ oha5irke  ta, 
ウェンクル ウ ムンク 
wenkur  ⅠⅡⅠⅠ urek 
ウッシウ ウ ムンク 
㎎ Iw l Ⅱ n Ⅱで ek 
オカルウェネクス 
oka  ruwe  ne  k ㎎ u 
  
respa w" 
ネ ワネ ヤク ネ 
ne@wa@ne@yakne 
イルウォ カケ 
i 二 ruwokake 
・ントゥリ 
ぬ t" Ⅱ
ア シ フで アナク ネ 
8%n ⅡⅡⅠ a anakne 
ア コロ 二シパ ； 
a 二ko Ⅰ n 聴 sPa  ka 
タ フ ( キ フライ ) 
仮 P  ( 吋 wa  ray) 
キ ワイサム ペ 
klwa  尽ニヨ m  Ⅰ 鵜 
ライ ネ クス 
ray  Ⅰ ek ℡ 1 
アシ メで ； 
a  SIn a" ⅠⅡla  k
トウミ コラン ワ 
'"" 。" 。 """" "" 
1713 オ イタッ コテ 
1714  7タ パン一チ プ ； 
ムイ 
1715  タ フ アナク ネ 
1716  ア コルシスタブ ；
1717  オ ヤンマネヤク 
1718  イヨハシリケタ 、 
1719 ウェンクルーク ム 
レク 
1720  ウ ソシウウ ムンク 
1721  オカルウェネクス 
ス 
1722  レスパワー 
1723  ネワネ ヤク ネ 
1724  イルウォ カケ 
1725  シ トゥリ 
1726  アシスマアナク ネ 、 
1727  ア一コンニ シパ 
カ 
1728  タ フ ( キ フライⅡ 
1729  キ ワイサム ペ 
1730  ライネクス 
1731  アシスマ； 
1732  トゥミ コラ メワ 





















トウ   ホントム 
tuIni hon もom 1733 トウ ミホントム いくさの途中で 
アイ・オマレ a"l"omare  IP   クニプ k  ⅡⅡ " 
ネ ナン コ ロヤ ッカ 、 
ne nanko で yakka@ 
モンキ キ チャシ メ / 
monkikl c俺 nuno 
1734  アイヨマレ クニプ 殺されるかも 
1735  レ ちナ二 Ⅰ コ Ⅰ ヤッノヶ、 しれませんけれども 
1736  モンキ キ チャシ ス 身軽になって 精いっぱい 
ノ 
( …を舟に乗せて 沖へ 押し出す ) 。 (KM Ⅰ : 「赤ん ぽ だけ 汗 さ ( 二舟に ) 入れて海の上さ ( 二 海 
の上に ) 押し出す」。 (KK i) : 「 汗 さ ( 三丹 に ) 入れて押し出した」。 
1715 士 apanakne  タ フ アナク ネ 直訳すると ( これは ) 。 
1717 oyan  オヤン [o,yan ( そこ) に・上陸する ] <( 舟が ) そこに着く ) 、 「そこ」とは 
S@nutapka シスタブ カ を指す。 
1718 i=ohasIrke Ⅰ a  イョハシリケ タ nhasir オハシリ [ 概Ⅳ (Ohas@rke(he) オハシリケ (へ) 
[ 所 ] は ( 留守 ) 。 i,ohasirke ta  イョハシリケタ は ( 私 / 私たちの留守に ) 。 
1724-5 i,ruwokake/ 鯨 tun  イルウォ カケ / シ トゥリ ruwokake ルウォ カケ は ( …の死 
後 ) 、 す 1611 。 ここでは、 死後の系統 /血統のことを 言っている。 直訳すると ( 私の死後 ( の
血統 ) が伸びる ) 。 (KM) : 「 u 鮒 w umurek ウッシウ ウ ムンク ( 二 使用人夫婦 )W が ) 育てて 
くれれば血統が 残る」。 昔のアイヌ文化では、 血筋が絶えるということは 耐え難い不幸で、 
なんとしても 防ぎたいことであ った。 
1729-30 ki wa @sam pe/ray ne キ ワ イサム ベ ノライ ネ よくあ る語順転換が 起こ 
っており、 直訳すると ( してしまったことは 死であ る) 。 ray wa isam ライ ワ イサム 
( 死んでしまった ) ということを 言うのに、 ray ライ ( 死んだ ) ということを 際だたせるた 
めの語順転換であ る。 
1732 tu ㎡ kor=an トゥ ミ コラ ス tu 而 kor トゥ ミコロ は [ ぬ ㎡・ kor いくさ・を持つ ]( 戦う ) 。 
1733-4 tuIni hontom/a 計二 Omare トゥミ ホントム / アイ コ マレ 直訳すると ( いくさの 
途中に私は入れられる )二 ( いくさの途中で 殺される )。 (KM) : 「おやじ ( 二夫 )( が ) 殺され 
たから自分も tu 而 kor トゥ 2 コ ロ する @ 敬 う ) が 、 ttl 而 トゥ ミ ( 二戦 い ) の途中で死ぬ 
かもしれないから J。 ここでは 複 他動詞 omare オ マレ ( …に…を入れる ) を使い、 受け身 
の言い方で言っているが、 1701-2 では、単 他動詞 oma オマ ( …に入る ) が使われてい 
る。 0 1701-2 
1736 monkikicasnuno モンキ キ チャシ メ / monkiki モンキ キ は㎞ on-kiki 手 Ⅰ働き・ 
(?)] kiki キキ は kik Ⅰ ( その防御 ) か 、 ki キ ( する ) の重複 か 。 casnu チャシ メ は 
(S) によれ ば ( さっぱりして いて余計なものがな い) 、 -no / は 副詞形成接尾辞。 背負っ 
ていた赤ん坊をおろして 身軽になって、 ということだろう。 (KM) (KK i) (HHa) と
も : 「わからない」。 (UT 、 Kl) : 「聞いたことな い 」。 r 金 虎杖」ワカルパ 1375-9: 似た
文脈で「 Kanerakko/@0-opiciwa/monkikichashno/hokuremoimoike/ekinankon 
na! 黄金のラッコを / われに渡して / 利腕 自由に / い ざ い ざ / したま ふ べし」、 その 注 : 
「 mon 手 、 仕事、 monkiki 手のはたらき、 chash.no よく走る、 即ち 迅 くはたらく、 充分 
はたらき得るや う にする」。 「 バ 辞典 ト 「 monichashnu-no  adv. Without @ped@ent  
Quick@y 」。 (K S  り : 「背中 ( が ) 軽くなって動きが 軽くなる」。 
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手甲 し 出したところ 









タン マ @ ヵチ 
ね n  matkaci 1757  タン マ トカチ この女の子の 
カワリ ネ 
k  "awa ⅠⅠ ne 





チ ci トムテレス 二七 omteresu 
チピ Cl ニ@ Plrka カレス Ⅰ e5U 
ヱ カラカラ   
ekarkar@ wa 
イ コレク ニ 
ト k0 Ⅰ e kMi 
ラム コ ロ 






カワリ ネ 、 
レスパ カト ゥ 
チトムテレス 
チピリカレス 











1740 tapan a tennep  タパヌ ア テン ネプ ・この a ア は 何だろうか。 tennep テン ネプ 
( 赤ん坊 ) は、 通常、 人称接辞をとらず、 日常語で「 ( 引用文中 ) 私の赤ん坊」というには、 
kor コロ を使って、 a,kor tennep アコッ テン ネプ の形が使われる。 したがって a, 
tennep アテン ネプ ( 私の赤ん坊 ) と考えるのは 虹理 であ る。 tapan タ パン は [ く tap.an 
これここに / いま・あ る / いる ] で、 本来動詞だから、 叙事詩の中で 完了の助動詞の aア 
( …した ) と同じ位置に 置かれるあ の a ア が 置かれているのだろうか。 (KK i) : 
「 tapan tennep タ パン テン ネプ でもいい、 tapana tennep クパナ テン ネプ でもい 
いお (KS i) : 「 tapantennep タ パンテン ネプ が tapana 止 fennep クバチ テン ネプ に聞こ 
えるだけ 上 
1745 0y Ⅰaakkote knr オ イタッ コテ コッ ( Ⅰ コめ 次の行と続けて 発音されているため、 
kotcipo. ‥ コッチ ホ … と発音されている。 
1746 cip or チ ポー @ チ プ オロ ) 続けて言えば チ ホ 。 となるところだが、 or オロ の 
てははつきり 出ず、 cipo: チ ホ 一 のように聞こえる。 
1750  ne hi or0 ta  ネ ヒ オロ タ ( そのときに ) 、 ( その際 ( さい ) に) 、 ( その場合に ) 
などというようなときによく 使われる 句 。 hi ヒ は 、 この句ではたいてい 時を表す。 
176 叶l ci,tomteresu/ci,p む karesu  チ トムテレスイ チビリ カレス 同義並列の対句で、 大切 
によく育てることを 表す常套表現。 同じことを言うのに、 1108 りでは ci,tomteresu/ci, 
araresu チ トムテレスノ チブ ラレス が使われている。 ci 。pirkaresu チビリ カレス が対句に 
ならずそれだけで 使われているところもあ り (1143, 1279, 1992) 、 pirka.c@,resu ピリカ チ 
レス の形で出ているところもあ る (1604) 。 
1763 i,kore  イコン 直訳すると ( 私にくれる ) 。 編者は ( 私と結婚させる ) と解釈した 
が、 ( 私のために…してくれる )と解釈する人もいる。 






























ネ ヒ エペ カ 
ne@hi@epeka 
アシク ヌ レ フ 
a=slknure ?
クンマ @ カチ 
tan  matkaci 
ネルウェ ネ 











ネウ シネマ ッ ； 
n6mneyakka 
アトゥラ ワ 
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オアフ て イサム。 
ネヒエ ペ； 
アシク ヌ レフ 
タン マ トカチ 
ネルウェ ネア 
ヤク ン、 
ネウ シネマ ッ ； 
アトゥラ フ 






( チャシ オヨ 
エシク 一％ 
アン ペ ネクス、 
ネ ノア スフネ 
ヤク 
カムイオルソ 




















㎜ ンウ 1785  シンリトオル ソ 先祖に対しても 
アエオリパ a 二eonipak クワ wa 
クスクプ ネ 
kuSu  taPne 
( Oh オハ シリオプ俺 l Ⅰ IOP) )
オノ ヘンリ ブン キヨ 
ohasirp Ⅱ nk ニ nyo 
カムイ ブ ンキョ 
kamUy  pmklyo 
17Sf  アエオリパクワ はばかられる 
1787  クスタブ ネ、 から 
( オハ シリ ニオ フ ) ( 留守 ) 
17SH オハシ リ ブン キヨ 留守の守り 
1789  カムイ ブ ンキョ 立派な守りを 
1767-g neykehuyke/a=esiknak ruwe/oarar i 田m ネイ ケ フ々 ケ ノアイシクチク ルウェ / 
オアフで イサム neykehuyke ネイ ケブ イ ケ はけ eyke,huyke どこのところ・どこの 
ところ ] < どこもかしこも )または ( どこでもここでも )。 872 では、 どこだかわからない 
がどこかを、 という文脈で 使われている (す 872) 。 es@nak エシクナク は [e.s@nak ( それ) 
に関して・盲目であ る ] < …が見えない ) 。 oarar オア ラ ラ は oar オアフ の強調のための 
重複 形 。 oararisam オ アララ イサム はく全然ない >, しばしば オア ラリサ ム と 発音 さ 
れるが、 ここでは、 語末のⅠは、 舌先がはじかれた 後、 すぐ前の母音と 同じ aア のよう 
な音色から次第に e エ または u ゥ のような音色を 経て次の母音と 同じ iイ のよう 
な音色へと移っていつている。 この 3 行、 (KM) : 「自分はそれ (を ) 見てちやんとわかつて 
いる 丑 (KK i) : 「どこもかこも (二 どこもかしこも )自分はわかつてしまっている 上 
1770 nehiepeka  ネ ヒ エペ ヵ ( そのために ) 。 Ⅰ 1693 。 
1771-3 a=s@nure p/tan matkaci/ne  アシク ヌ レ フ/ タン マト ヵチ ノネ 直訳すると、 
( 私が命を助けたのはこの 少女であ る) 。 tanmatkacia=siknure タン マ トカチ アシク タン 
( 私はこの少女の 命を助けた )ということを 言うのに、 よくあ る語順の転換が 起こったもの 
であ る。 前の行の nehiepeka < そのために、 それだから )のすぐ後に、 これに意味上直 
接続く a,siknure アシク ヌレ ( 命を助けた ) を置いたのであ ろう。 [siknu,re 生きる・させ 
る ] はく生かす ) だが、 危ない命を助けることをいうのにもよく 使われる。 
1773 yakun  ヤク ン 0,1202, 1274-5 
1774 n 毛 mmun ne yakka  ネウシ ネ ヤッカ 早く言うときはよく nen ne yakka ネン ネ 
ヤッカ と 発音されるが、 ここでは neun ネウン と 言っている。 yakka ヤッカ の y が 
はっきり出ず、 neakka ネ アッ カ のように聞こえる。 
1779 kamuykoroe カムイ コル ペ 榊 ( が ) . 持つ・もの ] W 神の持ち物 ) 。 
1788 ohasirpunkiyo オハシ リ ブ ンキョ 溜守 ( の) . 守り ] (KK i): 「留守番してい 
る」。 (K.l) : 「留守番」。 日常語で留守番することは ohasirepunk@ne オハシ レ フン キネ
山 ha.sir.epunMne 留守の・ところ・を 守る ] という。 punMyo フンキョについてはォ 大 
の注 
1789 kamuypunk;y0  カムイ ブ ンキョ [ 神 ( の) . 守り ] ( 神が守ること ( 神の守護 )) に 
も、 ( 神のように守ること ( 立派な守り )) にもなり得るが、 ここでは (神がするような 立派 
な守り ) だろう。 r 萱 辞典」 : 「カムイ ブ ンキ神の守護」。 「 金ュ集 l Ⅱ p.l91)2524-8:Kant0 
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スクプオッカ イポ 、 
sukup  Okkaypo, 1810  スクプオッカ イポ 、 立派に成人した 男 
aba/urenbishkanita/aba bunkiyo/re k mui ranke/ehorarpa 天の戸の /両側に / 
戸の見張りの 役 / 三人ずつの神が / まもっていて」。 その 注 : 「見張り 番兵 というが、 
…」。 r 金ュ集 lJ p.67 の 注 : 「 pun 旧巨 punkio 見張り、 監視する、 見守ること、 見守る 
人。 もと邦語、 蝦夷奉行、 松前奉行の・ 奉行，のアイヌ 語化」。 この語り手 (W) の方言で  
punki フ ン キ は [Pet.punki 川 ( の ). 番人 ] W 加番 ( Ⅰ渡し守 )) 、 [e-punki-ne ( それ ) に関 
して・番人・になる ]( …を 悉 する / 守る ) 、 のように、 く番人、 守る人 7 0 意味で出てくる 
が 、 この 2 行の punkiyo フ ンキョ は、 ( 守ること ) の意味で使われている。 punki フ ン キ 
と punkiyo フ ンキョ とが、 そのような使い 分けのあ る 2 話なのかどうか、 例が少ないた 
め、 未詳。 r 萱 辞典」では、 「 フ ンキ 番人」とあ り、 別項目で「カムイ ブンキ 神の守護」 
が出ている。 フ ンキヨ は出ていない。 punkiyo フ ンキョ は、 金田一の見るとうに「奉 
行」から直接 来 た可能性のほかに、 [くpunki-(y).0 番人 ( を ).( 挿入首 ). そこに入れる ] だ 
という可能性もあ る。 
1794 arpa  アラパ この語のⅠは、 かは 似た音色で発音されることが 多いが、 ここでは 
うに似た音色が 出ている。 
1795 a=ne a yakne  アネ ア ヤク ネ この a 7  0 、 日常語では通常 起こらない、 叙事 
詩の言い方であ る。 韻律を整えるのに 役立っているが、 それ以外に、 積極的な意味があ る 
かどうか。 [ 補 K : 既定事実あ るいは確定を 表すと思われる。 ]yakne ヤク ネ は、 ( …する 
と ( よい / 悪い )> というような 条件節を作るのによく 使われるが、 ここでは確定している ( と
本人が考えている ) ことについて 言っている。 条件節を作る 他の接続助詞、 yak ヤク ( 二
yakne  ヤク ネ ) 、 yakun  ヤク ン、 づ @  チキ 、 kor  コ 。 なども、 程度の差はあ れ同様のこと 
があ る。 6  1202 
1796  etokoho  ta ェトコ ホ タ ( その前に ) 。 
1797-8  a,l@yaykamuy./ ま nukare  アイヤ イ カムイノシ 2  カ レ [e-yay-kamuy-si.nukar.e 
それで・自分 ( の) . 神 ( に) . 自分 ( を) . 見る・させる ]  <それで自分の 神に自分を見てもら 
う ) 。 (K  K  i) : 「神さんに自分の 気持ちを見せたい 上 「 si. シ十 ( 他動き 司 )+-e/re/te( 使役 語 
尾 ) 」は、 ( …に…してもらう )。 「神に見てもらう」とは、 通常、 神に顧みてもらう、 守っ 
て ( 助けて、 よくして )もらうことで、 ここの場合は、 (見て ( 二 守って ) くれるように 神に言 
う ) ことを言っているのではないだろうか。 また、 語頭の e. ェ は 、 このような文脈で 
は、 (( 酒 やごちそう ) で ) を 表すことが多く、 (KK i) もそう解釈している。 
1799 づ00  a.ey 丘 y まnr@/nurappa  アイヤイシン リ @/ ヌ ラッパ ( コ アエヤ イ … @  [e.yay. 
sinrit.nurappa それで・自分( の) . 先祖・を供養する ]。 (KK i) : 「先祖に教えてやって 
自分はシスクプ カさ (% へ) 行く」。 sinnurappa シン ヌ ラッパ [sir.nurappa] は ( 先祖供養す 
る ) 。 この 1797-1800 と似た対句が、 1413-6 にあ る。 
180l neayakne ネ ア ヤク ネ Ⅰ 1795 
1807 e=an a kuni p エアナ ク ニプ 日常語で語られる 昔話なら、 助動詞 aアを 入れず 
に e,ankunip エ アン ク ニプ と 言うところであ る。 雅語で使われる 助動詞 a ア の 用 
法の例であ る。 kuni クニ は、 この場合は、 日常語と同じ 使い方で、 … kumipnena クニプ 
ネ ナ は命令表現の 一種で、 直訳すると ( …するべきものであ るからね )=( …するんだ 
ぞ、 - しなされよ ) 。 
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エアシ @ ；







( yUPko) ユプコ ) 
ユプニシパケ 
Ⅶ lPnI5Pa  ・ k e 
エ コイソ イクク 
ekoysoy 士 ak 
キロクアイ ケ










エ オンカ ミ 
eonk 技 n Ⅱ 




















ォヵィ ペタ フネ 
okayPe  ぬ pne 
クィ ェ カネ 



















pi Ⅰ ka  h止ke 
イレスサ ポ
Ⅰ Y ㏄ u  Sapo 
二 マフ ハ 
m Ⅰ n あ r れh 廿 
1811 エアシリ； 
1812  カムイ ネ アン 
クル 
( ユプコ 一 ) 
1813 ユプニシパケ 
1814 エ コイソイタク 
1815  キロクアイ ケ 
1816 ピリカハウェ 
1817  ネマス フ 
1818  エ オンカ ミ 
1819 エウコ オンカ ミ 
1820 パク / ネコ 口 
1821  オロ ワ 
1822  「 ヘタ パイ エ アン 
仁コ l Ⅰシコ 口 
1823  オカイペクプネ 
1824  タイェカ ネ 
1825  キプ ネクス、 
1826 アカルワ アン ペ 
1827 ピリカ ヒケ 
1828 イレスサ ポ 
1829 二 マラハ 





















アコ ロバ ン 
a Ⅰkorpa Ⅰ e 1830  アコ / レくレ あ げ、   
nlma ・ Ⅰ a  ha@ 1831  ニ％ラハ、 何枚かを 
コタン コつ ニシノ せ 
kotankorni 即 a 1832  コタンコンニシノ く 中すおさ 
イコ チウンクル 
lyoci ・ unkur 1833  イコチウンクル 余市の人 
キャン ネニ シ バ 
㎡ y""" 。 " ぼ " P" 1834  キャンネニ シパ 見者の御方の 
テム ニコロ ウ ン 
temniko で (O  uⅡ 1835 テム ニコロウ ン 腕の中へ 
ア カラ ワアン ペ 
a=kar  wa  an  腱 1836  アカルワ アン ペ 私の作ってあ ったものの 
ピリカ ヒケ 
pirka@hike 1837 ピリカ ヒケ う ちのよ い のを 
オトウ テムコ リ 
0m  梶血 Lo Ⅱ 1838  オ トゥーテムコ   いくかかえも 
1812 kamuy nean kur カムイ ネ アン クル 神のような人。 ロ 1023. 1427 
1813  yupnispake  ユプニシパケ [yup,nispa-ke  兄 ・長者・ (所属語尾 )]  <( 彼 ) の兄君様 ) 。 
1814 ekoysoytak ェ コイソイタク [e,ko.isoytak ( そのこと ) について・ ( 彼) に・話をする ]
1816-7 pirkahawe/ne  ピリカ ハウェイネ ( 結構です ) 、 同意 / 承諾することを 表明する 
言い方。 
1817 manup マス フ ( …ということ ) 。 ロ 997, 1095, 1489 
1818  eonkami  エ オンカ ミ ㎏ -onkam@  ( それ )に関して・ * ギキ しする ]  言葉で言うと 同時 
に 、 両手を上げ下げする 形式の拝 ネ しをして、 同意 / 承諾したことを 表している。 
181g  ewkoonk 杣 ㎡ ェウコ オンカ ミ [e.u.ko.onka ㎡ ( それ ) に関して・互い・に・ 拝礼す 
る ] 兄弟二人で互いに 挿ネしを交わしたことを 言っている。 
1824 も aye タイ ェ [ 雅語 ] < ‥・を言う >( 二 ye イェ ) 。 taye クイ ェ の例はこの一例だけであ 
る 。 この叙事詩は 歌われ 々 に語られているにもかかわらず、 語り手 (W) は 、 他の箇所で 
は 、 utaye ウタイ ェ と 言っている。 す 1286, 1316 
1826 a=kar wa an pe アカ ル ワ アン ペ ( 私が作ってあ るもの )。 く KM) : 「刺しゆう 
した着物」。 
1829 nimaraha  二 マラ ハ ( 数 あ る中の一部 ) 、 半分でも半分以下でも 半分以上でも。 
1835 temnlko ィ 0 テムニコロ Ⅰ 910 
1838 一 <9 o Ⅰ u も emkn Ⅱ ノ a 臣 ian オトウ テムコリノア リ otu. ‥ ore    オ トゥーオレ   
( す 285-6) の前半だけが 使われて ( たくさんの ) 。 temkoni テムコ リ ・は temkor テムコ。 
( ひとかかえ ) の所属 形 。 tem テム は特殊な場合や 語構成要素として (腕 ) 。 knr コ 。 が 
[ くを持つ ] だとすれば、 [tem.kor 腕 ( が ) …・を持つ ] つまり ( 腕に持たれるもの ) か 。 ち 
なみに、 temnikor テム ニコ。 (910, 920, 1892) は 別語 。 aari アリ は ( …を置く ( 対象初枝 
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アア リ 。 ・ 
a 自a Ⅰl. 




ア カラワアン ペ 
a 巨ka Ⅱ wa  an  pe 
ピリカ ヒケ 
plrka  hike 
ピ リカチタ ラぺ 
p Ⅱ kac れa Ⅱ 捜 
( アオ ) 
(a 二 o) 
ポ、 ノ ケトウシ オロ 
pon@ketusi@or 
アオ ヒネ、 
a=o  hiume, 
アセルウェ ネ 
a=se  ruwe  ne 
ウ トゥラアン ヒネ 
utura=an  hine
ソイワ サンマ 
soyw 理 Inma 
アオ シライパ。 
a"o"'""yP". 
オロ ワ / 
orowano 
エアシリ； 
e ㎎ⅠⅠ ・ k a 
ネイ ワホ ヤ 
ney  wa  ne ya 
( カムイ、 カムイ ) 
(kamuy@ kamuy) 
クパンカムイ マウ 
tapan  kamuy  maw
チラナランケ 
  "         k   
カムイ マ ウェトク、 
kam Ⅱ y  maw  etok@ 






































美しいご ざ の 















れ ln  a=ne wa@ 
アイエコシネ a 二i 二 6koSnek クル ⅡⅠ・ 
スイ ソせ カネ 
suyPa  kane 
オロワ / 
0 「owano 
ウ トゥラアンフ ミ 
u 億 ⅠⅠ a 亡an  h ⅡⅡⅡ 
ウフ ムトゥラ ン 
uhllIrlturare 
アンカ ネ コロ、 
に an  kane  kor Ⅰ 
パイ エ アンカ トウ 
paye=;an  k  杣
オロ ワ 










トゥナ ネワ 、 
アイ イェ コシネクル 
スイ パカ ネ 
オ ロワ / 
ウ トゥラ ブヌ ウミ 
ウ フ ムトゥラレ 
アンカ ネ コル、 











数 )> 。 この 2 行、 <( つくってあ ったもののうちのよいもの ) いくかかえもを 両腕の中に入 
れて ( ニ ひざの上にのせて )あ げた ) 。 
1845 ponketuslor  ポン ケトゥ シ オ ( 二才。 @  or オロのでがはっきり 出ず 、 0 オ だけ 
しか聞こえない。 はっきり、 あ るいは全然聞こえないては、 1129, 1259, 1746 にも出てい 
る。 
1849-50 soywaasamma/a 。 osir  Ⅶ a  ソイワ サンマノア オ シライパ 韻文口調の慣用句。 ( 外
へ 出た ) 。 a,oslraye ともいう。 語り手の妹 (Sn は 、 歌っているときには an=osiraye ア 
ノ シライ ェ く @ 音声 7J r 音声 8% 、 語っているときには a,osiraye アガシライ ェ Ⅰ音声 9 パ 
と 言っている。 (W) の場合もおそらく、 a, ア のつく形は語っているときの 形であ ろう   
185S ciranaranke  チラナランケ 「 ci-ra.na.ran-ke ( 中相 @ 下方・のほう へ ・下りるⅡ他 
動詞化 )] ( 下へ下りる > 。 
1858-9  a,i, モ kosnekur./su 皿 a kane  アイ イヱ コシネ ク ルイス イバ カネ (KK i) : 「軽 
く 振られて行く」。 r音声 8 。 、 9 Ⅱ S ユカラ、 ユ カラ語り ) では、 似た場面で、 「 mawsirkasi/ 
a,e,yaykosnekur/punpa kane マウ シリカシノア エ ヤイコシネクルノ ブンパ カネ 風に吹 
かれたように 体が軽く浮き 上がって」と 言っている げ 音声 9.l で aiyaykosnekur アイヤイ 
コシネ クル と 書いたのは誤り ) 。 
1862-3 uhumturare/,an ウフ ムトゥラレイアン 市 -hum.tura,re 互い ( に@ 昔 ・を伴 う   
させる ] ぐ 二人とも昔を 伴って ( 二 昔を立てながら ) 行った ？ 。 (KM) : 「 kamuyhum カムイ 
ブム ( 二雷 ) 」。 (KK i) : 「二人で 昔 しながら ( 二 昔をたてながら ) 行った」。 ロ 1249 。 神が空 
を 飛び歩くときに 昔を伴うという 表現の例として、 「音声 8 」 (S ユカラ ) : 「 卜 ]pase 
h Ⅲ㎡ /[ Ⅱ siturare/[u]kosne hu 血/ 仕 ]sih0pire パ セ ブ ミノ シ トゥラ ン / コシネ フ 
ミノ シホ ピ ン 重い昔を / 伴ってくる / 軽い昔は ノ 伴わずに置いてくる 丑
1865 0ro wa  オロ ワ つなぎ言葉の orowa オロワ くそれから )と 同じ発音だが、 この 
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アイエ a 二テ二色 キラワ ki Ⅰ awa 
エカ ノ ア 
"k e 二an  a
アコ ""  ロチャシk  。 "。 a5' "" オ ロウ 。 "ン ⅠⅡ 
ノくイ エアン ヒ 
paye 二an  h. l
ネ コ トム / 
ne@kotomno 
ア エサン ニョ 。 
ゐ " ㏄もⅡ nly0 ・ 
パイ エ アン ヒネ   
paye=an@hine, 
テ エタ カ ネ 
teeta@ k ne 
アコ a二ロチャシオロ ko で。 尭siorta タ 
・ ンレパ アンルウェ 
sirepa=an  ruwe 
フシコト イ ヴ 
h Ⅸ ko 士 o ア wa 
オハ シリアン ベ 
oh おIr  an  Ⅳ 
ネプ ネ クス   
nep  nek ㎎u, 
アペ オイ ら 
apeoy  ne 
クスネア ヒ 
kusu@ ne@ a@ hi 
コ @ ネ カネ 
kotne kane 
シラン ゥシケ ク 
ぬⅠ an  uske ta
、 ンレパ アン 
sirepa=an 
オロ ワ / 、 
0 「OWano ク 
アムソ クル ； 
amso  kmka 
1866 アイ イェキラワ 
1867 エカ ナ 
1868 アコッチャシオ 
ル ソ 
1869 パイ ェア二 
1870 ネコ トム / 
1871 アイサン ニヨ 。
1872 パイ エ アニネ、 
1873 テエタカ ネ 
1874 アコッチャシ 
オッタ 
1875 シレノぐ アヌール 
ウェ 
1876 フス コト イ ヴ 
1877 オハ シランペ 
1878 ネプ ネクス、 
1879 アペオイネ 
1880 クスネアヒ 
1881 コトネ カネ 
1882 シラ メウスケタ 
1883 シンパ アヌ 
1884 オロワ / 、
1885  アムソクル； 























アバ @ レノせ @ レ 








C 連 Onnay 1887  チセオンナイ 
アチャシ スレ 
a"ca5nll ど e 1888  アチャシ スレ 
キロクアイ ネ 
ki@rok@ayne 1889  キロクアイネ 一 
エエ パッケ ク 、 
㏄ pakke ぬ， 1890  エ エノくツケタ、 
( ア弓ポナイスポンクル 
(a:) ]Ponaynu.Ponkur l891 (アⅡ ポ ナイスポ 
オト ウニテムコ 0 ンクル 
0 もⅠⅠ nitemko 「 1892  オト ウニテムコ 口
orowa オロ ワ は 、 [ そこ・から ] ( そこ ( その場所 ) から ) 。 「そこ」とは、 1868 の a,k0r 
c ゑsi アコッチャシ く 私の城 7 を指す。 外国語の関係 詞節 のような言い 方であ る。 ここから数 
行の部分を意訳して、 (KK i ) : 「そこから連れて 行かれた自分のもともとのとこ さ @ と 
ころへ ) 帰って来た」。 
1876  huskot0ywa  7ス コト イワ ( ずうっと前から ) 。 ここから 1881 まで、 (KK @  : 「も 
うしばらく留守になっていたから、 いろりのとこ さひっ こんでる ( 二 いろりのところがくぼ 
ん で か 8 万。 husko は、 ここでは フス コ にいちばん近く 発音されているが、 フシコ の 
ようにも、 フ ・ ン @ コ のようにも発音されることがあ る。 
1882 %ran  シラ メ [ 完全動詞 ] [sir,an 様子 (が ). あ る ] ここでは、 ( あたりの様子がその 
ようになっていた )、 つまり、 そんなふ ぅ だったことを 言っている。 この語はまた、 ( 時が 
たつ ) ことにも使われる 語であ る。 
1882 uske  ウ スケ ( ところ ) 。 場所とはかぎみない。 そのような (とき ) を表すのにも 使わ 
れる。 ここではそういう (状況 ) を言っている。 この語は、 ウシケ のようにも、 ウシ， ケ 
のようにも発音されるが、 ここでは ウスケ のように発音されている。 
1885 amsokurka  アムソ クル 力 ( ゆかの上一面 ) 。 (KM) : 「ゆか、 土の上にカヤ ( を ) ひ
いて ( 二敷いて ) あ るとこ」。 am- アム は、 叙事詩の中で、 s0 ソ ( ゆか ) のほか、 set セト 
( 寝さ ) 、 inunpe イヌンペ ( 炉縁板 ) の前に置かれ、 ams0 7 ムソ 、 amset アムセ t 、 aminunpe 
アミ スンぺ のように使われる。 amset アムセ @  は ( 高床、 普通のゆかより 高く作られてい 
るところ ) 。 「如拙 小 4 では、 am-toy の項で、 am- が 「寝そべっている コと 訳されてい 
る 。 
1886 a 。par 丘lParu アパルパル paruparu パルパル は ( パ タバタあ おぐ )。 (KK i) : 「家 
の中 ( の ) ごみ ( を ) はもって」。 (KM) : 「 nunnuyep.kina ヌ ンメイエ フキナ ( 亡 ホウキバサ )
というもの etoyta エトイタ して (= 植えて ) 、 秋になって取って 束ねて使う」 (注 : この 
話者 (KM) は、 「掃く」ことを nunnuye ヌ ンメイ エ という。 (W) (S) は munnuwe ム 
シス ウ ニ といい、 ホウキ グサ のことは munnuwep- Ⅵna ムシス ウェ ブ キナという。 これが 
東京で言 う ホウキ グサと 同じものかどうか 不明 ) 。 
1892-4 otu nれ lemkor ノ勺 re n れemkor ノす wnara ダIpa オトウ ニテムコ ロイ オレ ニ テムコ コ Ⅰ 















awna Ⅰ a ㎎ a 
ルイルイ アペ 
ruyruy  ape 
エ パラセン 
eparsere 
キ ルウェ ネ 
ki Ⅰ uwe  ne 
オロワ / 
orowano 
ネア   
ne もク 
チャシ オロク 
cas Ⅰ 0 Ⅰも a 
オカ アンカ トゥ 
oka=an  katu 















ⅠⅠ ekarkar ka 
ソモキ  
somo@ ki@ no 
ウヘコ ト バ アンプ、 
Ⅱ heko 町 ]a Ⅰ an  wa, 
オカ アンカ トゥ 
oka Ⅰ;an  ka 杣 
1893 ( オヌ ) オレ ニ テム 
コ ロ 
1894 アウナライパ 
1895 ルイルイ アペ 
1896 エパ ルセレ 
1897 キ ルウェ ネ 
1898 オロワ / 
1899 ネア 、
1900 チャシオッタ 
1901 オカ アンカ トゥ 
1902 オロワ / 、
1903  ネア 
1904 ポナイスポンクル 
1905  エアシラナ 
1906  ヘセポ カー 
1907  (イ ) イタク ポ 
カ一 
1908  Kイ )  アラカ / 
1909  イイ ェ カルカル； 
1910  ソモ キノ ー 
1911  ウヘコトパアヌワ 、 
1912  オカアンカ トゥ 
かかえて 
運び込み 











息づか い でも 
言葉でも 
私につら か息 いな 
させることも 
なく、 
私たちは二人 哺 になって 
暮らしていた 
一 Ⅰ 70  一 
ボナイスポンクル 
Ponaynu-Ponk ℡ 1913 ポ ナイスポンクル ポ ナイスポンクルは 




カムイ チ コイ キプ 
kamuy  c Ⅲoyklp 
エ アウナ ルラ 
eawnam Ⅰ a 
キカ ネコロ 、 




























ユ クチコイ キプ 






オ カ アンルウェ 
山 へ行って 
鹿 だの 







ア ウナラ イパ otu. ‥ ore... オトゥーオレ… は す 285-6 。 ㎞-temkor 木 ・ ( ひと ) かか 
え ] < 木 ( たきぎ ) のひとかかえをたくさん )。 [aw.na-ray(e)-pa 家の中・の方へ・ 行かせ 
る・ ( 複 )] < …を家の中へ 入れる ) 。 990 には単数形で 出ている。 (KM) : 「まき ( を ) たない 
で @ 手に持って ) 入った」。 (KK i) : 「たくさんまき (を ) かかえてはいった 上
1895-6 ruyruy ape/eparsere ル ィル イ アペ / エバ ルセ レ 直訳すると ( 炎を立てて燃え 
る人のその上の 方を燃え上がらせた )。 (KM) : 「燃え上がった」。 (KK @ : 「どんどんど 
んどん 大 ( を ) 燃やした」。 
1908  arkano  アラカ /  arkano/i,ekarkar ka/somo 円 no アラカ ツ / イイ ェ カラカラ 
ヵ / ソモ キ /  は 、 (KK i) : 「強く当たらないで」。 arka アラカ ( 痛い ) は、 いじわるか 
きつい言葉のことにも 使われる。 arka itak アラカ イククく 痛い言葉 > 二 ( 痛みを与える 言 
葉 ) 、 つまり ( きつい、 ひどい言葉 )。 す 733-5 
19ll uhekotpa=anwa  ウヘコトパアヌ ワ 仙 ・ hekot(e)-pa 互い・の妻であ る ] < 夫婦であ 
る 、 夫婦になって 暮らす )。 (KK i) : 「一緒になって」。 heknte ヘコテ [ く hfe,kote 頭 ・を‥   
に結びつける 1 は、 日常語では ( …の方に向かって )という意味の 後置副詞としてよく 使
われるが ; また、 nispa ニシパ ( お方 ) または kur クル ( 人 、 方 ) の前に置かれて、 ( …の 
妻であ る ) ことを表すのに 使われる。 (…にかしずく ) の意味であ ろうか。 hekotenispa/ 
kur ヘコテ ニ シ バ / クル は ( …の 夫 ) 。 ku,hekote nispa クヘコテ ニシパ ( 私の夫 ) 。 「 萱 
辞典 ] では、 「 へ二 自ら 、 コテ Ⅰ繋ぐ」とし、 「仕える」という 訳語がつけられている。 uhekotpa 
ウヘコ @ パ は [u.hekot(e).pa 互い / 一方が他方を / に …・にかしずく (?)(= の妻であ る ). 
( 複数 )] < 夫婦になる / なっている ) 。 











ネイ ワ / スイ   
ney  wano  my, 




a Ⅰe で乙 m 聴 ka 「i 
アナク キ コロ ； 
anak  田 korka 
イレスチヤ Ⅰ r ㏄ ucシ㏄Ⅰ
ク ネポタ フネ 
楕 nepo  tapne 
オロ ヤチキ  
0 Ⅰ <Oy あ 弓℡ ) 
( ア コロコク ) 
(a=ko Ⅰ rok) 
アコロ ロク シン リ @ 
a 亡kor rok  sinrit 
( コン ) コロチャシ 
(kon)ko Ⅰ c 五% 




wenku 旺 cI 二 Ⅰ㏄Ⅱ 
ウェンクルチレス 
セタチ seta  レス ci 二Ⅰ㏄Ⅱ 
アイエカラカラカ トゥ 
a 二i 二 ekarkar  ka 杣 
チシ トウラ / 
C ㎎ 士 U Ⅰano 





























































ど う することもできずに 
7 キロク アワ 










クシ ケライ ボ 










a=ne a k ㎎ U 
タネ アナク ネ 
tane anakne 
ウヘ コトバアン ワ  















????? ????? ?? ??
クス ケライ ポ 
、 ンクヌクニフ 
ァネアクス 
タ ホ アナク ネ 
ウヘコトパ アンマ、 









1924 inanhempara  イナホ ンパラ [ どの，いつ ]( いつなんどき ) 。 イナン と へンパラ 
の 2 語が続いて、 h が落ち、 inanempara イナネン パラと発音されている。 
1925 neywan0  ネイ ヮ /  [ どこ・から ] ney については 0396 イ 
1926 %umtkoyap  トゥ 3コ ヤプ [tu ㎞， ko.yap いくさ ( が ) ‥‥に向かって・ 上陸する ]直 
訳すると ( いくさが…に 向かって上陸してくる ) となるが、 主語はいくさにやって 来られ 
るほうの人で、 (いくさに攻めて 来られる )。 よくあ る 語 構成の自動詞。 1924 Ⅱは、 (KM) : 
「いつになったらまた 戦争やるかわからない」。 (KK i) : 「どっからかまた 戦争が 来るかも 
わからない」。 (KI) : 「またどっから (二 どこから ) いつ topattumi ト パット ゥ 3 @ 集団 
夜焚強盗 ) でもくるかしらないけどわからない」。 いくさは海から 来るとはかぎらないが、 
陸から来るにしても、 たいていは川を 通ってくるために、 yan/vyap マ ン / マフ < 上陸する ) 
が使われるのであ ろう。 1953-55 で、 ここで言っていることとほぼ 同じことを繰り 返して 
いる。 2012 では、 tu ㎞ koyan トゥミコヤン と、 単数形で言っている。 
1935 kor tumpu or ta コッ トゥン プ オック ( 二コ 。 ・‥ ) ( 彼ら ( 二 先祖 ) の部屋で ) 。 
tumpu トゥン プ については び 164 。 その ト ウンプでは、 この少女 (姫 ) ではなく、 使用人の 
娘が育てられていたのだが、 話の勢 いで こ う 言ってしまったのだろう。 korcasi コッ チ 
ャシ と kortumpu コッ トゥン プ とを対句にしている。 
1941 koyaywen Ⅲ 止ar コ ヤィウェンヌカラ [ko-yay-wen-nukar - に・自分 ( を ). 悪く   
…を見る ] <( そのこと ) でど う しょうもない、 すっかり困りきってしまう ) 。 
194g uhekotpa=an wa ウヘコ @ パ アン マ ， an wa の部分、 ここでは、 サダ モ氏 らと 同 
じく、 amma アンマ と 発音している。 
1950 nep a-esirlkm map  Ⅰ ネパ エシリ キ ラ フ ネプ と 次の語の ア … との 2 語がひと続き 
に発音され、 nepa ‥・ネパ    と 発音されている。 










t ㎜ ikoyap  k ㎝ ip
アネ ナンコラ 
a=ne@ nankora 
アエラミ a 亡er 尭 シカリⅡ 廿 ska ⅠⅠ 
キカ ネ コ 口 
ki@ kane@ kor 
アコ ロチャシ 
a" k  or c 養 "" Ⅰ 
カムイ カラチャシ 
kamuy  kar  c 無三 
( エ) カムイ コ ロペ 
(e)@kamuy@kor@pe 
エアシリ； 
e 雙 Ⅰ rka 
タン イ 34 キリ 
ぬ n  iyoyk 妊 Ⅰ 
ランペ シクシ ネ 
ranpeskunne 
チシ c聴はⅡ トゥルパン rPare 
キ ルウェ 
苗 mwe 
カムイ コ ロペ ( 勺
kamuy@kor@pe@(he) 
チャシ ウプ ソ ロ 
CaSl UPSO 「 
エミ ケ カネ 




iyoy Ⅱ lr  enka 
1951 ソモキ / 
1952  オカ アンコル； 
1953  イナキ ンパラ 
1954  トゥミコヤプク 
二プ 
1955  ニプアネナンコラ 
1956  アエラミ シカリ 
1957  キ カネ コロ 、 
1958  アコッチャシ 
1959  ヵムイカッチャ 
  
1960  ン(X    カムイコ ロ 
ぺ一 
1961 エアシリ； 
1962  タ スイコ イキリ 
1963  ランペ シクシ ネ 
1964  チシトゥ @ レ マレ、 
1965  キ ルウェ 
1966 カムイコ ロペ一
  ( へ) 、 
1967  チャシ ウプソコ 
1968  エミケ カネ 
1969  エクルコト カネ 
1970  イコ イキリエンカ、 






















easirana, 1971 エ アシラナ 二 それこそ 
( イ、 エ ) イコロニペク 
(i ， e)@ikor@nipek 
エムシニ ペク 
em Ⅸ nIPe ・ k
1972 ( イ、 エ ) イコンニ 宝刀の輝き 
ペク 
1973 エム スニペク 太刀の輝き 
シンナカネ、 
Smnna  k ne, 
エムシ フ サハ 
emu ㎎Ⅰ 尽 Ⅰ 辻ha 
ウコプサクル 
Ⅱ た OPU 尽 れkUr- 
スイ ソゃ カネ、 
睡 lypa  kane, 
1974 シンナカネ ニ それぞれに 
1975 エムスプサハ 太刀の房飾りが 
1976 ウコプサ クル いっせいにゆらゆらと 
1977 スイ パ カネ、 ゆ れていて 
1953 inan hempara イナネン パラ ここでも、 inan イナン と hempara ヘンパラ と 
の 2 語がひと続きに 発音され、 inanempara ィナネン パラと発音されている。 宙 1924 
1953 づ inan hempara ソ ‥/a,er ゑ miskari イナネン パラ / …ノア ェラミ シカリ 1924 円で 
言ったことを 繰り返している。 
1962 Ⅱ tan iyoyk Ⅱ /ranpes kunne/cisiturpare クヌ イコ イキリⅠランペ ン クシ ネイチ シ 
トゥルパン 叙事詩で宝物がたくさん 陳列されていることを 表す常套表現。 tan iyoykir 
ク コ イ ョイ キリ [ この・ 宝列 ] は 、 ( すごい ( 二 すばらしい ) 金利 ) 。 tan タン ( この ) は、 し 
ばしば、 このように、 すごいことを 強く印象づけるように 言うために添えられる。 この叙 
事詩でも、 89ltaninnekotan クニン ネ コクン ( とても大きい 村 ) 、 91gtannknawa タ 
ン リク ナ ワ ( ずうっと高いところから ) 、 など。 ranpes ランペ シ についてはすⅠ 田沙 
辞 j 。 ciaitu 印 are  チシ トゥルパン の situ つa シ トゥル パ は [si,tu 印 a 自身・を伸ばす 
( 複 )] W 伸びる ( 複 )> 。 ci-.,..re チ … レ は 、 叙事詩によく 出てくる語法で、 ( …している、 
…となっている ) 。 situri シ トゥリ を使った cisltunire チシ トゥリ ン の形 ( 単数形 ) もよ 
く使われる。 この叙事詩でも、 1986 ではそう言っている。 
1967 casiupsor チャシ ウヂ / ロ ロ 1453 
1968-g emikekane/ekurkotkane ェミケ カネ / エクルコ @ カネ 家の中や宝列などが 
非常に美しいことを「光り 輝いている」と 表現するときの 常套表現。 [e- ㎡ke - で・輝 
く ] 、 [e.kurkot …で・影がつく ]であ ろうか。 日常語で語られる 昔話では、 この同じ話者 
CW) が 、 e- をつけずに mikekanekurkotkane ミケ カネ クルコ t カネ と 言って い 
る 。 r 十千 辞 ] クル コ ソ kurkot の 頃 : 「 ミケ カネ クルコ ‥ y  カネ 而 ke kane kurk0t 
kane 光ったりかぱったり 三光りが明滅して、 ピカ ビヵ 輝いて」。 
1975 em ㎎ pusa も a  エ ムスプサハ [ 刀 ・の 房 ( 所 )1 横にして下げた 刀のつり紐の 先に 、 刀 
の下側につけて 下げられている、 刺しゅうをほどこした 四角い 布 飾り。 pusa プサ [ 概Ⅱ 
pusaha プ サハ [ 所 ] は [ くふさ ( 日本語 )] にちがいないが、 日本語の房 (ふさ ) のイメージ 
とは違う。 
1976-,i7 ukopusakur-/su 沖 a kane  ウコプサ クルノ スイ パヵネ この pusa プサ ( 房前 
リ ) も 、 日本語の房ではなく、 四角い 布飾り。 Ⅰ前の注。 この 2行も、 叙事詩で、 家の中 
の立派さを描写するときによく 出てくる常套句。 
一 Ⅰ 75 一 
アエ キロロアン 
a 二eki 「 OⅠ Oan 
イ ネロ クペ クス 
inerokpe  usu
カムイ コ ロ     
kamuy     Ⅳ 
オ カナンコラ 
oka  nankora 
チャシ C ま尭 sIUPSor ウプ ソロ 
エ シクルウェ 
esik く ruwe 
タン イ 3 々キリ 
tan  iyoyk ニ Ⅰ 
ランペ シク、 シ ネ 
ranPeskunne 
チシ ( り ) トウリ ン 、 
c 穂 i( Ⅰ )t ⅡⅠⅠre, 
アエラヤプ カネ 
a 亡e Ⅰ俺 y な p  kane 
ヤ イクル カタ 
yaykurkata 
(  オロヤ OroyaCl チア) a ) 
オロヤ チキ 
0 「OyaC 廿妊 
アコロチャシ 
a=ko 「 CaSi 
アイオレス 
a 圭Ⅰ ニ OrneS Ⅱ 
チ CI"pI ピリカレス 「 k あ 「 eSU 
アイエカラカラク ニプ   
a 宝ⅠⅠ 6ka Ⅰ ka Ⅰ k Ⅱ nIP 
ネヤッ ；   
ne@yakka, 
ホント モワ / 
hontomo wano 
( ェネチ ) 
(ene cI) 






































長くの ぴてい て 
私は感嘆しながら 
自分は 








ウェンクルチレス wen kⅠ エ cl""e5u " 1996 ウェンクッチレス 貧乏人のように 
アイエカラカラ a ニ五二 6ka Ⅰka Ⅰ
ロクオカ ヒ 
rok-oka  hi 
クパン     タ フネ 
taPan  Pe 士 apne 
ネイ パク / 
ney  pakno 
アナン ヤッ ； 
乙 n 二 an yakka 
ア エヤイスクプ ； 
a 二ey 乙 ySUkUPka 
アナク キ コロ ； 



















1997  アイ イェ カラカン 
1998  ロ クオカヒ 
1999  タ パンペタ ブネ 
2000  ネイ ソウ / 
2001  アナン ヤッカ 、
2002  ア エヤイスクプ ；
2003  アナク キコ ロカー、 
2004  タ ホ アン キ コル 
2005  ポナイスポンクル 












1982 c&siupsor  チャシ ウプソ 。 ロ 1453 
1993 a-i-ekarkar  アイ イェカラか 。 karkar カラカラ の初めの kar カぅ のⅡは、 舌先が 
はじかれた後、 直前の母音と 同じ aの音色の母音が 出、 続いて、 次の子音 k の影響で u 
ウに 似た音色になっていく。 そのため、 う と か の中間のような 音色に聞こえる。 後の部 
分の末尾のⅠは、 すぐ後に ku クが 続くため、 後に u ウに 似た音色の母音を 伴い、 そ
のため、 かは 近く聞こえる。 
1997 a Ⅰ毛 karkar アイ イェ カラカン karkar カラカラ の初めの kar カラ のてについ 
ては、 1993 の注を参照。 後のⅠは 、 r で始まっている 次の行と続けて 発音されているため 
に、 n ン となって 、 - カラカン と発音されている。 
200l 丘n,anyakka アナン ヤッヵ 初めの語の末尾の n ン は 、 ほぼ e ヱの 鼻母音で、 
そのため、 アナン ヤッカ のようにも、 またアナエヤ ッカ のようにも聞こえる。 
2002 a 二 ey 丘:ysukupka ア ヱヤイスクプ ヵ ae はしばしば ay アイと発音される。 
eyaysukupka ニ ャ イスクプ カ は ( つらかったことが 忘れられない、 届い出してもつらく 
なる ) 。 (KK i) : 「ほんとになさけなかった」。 
2004 taneankikor タ ホ アン キ コル [ いま，になるⅡ代動詞 ) そうする  …したと 
きは ] < いまは ) 。 (KM): 「 taneanakne タネ アナク ネ ( 二 いまは ) 」。 kor コロ の語末の 
Ⅰは、 舌先がはじかれた 後、 0オと u ウ との中間のような 母音が聞こえる。 
一 177  一 
ピリヵ ゥヘコ @ パ
pirka  u Ⅱeko ゆ a 
アキカネ ワ 
a,M  kane w  
オカ アンルウェ 
oka=an  ruwe 






アン ヤ ； 
=an  ya  ka 
アエラミ シカリ 
a 二e Ⅰ" aⅠⅡ "S k a でⅠ " 
コロ 力 、 
korka, 
タン ピリカ ウヘコテ 
tan  pト ka  Ⅱ hekote 
アキワオカ a=kiwa  アン oka=an 
セ コロアン ペ  
㏄ kor  an  ぴ， 
アイ ヱ ハウェ 
a=ye  hawe 
クプクプ アンセ コロ   
taptap@an@sekor, 
シスタブカ ウン 
Sjnutapka  un 
ボン マ トカチ 
Wn  matkaci 
ネ ヒタ 
ne hi  ta 
セ se タチレス ぬ ci 二で e ㎝ 
ウェンクルチレス 
wenku エ cl= Ⅰ。 Su 
アスカラカラアプ、 




? ピリカ ウヘコトパ 
アキ カネ ワ 
オカ アンルウェ 
2010  ネア ヤク ネ 、 
2011  ヘンパラ 
2012  トゥミコヤヌ 
2013  アン ヤ 一； 
2014  アニ ラ ミ シカリ 
2015  コル 力 、 
2016  タン 一 ピリカ ウ 
ヘ コア 
2017 アキワオカ アヌー 
2018  スコロアン ペ 、 
2019  アイ ェ ハウェ 
2020  タフタ フ アンスコ 
  
2021  シ メ タ フ カウン 一 
2022  ポシフトカチ 
2023  ネ ヒター 
2024  セ タチレス 
2025  ウェンクッチレス 
2026  アエ カラカラ フ、 




























onaha  ne  a  P 
ウヌフネ アプ、 
ⅡⅡ UhU  ne  a  P ク 
コ ロチャシ オロタ   
kor  c無i or  ta, 
ホシッパワ 、 
h  .OslPpa  Wa) 
イコ チ ウ ンクル 
lyoci-unkur 
ポニ ウネ ヒケ 、 
poniwne  hlkく e,
トウラ / 






















余市人 ( ぴと ) の 
荒君のほう 
と 
200gH0 0ka,anruwe/neayakne オカアン ルゥェ / ネ ア ヤク ネ この a ア も 、 
日常語とは違う、 叙事詩の用法の 一つ。 日常語の助動詞 a ア のように、 完了・以前の 意 
味は、 とくに感じられない。 これも確定・ 既定を表しているのではなかろうか。 yakne ヤク 
ネ は直訳すると ( …すると ) だが、 ここではむしろ (…けれども ) 。 似た文脈で、 1922 円
では oka,anmwe/ikikorkayki オヵアン ルゥェノイキ コルカイ キ 、 1952 では oka,an 
korka オヵ アン コル カ と 言っている。 
2012 Ⅱ tu ㎡ k0yan/,an. ‥ トゥミ コ マヌ ノアン… 1926,1954 では、 tu而koyapkunip/ 
a,ne. ‥ トゥ 2 コ ヤプ クニプ / アネ … のように、 複数形を使い、 ちょつと違う 構文で言っ 
ている。 
2020  8ekor  スコロ この語は 、 ( こういうふうに )という意味の 独立の副詞として 使われる 
ときは、 はつき り ㏄ k0r セ コイ セ コルと発音されるが、 引用句の後に 続くときは、 しばし 
ば、 第一音節が弱まり、 母音 e を落として、 skor ス コイシ コ 。 のように発音される。 とき 
には、 ㏄ セ または ゴシ の母音が無声化したような 発音も出るし、 また、 母音が全くな 
くて、 子音 s だけという場合も 少なくない。 母音の後に続く 場合は、 その母音のあ る音節 
を閉じる子音になっていると 解釈できるが、 ここの場合のように、 n という子音の 後で 
も、 この s だけの発音はめずらしく な い。 ここでは ス に似た音色になっているので ス
と 書いたが、 シに 似た音色の場合も 多い。 その場合は シと 表記した。 
2021 SInutapkaun  シスクプ ヵゥン Srnutapkaunmat< シ メ タ フカ 姫が ) だと論理的 
に 通じる。 語っているうちに 言い忘れたものか。 
一 179  一 
ウヘ トゥラ シテ 
Ⅱ hetuuras 士 ue 2037  ウヘ トゥラ シテ -@(@@} 
ウコ ロ ワ、 





??????? h.  
メ / コ ユカラ 







アイ ヱ ハウェ タフタ フ 

















0 は ¥1 ほ ア Ⅰ ア 
2038  ウ コルフ、 結婚して 
????????   
  
?????????????????? ????、??????????

















204l aekor  セコロ Ⅰの後に置かれたここでは、 se セ の母音もはっきり 発音されて、 
sekor セコ 。 と言っている。 
2043 ku=yehawe an na  クイ ェ " ウェ アン ナ 話者自身の言葉として、 1 人称形で 
言っている。 
2044  0の ari!  オワリ @  日本語。 この話者の、 口承文学の語り 終わりの言い 方。 この叙事 
詩の録音の半年前、 1959 年10 月の録音のとき、 アルコールが 入って上機嫌で 神謡を語り   
終わったときに「終わり ! 」と言ったところ、 大いに受けた。 その後、 口承文学を一人で 
語ったときはいつも、 終わりに同じような 語調でこ う 言っている。 即興詩を歌ったときや、 
他の人と一緒にウ ポ ポを歌ったときなどには 言っていない。 一人でスピーチをした 後では、 
owa 「i ne hawe ne wa オワリ ネ トゥェ ネ ヮ ( 終わりですよ ) という句にしてしめ 
くくったこともあ る げ 音声 2 、 4J) 。 
一 Ⅰ 80  一 
索 1 目Ⅰ 
ローマ字朽索引 
力タカナ行索引 
口 一％ 字 索引は、 本文のローマ 字原文の各行を、 アルファベット 頂に 
配列したちのであ る。 
カワカナ索引 は 、 本文空欄 の ローマ字の上の 小さい文字のカワカ ナの 
各行を、 五十音 碩に 配列したものであ る。 本文中 欄の カワカナ発音表記 
の 索引ではない。 
口一 7 字索引、 カワカナ索引とも、 言い間違いや 雑音の部分 ( 本文で 
かっこに入っている 部分 ) と 、 句読点や引用符の 類は除いてあ るり
斜体の数字 は 前置の部分の 行番号を、 普通の書体の 数字 は 叙事詩に 
入って ガ らの何番号を 示す。 
ローマ字 行 索引 
  
a@ ruwe@ne ・                                Ⅰ 576 
色 -an Wa                                 ．． 446 
a-an wa ゑ n=an                        ..356.  363 
a=an! wa                                  ..23 
a-an 丘 h@ne                                ..656 
a=a ブ @                                    Ⅰ 839 
a"arserke                                  ..29 
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a=e=tflra@ kus@t ptap ．                       ..142 
a'eaykap@ ku Ⅱ  p                       ..1333 
a=eiwnara                               ..1584 
a=ekflrkar                          ..1153,1638 
a-ek 套で ka 「 a P                         ..2026 
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a=ki  kane                               ..1921 a=mlre wa                               ..1181 
a=ki kane wa                            ..2008 a=ne a kusu                              ..1947 
a=ki@ katuhu                               ..943 a=ne‖ wa》ap                               
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a'tura@ wa@ tapne                        ..1419 
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a=uk6maktekka                          ..1519 
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a タ Uk66slnaP                       ..655,674.  701 
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a=uk6sina@ wa                             ..616 
a=UnClSe ta                            ..1647 
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a'wenkottotto ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 502 ， 527
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ahun@ hine                                 ..313 
ahun=an@ awa                             ..725 
ahun=an@ hfne                             ..692 
ahUn-antuyka Ⅰ a                        ..70S 
ahup@hine@orano                          ..383 
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ahup@ wa@ arki@ wa                         ..1568 
ahup@wa@ paye                             ..898 
amso@ kurka                              ..1885 
an                                       ..1649 
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an@ a@ kusu                                ..1539 
an@ kotomno                              ..1450 
an  kuni  p                               ..544 
an@na@sekor                          ..145,336 
an@ nankor                               ..1401 
an@ nankora                              ..239 
an@ nek@ sekor                              ..538 
an@pe@a=ne@wa@ orano                         
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an で nuwe ne                              ..245 
an@wa@ siran                            ..1126 
=an@kane@ kor                            ..1863 
==an@ kor                                   ..33 
=an@ya@ka                                ..2013 
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ftn=an@katu                               ..191 
Sn=an@ kor                                857 
an=anruwe                         ..447,1387 
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な n-ansekor                              ..368 
な n=an wa                               ・． 1644 
an=an@yakka                             ..2001 
an=omommomo                          ・． 1084 
anak@ene                                ..186 
anak@ki@korka                ..1317,1929,2003 
一 - 184 一 
anipunta Ⅱ                               ..1521 
anpa@ kane                           ..877,1523 
anramasu                                ..1474 
apa  makpa                               ..382 
apakoinne@p                             ..1496 
ape@teksam@ta                             ..354 
aPee Ⅰ OOk 七 a                         ..955,1008 
apeoy@ne ．                                ..1879 
arawe@ kes                                ..102 
arhuspene                                 ..30 
arkano                                  ..1908 
arki@ hawe@ as                              ..459 
arki@ pakno                               ..366 
arki   an@pe@ne@ korka                       ..505 
arokamkinno                            ..1168 
a Ⅰ OnUman SUke                           ..298 
arpa@humko                             ..1234 
arpa@ kuni@ p                             ..1794 
arpa'an                                  ..689 
a で Pa=an 「 uwe                             1Ⅰ 73 
a Ⅰ pa-an wa                              ..1776 
arpa==an@ yak                              ..682 
arukasuy@wa                         ..581,1020 
asinuma@ anakne ．            ..39,1394,1403,1726 
asinuma@ ka                              ..1731 
asiF   kinne                                 ..376 
asurumope                           ..398,1540 
atce@ ta@ an@ ruwe                          ..1392 
atte  kotom.                              ..1503 
awnaraye                                 ..990 
awnaraypa                              ..1894 
aynu@e@aep                                ..274 
aynu@e@p                          ..150,203,262 
aynu@ek@hum                              ..303 
  
canan@menoko@ ka                         ..834 
canan@ponmenoko                         ..809 
canan@Sretokkor                          ..800 
carse@kane                               ..847 
C き SlePUnk@neh@                          ..2039 
cSS@  epunkine@wa                         ..1612 
cftS@  or@ta                           ..691,1900 
C 否 Si 仕 Uyo ア                                ..896 
CaSl uPSo 「                     ..1453,1967,1982 
cawna ア aaye                               ..1509 
cawnaraypa                             ..1515 
cep  ikir                                  ..648 
cep@ikir@kar@pa@ hine                       ..652 
cep@mikekar@wa                           ..283 
cep  satke  kuma                          ..289 
cep@satke@pa@ kor                          ..292 
cep@ukosinanpa                           ..583 
CeP y な vwokUta                             ..281 
cep@ ySwokuta@ hi@ ta                       ..707 
cep@ yawokuta@ pa@ wa                      ..562 
cepatat@kar@pa@ wa                        ..564 
cepkoyki@ or@un ．                  ..141,196,1159 
cepkoyki@ pa                              ..561 
cepmuy@kar@pa                            ..582 
cepsatsatke'an@ hi                         ..609 
cepsatsatu                               ..572 
cepsinanpa@pa                             ..643 
C 色 WOe 「 OSkl                              ..1340 
ci=araresu                               ..1109 
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ci-wenresu                               ..1152 
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cimakampa                              ..1078 
cimakutatpa                             ..1080 
Cninuype@ka                             ..1038 
cip  a=o  wa                              ..1169 
cip@ katkemat                            ..1739 
cip@or                                    ..216 
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cip@or@omare                             ..1711 
cip@or@omare@wa                         ..1746 
cip@or@wa                                 ..250 
cip@sikno                                 ..650 
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Cpkoeaciw                              ..1712 
dpo@wa                             ..226,1662 
CpSke@ka                            ..593.  596 
nl ア aana 「 anke                              ..1855 
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ekotanko Ⅰ wwa                            ..1400 
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pi 上 aarnnski 上 a                           ..246 re…ip］e”ine                           ..215 
pitar@pakehe                              ..240 re…ip《ikno                             ..651 
pitkosanpa                                ..791 re〔amuy〉ay”um                      ..1248 
pito@hflra                                ..1452 re〔amuyヾnri                         ..1018 
piwpiwatki                               ..999 re〔em｝inayso                          ..846 
po@a'erflmasu                        ..626.  709 re］upur”ussa                          ..1069 
pfihene                                   ..612 re｝ekennupe                           ..552 
poknano                              ..428.  433 re｝eker…upki                          ..1339 
poknano  mi                               ..421 re｝inu”usse                            ..995 
p6kor@katu                              ..1131 re｝irka《ukup                         ..1920 
p6k0 Ⅰ ア Ok                               ..1616 Ⅰ PrU UtU Ⅰnlll                             ..1337 
p6kor@rok@ayne                          ..1617 repke〔us｝a”i》a                      ..1672 
pon@ketuS@   or                            ..1845 repke〔us｝a『a                        ..1661 
pon  matkaci                             ..2022 Repun ・ Karapto                 ．．1660,1671,1677 
pon@menoko                          ..902,907. respa〔atu                             ..1759 
1021,1066,1223,1434 respa『a                          ．．1722,1753 
pon@menoko@utar                    ..1458,1479 で ewSlclseo 「Ⅰ a                          ..462 
Ponaynu ， Ponkur                     ..400,1010. rewsioka=an                      ..206,257,555 
1094,1222,1285,1491,1562,1891. Fk｝fika                                  911
1904,1913,1943.  2005 rok ayne ．                                 ..644 
poniwne@hike                            ..2035 rok『a｛ka                              ..698 
ponno                                    ..981 rok『a｛kay｝e                         ..909 
poo                                       ..743 rok ， oka”i                              ..1998 
poro@a=kor@yupi                      ..586,684 rorunpuyar                               ..162 
poro@cininuype                           ..1036 rupne…ep                               ..613 
po 「 o れ anki                               ..132 rupne〔aspa〉uwe                       ..625 
poro@sio@kar                             ..120 て u で kesne 乙 peko ア                         ..101 
poronno                                  ..291 ruska〔usu                             ..1187 
poronno@oka                              ..576 rusuy〔usu                               ..619 
p6utari                                  ..1214 で甘え omunki ka                             ..385 
Poyyaunpe                        ..1610,1654 ruwe‖n｝e                             ..1356 
puykotuye                               ..1121 ruwe］e‖kus｛rano                     ..474 
puykotuye@p                              tⅠ18 ruwe］e”ine                ..248,668,677,690 
で n ⅤⅥ lene korkka                           ..1571 
  ruwe@ne@wakusu                         ・・ 1192 
ruwokakehe@ ta                          ..1611 
ramattakikor                           ..1013 ruy（tak］e                              ..491 
Ⅰ ametokotta                            ..1586 ruyruy‖pe                              ..1895 
ramu kor                                ..1764 
ranpes@kunne                       ..1963,1985 
rapoklke                                  ..837 
一 Ⅰ 94  一 
?sake@ ani                                 ..1673 
sake@etokoyki                            ..1439 
sake  hemta                              ..1445 
sake@ hflra                                ..1451 
sake@ kor@ wa                              ..331 
sakekar@pa                              ..1440 
sakekar@ sekor                           ..1425 
sakekar'an@ wa                           ..1412 
s な p=an ayne                             ..664 
saP=an ruwe ne                           ..662 
S 』 P-an Wa                               ..598 
saranpe@amip                             ..422 
saranpe@ tumpu                            ..164 
sasuni   ara                          ..1470,1472 
sat@cep@ikir                               ..575 
sat@cikuni                               ..55.  77 
Sa Ⅵ wl 「 OkUta                                ..1297 
sekor@a=ye@kor                         7,2041 
sekor@an@ ku Ⅰ  p                        ..1127 
sekor@an@pe                              ..2018 
sekor@an@yakun                          ..1402 
sekor@ hawean@ kor                            
sekor@okaype                            ..1221 
semkoraci                ..1081,1122,1341,1585 
semohonruyno                           ..1329 
seta@ci=resu                         ..1938,2024 
setakno@ne@ya                             ..939 
sikirpa@ ki@ kor                            ..1320 
Sknu@ ku Ⅰ  p                           ..1946 
siknu=an@katu                   ..982,1027,1031 
siknure                                   ..914 
sikoetaye ．                                 ..840 
Skuyruke                                 ..694 
sine@matnepo                            ..1619 
Sne@matnepo@ kor                        ..1135 
Sne@pon@matkaci                             
sinean@pe@ta                         ..118,1157 
sinean@pe@ta@suy                           ..295 
Snean@ to@ ta                             ..1093 
sineatki                             ．．1033,1091 
sinen@ a=ne@wa                         ..355.  445 
Sneto@toF@   he@tap                         ..1505 
smna@cep@ne                              ..716 
sinna@ kane                               ..1974 
Snnatoyne                    ..590,621,638,711 
sinotnumatpo                            ..1370 
sinrit@ i  ak@ ne                             ..1124 
S@n で llto 「 un                              -.1785 
sinukare                                 ..1798 
Sinutapka           ..1404,1420,1742,1748,1777 
Sinutapka@ta                   ..1107,1205,1601 
Sinutapka@ un                       ..1626,2021 
Sinutapka ， unkur                         ..1681 
siparuyna                                ..1311 
siporo@pi   ar                               ..244 
sf Ⅰ aanko Ⅰ                      ..1443,1448,1506 
siran@ kor@suy                             ..375 
siran@ nankora                                
siran@ruwe                         ..10,158,236 
siran@ uske@ ta                             ..1882 
siran@ ya@ ka                              ..1536 
sirepa@ kotom                            ..1242 
sirepa@ pa                                 ..463 
sirepa=an                                ..1883 
sirepa=an@ ruwe ．                          ..1875 
Sretok@ otta                             ..1587 
siretokkor@ wa                            ..1535 
siF   ki@ hikeka                               ..97 
siF   ki@ nankora                            ..169 
sfriki@ siri                                 ..124 
S@ 「 kl nanko ブ a                           ..1432 
sirkirap@ci=resu                          ..1639 
sirotatpa@ kor                             ..829 
sirunike                                  ..817 
sirupne@cep                               ..639 
sisak@ maratto                           ..1518 
sisempirun@wa                           ..1319 
sitne@ kane                         852r993619977 
sito@ a=i=6re                               ..148 
sito@ a=kar@ wa                             ..143 
Slto Ⅱ 俺 kor lpe                             ..128 
S@toka 「 a Sltooka ブ a                      ..122 
Stokar=an@yakka                         ..127 
sitomeroski@ makiri                        ..839 
situF                                     ..1725 
situriri                                  ..1050 
slyarso@un                                ..406 
siyetoksam@un                            ..899 
siyetoksama                              ..693 
siyetuuyna                              ..1310 
6yuk@siL                                 ..1228 
一 195  - 一
somo@e=siknure@yakun                     ..915 
somo@ ipe=an@no                       ..343.  367 
somo@ ki@ no                         ..1910,1951 
somo@ohonruy                             ..449 
somo se セ aak                               ..374 
somo@ setakno                             ..570 
sonkoanpa                               ..1493 
sonkokor@okkaypo                        ..337 
s6yonpa@wa                         ..350,1557 
sfiyonpa@wa@ isam                         ..442 
soyoterke                                 ..792 
soywasamma                       ..1231,1849 
suke@ hine ・                                 ..297 
suke@ sekor                                ..267 
suke@ wa                                  ..260 
sukup@hontom@wano                      ..1642 
sukup@okkaypo                          ..1810 
SUkUPW,a                                 ..397 
sukup=an@ katu                            ..114 
surku@ sake                          ..1683,1697 
surkuitakte@p                            ..1685 
suy                                      ..1841 
suypa@ kane                         ..1859,1977 
  
ta@ a=unl@ ta                             ..1381 
taan                                    ..1103 
taan@matkaci                       ．． 1137,1151 
taan@menokopo                     ..1418,1622 
tan@huskotoy@wa                          ..384 
tan@ inne@ kotan                            ..891 
tan@iyoykir                         ..1962,1984 
tan@matkaci                    ..1188,1757,1772 
tan@pe                                   ..913 
tan@pet                                   ..321 
tan@pi   ka@uhekote                        ..2016 
tan@pitar                                  ..324 
tan@poro@cSS                             ..953 
tan@poro@pitar ．                            ..238 
tan@ Fkna@ wa                              ..919 
tan@takupi                                ..360 
tan@te@pakno                              ..192 
tanak@ kane                       ..853,937,978 
tane                                        
tane@ an@ ki@ kor                           ..2004 
tane@ anakne               ..569,1290,1328,1948 
tane@arpa=an@wa                    ..1203,1212 
tane@ipe=an                               ..300 
tane@ne@kusu                    ..665,854,1030. 
1088,1369.-1554 
tane@ ta@ pakno                             ..126 
tanepo@tapne               ..149,202,273,1931 
tanpe@patek                           ..104,108 
tanto@ ne                                  ..328 
tap                                     ..1728 
tap@anakne                    ..1106,1398,1715 
tap@ene                                   ..713 
tap@kayun                               ..1656 
tap@kohopi                               ..1429 
taP O 「 O W 『 alano                           ..1063 
tapan                               ..601.  737 
tapan@a@ tennep                          ..1740 
tapan ㏄ p                            ..611,624 
tapan@Cp@kamuy                         ..1714 
tapan@lyoC                     ..1382,1399,1805 
tapan  kamuy  maw                       ..1854 
七 aPan ma Ⅰ aatto                          ..1517 
tapan@matkaci            ..1278,1634,1704,1791 
tapan@menoko                            17992 
tapan@menokopo                    ．， 1599,1635 
tapan@na                                ..1220 
tapan@na@sekor                            ..472 
tapan@pe@ kusu                       ..1167,1659 
tapan@pe@n6no                           ..1598 
tapan@pe@tapne                          ..1999 
tapan@te@wano                          ..1277 
tapan@tu@rupne@cep                       ..589 
tapne@kane ．                               ..508 
taptap@an@sekor                          ..2020 
taye@ kane                                ..1824 
te@ wano                                    Ⅰの
teeta@ k ne                               ..1873 
tekehe@ un                                 ..795 
teksutna@ wa                             ..1358 
temnikoro@un                    ..910,920,1835 
te て kke Ⅰ e                                 ..1462 
terkere@ kane                             ..1482 
tesesatki@ kor                              ..212 
tesesatki@pa@kor                           ..225 
t ㏄ke kane                                 ..45 
teske@pon@nakayF                          ..359 
to@ ene@ an                                 ..494 
to@ pokna                                  ..747 
一 Ⅰ 96  一 
toan@ matkaci                             ..521 
tfikap@hene ．                    ..1059,1065,1347 
toma@ raytoska                            ..251 
tomakaskar                               ..253 
too@ sipeni@ ta                             ..234 
toyko ・ kikkik                              ．．835 
%OypeSanl                                ..739 
toyrurunni                        ..57.  65,69.  74 
ttl a 「 ka ltak                              ..733 
tuhakak れ ak                         ..486.  513 
tu@kamuy@ray@hum                       ..1247 
tu@kamuy@sinrit                          ..1017 
tu@kem@pinayso                           ..845 
tu@ nupur@ hussa                           ..1068 
Ⅰ upekennupe                             ..551 
tu@peker@cupki                           ..1338 
tu P@nuhu 鹸 e                            ..994 
%UP@nUi Ⅰ ak                           ..487,512 
tu@pi   ka@ sukup                           ..1919 
tu@ ru@ uturu                              ..1336 
Ⅰ Uruy ltakne                             ..518 
tumi@ hontom                        ..1701,1733 
tumi@ yupke                              ..1694 
tumikor=an@ kusu                         ..1737 
tumikor=an@ wa                           ..1732 
tumikoyan                                20 Ⅰ 2 
tumikoyap@kuni@ p ．                 ..1926,1954 
tumpu@ apa                                ..177 
tumpu@ or                           ..1139,1148 
tumpu@or@orespa@ wa                     ..1632 
tumpu@ or@ ta                              ..781 
tumpu@or@un                          ..179,811 
tumpu@ or@ W4                              ..789 
tumpu@upsor                              ..166 
tun@ a-ne@ wa                             ..1857 
tura@ wa@ paye                            ..1164 
turano                              ..675.  2036 
tures@kor@ kuni@ p                         Ⅰ 512 
tures@ tura@ wa                            ..1513 
turpa@ kane                                ..454 
tusa@ kuni@ p                             ..1291 
tusa@ wa@paye                            ..1075 
tusa=an@ katu                             ..1089 
tutko@ rerko                         ..1442,1447 
tuykas@ta                             ..672.  797 
tuykaske                                 ..762 
?
uciwpare@ pa                              ..287 
uhekotpa=an@wa                    ..1911,1949 
uheturaste                               ..2037 
uhumtura Ⅰ e                        ..1249,1862 
ui  wakkor@ utar                          ..1589 
uitaknu@ wa                              ..1431 
ukoicaF                                  ..1461 
ukoicarikur                              ..1481 
ukokekke                                 ..457 
ukokorpa@ wa                            ..1271 
ukomina@ hawko                           ..211 
ukopusakur                              ..1976 
ukor@ wa                                 ..2038 
ukoroski@ kor                              ..560 
ukoSna@ tuyka@ta                          ..640 
ukoturpa@humi                            ..514 
ukoturpakar                              ..488 
ukouyna@ kor                              ..458 
ukoytak@ kor                              ..539 
ukoyyoski                                ..453 
umurek@nispa                            ..1655 
umU て eek u 仁 aar                           ..1663 
unuhu@ne@a@ p                            ..2031 
unukar@ unukar@ kane                      ..341 
urekuste                                  ..393 
urepet@pakno                             ..410 
usa@ ikar                                 ..1025 
usa@ nina                                   ..83 
usa@ okay@pe                             ..1171 
lisa@ sakehe                               ..1170 
usa@saranpe@uype                        ..1296 
usa@ sitoho                                ..201 
usa@ suke                                  ..271 
usa  wakkata                           ..82.  270
u ㏄lw menoko uta ブ                       ..1435 
ussiw@okkaypo@utar                      ..1465 
ussiw@pon@menoko@utar                   ..1459 
ussiw@sani                               ..1146 
u ㏄lw sonko                            ..1502 
u ㏄lwtaype                              lu47 Ⅰ 
ussiw@umurek                ．． 1608,1720,1752 
u ㏄@wu た ar                               ..1270 
utar@nimara                             ..1559 
Uta ア lporoose で                             ..1555 
一旦 97  一 
utar@ turano                             ..1689 
utarkoinne                               ..1495 
utaye@kane ．                         ..1286,1316 
utura=an@ hine                            ..1848 
utura=an@ humi                           ..1861 
UtU 「 atUra                               ..1255 
UtU ⅠUu an ko 「                             ..992 
uturuhu@ ta                          ..93,1318 
uwecipo@ wa                              ..1664 
UWeka 「 Pa W,a                      ..1460,1466 
uwekarpare                              ..1436 
uwetunuyse                              ..1097 
uwoeroski                                ..176 
uwonnere@yan                  ..1102,1380,1597 
uymam@or@wa                             ..329 
uymamrepunka                          ..1658 
uymamrepunka@ kor                       ..323 
W 
wakusu                                   ..710 
wakusu@ ene                               ..627 
wa@ ora                                   ..499 
wakkaani                                  ..32 
wakkaani   an                              ..24 
wakkata@ nioki                             ..22 
wakkata@ sekor                            ..265 
wen ， inkarpo                              ..798 
wen-mlna  haw                            ..559 
weDnkarpo                           ..787.  887 
wenkur@ci=resu                 ..1937,1996,2025 
wenkur@ menoko                          ..1631 
wenkur@ ne@ kus                           ..1615 
wenkur@sani                    ..765,1144,1630 
wenkur@taype                            ..1145 
wenkur@umurek                ..1130,1719,1751 
wenkur@unarpe                      ..1129,1184 
wenkur@ utar                            ..1268 
wenno@ a=ki                              ..1155 
wenno@ a'resfl@oruspe ．                         
wenno@ a=resfl@ wa                            
wenpe  sani                           ..738,764 
?
yak@ye@pa@ kor                      ..1624,1628 
y ゑ n-an S@n@                               ．． 722 
yani@orayke@katu                         ..1190 
yflnihonko                               ..1161 
Yanke ， Karapto@ ta                       ..1666 
yap  somo  ki                             ..1669 
yap=an@wa@ne@ciki                         ..599 
yapte@hine@orano                          ..252 
yaske@a@yaske@wa                        ..1359 
yasrototke                                ..864 
yayeramuoka                             ..983 
yaykata@ kor                        ..1629,1755 
yaykoanu                                 ..423 
yaykokutkor                              ..419 
yaykU 「 ka た a                            ..1988 
yaynu  humi                               ..964 
yaynu@pa@korka                            5Ⅰ 6 
yaynu'an@hike                            ..549 
yaynu=an@kane                     ..92,190,856 
yaynu=an@kor                             ..972 
yaynu'an@pe@ne@kusu                      ..369 
yaynu'an@wa                             ..969 
yayoPa Ⅰ aase                             ..1266 
yuk@cikoykip                            ..1915 
yflkar@or@ta                                  
yupke@mokonrusuy                        ..967 
yupni   pake                         ..1592,1813 
一 - 198  一 
カタカナ行索引 
ア 行 
アルウェ ネ                             ..1576 
アアッタライ ェ                            ..931 
ア アニ 7                                 ..23 
アアヌ ヒネ                               ..656 
アア ラセレケ                                 29 
アアリ                                    Ⅰ 839 
ア アン ワ                                 ..446 
ア アン ワ アナン                       .・ 356,363 
アイア タ ヒネ                             ..658 
アイ イェ コロ                              ..200 
アイ イペ レコロ                            ..94 
アイ ウ コレスク二                       ..1123 
アイ ウテクワ                             ..319 
アイ エ アベコ ロ                            ..727 
アイ ェオルシペ                              
アイ ェ ハウェ                            ..2019 
アイ ェ ハウエタ フクプ                    ..2042 
アイ エ ロ クク 二                ..1239,1564,1573 
アイ ェオ マレ                             ..1039 
アイエカラカラ                            ..1997 
アイエカラカラカ トゥ                     ..1939 
アイエカラカラク ニプ                     ．．1993 
アイ ェキラ 7                           ..1866 
アイエコシネ クル                          ..1858 
アイエコ スンケ                             112 
アイエ チポワ                            ..220 
アイエ レ                                  ..204 
アイ ヱレ ；                               ..129 
アイエ レカトゥ                           ..99 
アイエ ワ シ リ                         ..105,144 
アイ ヱレ ハウェ                           ..136 
アイオ イ ペ ンワ                          ..109 
アイオスラフ 2                         ..927 
アイオマレ                               ..217 
アイオマレ クニプ                         ..1734 
アイオレス                          ..1114,1991 
アイ キク フ 2                            ..850 
アイ キレ カネ                              ．． 84 
アイクレヘム キ ・ ワ                       ..1178 
アイコイ ブンパ                           ..135 
アイコレス 7                           ..1111 
アイタクテ ワ                              ..334 
アイトゥラ ンワ                          ..504 
アイヌエアエ フ                           ..274 
アイヌ エクフム                            ‥ 303 
アイヌエ フ                        ..150,203,262 
アイ ペ レコロアンカ トウ                  ..812 
アイヤン ケ                                ..676 
アイワ ッカ タ ンコ 。                         ..21 
ア ウイナ キワ                          ..1304 
アウ ウェス イ ェ                           ..1475 
ア ウェンコットツト                    50215527 
ア ウェントッ トホ                           ‥ 816 
アウ コシ ナ                                ..620 
アウ コシ ナクス                           591 
アウ コシ ナ トゥ チエフ                     ..602 
アウ コシ ナワ                            ..616 
アウ コシ ナプ                       ..655,674,701 
アウコマ クテッ ；                          ..1519 
アウ コロン ヌ ワ                          ..1273 
アウトロ サマ ハウ ン                         ..26 
ア ウナライ ェ                              ..990 
ア ウナライパ                            ..1894 
ア ウニ タ                                 ..605 
アウレペチ ワ /                          ..411 
アウンチセ ク                            ..1647 
アエ コロ                                  ..275 
アエコロアナン                          ..263 
アェ / イネ                                ..96 
ア エルスイ ヘキ ヒネ                    ..744 
アェ ワイスアン ヒケ                     ..151 
フ エアイ カプクニプ                       ..1333 
アエ イウナラ                             ..1584 
ア エイカ スイ ヒク                       ..610 
ア ェオ ヤ ウナ                              ..358 
アエオヤ ウナ クル                            ..44 
アエオサパクワ                          ..1786 
アエ カラカラ                         ..1153,1638 
アエ カラカラアイ ネ                       ..1646 
アエ カラカラ アプ                          ..2026 
アエ カラカラク ス                         ..1194 
一 199  - 一
アェ カラカラク ニプ ．…………………………‥ 1606 
アェ カラカラ ヒネ ．……………………………… 134 
アェ カラカラルウェ．…………………………Ⅱ 640 
7 エ カラカラワ．………………………………． 1110 
アエカ レカ トゥ．……………………………… 1200 
アェキサ ラストゥ．……………………………… 881 
アェ キロロアン．………………………………． 1978 
7 ェ コロシリ．…………………………………… 90 
アエコンラム．…………………… 851,928,935,976 
ア ニサン ニヨ ．………………………‥ 184,390 ， 866, 
985,1048,1243,1258,1325,1504,1871 
ア エサン ニヨ アイ ネ ．…………………………． 417 
アエ サン ペコ ．…………………………………． 1049 
7 エ サン ペシ トゥリ フ．……………………… 1004 
アエシ クチクルウェ．…………………………・ 1768 
アエシクヌ レクス．………………………‥ 753,775 
7 エ トゥラクシ クプクプ ．……………………‥ 142 
ア エフン キネ ．…………………………………． 1408 
ア エヤ イ カムイ．………………………… 1413,1797 
7 エヤイシン リ @. ……………………… 1415,1799 
ア エヤイスクプ カ ．……………………………‥ 2002 
7 エライケ．……………………………………… 916 
ア エラミ シカリ．…………………………・ 155, 1006, 
1433,1477,1537,1928,1956,2014 
アエラミ シカリ コロ ．…………………………… 785 
アエラミ シカリフ．………………………………・ 308 
7 エラヤプ カネ．……………………，．………． 1987 
ア エリ キライェ．………………………………・ 1371 
アオヒネ    ………………………………………………‥ 1846 
アオアラ バクニプ ．……………………………………… 1422 
アオアラパワ     ………………………………………… 1406 
アオ シライパ                             1850 
7 オ マ マラぺ ．……………………………………………・ 1115 
アオ マレ．……………………………………………………‥ 594 
アオ マレフ．………………………………………………… 597 
アオモ ノ モモ．……………………………・ 115,1061, 1062,
1229,1344,1352,1367 
7 オヤモ クテルウェ アン．…………………………‥ 749 
ア オレス．……………………………………………………． 1117 
ア オレスカ トゥ     ……………………………………‥ 1603 
ア オレスクス．……………………………………………‥ 168 
アカ @ コ 。 キワ    ………………………………………‥ 13 
ア カラワアン ペ                   ..1335,1342. 
1826,1836,1842 
アキ アイ ネ                               ..950 
ア キカ トゥフ                             ．． 943 
7 キカネ                               ..1921 
ア キカ ネヮ                            ..2008 
アキ クスタブ                           ..1790 
アキヒケ                             78817799 
アキペコロ                              ..968 
ア キロク アワ                            ..1942 
アキワオカ アン                         ..2017 
アキクイケバ ク /                         ..412 
アクタクタ フ                               ..27 
アクレ                                   ..1684 
アクレ フ ネクス                         ..1698 
7 コ エラヤプ                            ..1545 
ア コシクマ カ ；                             ..960 
ア コシネ アヱポ                           ..1349 
アコ @ パラカン            ..993,1000,1014,1067 
7 コ ホサリ                               ..1191 
ア コ ン ルスイ クス                       ..721 
アコロ                                     ..461 
ア コロアチ ャ                            ..1.  696 
アコ 。 イョチ                             ..1383 
アコロ ウナラ ぺ                        2,47.119. 
146.170,607,608,617,630, 
697,704,705,714,720,832 
アコ 。 ウナラ ペ エタン                     ..681 
アコロ ウナラ ペセコロ                    ..631 
7 コ 口 コソ・ ノテ                           ..1180 
ア コロ コタン                             ..1804 
アコ 。 サポ                    ..1294,1307,1353. 
1520,1543 
ア コロシスタブ ；                   ..1240,1716 
アコ ロチャシ                       ..1958,1990 
アコ ロチャシ オ ロウ ン               ..688,1868 
アコ ロチャシオロ タ                ..1241,1874 
ア コロナカイリ                           ..439 
アコ ロニシ バ ；                          ..1727 
アコ 。 ポン マ トカチ                       ..465 
ア コロフトカチ                            ..588 
アコ 。 マ @ カチヘム                       ..478 
アコロユピ                     ..636,1389,1595 
ア コロルウヱサンオ ロタ                 ..666 
アココロクシンリト                      ..1933 
アコロワ                                 ..535 
アコロワエカン                     ..718,1196 
アコロワエ カンヒ                       ..628 
アコロワエカシワ                      ..1199 
アコ 。 バレ                                ..1830 
ア コロ パ ン コロ                           ..1308 
アサ @ ケワオラ                           ..712 
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アシキヒポ アナク                           886 
アシク ヌレワ                            ..1650 
アシク ヌ レ フ                              ..1771 
アシスマアナク ネ                    ..39,1394. 
1403,1726 
アシスマ；                             ．． 1731 
アシリキン ネ                             ..376 
アス マコト ウ ペ トゥベ                      ..498 
アス マコト ウ ペトウペ 7                  ..524 
アス 7 コ ンレ                          ..497.  523 
ア スマコ ンレ ヤク                          ..500 
アス ルモ ペ                            .．．． 398,1540 
アセルウェ ネ                           ..1847 
7 セ                                    ..717 
アタ ヒケ ；                             ..75.  78 
アタ 7                                   ..66 
アタククス                                317 
アチベクサワ                           ..1172 
アチャシ メレ                              ..1888 
アッチェ タアンルウェ                  1392 
アッテ コ トム                             ..1503 
ア テレルウェ                            ..471 
アトゥイ マ コンパ                         ..1306 
アト ゥ サ ンカ トゥ                        ．． 1201 
アトウ マ ムカシ                          1073 
アトウ マ ムカシ ク                         ..844 
アトゥラルウェ                           ..530 
アトゥラ ワ                     ..522,1104,1160. 
1775,1793 
アトゥラ フ エカシワ                   ..1648 
アトゥラ ワク フネ                        ..1419 
アナク エネ                                ..186 
アナク キコロ ；                ..1317,1929,2003 
アナンカ トゥ                             ..191 
アナン コロ                                ..857 
アナンセ コロ                              ..368 
アナンハウェ                            ..547 
アナン ヤッ ；                            ..2001 
アナンルウェ                       ..447,1387 
アナンルウェ ネアプ                    ..371 
アナン ワ                                ..1644 
アニフ ンタリ                             ..1521 
アニ ンパワ                              ..680 
アニ ンパニ ン パ                           ..702 
アニンパニ ンパヒネ                      ….687 
アヌ ハウェ                           ..492.  519 
ア ヌカラ コロ                             ..1643 
フススイパ                               ..1675 
アヌスイパヒケ ；                       ..1668 
アネアクス                            ..1947 
アネア ヤク ネ                            ..1795 
アネ アフタ フ                             ..16 
アネ ナンコラ                      ..1927,1955 
アネ ヒ ワ /                              ..20 
ア ネルウェ                             ..1219 
ア ネルウェネクス                      1396 
アネ ワシラン                           ..86 
アネワ タ フネ                     ..89,545,1386 
ア ネイ ケ フ 4 ケ                            ..872 
アネプ ネ クス                            ..1293 
ア / カンピ リ                             ..1079 
7 ノモンモモ                            ..1084 
アパマクパ                               ..382 
アパ コイン ネプ                            ..1496 
アパルパル                               ..1886 
7 パロ コカ シ                              ..1045 
アハン ケコ ン ノく                           ..1305 
アピリケセ                                ..1054 
7 ピリパケ                                ..1055 
アブ イ コ トゥイ ェ                          1119 
アブ イ コ トゥイ エフ                        ..1120 
ア フナンアワ                            ..725 
ア フナン トウイ カ タ                      ..703 
ア フナン ヒネ                             ..692 
アフプヒ ネオラ /                        ..383 
7 フプワ アラキ                 ・． 306,1265,1287 
7 フフロアラキ ワ                       ..1568 
アフプワ バイェ．……………………………… 898 
7 フン ヒネ ．……………………………………． 313 
アベテ クサム タ ．………………………………． 354  
7 ペエトクタ ・…………………………… 955,1008 
アペオイ ネ ．…………………………………… 1879
アミ カネ ワ ．…………………………………… 361 
アミ ナ カイリ．…………………………………． 426 
アミ ンワ ．……………………………………… 1181 
アムソクル カ ．…………………………………． 1885 
ア ヤイコランケ．………………………………… 553 
アユ プタリ ・…………‥ 197,264,279,296,365,372. 
451,470 ， 475,509,558,579,669,706 
アライケ カ ．………………………………・ 506,532 
アライケ クニ ．……………………… ; ………… 1162 
アライケヤク                             ..525 
アラウ ヱケシ                             ..102 
アラカ /                                 ..1908 
一 -20 Ⅰ・ 一 
アラキハウェア シ                         ..459 イ エアリ                                 ..1037 
アラキ バ ク /                             ..366 イエ カラカラ                               … 1364 
アラキアン ペネココ ；                    ..505 イエ カラカラ；                           ..1909 
アラパクニプ                            ..1794 イェキラワ                              ..879 
アラ パフ ムコ                             ..1234 々 エ シ ャラポク                             ..876 
プラハアン                                 ..689 イ エシリキッキ ク                       ..759.  843 
アラパ アンヤク                           ..682 4 ェクイパ                               ..796 
プラハアンルウェ                       ..1173 4 エタイパ コ 0                           ..830 
ア ラ バ アン ワ                             ..1776 々 エ チ ホパ                          ..222,659 
アラフ シペネ                                ..30 イェチポワ                              ..231 
アラムア マッ ；                         ..1580 イエトイキク                               ..778 
アルカス イワ                       ..581,1020 イエトイキツキク                           ..760 
アルプ ネピリ                              ..1077 々 エニキク                                 ..779 
ア ンシパクニプ                           ..782 々 エニキッキ ク                            ..761 
ア ン ・ ンパホ ヤ ッ ；                        ..1154 イエ ハウェコイ キ                           ..49 
アロカム キン /                           ..1168 イエ木ロカクトコレ ヒネ                    ..435 
アロ ヌマンスケ                          ..298 イオ カケタ                         ..345,1802 
アロン ヌア / イネ                       ..1252 イオスラク ス                             ..921 
ア 0 シスワ                             ..1217 イオス ラコ百                             ..912 
アン                                     ..1649 イオ ハシリケク                          ..1718 
アン アクス                            ..1539 4 カ オピウキ                            ..1944 
アン アクニプ                             ..85 イカキク                                 ..991 
アンカ ネコロ                          ..1863 イカワ /                            ..595.  653 
アンク ニプ                                ..544 イカオ パシアン ワ                         ..1195 
アンコトム /                            ..1450 イ カシ ワヤ シ バ                            ..842 
アン コ 口                                    33 イカラカ トゥ フ                           ..1083 
アンナ セコロ                         ..145.  336 イキコ ロヵ イキ                   ..11,1388,1923 
アンナンコラ                            ..239 イキパコロ                             ..1483 
アンナン コ 0                            ..1401 イキヤッ ；                          ..309,1074 
アンネクセ コ口                            538 々 キヤッカイキ                          Ⅰ 582 
アンペアネ ロオラ /                    ..46 イキ ルウェ                              ..1527 
アン ペ ネクス                         ..1782 イ キロク アワ                            ..1128 
アン ペネコ トム                          ..389 ノ キアンコ 0                            ..848 
アン ヤ ；                               ..2013 イ クコンユク                         ..1528,1531 
アンルウェ ネ                            ..245 イクソウ トゥル                      ..1524,1549 
アンワシラン                          ..1126 々 ク @ コ ン                                 ..436 
アンパカネ                         ..877,1523 イ コア ヌ                                  ..427 
アンラマス                               ..1474 イ コカラカラ                              ..1056 
イア タ ヒ ネオラ                         ..441 イコシクライパ フ                           ..728 
イアラ ソケタ                 ..394.  03.  483,511 イコスイパ ハウェ                         ..735 
メ イ エカソモキ                         ..266 イコピ タカラ                               ..431 
イイヱコロ                      ..349,503,528 イ コレク二                             ..1763 
イイェパカ ソモキ /                  ..268 イコロクス                              ..803 
イイヱプ ネクス                     ..685,1302 イ コロコ ペク                             ..1972 
イイ ペ ン                                  ..261 イサムオクタ                            ..1298 
イイ ペ ンパ                              ..481 イサム コ トム                             ..1257 
イウ ワン， くレ                              ..408 イサム タエク ヒ ネオラウン              ..425 
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イサムルウェ ネ                      ..351,1558 
イサムルウェ ネ ヒネ                      ．．443 
イ シキリ ケウ ；                            ..1011 
イシコ エタイ ェ                            ..874 
イ シム ネ                                    ..63 
イ シム ネ アンコ 口                          207 
イ シムネイ ケ                                556 
イ タカ ン                                  ..473 
イ カンチ・ キ ．． 1101,1379,1596 
イタク ネ マス フ                          ..1095 
イタクハウェ                        ..314,1376 
イタク ポ ；                               ..1907 
イタコ ハウェ                             ..763 
イトイコ                                  ..387 
イトイコエ タイパ                         ..815 
イトイコ キッキ ク  @                          …‥61 
イトウ ラクニプ                           ..198 
イトゥラ ヒネ                             ..213 
イトゥラルウェ                          ..1709 
イトウ ラ レプ ト                            ..529 
イ ナウア ニ                          1667,1674 
イ ナウ ケサ シフ ム                        ..1469 
イ ナウ ケ フ 2                           ..1467 
イナニピリ ；                               ..72 
イナンヘンパラ                     ..1924,1953 
イ ニナレクシ                              ..48 
イヌ アン ヒケ                             ..541 
イヌ アンフ ミ                              859 
イ ヌカラワ                               ..413 
イメス ケア シペ                           ..495 コイ ケア シキ ..819 
イタ ン バ オケ。 パ                        ．．1485 
イタ ンパカ ネ                            ..1463 
イコンパク ス                           ..1480 
イヌ ンパク ニプ                           ..1457 
イコンパフ 2                           ..1471 
イヌシバロ クアイ ネ                      ..1484 
イネ フナ クウン                     ..221.  230 
イネ フナ ク タ                          884r8889 
イネヘ ンパク ト                          ..1438 
イネアプ クスン                           ..1003 
イ ネロ クペクシ                       ..152,1473 
イ ネロ クペクス                     ..1354,1430 
1494,1534,1577,1979 
イ ネロ クペ クスン                         ..1312 
イペイ ペセコ 0                          ..479 
イペコ トム /                             ..183 
イペ コロアンセ コロ                       ．．．． 347 
イペコロオ ；                              .．．． 540 
イペ トゥイ カタ                         ..476 
イペネヤッ ；                            ..Ill 
イ ペアンカ ソモキ /                    .．．． 364 
イ ペアンコ ロ                               .．．．110 
イポカシポ、 ノメ / コ                       ..801 
    ヒネ                               ..440 
イ ム トウ ラ                                .．．． 925 
イ ヤイ ヌ マレ                               .．．． 903 
イ ヤク ネクル                            ..1395 
イ ヤク ネクル ；                          ..1578 
イヤン ケ                                   .．．． 671 
イユプネニシパ                           ..1581 
イユプネヘ マンク                         ..1176 
イコ イキリエン；                        ..1970 
イヨシキ ワ                                ..452 
イコ シ キ パ フ                               ..484 
イヨシキ プ ネクス                ..490.  510.  517 
イヨチコクン                           ..1384 
イコ チ ウ ンクル                      ..1488,1490. 
1565.1574.1833,2034 
イヨッ タルプ ネチエフ                    ..708 
イコ マレ                                 ..1547 
イコ マレクス                           ..1526 
イョ ロタン ヒネ                            276 
ノ ラウネ ヤ シ バ                            ..841 
ノ ラマウ ケレ                               820 
ノ ラムアン                               ..1166 
イリオ イケ シネ                        ..194,1156 
イルウェ ニンパ                           ..757 
イルウォ カケ                              1724 
イルカ ネコロ             ..868,869,1238,1259 
イルカトム ク                              ..1264 
イルシカ イポ 。                            ..730 
イワシ パヒネ                                
イレスサ ポ                         ..1100,1280. 
1378,1541.1828 
イレスチャシ                           ..1930 
イレス ユピ                   ..1390,1397,1803 
イ ワカンコ 口                                52 
イ ワカンコロス イ                          ..67 
イワンアコロ ユピ                      … 5,223, 
269,340;348,580 
イワンア コロユピ ウタ ラ                   ..259 
イワンア ユプタリ                         ..208 
イワン エユフタリ                         ..139 
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イワンポ コロ                       ..1134,1618 
イワン ケクニプ                          ..1292 
インカラク ス                             ..1099 
インカランアクシ                        1158 
インカラン ヒケ                           ..900 
インカランルウ ヱ                    ..307.  951 
イン ネ アユ プタリ                             
イン ネ ウタ ラ                             ..1514 
イン ネ トパハ                             ..209 
ウ ィククヌ 7                            ..1431 
ウ イマム オロワ                          ..329 
ウ イマムレ フ、 ノ ；                          ..1658 
ウ ィ 7 ムレ フ、 ノヵ コ 。                      ..323 
ウイリ ワッコロ ウタ ラ                      ..1589 
ウウェ カラパワ                     ..1460,1466 
ウ ウ ニ カラパ ン                            ..1436 
ウウェチポワ                           ..1664 
ウウヱトゥヌイセ                        ..1097 
ウウオ xa シキ                             ..176 
ウ ウォン ネ レヤン             ..1102,1380,1597 
ウェニ ンカラ ボ                          787,887 
ウエニ ンカラ ポ                             ..798 
ウェンクルウタ ラ                       ..1268 
ウェンクルウナラ ぺ                 ..1129,1184 
ウエンクル ウ ムンク             ..1130,1719,1751 
ウヱ ンクル サ 二                  ..765,1144,1630 
ウェンクルタイペ                       ．， 1145 
ウェンクルチレス             ..1937,1996,2025 
ウェンクルネクシ                       ..1615 
ウヱンクル メノコ                          Ⅰ 631 
ウェンノ ア キ                            ..1155 
ウェンノ アレス オルシペ                      
ウェンノ アレス ワ                            
ウェン ペサニ                         738,764 
ウェン ミナ ハウ                           ..559 タウ イ コロ ..539 
ウ コイチ ャリ                             ．， 1461 
ウ コイチヤリクル                          ..1481 
ウ コイヨシキ                               ..453 
ウコウイナ コロ                            ..458 
ウコケッケ                                ..457 
ウココメぺワ                            ..1271 
ウ コシ ナ トゥイ カタ                     ..640 
ウコト                               ..514 
ウコ トゥルパカ ラ                           ..488 
ウコプサクル                              ..1976 
ウ コミ ナ ハウ コ                           ..211 
ウコロ ワ                                  2038 
ウ コロシ キコロ                          ..560 
ウサイカラ                             ..1025 
ウサ オカ イペ                          ..1171 
ウササケヘ                             ..1170 
ウサ サランペウ ィペ                     ..1296 
ウサシトホ                              ..201 
ウサスケ                                271 
ウサ ニ々                                   83 
ウ サワッ カタ                          ..82,270 
ウタイ ェ カネ                       ..1286,1316 
ウタラ トゥラ /                          ..1689 
ウタ ラ ニ％ ラ                             ..1559 
ウクラポロ セレ                           ..1555 
ウタラコイン ネ                            ..1495 
ウチウ パンパ                            ．． 287 
ウ ソシウ ウタ ラ                           ..1270 
ウッシウウ ムンク               ..1608,1720,1752 
ウッシ ウオッカ イポ ウタ ラ                ..1465 
ウッシウサ 二                           ..1146 
ウッシ ウ ソンコ                          ..1502 
ウッシ ウタイペ                        ..1147 
ウッシウ ポンプ / コウタ ラ               ..1459 
ウッシ ウメノコ ウタ ラ                    ..1435 
ウ トゥラアン ヒネ                        ..1848 
ウ トゥラアンフ 2                      ..1861 
ウ トゥラトゥラ                           ..1255 
ウ トゥルアンコ。                        ..992 
ウ トゥルフク                        ..93,1318 
ウ ヌカラ ウ ヌカラカ ネ                     ..341 
ウス フ ネアプ                          ..2031 
ウフ ムトゥラ ン                       ..1249,1862 
ウヘコ @ バ アン ワ                    ..1911,1949 
ウヘ トゥラ シテ                            ..2037 
ウ ムンクウクラ                          ..1663 
ウ ムンクニシ パ                          ..1655 
ウ レクシテ                                 ..393 
ウレペ @ ノゃク /                           ..410 
エ アウナ ルラ                             ..1917 
エアシカイルウェ                       ..1313 
エ アシラナ                         ..1905,1971 
エアシリ                               ..18,980. 
1022.1600.1636,1657 
エアシⅡ；                          34r288,395. 
550,574,647,729,849,956,1246, 
1533,1653,1811,1852,1961 
エアチウ カトゥ                          ..1747 
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エ アフンヤク                             633 
エアフン ワ                               ..606 
エア ヲパワ                               ..604 
エアン アクニプ                         ..1807 
エイベア                                ..466 
エイペア セコロ                           ..467 
エイ ポ 。 クル カシ                           ..731 
エイ ヴクヒケ                               59 
エ タコ オンカ 3                         ..1819 
エウ コラムコ ロパワ                     ..1163 
エエカラカラ ワ                           ..1281 
エ エバ キウン                           ..1245 
ェエパキタ                             ..1225 
エエ パッケ タ                        ..181,1464. 
1670,1840,1890 
エエ ブンキネ ロ                          ..1806 
ヱオ マレ                                 ..1015 
エオマレ ワ                              ..1012 
エオヤンクニプ                          ..1743 
エ オンカ ミ                               ..1818 
エ カラカラワ                             ..1762 
エカ ン                                    ..318 
エカ ノ ア                                ..1867 
エカンアワ                             ..1182 
エ カンク ニプ                             ..1218 
エカンハウェ                            ..335 
エカ ンペ                                ..623 
エ カンマ @ カチ                           ..1105 
エカ シ ルウェ                            ..1274 
エカシ ルウ ヱ タ パン                      ..320 
エキムネワ                              ..1914 
エキ ムネアン ワ                              64 
エクカトウ フ                              ..338 
エクフ ムコン ナ                       378,1261 
ヱ ク ワク シ タ フ                             … 332 
エ クッチ ャ ムコンテ                      ..1096 
ヱクルコ @ カネ                           ..1969 
ニ ケ シシ ネ                               ..1492 
エ コイソイタク                            ..1814 
エ コイソイタクカネ                      ..1224 
エ コタン コロワ                           1400 
エ コタ ン コロ ク ル                          ..1385 
エサンチャラコン ナ                      ..998 
エ シカリ                                  ..873 
エ シクルウェ                           ..1983 
エシク ワ                                 ..1781 
しニシクテ コロ                              ..566 
エンクア パ                               ..649 
エ シクイ キ                            996,1070 
エシモッコクル                            ..1522 
エソイネワ                              ..756 
エタルウェ アン                         …‥ 56,70 
エタ ワ                                     58 
ェ チウカネ                             ..1267 
エ テレ ケレ                                ..1043 
エトゥシナ t キ                            ..1454 
エトウラ ワ                                140 
エトウシ ネ ワ                           ..1024 
エトコ ホタ                              1796 
エニト モム ワ                             ..1350 
エニン / くニン / ぐワ                          603 
エヌ チシシケワ                           ..388 
エ不                            ..615,1142,1936 
エネ アイライケルスイ コ 口                 546 
エネアシク ニプ                           ..930 
ェネ アンアミ プ                            768 
エネ アンウェンカッチヤム               1209 
エネ アンウェンプリ                   ..1208 
エネアンコソ ンテ                         770 
エネ アンチェ プ                          ..742 
エネ アン ヒ                  ..125,137,159.  520 
エネ アン ヒタシ                        ..537 
ェネ アン ヒネ ヤク ン                   ..1275 
エ ネオ カヒ                     ..237.  315,493. 
736,860,952,1098,1377,1468,1594 
ェ ネオ カ ヒ タ フ                          ..772 
エネ ハウェアンコ 0                     ..641 
エネハウェアン ヒ                        ..587 
ェネ ワ タ フネ                             ..740 
エ ハウェアンコ 口                          632 
エ パラセ ン                                ..1896 
エピクッタラケ                            ..1322 
エピト ウントウ ンケ                        1321 
エフ ッセエ チウ                           ..1001 
エポタシ                             … 752,774 
エポソ カネ                               ..1696 
エミ アミ プ                                 748 
エミルウェ                          ..746.  771 
エミルウェアン                         -.751 
エミケカネ                             ..1968 
ヱム コサ 7                          ..1113,1116 
エ ムシニ ペク                             ..1973 
エムシ フ サハ                            ..1975 
エメシケイクン キ                         ..107 
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エヤ イケ ス フ ；                        ..172,1361 
ェ ライケルスイ                          ..823 
エラミ シカリ                                130 
エ ランボ キ ウェンクス                   ..2028 
エ ランポクウェン                           ..507 
エ ランポクウェン 7                       ..533 
エルトウト ケ                         ..1525,1550 
エ ル ラ ワ                                ..1741 
エワク カネ                               ..1362 
エワ クカ ネ コ ロオロ 7                   ..173 
オア ラテン ネプネ 7                    ..1705 
オ アラライサム                      ..100,1769 
オイケ シネアンコロ                      -.838 
オ イタッ コテ                             ..1713 
オ イタッ コテコロ                        ..1745 
オカ アクニプ                           ..1588 
オカ ウクラバ                             ..1009 
オカ クス                                ..1613 
オカ シリ タ フ                            ..188 
オ カナンコラ                         ，． 91,189 
399,905,954,1981 
オカヤ                                  ..773 
オカヤセコ口                    548,825,1314 
オカラ ポッケ タ                         ..1633 
オカ ルウェ                              ..1765 
オカルウヱネ                               
オカルウェネクス                     ..1721 
オカ ロククス                           ..2006 
ラ Ⅱ カ ロク コロ ；                          ..1754 
オカ 7                     ..9,1.141,1207,1609 
オカ ワオラ                            ..1150 
オカ アン                                  ..567 
オカ アンアイ ネ                          ..1327 
オカ アンアワ                            ..786 
オカ アンカ トゥ                     ..1060,1351. 
1366,1651,1901,1912 
オカ アンク ニプ                           ..1282 
オカ アンコ 0                    ..278,450,1330 
オカ アンコⅡ；                          1952 
オカアン ヒケ                                 
オカ アンラ ポク                            ．．157 
オカ アンルウェ                     ..536,1086. 
1289,1552,1922,2009 
オカ アンルウェ ネアプ                  ..294 
オ カイ ペ                             ..821.  908
オカイ ペタ フネ                      826,1284. 
1315,1809,1823 
オ カイ ペ ネクス                       ..1211 
オカケヘタ                              ..352 
オシキル                                  897 
オシソ ウファ ヒ                         ..1569 
オシソウンワ                             353. 
362,695,901,906,1572 
オ シライパ                              ..1232 
オッカ イポ ウクラ                      ..316.  333
オッカ イポ シネ プ                         ..312 
オッチ ケ トゥリ リ ワ                       180 
オッテ パフ 2                          ..1046 
オトゥ ウェイシ バ                        ..827 
オトゥ クマハ                             ..285 
オトゥ ケシト タ                           ..277 
オトゥサケ ハウ                           ..455 
オトゥ ククサ                             ..988 
オトゥ テムコ リ                           ..1838 
オト ウニテムコ ロ                        ..1892 
オトゥミネ 7                           ..1691 
オナハネアプ                           ..2030 
オハ シリアンペ                         ..1877 
オハシ リ ブン キヨ                         ..1788 
オハラ キソウ ン                             ..161 
オハラ キソウ ンワ                        ..1035 
オ ピッタ                   12 Ⅰ 6,1251,1269,1272 
オ ピッタ ロシス ワ                       ．， 1256 
オ フ トゥイ パ                              ..836 
オペ @ ぺ @ ケ                                   
オペンクリ                               ..1019 
オ ホン / ネヤ                           ..940 
オマヤラぺ                              ..1112 
オマルウェ ネ                           ..1702 
オヤ プルウェ ネ                          ..1678 
オヤラシ ト キ                            ..40.  357
オサ ンルウェ ネ                         ..1749 
オヤンワホ ヤク                         ..1717 
オ 35 トウラ                             ..924 
オラ                                      ..678 
オラノ                            -.482,578,642 
オラ / スイ                               ..444 
オレウェイシ バ                          ..828 
オレ クマ ハ                               ..286 
オレ サケ ハウ                            ..456 
オレタ クサ                               ..989 
オレニ %テムコ ロ                           ..1893 
オレウシランケ プ                         ..326 
オレ シパワ                         ..1140,1149 
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ガ ロ ワ．………………………………………… 1S65 
オロサ ムコンテ．………………………………‥ 948 
オ ロヤ チキ ・………………………・ 1680,1932,1989 
オロ ルンベ ネ．…………………………………． 1f692 
オロワ ．…………………………………………． 1821 
オロワスイ ．……………………………………… 62 
オロワ ホ ブニヒネ ．…………………………… 418 
オロワウン．……………………………………． 1179 
オロワノ ・……………………………… 53,227,249, 
258,282,563,758,793,831,932,1016,1040 ， 
1052,1233,1276,1309,1331,1345,1437 。 
1507,1516,1851,1860 ， 884,1898,1902 
オロワ / スイ ・…………………………… 405,557, 
973, 1288,1456 
オワリ                                    2044 
力 行 
カイ ワ                                  ..1706 
カシアオ セ                                ‥ 618 
カシアオ セクス                         ..715 
カシタ                                   ‥ 657 
カシチト ウナ シ ；                         ..1193 
カ シチョ ピウキ                         ..1645 
カシワ                                  ..437 
カトケマト カムイ                          1707 
カ パラベイタンキ                         ..174 
カ パラ ベ オッチ ケ                          ..175 
カムイ                                   ..2027 
カムイ エクフム                            ‥ S62 
カムイ オロ ウン                          ..1784 
カムイカラチャシ．……………………‥ 1405,1407, 
1421, 1602, 1778, 1959 
カムイ カラチャシ オ ロク．……………………‥ 1206 
カムイ コ ロペ ・…………… 1779,1960 ， 1966,1980 
カムイ チ コイキプ．……………………………………． 1916 
カムイ ネ アンクル・……………………‥ 1023,1375, 
1427,1682,1700 ， 812 
カムイネクシ…………………………………… 401 
カムイ ネクス．…………………………………… 957 
カムイプ、 ノ キ ヨ                           1789 
カムイ マ ウ ニ トク．……………………………‥ 1856 
カムカシ ケ ．…………………………………………‥ 430 
カメ アシ オッカヨウタラ．…………………… 1177 
カラパハウェ ネ ．………………………………． 1446 
カラプト コ クン．………………………………． 1687 
カワリ ネ                       ..1138,1623,1758 
キカトウフ                               986 
キカ ネ コ 口                    31,113,156,554.   
1007,1057,1085,1326,1365, 
1546,1551,1918,1957 
キクニプ                                ..1409 
キコ トム /                           ..865.  984 
キコ 0                              ..205,1002 
キ コロアン ペ                           ．．1323 
キパヒネ                               ..299 
キハウ ヱ タ フ                            ..824 
キ ヒケ                                  ..888 
キ ヤクアラム                             961 
キ ルウェ                            ..938,1965 
キ ルウ ヱネ                       ..1478,1897 
キ ルウェ ネコロ                   ..577,1373 
キルウヱネ コロ 力 ．…………………………‥ 1695 
キ ルウェネロ ク 7P ワ ・………………… 1034,1092 
キ ルウェポアナク ネ                      1532 
キ ルウェ ポ ヘネ ．………………………………． 1529 
キロクアイケ．…………………………………‥ 1815 
キロクアイ ネ ・………………………・ 117,380,391, 
460,867,883,979,1026,1029,1051, 
1237,1263,1368,1441,1889 
キロク アワ ．…………………………………… 1679 
キワ ・……………………………………………‥ 272,622 
キ ワイサム ペ ．………………………………… 1729 
キ ワ ニ ケロ ワ ．……………………………………   1417 
キ ワシラン．………………………………・ 116,1486 
キ ワシランロ クペ ．…………………………… 131 
キワ タ フネ                              ..1498 
キ サラ トウイ カシ                          ..807 
キ タイ ナワ /                            ..409 
キプ ネクス                        ..1071,1825 
キマトコ サンパ                           ..1226 
キム クアラ パ アン ワ                        50 
キャン ネクル                            ..1566 
キャンネニ シパ                      ..1575,1834 
クイェ オイラ                            ..1570 
クイェク シネ ナ                             
クイェ ハウェアンナ                   ..2043 
クシ ケライ ポ                             ..1945 
ク シネ チ セ コ 0                         ..917 
クス イキッキ ク                             ..76 
クス イキッキ ク カネ                        ..79 
クスタエネ                             ..534 
クスタブ ネ                               ..1787 
クスネアヒ                            ．， 1880 
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クスネアプ                              ..301 
クスリ オポイス                        ..1041 
クマ オ 0                                 ..565 
クマ オ 。 オクタ                           ..284 
クルカシ                                  ..1189 
クシ ネ ヘネ                    ..1058,1064,1346 
クシ ネイ ワ アンコ ロ                      ..1357 
ケウシケウシ                             ..379 
ケウロト @ ケ                               ..863 
ケシト                                     ..293 
ケシ トアンコ 百                   ..81.  280,1082 
ケ ・ ン ト キルウェ ネ アイ ネ                 ..568 
ケムホ ヤ ッ ；                            ..1295 
ケ メイキ ネアワ                        ..1334 
ケ メイキパテ ク                           ..1348 
ケ メイキ プキ ナ                          ..1300 
ケラアンプ                              ..153 
ケライ ウェンクルネクス                ..1253 
ケライ ウェン ペ                          ..1132 
コア リキキ                               ..1548 
コア リキクパ                               ..254 
コイタクハウェ                          ．．1593 
コクシシ /                               ..1215 
コケ ウロ トトケ                             Ⅰ 236 
コシネ フ 2                             ..1254 
コタンイ ソケウ ェ                        ..1688 
コクン / シキク                          .．．．893 
コタン ココ ニシ パ                         1832 
コトネ カネ                                .． 1881 
コ @ パラカン                             ..804 
コトウリミムセ                       ..1235,1262 
コヤ イウェンヌカラ                        ..1941 
コヤイモソソ                               949 
コラチアンクル                      ..402.  958 
コラチアン ペ                           ..1198 
コラチ ホ /                               965 
コロア、 ァペ                              ..415 
コロオカハ ウ ヱ                            584 
コ 0 オ カ アンアイ ネ                       ..573 
コロオカ アンアワ                         780 
コ ロオロ ワ /                              ..25 
コロ コロ                                ..1210 
コロ ン レ トク                             ．． 1583 
コ ロチヤン                               1934 
コ ロチャシ オロ ク                        2032 
コロ トゥン プ オロ ク                     ..1935 
コ ロネス ン                                  …80 
コロ ヒ ネエ ク ヒネ                        ..424 
コ 。 ぺ                                   ..1620 
コロ ；                                ..489,2015 
サ 行 
サウォクタ                               ..1297 
サ ケア二                               ..1673 
サケエト コイ キ                          ..1439 
サケ コロワ                              ..331 
サケ ブ ラ                                ..1451 
サケ ヘム ク                               ..1445 
サケカラセコロ                           ．．1425 
サケ カラパ                             ..1440 ケ； 一一 ..1412 
サス ニクラ                          ..1470,1472 
サ @ チエフイ キリ                          ..575 
サ @ チク 二                              ..55.  77 
サパンアイ ネ                             ．． 664 
サパンルウェ ネ                          ..662 
サパンフ                                ..598 
サランペアミ プ                           ..422 
サランペ トゥン プ                         ..164 
シイェトゥ ウイナ                         ..1310 
、 ンイェトクサマ                             ．．693 
シイェト クサム ウン                        ..899 
、 ン キリ パキコ 0                         ..1320 
シクイ ルケ                                ..694 
シクヌ クニ プ                             ..1946 
シクコ アンカ トウ                ..982,1027,1031 
、 ンクヌレ                                   ..914 
シコ エクイ二                              ..840 
、 ンサクマラット                          ..1518 
ンセンビル ンワ                         ..1319 
、 ントネ カネ                         852,936,977 
、 ント アイエ レ                             ..148 
シトア カラワ                           ..143 
・ント レコロ ペ                             ..128 
、 ントウ リ                                 ..1725 
シトウリり                               ..1050 
シ トカラ アシ トカラ ア                    ..122 
シ トカランヤ ッ ；                         ..127 
、 ントメ ロ シキマキリ                       ..839 
シ スカレ                                 ..1798 
、 ンメ タ フ ；            ..1404,1420,1742,1748,1777 
シスクプカウン                     ..1626,2021 
、 ンヌクプカク                  ..1107,1205,1601 
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シ ス タ フ カウンクル                        ..1681 
シネ ポ シフトカチ                           
シネマ @ ネポ                             ..1619 
ミノ ネマ @ ネポコロ                       ..1135 
、 ンネ アトキ                           ．．1033,1091 
シネアン ト タ                           ..1093 
シネアン ベク                       .．．． 118,1157 
・ ンネ アンペタス イ                       ..295 
シネト トリ ヘ タ フ                       ..1505 
、 ンネンアネ 7                       ..355.  445
・ ン / @2 ％ @ ポ                           ..1370 
シパ ルイ ナ                               ..1311 
シ ポロ ピタラ                              ..244 
、 ンヤ ラソウ ン                              ..406 
、 ンユク シリ                               ..1228 
シランウ シケ タ                           …‥ 1882 
シ - フ . ノ コロ                     ..1443,1448,1506 
シランコロス イ                           ..375 
、 ンランナンコラ                              
シランヤ；                            ..1536 
シランルウェ                     ..10,158.  236 
シ リキシリ                              ..124 
、 ンリ キナンコラ                          ..1432 
・ ンリ キナンコラ                          ..169 
シリキ ヒケ ；                              ..97 
、 ンリキ ラプチレス                        ..1639 
シルニケ                                  ..817 
シル プネチエフ                            ..639 
シレトク オッタ                           ..1587 
シレトツコロ 7                          ..1535 
、 ンレパコ トム                             ..1242 
シレノャノく                                 ..463 
シンパアン                              ..1883 
シンパアンルウェ                       ..1875 
シロタ ト パコ 0                           ..829 
シンナカネ                             ..1974 
シンナチ エフネ                          ．．716 
、 ンンナトイネ                  ..590,621,638.  711 
、 ン ンリト イククネ                       ..1124 
、 ンンリ t オロウン                       ..1785 
スイ                                     ..1841 
スイパカネ                        ..1859,1977 
ス クパンカ トゥ                           ..114 
スクプオッカ イポ                         ..1810 
スクプホントム ワ /                     ..1642 
スクプ ワ                                   ..397 
スケ セコ口                                ..267 
スケ ヒネ                                 ..297 
スケ                                    ..260 
スルク サケ                          ..1683,1697 
スルクイタクテ フ                           ..1685 
セ コロアイエコロ                       7,204 Ⅰ 
セ コロアンク ニプ                        ..1127 
セ コロアン ペ                             2018 
セ コロアンヤク ン                       ..1402 
セコロオカイベ                          ..1221 
セコロ ハウェアンコ ロ                     ..71 
セクチ レス                         ..1938,2024 
セタク / ネヤ                            ..939 
セムコラチ                 ..1081,1122,1341,1585 
セモホンルイ /                          ..1329 
ソイワ サンマ                       ・・ 1231,1849 
ソ モ 々 ペアン /                     ..343.  67
ソ モエ シクヌレ ヤク ン                     ..915 
ソモオ ホンルイ                           ..449 
ソモキ /                         ..1910,1951 
ソモセタク                              ..374 
ソモセタク /                              ..570 
ソヨ テレ ケ                                 ..792 
・・ 350,1557 
ソコンパワイサム                        ..442 
ソンコアンパ                             1493 
ソンココロオッカ イポ                      ..337 
タ 行 
タア ウニ タ                             ..1381 
タ アン                                   ..1103 
タ アンマ @ カチ                       113711151 
タ アンプ / コボ                      … 1418,1622 
タイ ェ カネ                              ..1824 
クナク カネ                        ..853,937,978 
タネ                                          
タネ アナク ネ               ..569,1290,1328,1948 
タネアラパ アン 7                  ..1203,1212 
クネ アン キコ 0                        ..2004 
ク ネイペアン                            ..300 
タネタ，わ /                            ..126 
タ ホ ネクス                         ..665,854. 
1030.1088.1369.1554 
タ ネポタ フネ                 ..149,202,273,1931 
クパン                                ..601.  737 
クパンアテン ネプ                        ..1740 
クパンイ ョチ                  ..1382,1399,1805 
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タ パンカムイ マウ                       ..1854 
タバンチェ プ                          ..611,624 
タ パンチプカムイ                       ..1714 
タ パンテワ /                          ..1277 
タ パン トゥル プネチエフ                  ..589 
タ パンナ                                Ⅰ 220 
タ パンナ セコロ                           ..472 
タパ、 ノペクス                     ..1167,1659 
タ パンペタ フネ                          ..1999 
タ パン ペネ /                          ..1598 
タ パンマトカチ          ．． 1278,1634,1704,1791 
タ パンマラット                         ..1517 
タノくシ メ / コ                            ..1792 
タパ、 ノメ / コポ                     ..1599,1635 
タ フ                                      ..1728 
タ フ アナク ネ                   ..1106,1398,1715 
タ フエネ                                 ..713 
タ フオロ ワ /                           ..1063 
タ フカ ユ ノ                               ..1656 
タ フコホピ                              ..1429 
タフタ フ アンセ コ 0                      ..2020 
タ フネ カネ                                ..508 
タン イヨイ キリ                      ．．1962,1984 
タンイン ネ コタン                        ..891 
タンタク ピ                               ..360 
タンテ パク /                            ..192 
タン ピ クラ                                ..324 
タン ピリカ ウヘコテ                      ..2016 
タンフ シコトイ ワ                         ..384 
タン ペ                                   ..913 
タン ペ @                                 ..321 
タンポロチャシ                         ..953 
タンポロ ピタラ                           ..238 
タン マ トカチ                   ..1188,1757,1772 
タ 、 ノ リ クナワ                           ..919 
ク、 ノト ネ                                  328 
タン ペ パテク                          ..104,108 
チア ラレス                               ..1109 
チ ウェンクンレス                         ..1637 
チ ウェンレス                            ..1152 
チェオ ヱロ シキ                            ..1340 
チェパタ t カラパワ                     ..564 
チエフイ キリ                              ..648 
チエフイ キリカ ラ パ ヒネ                   652 
チエフウ コシナン パ                       ..583 
チ エ フサトケ クマ                         ..289 
チエフサトケパコ 0                     ..292 
チエフサ @ サ @ ケアン ヒ                    ..609 
チエフミケ カラワ                       ..283 
チエフヤウォクタ                        ..281 
チエフヤウォククパワ                   ..562 
チエフヤウォクタ ヒタ                   ..707 
チ ェ％コイ キオロウン           ..141,196,1159 
チエ フコイ キパ                           ..561 
チエフサ @ サトウ                           ..572 
チエフ ンナンパパ                         ..643 
チエフム イ カラパ                       ..582 
チ シ コ 口                                      
チシ トウラ /                            ..1940 
チシ トゥリ ン                             ..1986 
チシ トゥルパン                            ..1964 
チシ レアヌ                        ..165,892,895 
チセオンナイ                           ..1887 
チ トゥナ シ ；                               ..304 
チ トムテレス                    ..1108,1605,1760 
チ ニ スイペ ；                            ..1038 
チ ピリカレス               ..1143,1279,1761,1992 
チファ オ ワ                              ..1169 
チプオ 。                                  ..216 
チプ オロ エシクテ                          ..645 
チプ オロオマレ                         ..1711 
チプ オロオマレ ワ                       ..1746 
チプ オロ ワ                               ..250 
チプカトケマ @                          ..1739 
チフ ンク /                               ..650 
チプヤプテパ                        ..247.  667 
チプコ ェア チウ                            ..1712 
チ プシケ；                           ..593,596 
チポヮ                             ..226,1662 
チホ ツ パイタク ネ                        ..1125 
チ マカンパ                              ..1078 
チマクタトパ                              ..1080 
チ ャ ウナライ ェ                           ..1509 
チャウナライパ                           ..1515 
チャシ ウプ ソロ                 ..1453,1967,1982 
チャシェプ ンキネヒ                    ..2039 
チャシエフン キネワ                    ..1612 
チャシ オロタ                      ..691,1900 
チャシ トウヨロ                            ..896 
チャナンシフト ッコロ                      ..800 
チャナンポンプ /コ                       ..809 
チャナン メ / コ ；                        ..834 
チヤ ラセ カネ                              ..847 
チュテクウッ シウ                          310 
一 2 Ⅰ 0  一 
チョ エロ シキ                               386 
チラナランケ                            ..1855 
テワ /                                      
テエ タ カ ネ                              ．． 1873 
テクス @ ナワ                             ..1358 
テケヘウン                              ..795 
テシケ カネ                                 ..45 
テシ ケポンチカイリ                     ..359 
テセサ @ キコロ                          ..212 
テセ サトキ パコロ                        ..225 
テ ムニ コ ロウ ン                   ..910,920,1835 
テレ ケレ                                  ， ． 1462 
テレ ケレ カネ                             ..1482 
ト ヱネアン                             ..494 
ト ボ ク ナ                                  ..747 
トアンマ @ カチ                             521 
トイコキ ‥ y キク                             ..835 
トイペサ 二                              ..739 
ト イルルン二                     ..57,65.  69.  74 
トウ アラカ イクク                         ..733 
トウ カムイ シン リ @                     ..1017 
トゥ カムイ ライ フ ム                     ..1247 
トウケムピナ イソ                         ..845 
トウス フルフツ サ                       ..1068 
トウ， 、 カクイタク                     ..486.  513
トゥ ピヌ イタク                       ..487.  512 
トウ ピス フ ッセ                          ..994 
トウ ピリカスクプ                       ..1919 
トウペケ レチュプキ                      1338 
トウペケ シスペ                           ..551 
トゥルウトウ ソレ                         ..1336 
トゥルイ イタク ネ                        ..518 
トウイ カシタ                        ..672.  797 
トウイ カシケ                               ..762 
トゥサクニプ                            ..1291 
トゥサワ パイ ェ                         ..1075 
トゥ サアンカ トウ                        ..1089 
トウトコ レ レコ                      ..1442,1447 
トウ ミ ホントム                      ..1701,1733 
トウミ ユプケ                             ..1694 
トウミ コマ フクニプ                 ..1926,1954 
トゥ ミコヤン                             ..2012 
トゥミ コランクス                       ..1737 
トウミ コランワ                         ..1732 
トウラワ パイェ                         ..1164 
トウラ /                            ..675.  2036 
トゥル パ カネ                              ..454 
トウレシコロクニプ                     ．． 1512 
トゥレシ トゥラ ワ                        ..1513 
トゥンアネ ワ                           ..1857 
トゥン ファパ                            ..177 
トゥン プウプ ソロ                          ..166 
トゥン プオ 。                        ..1139,1148 
トゥンフクロウ ン                    ..179.・ 
ト ウンフオロオレシ バワ                 ..1632 
トゥ、 ノブオロク                          ..781 
ト ウンプ オロ 7                          ..789 
トオ シペニタ                          ..234 
トカプ ヘネ                     ..1059,1065,1347 
トマライトシ ；                           ..251 
トマカシカ ラ                               ..253 
ナ 行 
ナニ ケ シシ ネ                            ..1499 
チ オ カ ルウェ                           ..1560 
ナソ モ ノ ペアン /                      ..469 
ナポ オンポン マ @ カチ                        
ナノ ロカシ                                 ..959 
ニ姉サッ タ アンコ ロ                      138r1g5 
二シパアシケ                            ..1508 
ニノべオ ピッタ                           ..1500 
ニナアン ワ                                ..51 
ニ マフ ハ                            ..1829,1831 
二シ カリ クス                             ..806 
ヌイ クシカ ネ                             ..732 
ヌカラワ                                ..1185 
ス フルクスリ                            ..1044 
ヌ ラッパ シリ                            ..1800 
                                       ..1175 
ネフテコロ ；                              ..1710 
ネア ヤク ネ                         ..1801,2010 
ネア アンクルネ ヤッ ；                  ..1567 
ネアアン ペ                          ..802,810 
ネアクス                                ..327 
ネアプ アナク ネ                           ..290 
ネアペコロ                               ..103 
ネ アミンコソンテ                       ．．1183 
ネエトコ タ                             ..1411 
ネカトゥ フ                              ..1641 クネ ..485 
ネクス                             ..592,1410 
ネコ トム                             ..416,1324 
ネコ トム /                         ..1047,1870 
一 - 211 - 一
ネ コロ ；                                  ..531 
ネ サランペ                             ..1303 
ネシリ イキコロ ；                         ..38 
ネシリ ネ ヤク 、 ノ                        ..1202 
ネ トマカシオ ロタ                        ..256 
ネチ セ コロ                 ..199,629,1744,1808 
ネチ セ コロカネ                         ..635 
ネナネチ セ コ中                         ..723 
ネ ナン コロヤッ ；                        ..1735 
ネ ネクセ コロ                         ..754.  776 
ネ / イネ アン                            ..311 
ネヒエベ ；                         1693, Ⅰ 770 
ネヒオロク              ..699,1676,1703,1750 
ネ ヒ コラチ                             ..1072 
ネヒタ                             ..585,2023 
ネ ヒタパ、 ツ ナ                          ..1738 
ネヒホ ヤ ツ ；                          ..1393 
ネ ヒ ネオラ                             ..210 
ネ ヒ ネオ ロワ                           ..1174 
ネペ コロ                              ..515.  971 
ネマト ネポ                          ・．1136,1621 
ネ マ ス                                  ..1489 
ネマヌプ                                ..1817 
ネヤ ；                                   784 
ネヤッ ；                          6,1391,1994 
ネルウェ タ パンナ セコ 0               ..1283 
ネル ウヱネア ヤク 、 ノ                   ..1773 
ネルウェ ネナ                         ..1423 
ネルウェ ネ ナンコラ                    ..1542 
ネルウェ ネヤッ ；                      ..1652 
ネロクアイ ネ                        ..193,233. 
448,944,1087,1553 
ネロ クアワ                    ..922,1561,1607 
ネ ロ クペ                               ..1614 
ネ ロ クペクス                            766 
ネロ コ ；              ・・ 339,813,1028,1497,1590 
ネ ロコカ コロ ；                          ..1766 
ネワ アン ベ                            ．． 1186 
ネワホ ヤク ネ                           ..1723 
ネワクス                                ..614 
ネア                        ..438,833,1374,1426. 
1625,1699,1899,1903 
ネアア アト ゥサ                           ..429 
ネアアコロ ウナラ ぺ                        794 
ネ アイヤク ネ クル                        ..1591 
ネ アサランペアミ プ                       ..434 
ネ アチェ プ                                ..686 
ネ ア トゥチ エフ                        654r7700 
ネアポン メ / コ             ..814,923,987,1053 
ネ アルプネチ エフ                         ..673 
ネ アンチプシケ ロ                         ..646 
ネイ タ                                   ..396 
ネイ タ コ クレタ                        Ⅰ 538 
ネイ バ ク /                              ..2000 
ネイ ヮネヤ                        ..861,1853 
ネイ ワノ スイ                           ..1925 
ネイ ケブ イ ケ                             ..1767 
ネウンイキワ                               
ネ ウンシ /                                  
ネウ シネマ ッ ；                         ..1774 
ネシ ナック ス                             ..1332 
ネ ノ アアン 7                           ..370 
ネ ノ アン ワネ ヤク                      ..1783 
ネ ノチェ プ コイ キパ                      ..571 
ネファ エシリ キ ラ フ                        ..1950 
ネプ ウェンイタク                         ..726 
ネフ エエカ ヲクス                       ..822 
ネフ エ カヲクス                      ..741,818 
ネ 7 カ ピリカ アエ， r                       ..95 
ネプ カムイ ェ                              ..870 
ネプ タハウェ                            ..974 
ネプ タフ 2                             ..975 
ネプ ネクス                ..28,1133,1686,1878 
ネ プハウェ ヘ                             ..947 
ネプピトホ                               ..871 
ネプ フ 2 ヒ                                ..946 
ネロクウェンクル                        ..1213 
ネロ クウヱ ンクルウクラ                   ..1204 
ネロ クペ                              ..1250 
/ イネ カネ                              ..1165 
ノミ カネ                            .． 1414,1416 
ハ 行 
パイ ェ ヒオラ                           ..373 
パイ ェヒク                             ..1665 
パイ エ アンカ トウ                        ..1864 
パイ エ アン キコロ                        ..235 
パイ エ アンクス ネナ                    ..344 
パイ エ アンコⅠ                        885,890 
パイ エ アン ヒ                            ..1869 
パイ エ アン ヒネ                          ..1872 
バイ エ アンルウエ                        ..232 
ハウェ カ イサム                            ..73 
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ハウェ ホ ヤク ン                          ..342 
ハウェアナン コロ                          ..724 
ハウェアンコ ロ               ..147,637,755,918 
ハウェアンルウェ ネ                    ..1428 
ハウェ オカ コロ                         480,777 
ハウェ オカ コロ ；                          ..468 
パク ノアナン                            ..1372 
バ ク / ネコロ                      ..1230,1244. 
1455.1487.1820 
パッカイ ワ                              ..1708 
ハ 。 "" アク タ " ア                              ..1780 
ハヨク ンリ                               ..1227 
ハラキソ ワ                                ..163 
ハラキソサム                               ..392 
ハ ロ チョ スケ                            1363 
ピウピワ @ キ                               ..999 
ピタピク                                  ..420 
ピクラケセヘ                         ..242.  325 
ピタラ / シキタ                         ..246 
ピタ ラ バケヘ                             ..240 
ピトコ サンパ                              ..791 
ピ ト フラ                                ..1452 
ヒナクワ エクアミ プ                        745 
ヒネ                                       121 
ヒ ネオラ                                ..432 
ヒ ネオラ /                          ..218.  464
ヒ ネオラ / スイ                          ..660 
ヒ ネオ ロワ                                255 
ヒ ネオ ロワ /                            ..123 
ピ ラッカ ウシペ                          ..377 
ピリ トゥ クワ パイ ェ                     ..1076 
ピリカ アクナク                         ..1579 
ピリカ ア エ フ                               ..98 
ピリ カ アミ プ                               ..36 
ピリカ ウヘコ ト バ                        ..2007 
ピリカ クニプ                              ..634 
ピリカ サケ                               ..1449 
ピ サ カスケ                          ..171,1360 
ピリカ セコ口                      ..501,526,683 
ピリカ ソ チピ                              ..133 
ピリカチクラ ぺ                           ..1844 
ピリカ チ レス                             ..1604 
ピリカハウェ                            ..1816 
ピリ ； ヒケ                     ..1827,1837,1843 
ピリカルウェ                   ..904,1343,1544 
ピリカアンカ トゥ                         ..1090 
ピリカノアイ ペ レコロ                     187 
ブ イ コ トゥイ ェ                           ..1121 
ブ イ コ トウイ エフ                          ..1118 
ブ イ ブイナワ                           ..407 
                                     ..42 
フシ コ イタンキ                            ..106 
フシコ ポンチカイリ                       ..43 
フシコトイワ                              ..1876 
ブ ッセ ネ マス フ                          ..997 
フナ クバキタ                             ..945 
フナ クワ                                 ..769 
フナ クフ エクアミ プ                       ..750 
フ％ サ ；                                 ..154 
フ％シ ャ ；                         ..1005,1476 
ヘセポ ；                                ..1906 
ヘ セアンカ トウ                          ..1032 
ヘタ パイ エ アン ロセコロ                ..1822 
ヘタ ク ホク レ                              ..679 
ペトオロタ ラ パン                        ..214 
ぺ @ 「 @7 ゥフシ                          ..219.  228
ぺ @ ペシ / ポ                          ..661.  663
ペトペニウ、 ノ                           ..229 
ヘトウククニプ                     ..15.  88.  543 
ヘトポ                                  ..2029 
ヘトポ 木ロ；                         ..875,1260 
ペ ニケ コ コニシ バ                        ..322 
ヘ マンタ ホ                                ..68 
ヘ マンクネ クシ                            ..54 
ヘム キ                                   ．．1563 
ヘン パフ                                 ..2011 
ポフ エラマス                        ..626,709 
ポイヤ ウンベ                        ..1610,1654 
ポ ウタリ                                  Ⅰ 214 
ポオ                                      ..743 
ホカ トゥイ；                            ..1042 
ホク イタク キ                            ..1690 
ポク ナノ                               ..428.  433
ポク ナノ ミ                                ..421 
ホクレ                           ..346,477,1424 
ホ クレク ナク                              ..496 
ホクレケ メイキ セコロ                    ..1301 
ポコロカトウ                            ..1131 
ポ コロコ ク                               ..1616 
ポコ ロロクアイ ネ                        ..1617 
ホシキチプガ ロワ                        ..670 
ホシキ /                                  ..719 
ホシキ / ポ                                  ‥ 600 
ホン ッパ                                 ..1556 
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ホン ッバ                               ..2033 
ホシピ オッカ イポ                         ..330 
ホシピ フ 3                          878,880 
ホ トゥイ パ カラク二                      ..1501 
ポ ナイスポンクル                     ..400,1010. 
1094.1222.1285.1491,1562, 
1891.1904.1913,1943,2005 
ポニ ウネ ヒケ                             ‥ 2035 
ホピ タ ン                                  ..414 
ポヘネ                                    ..612 
ホ マリ タラ                        ..241,243,855 
ポロ アコロユピ                      ..586.  84
ポロイタンキ                             132 
ポロ シト カラ                            ..120 
ポロチニ スイペ                         ..1036 
ポロン /                                  291 
ポロン / オ ；                              …576 
ポン ケトウシオロ                       ..1845 
ポシ マ t カチ                             ..2022 
ポシ メ / コ                           ..902.  907. 
1021.1066,1223.1434 
ポンプ / コ ウクラ                    1458,1479 
ホント モクスイ                          ..962 
ホント モワ /                           ..1995 
ポン /                                   ..981 
マ 行 
マウ クルル                                 882 
マカナクイキワ                          ..542 
マカン オカイベ                         ..185 
マカンカ @ コ 。 ぺ                     ..160,167. 
182,305,381,783,790 
マクイキヒネ                            ..767 
マクセコロ ハウェアノコ ロ                  ..60 
マ コシマオカ ケウン                      ..926 
マ ト コロ クニプ                           ..1510 
マ @ トゥラ フ                             1511 
マト ネルウェ ネ                         ..1627 
マトネポ                                  ..1756 
2 ％ オカイペ                            37 
ミケ カネ                                 ..808 
ミケカ ネイ キ                             805 
ミナ ハウ コ                               ..224 
ムッコ サンパ                             ..929 
メ / コアナク                            ..1299 
メ / コ ユカラ                            ..6.  2040 
モ 々 しっ ；                                 178 
モ コランプ ミ                              970 
モコロヘクプ                            ..941 
モコロヘホ ヤ                            ..934 
モコンルスイ                              ..966 
モコンルスイ ペ                          ..963 
モ シマウクラアナク                      ..35 
モ ノリパク チヤン                         ..894 
モトコロ キワ                               
モナク ピリ ；                             ..1355 
モナク ピリカ アプ                         ..1530 
モノアルウェ ネ                         ..404 
モンキ キ チャシ ス /                      ..1736 
ヤ 行 
ヤイェ ラム オ ；                            ..983 
ヤイ カク コ %                       ..1629,1755 
サイクル カク                               1988 
ヤイ コア ヌ                                ..423 
ヤイコクトコロ                            ..419 
ヤメスパコロ ；                           ..516 
ヤ イヌ フ ミ                                964 
ヤイ ヌ アンカ ネ                     92,190,856 
マ イ ヌ アンコ 由                            ..972 
ヤイ ヌ アン ヒケ                            549 
ヤイヌ アン ペ ネクス                    ..369 
ヤイヌ アン ワ                             ..969 
ヤク イエバコロ                   -1624,1628 
ヤシ ケ アヤシ ケ ワ                        ㎎59 
ヤ シロト @ ケ                               ..864 
ヤ ナン シリ                               ..722 
ヤニ オライケ カトウ                     ..1190 
ヤ ニホンコ                               ..1161 
ヤパ、 ノワネチキ                         ..599 
ヤプソモキ                             ..1669 
ヤプテヒ ネオラ /                        ..252 
ヤヨ パラ セ                               ..1266 
ヤンケカ ラプト タ                         ..1666 
ユカラオロタ                                
ユ クチコイ キプ                           ..1915 
ユプケ モコンルスイ                        ..967 
ユプニ シ バケ                         ..1592.1813 
ラ 行 
ライネクス                             ..1730 
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ライ フルカプ                             ..1197 
ライ ヘ タ フ                                942 
ライ ヘホ ヤ                             ..933 
ラポキケ                                  ..837 
ラ ポッケ ク                           ..302.  858 
ラマック キコ 0                           -1013 
ラム コロ                                 ..1764 
ラメ トクオツタ                           ..1586 
ランペ シクシ ネ                      ..1963,1985 
リクペ ；                                  ..911 
ルイ イタク ネ                             ..491 
ルイルイ アペ                            ..1895 
ルウェアン ペ                           ..1356 
ルウェ ネ アクシ オラ /                   ..474 
ルウェ ネ コロ ；                          ..1571 
ルウェ ネ ヒネ                 ．． 248 ， 668,677,690 
ルウェ ネワクス                        ..1192 
ルウォ カケヘク                         ..1611 
ル シカ クス                               ..1187 
ルスイ クス                              ..619 
ルトムン キ ；                             ..385 
ルプネカ シ バ ルウェ                       ..625 
ルプネチヱプ                             ..613 
ルル ケ シネ アペコ Ⅰ                       ..101 
レアラカイタク                          ..734 
レ カムイ シン リ @                       ..1018 
レ カムイ ライ フ ム                       ..1248 
レケムピナ イソ                           ..846 
レチプシク /                            ..651 
レチプネ ヒネ                            ..215 
レ スプルフ ッサ                          ..1069 
  ビ ヌ ブッセ                            ..995 
レ ビリ カ スクプ                          ..1920 
レ ペケ レチュプキ                        1339 
レベケノヌペ                             552 
レルウ トゥル                           ..1337 
レウ シ チセ オロク                      ..462 
レウ シオカ アン                    ..206,257,555 
レシパカトゥ                            ..1759 
レシ / く                             ..1722,1753 
レ フケクシパヒ タ                      ..1672 
レ フケ クシパワ                        ..1661 
レ プンカラプト                  ..1660,1671,1677 
ロ クアイ ネ                                ..644 
コクワオ ；                               ..698 
口 クワ オ カイ ペ                          ..909 
ロ コ ；                                ..1998 
ロ ルンプ ヤラ                               ..162 
ワ 行 
％ オラ                                   ..499 
ワクス                                    ..710 
ワク スエネ                              ..627 
ワッカア 二                                 ..32 
ワッカ アニアン                            ..24 
ワツカ タセ コ 0                           ..265 
ワッカクニオキ                            ..22 
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